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技－1

通則

第１章　通則
（用語の定義）
第１条　この技術的条件集においては、次表の左欄の用語はそれぞれの右欄の意
味で使用します。

用語 意味

(1) 形態 接続インタフェースごとにインタフェース種別
を区別した概念形態ごとの接続条件は第５条
(1)、第９条(1)、第46条(1)および第50条(1)を
参照

(2) 分類 接続番号を接続形態別に区分した概念
分類と電気通信番号の対応は次のとおり
分類１　端末系番号：端末系事業者、特定端末

系事業者が利用する固定端末系伝送路
設備を識別するための電気通信番号も
しくはＩＰ電話事業者が利用するＩＰ
電話に係る音声伝送役務を識別するた
めの電気通信番号（電気通信番号規則
（令和元年総務省令第４号）別表第１
号に掲げる固定電話番号）

分類２　携帯電話系番号：携帯電話事業者が利
用する携帯電話に係る端末系伝送路設
備を識別するための電気通信番号

分類３　ＰＨＳ系番号：ＰＨＳ事業者が利用す
るＰＨＳに係る端末系伝送路設備を識
別するための電気通信番号

分類４　国際系番号：国際系事業者（電気通信
番号規則（令和元年総務省令第４号）
別表第10号に掲げる事業者設備識別番
号を有し、国際電話等（電気通信事業
報告規則（昭和63年郵政省令第46号）
第１条第２項第15号に規定するものを
いいます。）を提供する事業者）が利用
する電気通信回線設備を識別するため
の電気通信番号

分類５　サービス系番号：各サービスを識別す
るための電気通信番号

分類６　ＩＰ電話系番号：ＩＰ電話事業者が利
用するＩＰ電話に係る音声伝送役務を
識別するための電気通信番号（電気通
信番号規則（令和元年総務省令第４号）
別表第６号に掲げる特定ＩＰ電話番
号）



技－2

通則

用語 意味

分類７　事業者識別番号：国内中継事業者（電
気通信番号規則（令和元年総務省令第
４号）別表第10号に掲げる事業者設備
識別番号を有し、国内選択中継電気通
信サービスを提供する事業者）が利用
する電気通信回線設備を識別するため
の電気通信番号

(3) 国際公衆電気通信番号等 国際電気通信連合条約に基づく勧告（国際公衆
電気通信番号計画）に準拠した電気通信番号を
指します。

(4) 対地域事業者インタフェース 端末系事業者、特定端末系事業者、ＰＨＳ事業
者、ＩＰ電話事業者が接続する時に適用するイ
ンタフェース種別を指します。

(5) 対移動体事業者インタフェース 携帯電話事業者が接続する時に適用するインタ
フェース種別を指します。

(6) 対国際事業者インタフェース 国際系事業者が接続する時に適用するインタフ
ェース種別を指します。

(7) 対選択中継事業者インタフェー
ス

国内中継事業者が接続する時に適用するインタ
フェース種別を指します。

(8) 削除 削除

(9) 対パケットデータ直収（ＩＭＴ
－２０００）ユーザインタフェー
ス

ＩＭＴ－２０００パケットデータ直収接続する
時に適用するインタフェース種別を指します。

(10)対パケットデータ直収（ＬＴ
Ｅ）ユーザインタフェース

ＬＴＥパケットデータ直収接続する時に適用す
るインタフェース種別を指します。

(11)対移動体事業者（SMS）インタ
フェース

携帯電話事業者のショートメッセージ通信モー
ドで接続する時に適用するインタフェース種別
を指します。

(12)直接協定事業者 当社と直接接続している協定事業者のうちの当
事者を指します。

(13)対応網 ２つの信号端局を直接接続した信号リンクで信
号を転送する網を指します。
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用語 意味

(14)ＭＧＳ
（Mobile Gateway Switch）

直接協定事業者と相互接続する当社の交換機を
指します。

(15)ＧＳ（Gateway Switch） 当社と相互接続する直接協定事業者の交換機を
指します。

(16)削除 削除

(17)ＴＧＮ（Trunk Group Number） 同一方路に設定される回線の集合を表す番号を
指します。

(18)発側網 一つの網への入接続時にその網より前位にある
網を指します。

(19)着側網 一つの網への入接続時にその網及びその網より
後位にある網を指します。

(20)直収回線等接続事業者の接続
装置

当社とデータ直収接続する直接協定事業者の接
続装置を指します。

(21)アクセス制御 当社網と直収回線等接続事象者網間における接
続制御を指します。

(22)保守制御 当社網と国内他接続事業者網間で自社網の保全
を目的として相互に保守情報を通知する制御を
指します。

(23)再開 交換機故障時に全アプリケーションプロセスを
再起動することを指します。

(24)番号管理事業者 携帯電話利用者が使用する電話番号の番号帯を
総務省から割当てられた携帯電話事業者であ
り、ＭＮＰにおいて、その番号帯の各電話番号
の移転先事業者を管理する携帯電話事業者を指
します。

(25)移転先事業者 携帯電話の利用者がＭＮＰにより携帯電話事業
者を変更した際に、最終的に契約する携帯電話
事業者を指します。

(26)ネットワークルーチング番号（Ｎ
ＲＮ）

ＭＮＰにおいて、移転先事業者に呼をルーチン
グさせるために利用する番号を指します。
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用語 意味

(27)ＭＮＰ転送方式 ＭＮＰ接続方式の１つ。発信網からの接続に対
し、ＮＲＮを基に移転元事業者が移転先網へ呼
を転送する方式を指します。

(28)ＭＮＰリダイレクション方式 ＭＮＰ接続方式の１つ。発信網からの接続に対
し、前位網へＮＲＮを通知し、移転先網へ再ル
ーチングを行う方式を指します。
携帯電話事業者網からの発信時は必ずこの方式
を使用します。

(29)対移動体事業者（IP）インタフ
ェース

携帯電話事業者がSIPによるセッション制御機
能を利用した通信で接続する時に適用するイン
タフェース種別を指します。

(30)対地域事業者（IP）インタフェ
ース

端末系事業者、特定端末系事業者、ＰＨＳ事業
者、ＩＰ電話事業者がSIPによるセッション制御
機能を利用した通信で接続する時に適用するイ
ンタフェース種別を指します。

(31)対国際事業者（IP）インタフェ
ース

国際系事業者がSIPによるセッション制御機能
を利用した通信で接続する時に適用するインタ
フェース種別を指します。
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通則

（標準的な接続箇所）
第２条　本則に規定する標準的な接続箇所は次のとおりとします。

標準的な接続箇所 技術的条件

(1) 関門交換機の伝送装置 技術的条件集第２章第１節、第２節、第９節、
第11節、および第12節第45条、および第13節第
49条に規定するところによります。

(2) 削除 削除

(3) 直収パケット交換機のルータ 技術的条件集第２章第６節第20条、第10節第36
条に規定するところによります。

（相互接続呼の接続条件）
第３条　当社網のインタフェース種別と接続番号の関係は第５条(1)、第９条(1)、
第46条(1)および第50条(1)に示すとおりとします。
２　利用可能な当社の付加サービスに関わる利用条件は技術的条件集別表２に示
すとおりとします。
３　当社と協定事業者との接続における信号方式及び信号シーケンスその他接続
に係わる選択可能な条件等については、当社が協定事業者と協議の上定める技
術的条件確認事項に特定します。
４　当社と協定事業者との伝送路装置間インタフェース仕様は、技術的条件集別
表７、別表12-1、別表13-1に示すとおりとします。
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第２章　形態別技術的条件
第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

（網構成）
第４条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。
(1) ＭＧＳとＧＳとの接続は、相互接続協定書に定める相互接続点単位に行う
ものとします。

(2) １つの相互接続点の接続対象地域内にＭＧＳが複数ある場合は、１つのＧ
Ｓがその接続対象地域内にある全てのＭＧＳと接続することを可能とし、１
つの相互接続点の接続対象地域内にＧＳが複数ある場合は、１つのＭＧＳが
その接続対象地域内にある全てのＧＳと接続することを可能とします。

２　当社網と直接協定事業者網間の共通線信号網の構成は次のとおりとします。
(1) 共通線信号網構成は、対応網構成とします。
(2) 共通線信号網構成はＡ、Ｂ面の２面構成とし、Ａ、Ｂ両面にリンクの設定
を行います。

（接続方式）
第５条　当社網と協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。
(1) 当社網と協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令
和元年総務省令第４号）を準用することとします。なお、協定事業者は当社
の加入契約者から協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通
知することを要します。
　当社網と協定事業者網間で使用する接続番号構成は次のとおりとします。

有効受信桁数
(注1）インタ

フェース
分類 呼方向 接続番号構成

最小 最大

対地域 分類１ 当社網
→

協定事
業者網

０　＋　ＡＢＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪ
①　　　　　②　　　　　　 ③
①国内プレフィックス②市外局番＋市
内局番③加入者番号

４ ９

対地域 分類２ 協定事
業者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10

対国際 分類２ 協定事
業者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10
(注2)

対地域 分類３ 当社網
→

協定事
業者網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

６ 10
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対国際 分類４ 当社網
→

協定事
業者網

００ＸＹ　＋　×～×
 　①           ②
①事業者識別番号②国際公衆電気通信
番号等

接続番号を次のとおりに区分します。

４ 24

(ア)００ＸＹ１系
００ＸＹに続き国際公衆電気通信番
号が存在する接続番号

(イ)００ＸＹ２系
００ＸＹに続き、サービス識別コー
ドが存在する接続番号

(ウ)００ＸＹ３系
００ＸＹに続き国際公衆電気通信番
号等が存在しない接続番号

(ア)０ＡＢ０着信課金
０１２０ ＋ ＤＥＦ　＋　ＧＨＪ
　 ①         ②　　　　　③
０８００ ＋ ＤＥＦ ＋ ＧＨＪＫ
　 ①         ②　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番
号③加入者番号

対地域 分類５ 当社網
→

協定事
業者網

(イ)０ＡＢ０発信課金
０５７０ ＋ ＤＥＦ　＋　ＧＨＪ
　 ①         ②　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番
号③契約者番号
０１８０ ＋ ９９ ＋ Ｆ ＋ ＧＨＪ
　 ①         　　　③      ④
①サービス識別番号②地域識別番号
③契約者番号

９ 10

対地域 分類６ 当社網
→

協定事
業者網

０Ａ０　＋　ＣＤＥＦ　＋　ＧＨＪＫ
　①　　　　　 ②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

９ 10

対選択中継 分類７ 協定事
業者網
→

当社網

００ＸＹ＋
 　①
０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　②　　　　　③　　　　　　④
①事業者識別番号②サービス識別番号
③事業者識別番号④加入者番号

８
(注3)

10
(注3)

（注１）：有効受信桁数は国内プレフィックス、およびサービス識別番号の１桁
目の０を除きます。また、有効受信桁数未満の着信番号が送出される場合
があります。
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（注２）：国際ローミングインユーザ呼の場合、90＋542＋××××××××の13
桁となります。

（注３）：対選択中継インタフェースの有効受信桁数は事業者識別番号（００Ｘ
Ｙ）とサービス識別番号の１桁目の０を除きます。

(2) 当社網と協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとします。
ア　当社網と協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠
したNo.7信号方式を適用します。

イ　ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３に示すとおりとします。
ウ　ＩＳＵＰ仕様は、技術的条件集別表４及びＴＴＣ標準　ＪＪ－９０．１
０をベースドキュメントとし、分類１から分類７で設定する次の表で示す
事項を含んだものとします。なお、次の表の項番は、技術的条件集別表４
に対応していますが、パラメータの項番（３．ＩＳＤＮユーザ部のパラメ
ータに規定する項番とします。）の内で規定のない項番については、使用
しないこととします。ただし、ＭＮＰ転送方式による接続時は技術的条件
集別表４に規定のないパラメータについても透過中継する場合がありま
す。
　当社網が協定事業者網から本ＩＳＵＰ仕様で規定された以外のメッセ
ージ、パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は相互接
続に関わる正常性を保証しません。
　呼の方向（当社網→協定事業者網、協定事業者網→当社網）により使用
するＩＳＵＰ条件は以下のとおりです。
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呼の方向：当社網→協定事業者網

項番 項　　目 仕　　様 記事

1. 概説

1.1 ルーチングラベル

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは13ビ
ットとします

1.3 メッセージ種別

1.4 フォーマッティングの原則

1.5 固定長必須部

1.6 可変長必須部

1.7 オプション部

1.8 オプションパラメータの終了表
示オクテット

1.9 送出順序

1.10 予備ビットのコーディング

1.11 国内用信号種別とパラメータ

1.12 メッセージ種別コードとパラメ
ータコードの割り当て

1.13 「予備」コードと「留保」コー
ドの意味

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

2. パラメータのコード

2.1 メッセージ種別のコード

2.2 長さ表示のコーディング

2.3 ポインタのコーディング

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ

3.1 パラメータ名 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.3 アクセス転送 技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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項番 項　　目 仕　　様 記事

逆方向呼表示

課金表示 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00、01、10”を使用します
ＡＮＭでは
“01、10”を使用します
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０着信課金では“10”は使
用しません
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０発信課金では“01”は使
用しません

着ユーザ状態表示（ＣＬＳ） “00、01”を使用します

着ユーザ種別表示 “00、01、10”を使用します

エンド・エンド法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エンド・エンド情報表示 “0”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

保留表示 “0”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡ
Ｉ）

技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エコー制御装置表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.5

ＳＣＣＰ法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.9 着番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 地 域 イ ン タ フ ェ ー ス で は
“0000011”を使用します
国 際 イ ン タ フ ェ ー ス で は
“1111110”を使用します

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “0”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.10 発番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011、0000100、1111110”
を使用します
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０着信課金／発信課金およ
び国際インタフェースでは
“1111110”は使用しません

発番号不完全表示（ＮＩ） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.11 発ユーザ種別 “ 00001010 、 00001011 、
00001101、00001111”を使用し
ます
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０発信課金および国際イン
タフェースでは“00001111”は
使用しません

3.12 理由表示

拡張表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

コーディング標準 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

生成源 “0000、0011、0100、0101、0111、
1010”を使用します



技－12

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

理由表示値 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

診断情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.20 オプションパラメータ終了表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.21 イベント情報

イベント表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

イベント提示制限表示 “0”を使用します

3.23 順方向呼表示   

国内／国際呼表示 “0”を使用します

エンド・エンド法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エンド・エンド情報表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 “00、01、10”を使用します
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０着信課金／発信課金では
“01”は使用しません

ＩＳＤＮアクセス表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＳＣＣＰ法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

予備

国内使用に留保

使用しません
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項番 項　　目 仕　　様 記事

3.26 汎用番号

番号情報識別子 “00000110、00000111”を使用
します

奇数／偶数表示 “0、1”を使用します

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号不完全表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

接続特性表示

衛星回線表示 “00、01、10”を使用します
ただし、地域インタフェース０
ＡＢ０着信課金／発信課金では
“10”は使用しません

導通試験表示 “00”を使用します

エコー制御装置表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.35

予備 使用しません

オプション逆方向呼表示

インバンド情報表示 “1”を使用します

着信転送可能性表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

簡易分割表示 “0”を使用します

ＭＬＰＰユーザ表示

3.37

国内使用に留保

使用しません



技－14

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.39 第一着番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

転送元番号3.44

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011、0000100”を使用し
ます

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

着信転送情報

転送表示 “011、100”を使用します

第一転送理由 “0001、0010、0011、0100、0101、
0110”を使用します

転送回数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.45

転送理由 “0001、0010、0011、0100、0110”
を使用します

3.46 転送先番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－15

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

番号種別表示 “0000011”を使用します

網内番号表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.52 中断／再開表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.54 通信路要求表示 “00000000、00000010、
00000011”を使用します

3.57 ユーザサービス情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.86 着ディレクトリ番号（国内用）

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用する

番号計画表示 “001”を使用する

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “1”を使用する

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.96 リダイレクション能力（国内用）

リダイレクション可能表示 “001”を使用します

予備 使用しません

拡張表示 “1”を使用します

3.97 リダイレクション回数

リダイレクション回数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

予備 使用しません



技－16

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.99 リダイレクション順方向表示
（国内用）

情報種別識別子 “00000011”を使用します

3.99.3 リダイレクション実行表示

拡張表示 “1”を使用します。

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

実行交換機リダイレクション
可能表示

“001”を使用します

3.100 リダイレクション逆方向表示
（国内用）

情報種別識別子 “00000011”を使用します

3.100.3 リダイレクション起動理由

拡張表示 “1”を使用します

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

3.103 料金区域情報

奇数／偶数 “1”を使用します

情報識別表示 “0000001”を使用します

料金区域情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.104 課金情報

単位料金表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

課金レート情報種別 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

拡張表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

課金レート情報長 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

課金レート情報内容 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－17

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.105 課金情報種別

課金情報種別 “11111110”を使用します

3.106 契約者番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

発信者番号非通知理由

拡張表示 “1”を使用します

3.110

発信者番号非通知理由 “0000001、0000010、0000011”
を使用します

付加ユーザ種別

付加ユーザ種別名 ＩＡＭでは
“11111100、11111101”を使用
します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“11111110”を使用します

付加ユーザ種別
(付加ユーザ種別名が
“11111100”の場合)

“00000101、00001000”を使用
します

付加ユーザ種別
(付加ユーザ種別名が
“11111101”の場合）

“00000001、00000010”を使用
します

3.112

付加ユーザ種別
(付加ユーザ種別名が
“11111110”の場合）

“00000010”を使用します

3.113 課金情報遅延 “11111101、11111110”を使用
します

3.114 事業者情報転送

経由事業者情報転送表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします
ＡＣＭ、ＣＰＧでは、“00”を使
用します



技－18

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

事業者情報名 ＡＣＭ、ＣＰＧでは、
“11111010、11111100、
11111101、11111110”を使用し
ます
ＩＡＭでは
“11111011”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111010”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111011”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111100”の
場合）

“11111110、11111100”を使用
します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111110”の
場合）

“11111100、11111101、
11111110”を使用します

事業者識別コード
（従属パラメータ“11111110”）

奇数／偶数表示 “0”を使用します

事業者識別コード “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＰＯＩ－料金区域情報
（従属パラメータ“11111101”）

奇数／偶数表示 “1”を使用します

ＰＯＩ－料金区域情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＰＯＩ－階梯情報
（従属パラメータ“11111100”）

出側ＰＯＩ－階梯情報 “0000～0010”を使用します

入側ＰＯＩ－階梯情報 “0000～0010”を使用します

3.117 緊急通報呼表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－19

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

呼の方向：協定事業者網→当社網

項番 項　　目 仕　　様 記事

1. 概説

1.1 ルーチングラベル

技術的条件集別表４に示すとお
りとします

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは13ビッ
トとします

1.3 メッセージ種別

1.4 フォーマッティングの原則

1.5 固定長必須部

1.6 可変長必須部

1.7 オプション部

1.8 オプションパラメータの終了表
示オクテット

1.9 送出順序

1.10 予備ビットのコーディング

1.11 国内用信号種別とパラメータ

1.12 メッセージ種別コードとパラメ
ータコードの割り当て

1.13 「予備」コードと「留保」コー
ドの意味

技術的条件集別表４に示すとお
りとします

2. パラメータのコード

2.1 メッセージ種別のコード

2.2 長さ表示のコーディング

2.3 ポインタのコーディング

技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ

3.1 パラメータ名 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.3 アクセス転送 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－20

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.5 逆方向呼表示

課金表示 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00、01、10”を使用します
ＡＮＭでは
“01、10”を使用します
ただし、選択中継インタフェー
スでは“01”は使用しません

着ユーザ状態表示（ＣＬＳ） “00、01”を使用します

着ユーザ種別表示 “00、01、10”を使用します

エンド・エンド法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エンド・エンド情報表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

保留表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡ
Ｉ）

技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エコー制御装置表示 “0”を使用します

ＳＣＣＰ法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.9 着番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します



技－21

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.10 発番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011、0000100、1111110”
を使用します
ただし、選択中継インタフェー
スでは“00000100”は使用しま
せん

発番号不完全表示（ＮＩ） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.11 発ユーザ種別 “00001001、00001010、
00001011、00001101、00001111”
を使用します
ただし、選択中継インタフェー
スでは“00001001”は使用しま
せん

3.12 理由表示

拡張表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

コーディング標準 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

生成源 “0000、0011、0100、0101、0111、
1010”を使用します

理由表示値 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

診断情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－22

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.20 オプションパラメータ終了表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.21 イベント情報

イベント表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

イベント提示制限表示 “0”を使用します

3.23 順方向呼表示   

国内／国際呼表示 地域インタフェース、選択中継
インタフェースでは“0”を使用
します
国際インタフェースでは“1”を
使用します

エンド・エンド法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

エンド・エンド情報表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 “00、01、10”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＳＣＣＰ法表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

予備

国内使用に留保

使用しません

3.26 汎用番号   

番号情報識別子 “00000110、00000111”を使用
します
ただし、国際インタフェース、
選択中継インタフェースでは
“00000111”は使用しません



技－23

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号不完全表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.35 接続特性表示

衛星回線表示 “00、01、10”を使用します
ただし、選択中継インタフェー
スでは“10”は使用しません

導通試験表示 “00”を使用します

エコー制御装置表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

予備 使用しません

3.37 オプション逆方向呼表示

インバンド情報表示 “1”を使用します

着信転送可能性表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

簡易分割表示 “0”を使用します

ＭＬＰＰユーザ表示

国内使用に留保

使用しません



技－24

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.39 第一着番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.44 転送元番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.45 着信転送情報

転送表示 “011、100”を使用します

第一転送理由 “0001、0010、0011、0100、0101、
0110”を使用します

転送回数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

転送理由 “0001、0010、0011、0100、0101、
0110”を使用します

3.46 転送先番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－25

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

番号種別表示 “0000011”を使用します

網内番号表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.52 中断／再開表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.54 通信路要求表示 “00000000、00000010、
00000011”を使用します

3.57 ユーザサービス情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.60 ユーザ・ユーザ表示

種別 “1”を使用します

サービス１（種別が応答） “00”を使用します

サービス２（種別が応答） “00”を使用します

サービス３（種別が応答） “00”を使用します

網破棄表示 “1”を使用します

3.61 ユーザ・ユーザ情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.86 着ディレクトリ番号（国内用）

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “1”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－26

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.96 リダイレクション能力（国内用）

リダイレクション可能表示 “001”を使用します

予備 使用しません

拡張表示 “1”を使用します

3.97 リダイレクション回数

リダイレクション回数 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

予備 使用しません

3.99 リダイレクション順方向表示
（国内用）

情報種別識別子 “00000011”を使用します

3.99.3 リダイレクション実行表示

拡張表示 “1”を使用します。

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

実行交換機リダイレクション
可能表示

“001”を使用します

3.100 リダイレクション逆方向表示
（国内用）

情報種別識別子 “00000011”を使用します

リダイレクション起動理由3.100.
3

拡張表示 “1”を使用します

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

3.103 料金区域情報

奇数／偶数 “1”を使用します

情報識別表示 “0000001”を使用します

料金区域情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします



技－27

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

3.104 課金情報

単位料金表示 “11111101”“11111110”を使用
します

拡張表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

課金レート情報種別 “1111100”“1111101”
“1111110”を使用します

課金レート情報 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.105 課金情報種別

課金情報種別 “11111110”を使用します

3.106 契約者番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

3.110 発信者番号非通知理由

拡張表示 “1”を使用します

発信者番号非通知理由 “0000001、0000010、0000011”
を使用します

3.112 付加ユーザ種別

付加ユーザ種別名 ＩＡＭでは
“11111110”
を使用します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“11111100、11111101”を使用
します

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名が
“11111100”の場合）

“00000101、00001000”を使用
します



技－28

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名が
“11111101”の場合）

“00000001、00000010”
を使用します

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名が
“11111110”の場合）

“00000001、00000010”を使用
します
ただし、選択中継インタフェー
スでは“00000001”は使用しま
せん

3.114 事業者情報転送

経由情報転送表示 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

事業者情報名 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“11111100、11111110”を使用
します
ＩＡＭでは
“ 11111010 、 11111011 、
11111101、11111110”を使用し
ます
ただし、地域インタフェースで
は“11111101”は使用しません
国 際 イ ン タ フ ェ ー ス で は
“11111101、11111010”は使用
しません
選択中継インタフェースでは
“11111010”は使用しません

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111100”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111010”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111011”の
場合）

“11111100、11111110”を使用
します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111110、
11111101”の場合）

“11111100、11111101、
11111110”を使用します

事業者識別コード
（従属パラメータ“11111110”）

奇数／偶数表示 “0”を使用します

事業者識別コード “0000～1001”を使用します



技－29

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＰＯＩ－料金区域情報
（従属パラメータ“11111101”）

奇数／偶数表示 “1”を使用します

ＰＯＩ－料金区域情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すとお
りとします

ＰＯＩ－階梯情報
（従属パラメータ“11111100”）

出側ＰＯＩ－階梯情報 “0000～0010”を使用します

入側ＰＯＩ－階梯情報 “0000～0010”を使用します
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(ア)対地域インタフェース分類１
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ 逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
アクセス転送
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ 逆方向呼表示
アクセス転送
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
アクセス転送
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ 接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
転送元番号
着信転送情報
第一着番号
アクセス転送
ユーザサービス情報
汎用番号
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
緊急通報呼表示
オプションパラメータ終了表示
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 当社網→協定事業者網の場合
理由表示

協定事業者網→当社網の場合
理由表示
転送先番号
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ～Ｊ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－33

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類１で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ａ１、ＰＴ－Ａ２、ＰＴ－Ａ３、ＰＴ－Ｇ１、
ＰＴ－Ｇ２のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(イ)　対地域インタフェース分類２
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ 逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
ユーザ･ユーザ表示
アクセス転送
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ 逆方向呼表示
アクセス転送
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
アクセス転送
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-12 ＩＡＭ 接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
転送元番号
着信転送情報
第一着番号
アクセス転送
ユーザサービス情報
ユーザ･ユーザ情報
汎用番号
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション回数
リダイレクション順方向表示
リダイレクション実行表示
料金区域情報
契約者番号
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-13 ＲＥＬ 協定事業者網→当社網の場合
理由表示

当社網→協定事業者網の場合
理由表示
転送先番号
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション回数
リダイレクション起動理由
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません



技－36

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発番号 順方向 ● フリーナンバー接続時に使用（注１）

発ユーザ種別 順方向 ● 柔軟課金に使用
試験呼の場合は事業者間精算対象外

順方向呼表示 順方向 ● 国内／国際呼表示：柔軟課金対象呼の判定に使用

転送元番号 順方向 ○ フリーナンバー接続時に使用（注１）

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

課金情報 逆方向 ○ 柔軟課金に使用

課金情報種別 逆方向 ○ 柔軟課金に使用

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算および柔軟課金に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、柔軟課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます
（注１）：当社フリーナンバーを着信転送の転送先として設定する際には、ＴＴＣ
標準　ＪＴ－Ｑ７３２に準じた処理にするか、ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｑ７３２に
準じた処理にしないのであれば、発番号パラメータを透過せず、転送元の番号
を設定する必要があります。
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類２で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ｂ１、ＰＴ－Ｂ２、ＰＴ－Ｄ１、ＰＴ－Ｉ１、
ＰＴ－Ｊ１、ＰＴ－Ｊ２のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。
　また、ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケ
ンスは当社が発信網、番号管理事業者網、移転先網のいずれかの場合
に直接信号を送受する網間のみを規定することとし、それ以外は接続
シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(ウ)　対国際インタフェース分類２
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
ユーザ・ユーザ表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
ユーザサービス情報
ユーザ・ユーザ情報
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション回数
リダイレクション順方向表示
リダイレクション実行表示
料金区域情報
発信者番号非通知理由
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示



技－39

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 理由表示
転送先番号
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション回数
リダイレクション起動理由
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおりと
します。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ○ 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－41

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類２で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ｂ１、ＰＴ－Ｂ２、ＰＴ－Ｄ１、ＰＴ－Ｉ１、
ＰＴ－Ｊ１、ＰＴ－Ｊ２のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。
　また、ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケ
ンスは当社が発信網、番号管理事業者網、移転先網のいずれかの場合
に直接信号を送受する網間のみを規定することとし、それ以外は接続
シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。
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第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(エ)　対地域インタフェース分類３
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
転送元番号
着信転送情報
第一着番号
ユーザサービス情報
汎用番号
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション回数
リダイレクション実行表示
リダイレクション順方向表示
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示



技－43

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 当社網→協定事業者網の場合
理由表示

協定事業者網→当社網の場合
理由表示
転送先番号
リダイレクション回数
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション起動理由
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示

表4-34 ＣＨＧ 課金情報種別
課金情報
料金区域情報
オプションパラメータ終了表示



技－44

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－45

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類３で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ａ２、ＰＴ－Ａ３のとおりとします。
　ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケンスは
ＰＴ－Ｉ１、ＰＴ－Ｊ３のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。
　また、ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケ
ンスは当社が発信網、番号管理事業者網、移転先網のいずれかの場合
に直接信号を送受する網間のみを規定することとし、それ以外は接続
シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。



技－46

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(オ)　対国際インタフェース分類４
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
課金情報遅延
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
課金情報
課金情報種別
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
転送元番号
着信転送情報
第一着番号
ユーザサービス情報
汎用番号
料金区域情報
契約者番号
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示



技－47

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 理由表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示

表4-34 ＣＨＧ 課金情報種別
課金情報
料金区域情報
オプションパラメータ終了表示



技－48

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：網特有番号
　アドレス情報：００ＸＹ＋Ｘ～Ｘ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ○ 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算および柔軟課金に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、柔軟課金、事業者間精算に使用

課金情報種別 逆方向 ○ 柔軟課金に使用

課金情報 逆方向 ○ 柔軟課金に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－49

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類４で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ａ１、ＰＴ－Ａ２、ＰＴ－Ａ３、ＰＴ－Ｄ２、
ＰＴ－Ｄ３のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。



技－50

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(カ)　対地域インタフェース分類５
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

Ａ　０ＡＢ０着信課金

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
ユーザサービス情報
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-13 ＲＥＬ 理由表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示



技－51

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示



技－52

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

Ｂ　０ＡＢ０発信課金

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
課金情報遅延
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通話路要求表示
着番号
発番号
ユーザサービス情報
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-13 ＲＥＬ 理由表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません



技－53

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示

表4-34 ＣＨＧ 課金情報種別
課金情報
料金区域情報
オプションパラメータ終了表示



技－54

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

Ａ　０ＡＢ０着信課金

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおりと
します。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：ＡＢ０＋Ｄ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－55

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

Ｂ　０ＡＢ０発信課金

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおりと
します。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：ＡＢ０＋Ｄ～Ｊ

発番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおりと
します。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、柔軟課金、事業者間精算に使用。

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算および柔軟課金に使用

課金情報種別 逆方向 ● 柔軟課金に使用

課金情報 逆方向 ● 柔軟課金に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－56

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類５で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ｃ１、ＰＴ－Ｃ２、ＰＴ－Ｃ３、ＰＴ－Ｃ４、
ＰＴ－Ｃ５、ＰＴ－Ｃ６のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。



技－57

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(キ)　対地域インタフェース分類６
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
転送元番号
着信転送情報
第一着番号
ユーザサービス情報
汎用番号
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-13 ＲＥＬ 理由表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません



技－58

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示



技－59

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます



技－60

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類６で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ｃ１、ＰＴ－Ｃ２、ＰＴ－Ｃ３、ＰＴ－Ｃ４、
ＰＴ－Ｃ５、ＰＴ－Ｃ６のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。



技－61

第１節　対地域／国際／選択中継事業者インタフェース

(ク)　対選択中継インタフェース分類７
①　当社網と協定事業者間で使用するＩＳＤＮユーザ部メッセージとコ
ードは次のとおりとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
ユーザ･ユーザ表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ アクセス転送
逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ アクセス転送
イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ アクセス転送
接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
ユーザ･ユーザ情報
ユーザサービス情報
汎用番号
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション回数
リダイレクション順方向表示
リダイレクション実行表示
料金区域情報
契約者番号
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示
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表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 協定事業者網→当社網の場合
理由表示

当社網→協定事業者網の場合、
理由表示
転送先番号
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション回数
リダイレクション起動理由
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-18 ＳＵＳ 中断／再開表示

表4-18 ＲＥＳ 中断／再開表示
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②　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩ
ＳＵＰパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、
事業者情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

呼の方向：協定事業者網→当社網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

ＩＡＭの事業者情報転送には選択中継事業者情報
の設定を必須とします。

(凡例)　●：必ず設定されます　○：必要時設定されます
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③　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類７で規定する
接続シーケンスはＰＴ－Ｂ１、ＰＴ－Ｂ２、ＰＴ－Ｉ１、ＰＴ－Ｊ１、
ＰＴ－Ｊ２のとおりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することと
し、端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側
網と着側網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定
しません。
　また、ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケ
ンスは当社が発信網、番号管理事業者網、移転先網のいずれかの場合
に直接信号を送受する網間のみを規定することとし、それ以外は接続
シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。
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(3) 当社網と協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は次のとおりとし
ます。
ア　当社網の応答信号の返送条件は次のとおりとします。
(ア)　着側網は端末機器等からの応答を受信した場合は、発側網に対し直
ちに応答信号を返送します。

(イ)　着側網は網使用料を精算する場合はＡＮＭを発側網へ返送します。
この場合、課金表示の課金／非課金に関わりなく、網使用料は精算する
こととします。
　ただし、試験用の通信についてはＡＮＭを発側網へ返送しますが、網
使用料は精算しないこととします。

イ　通信時間の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した時点
はＡＮＭを受信した時点とします。通信時間の測定等に規定する電気通信
設備が切断信号を受信した時点はＲＥＬを受信した時点とします。

(4) 当社網と協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとします。
ア　当社と協定事業者の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が責任
を持って実施し、他社の設備についての試験は原則として実施しません。
　ただし、故障切り分け等のため当社網と協定事業者網間は試験可能とし
ます。

イ　当社網と協定事業者網間で実施する手動接続試験は、ＴＴＣ標準　ＪＪ
－９０．１０で規定されるＡＡＴ機能及びＬＰＴ機能により行うこととし、
次のとおりとします。
(ア)　当社はＭＧＳにＡＡＴ機能及びＬＰＴ機能を有し、協定事業者はそ
の機能を使用して手動接続試験を実施します。信号シーケンスは技術的
条件集別表６のＰＴ－Ｈ１、ＰＴ－Ｈ２、ＰＴ－Ｈ３のとおりとします。

(イ)　当社網と協定事業者網間における手動接続試験の内容は次のとおり
とします。

試験目的 試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件
（注１）

ＧＳから
ＭＧＳへの
接続確認

手動接続試験 ＭＧＳの
ＡＡＴ

０Ａ０
＋ＣＤＥ
＋１２Ｙ
　Ｙ＝１：強制切断無
　Ｙ＝５：強制切断有
　Ｙ＝６：強制切断無・
　　　　ＣＨＧ無(注２)

非課金

（注１）：ＩＡＭ信号上の「発ユーザ種別」に「試験呼」が設定されている場合は、
事業者間精算の対象外とします。

（注２）：Ｙ＝６強制切断無・ＣＨＧ無は対国際インタフェースでは使用すること
ができません。
(ウ)　当社と直接協定事業者は定期的に回線状態を照合し、回線の不一致
状態を解消するため回線照合試験を実施します。

ウ　ＩＡＭ信号上の「発ユーザ種別」に「試験呼」が設定されている場合は、
事業者間精算の対象外とします。

エ　試験番号は事業者間協議により決定します。
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（輻輳制御方式）
第６条　非常緊急通話の取り扱いについては次のとおりとします。
(1) 本則の優先的に扱う通信の識別における優先信号とはＩＡＭ信号上の「発
ユーザ種別」に「優先発ユーザ」又は「公衆電話」を設定した信号をいいま
す。当社が協定事業者網から送出された「発ユーザ種別」に基づき輻輳制御
を行う場合は、制御率を当社網内に終始する呼と同等にします。協定事業者
も当社網からの呼の制御を行う場合は、協定事業者網内に終始する呼と同等
にします。

(2) 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、
当社網は優先発ユーザ回線留保機能及び両方向回線留保機能を有し、制御を
行うことができます。

２　回線留保機能による制御方法については次のとおりとします。
(1) 回線群の両端でそれぞれ使用可能回線数（両方向トラヒックが多い時に両
方向留保回線制御による回線使用の可否を判定するための値）、両方向留保
回線数（片方向トラヒックが多い時に相手側のトラヒックのために留保する
回線数）及び優先発ユーザ留保回線数（一般発ユーザトラヒックが多い時に
優先発ユーザのトラヒックのために留保する回線数）を設定し、次の条件で
回線捕捉を許可又は禁止します。

発ユーザ種別 回線捕捉の許可又は禁止

ア　優先発ユーザ
公衆電話

回線捕捉時に空があれば捕捉を許可します

空回線数が両方向留保回線数と優先発ユーザ
留保回線数を加えた値より大きいとき、自局の
回線捕捉を許可します

回線捕捉時に自
局側呼による使
用回線数が使用
可能回線数以上
のとき 空回線数が両方向留保回線数と優先発ユーザ

留保回線数を加えた値以下のとき、自局の回線
捕捉を禁止します

空回線数が優先発ユーザ留保回線数より大き
いとき、自局の回線捕捉を許可します

イ　ア欄以外

回線捕捉時に自
局側呼による使
用回線数が使用
可能回線数未満
のとき

空回線数が優先発ユーザ留保回線数以下のと
き、自局の回線捕捉を禁止します

(2) 直接協定事業者網は優先発ユーザ留保回線制御及び両方向留保回線制御を
実施することの有無について、当社に通知することを要します。

(3) 優先発ユーザ留保回線数、両方向留保回線数及び使用可能回線数について
は当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。

（その他の必要な事項）
第７条　通信回線、共通線信号リンクの新設・増減設単位及び共通線信号局番号、
ＣＩＣ、ＴＧＮの付与方法その他の接続に必要な事項のうち細目に渡るものに
ついては当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。
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第２節　対移動体事業者インタフェース
（網構成）
第８条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。
(1) ＭＧＳとＧＳとの接続は、相互接続協定書に定める相互接続点単位に行う
ものとします。

(2) １つの相互接続点の接続対象地域内にＭＧＳが複数ある場合は、１つのＧ
Ｓがその接続対象地域内にある全てのＭＧＳと接続することを可能とし、１
つの相互接続点の接続対象地域内にＧＳが複数ある場合は、１つのＭＧＳが
その接続対象地域内にある全てのＧＳと接続することを可能とします。

２　当社網と直接協定事業者網間の共通線信号網の構成は次のとおりとします。
(1) 共通線信号網構成は、対応網構成とします。
(2) 共通線信号網構成はＡ、Ｂ面の２面構成とし、Ａ、Ｂ両面にリンクの設定
を行います。

（接続方式）
第９条　分類２による当社網と協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおり
とします。
(1) 当社網と協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令
和元年総務省令第４号）を準用することとします。なお、協定事業者は当社
の加入契約者から協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通
知することを要します。
　当社網と協定事業者網間で使用する接続番号構成は次のとおりとします。

有効受信桁数
(注１）インタ

フェース
分類 呼方向 接続番号構成

最小 最大

当社網
→

協定事
業者網

対移動体 分類２

協定事
業者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10

（注１）：有効受信桁数はサービス識別番号の１桁目の０を除きます。また、有
効受信桁数未満の着信番号が送出される場合があります。

(2) 当社網と協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとします。
ア　当社網と協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠
したNo.7信号方式を適用します。

イ　ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３に示すとおりとします。
ウ　ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表５に示すとおりとします。
エ　ＭＡＰ仕様は、技術的条件集別表１１に示す通りとします。
オ　ＩＳＵＰ仕様は、技術的条件集別表４及びＴＴＣ標準　ＪＪ－９０．１
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０をベースドキュメントとし、分類２で設定する次の表で示す事項を含ん
だものとします。なお、次の表の項番は、技術的条件集別表４に対応して
いますが、パラメータの項番（３．ＩＳＤＮユーザ部のパラメータに規定
する項番とします。）の内で規定のない項番については、使用しないこと
とします。ただし、ＭＮＰ転送方式による接続時は技術的条件集別表４に
規定のないパラメータについても透過中継する場合があります。
　当社網が協定事業者網から本ＩＳＵＰ仕様で規定された以外のメッセ
ージ、パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は相互接
続に関わる正常性を保証しません。
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呼の方向：当社網→協定事業者網

項番 項　　目 仕　　様 記事

1. 概説

1.1 ルーチングラベル

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは13ビ
ットとします

1.3 メッセージ種別

1.4 フォーマッティングの原則

1.5 固定長必須部

1.6 可変長必須部

1.7 オプション部

1.8 オプションパラメータの終了表
示オクテット

1.9 送出順序

1.10 予備ビットのコーディング

1.11 国内用信号種別とパラメータ

1.12 メッセージ種別コードとパラメ
ータコードの割り当て

1.13 「予備」コードと「留保」コー
ドの意味

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

2. パラメータのコード

2.1 メッセージ種別のコード

2.2 長さ表示のコーディング

2.3 ポインタのコーディング

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ

3.1 パラメータ名 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.3 アクセス転送 技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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項番 項　　目 仕　　様 記事

逆方向呼表示

課金表示 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
技術的条件集別表４に示すと
おりとします
ＡＮＭでは
“01、10”を使用します

着ユーザ状態表示（ＣＬＳ） “00、01”を使用します

着ユーザ種別表示 “00、01、10”を使用します

エンド・エンド法表示 “00”を使用します

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エンド・エンド情報表示 “0”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

保留表示 “0”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡ
Ｉ）

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エコー制御装置表示 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“0”を使用します
ＡＮＭでは
技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.5

ＳＣＣＰ法表示 “00”を使用します

呼番号（国内用） 未使用

ＩＣＲ

ＳＣＲ

3.8

局番号

着番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.9

番号種別表示 “0000011”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

発番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011、0000100、1111110”
を使用します

発番号不完全表示（ＮＩ） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.10

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.11 発ユーザ種別 “00001010、00001011、
00001101、00001111”を使用し
ます

理由表示

拡張表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

コーディング標準 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

生成源 “0000、0011、0100、0101、0111、
1010”を使用します

理由表示値 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.12

診断情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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項番 項　　目 仕　　様 記事

3.20 オプションパラメータ終了表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

イベント情報

イベント表示 “0000001、0000010、0000011”
を使用します

3.21

イベント提示制限表示 “0”を使用します

順方向呼表示

国内／国際呼表示 “0”を使用します

エンド・エンド法表示 “00”を使用します

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エンド・エンド情報表示 “0”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク表示 “1”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 “00、10”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

ＳＣＣＰ法表示 “00”を使用します

予備

3.23

国内使用に留保

使用しません

3.26 汎用番号

番号情報識別子 “00000110、00000111”を使用
します

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

不完全表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.35 接続特性表示

衛星回線表示 “00、01、10”を使用します

導通試験表示 “00”を使用します

エコー制御装置表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

予備 使用しません

オプション逆方向呼表示

インバンド情報表示 “1”を使用します

着信転送可能性表示 “0”を使用します

簡易分割表示  “0” を使用します

ＭＬＰＰユーザ表示

3.37

国内使用に留保

使用しません

オプション順方向呼表示

閉域接続呼表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

簡易分割表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

予備 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.38

接続先番号要求表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

第一着番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

3.39

番号計画表示 “001”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

転送元番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011、0000100”を使用し
ます

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.44

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

着信転送情報

転送表示 “011、100”を使用します

第一転送理由 “0001、0010、0011、0100、0101、
0110”を使用します

転送回数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.45

転送理由 “0001、0010、0011、0100、0110”
を使用します

転送先番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

網内番号表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

3.46

アドレス情報 “0000～1001”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.54 通信路要求表示 “00000000、00000010、
00000011”を使用します

3.57 ユーザサービス情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.61 ユーザ・ユーザ情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

着ディレクトリ番号（国内用）

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用する

番号計画表示 “001”を使用する

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “1”を使用する

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.86

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

リダイレクション能力（国内用）

リダイレクション可能表示 “001”を使用します

予備 使用しません

3.96

拡張表示 “1”を使用します

リダイレクション回数

リダイレクション回数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.97

予備 使用しません

リダイレクション順方向表示
（国内用）

3.99

情報種別識別子 “00000011”を使用します

3.99.3 リダイレクション実行表示
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項番 項　　目 仕　　様 記事

拡張表示 “1”を使用します。

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

実行交換機リダイレクション
可能表示

“001”を使用します

リダイレクション逆方向表示
（国内用）

3.100

情報種別識別子 “00000011”を使用します

リダイレクション起動理由

拡張表示 “1”を使用します

3.100.
3

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

料金区域情報

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

情報識別表示 “0000001”を使用します

料金区域情報

3.103

フィラー

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

課金情報

単位料金表示 “11111110”を使用します

拡張表示 “1”を使用します

3.104

課金レート情報種別 “1111110”を使用します

課金情報種別3.105

課金情報種別 “11111110”を使用します

発信者番号非通知理由

拡張表示 “1”を使用します

3.110

発信者番号非通知理由 “00000001、00000010、
00000011”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

付加ユーザ種別3.112

付加ユーザ種別名 “11111100、11111101”を使用
します

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名
“11111100”の場合）

ＩＡＭでは
“00000101、00001000”を使用
します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00000110、00001000”を使用
します

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名
“11111101”の場合）

ＩＡＭでは
“00000001、00000010”を使用
します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00000001”を使用します

課金情報遅延3.113

課金情報遅延 “11111110”を使用します

事業者情報転送

経由事業者情報転送表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

事業者情報名 ＩＡＭでは
“11111011”を使用します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“11111100、11111110”を使用
します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111011”）
の場合

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111100”）
の場合

“11111110”を使用します

3.114

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111110”）
の場合

“11111110、11111101”を使用
します

事業者識別コード
（従属パラメータ“11111110”）
の場合

技術的条件集別表４に示すと
おりとします



技－78

第２節　対移動体事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

ＰＯＩ-料金区域情報
（従属パラメータ“11111101”
の場合）

技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ 逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
アクセス転送
料金区域情報
付加ユーザ種別
課金情報遅延
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ 逆方向呼表示
アクセス転送
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
アクセス転送
料金区域情報
付加ユーザ種別
課金情報遅延
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ 接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
オプション順方向表示
転送元番号
着信情報転送
第一着番号
アクセス転送
ユーザサービス情報
汎用番号
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション回数
リダイレクション実行表示
リダイレクション順方向表示
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示
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表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 当社網→協定事業者網の場合
理由表示

協定事業者網→当社網の場合
理由表示
転送先番号
アクセス転送
リダイレクション回数
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション起動理由
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-29 ＳＧＭ アクセス転送
ユーザ・ユーザ情報
汎用番号
オプションパラメータ終了表示

表4-34 ＣＨＧ 課金情報種別
課金情報
料金区域情報
オプションパラメータ終了表示
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呼の方向：協定事業者網→当社網

項番 項　　目 仕　　様 記事

1. 概説

1.1 ルーチングラベル

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

1.2 回線番号 ＣＩＣ設定フィールドは13ビ
ットとします

1.3 メッセージ種別

1.4 フォーマッティングの原則

1.5 固定長必須部

1.6 可変長必須部

1.7 オプション部

1.8 オプションパラメータの終了表
示オクテット

1.9 送出順序

1.10 予備ビットのコーディング

1.11 国内用信号種別とパラメータ

1.12 メッセージ種別コードとパラメ
ータコードの割り当て

1.13 「予備」コードと「留保」コー
ドの意味

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

2. パラメータのコード

2.1 メッセージ種別のコード

2.2 長さ表示のコーディング

2.3 ポインタのコーディング

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ

3.1 パラメータ名 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.3 アクセス転送 技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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項番 項　　目 仕　　様 記事

逆方向呼表示

課金表示 ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00、01、10”を使用します
ＡＮＭでは
“01、10”を使用します

着ユーザ状態表示（ＣＬＳ） ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00、01”を使用します
ＡＮＭでは
“00、01”を使用します

着ユーザ種別表示 “00、01、10”を使用します

エンド・エンド法表示 “00”を使用します

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エンド・エンド情報表示 “0”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

保留表示 “0”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡ
Ｉ）

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エコー制御装置表示 “0”を使用します

3.5

ＳＣＣＰ法表示 “00”を使用します

呼番号（国内用） 未使用

ＩＣＲ

ＳＣＲ

3.8

局番号

着番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

3.9

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “0”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

発番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011、0000100、1111110”
を使用します

発番号不完全表示（ＮＩ） “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

網検証識別 “00、01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.10

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.11 発ユーザ種別 “00001001、00001010、
00001011、00001101、00001111”
を使用します

理由表示

拡張表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

コーディング標準 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

生成源 “0000、0011、0100、0101、0111、
1010”を使用します

理由表示値 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.12

診断情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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項番 項　　目 仕　　様 記事

3.20 オプションパラメータ終了表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.21 イベント情報

イベント表示 “0000001、0000010、0000011”
を使用します

イベント提示制限表示 “0”を使用します

順方向呼表示   

国内／国際呼表示 “0”を使用します

エンド・エンド法表示 “00”を使用します

相互接続表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

エンド・エンド情報表示 “0”を使用します

ＩＳＵＰ１リンク表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 “00、10”を使用します

ＩＳＤＮアクセス表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

ＳＣＣＰ法表示 “00”を使用します

予備

3.23

国内使用に留保

使用しません

汎用番号

番号情報識別子 “00000110、00000111”を使用
します

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

不完全表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

3.26

表示識別 “00、01”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

網検証識別 “01、11”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

3.35 接続特性表示

衛星回線表示 “00、01、10”を使用します

導通試験表示 “00”を使用します

エコー制御装置表示 “0、1”を使用します

予備 使用しません

オプション逆方向呼表示

インバンド情報表示 “1”を使用します

着信転送可能性表示 “0”を使用します

簡易分割表示 “0”を使用します

ＭＬＰＰユーザ表示

3.37

国内使用に留保

使用しません

3.38 オプション順方向呼表示

閉域接続呼表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

簡易分割表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

予備 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

接続先番号要求表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.39 第一着番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.44 転送元番号

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

表示識別 “00、01”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.45 着信転送情報

転送表示 “011、100”を使用します

第一転送理由 “0001、0010、0011、0100、0101、
0110”を使用します

転送回数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

転送理由 “0001、0010、0011、0100、0110”
を使用します

3.46 転送先番号

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用します

網内番号表示 “0”を使用します

番号計画表示 “001”を使用します

アドレス情報 “0000～1001”を使用します
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項番 項　　目 仕　　様 記事

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.54 通信路要求表示 “00000000、00000010、
00000011”を使用します

3.57 ユーザサービス情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.61 ユーザ・ユーザ情報 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

着ディレクトリ番号（国内用）

奇数／偶数表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

番号種別表示 “0000011”を使用する

番号計画表示 “001”を使用する

網内番号表示（ＩＮＮ表示） “1”を使用する

アドレス情報 “0000～1001”を使用する

3.86

フィラー 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

リダイレクション能力（国内用）

リダイレクション可能表示 “001”を使用します

予備 使用しません

3.96

拡張表示 “1”を使用します

リダイレクション回数

リダイレクション回数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.97

予備 使用しません

リダイレクション順方向表示
（国内用）

3.99

情報種別識別子 “00000011”を使用します

3.99.3 リダイレクション実行表示
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項番 項　　目 仕　　様 記事

拡張表示 “1”を使用します。

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

実行交換機リダイレクション
可能表示

“001”を使用します

リダイレクション逆方向表示
（国内用）

3.100

情報種別識別子 “00000011”を使用します

リダイレクション起動理由

拡張表示 “1”を使用します

3.100.
3

リダイレクション実行理由 “1111110”を使用します

料金区域情報

奇数／偶数 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

情報識別表示 “0000001”を使用します

料金区域情報

3.103

フィラー

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.110 発信者番号非通知理由

拡張表示 “1”を使用します

発信者番号非通知理由 “0000001、0000010、0000011”
を使用します

3.112 付加ユーザ種別

付加ユーザ種別名 “11111100、11111101”を使用
します



技－89

第２節　対移動体事業者インタフェース

項番 項　　目 仕　　様 記事

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名
“11111100”の場合）

ＩＡＭでは
“00000011、00000100、
00000110、00001000”を使用し
ます
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00000101、00001000”を使用
します

付加ユーザ種別
（付加ユーザ種別名
“11111101”の場合）

ＩＡＭでは
“00000001”を使用します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“00000001、00000010”を使用
します

事業者情報転送

経由事業者情報転送表示 技術的条件集別表４に示すと
おりとします

3.114

事業者情報名 ＩＡＭでは
“11111011、11111110”を使用
します
ＡＣＭ、ＣＰＧでは
“11111100”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111011”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111100”の
場合）

“11111110”を使用します

事業者情報従属パラメータ
（事業者情報名“11111110”の
場合）

“ 11111110 、 11111101 、
11111100”を使用します

事業者識別コード
（従属パラメータ“11111110”
の場合）

技術的条件集別表４に示すと
おりとします

ＰＯＩ-料金区域情報
（従属パラメータ“11111101”
の場合）

技術的条件集別表４に示すと
おりとします
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表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-1 ＡＣＭ 逆方向呼表示
オプション逆方向呼表示
理由表示
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-2 ＡＮＭ 逆方向呼表示
オプションパラメータ終了表示

表4-3 ＣＰＧ イベント情報
理由表示
逆方向呼表示
アクセス転送
料金区域情報
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示

表4-12 ＩＡＭ 接続特性表示
順方向呼表示
発ユーザ種別
通信路要求表示
着番号
発番号
オプション順方向表示
転送元番号
着信情報転送
第一着番号
アクセス転送
ユーザサービス情報
汎用番号
着ディレクトリ番号
リダイレクション能力
リダイレクション順方向表示
リダイレクション実行表示
料金区域情報
発信者番号非通知理由
付加ユーザ種別
事業者情報転送
オプションパラメータ終了表示
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表 メッセージ種別 パラメータ 記事

表4-13 ＲＥＬ 当社網→協定事業者網の場合
理由表示
転送先番号
リダイレクション回数
リダイレクション逆方向表示
リダイレクション起動理由

協定事業者網→当社網の場合
理由表示
アクセス転送
オプションパラメータ終了表示

表4-14 ＲＬＣ オプションパラメータは使用し
ません

表4-29 ＳＧＭ アクセス転送
ユーザ・ユーザ情報
汎用番号オプションパラメータ
終了表示
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オ　当社網と協定事業者網間の転送情報（課金の観点から特記すべきＩＳＵ
Ｐパラメータのみ記述します。）は、次のとおりとします。なお、事業者
情報転送の転送条件については当社と協定事業者間で別途協議の上、決定
することとします。

呼の方向：当社網→協定事業者網および協定事業者網→当社網

情報名 方向 適用 記事

逆方向呼表示 逆方向 ● 課金表示：加入者の課金／非課金の判定に使用（加
入者課金）

着番号 順方向 ● 番号種別とアドレス情報の設定条件は次のとおり
とします。
　番号種別：国内番号
　アドレス情報：Ａ０＋Ｃ～Ｋ

発ユーザ種別 順方向 ● 試験呼の場合は事業者間精算対象外

通信路要求表示 順方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用

料金区域情報 両方向 ● 加入者課金および事業者間精算に使用
料金区域情報の設定条件は次のとおりとします。
　情報識別表示：ＣＡコード
　料金区域情報：ＣＡコード

付加ユーザ種別 両方向 ○ 事業者間精算に使用

事業者情報転送 両方向 ● 加入者課金、事業者間精算に使用

(凡例)　●：必ず設定されます  ○：必要時設定されます

カ　技術的条件集別表６に示す接続シーケンスの内、分類２で規定する接続
シーケンスは呼の方向が当社網→協定事業者網の場合はＰＴ－Ｅ１、ＰＴ
－Ｅ２、ＰＴ－Ｉ１、ＰＴ－Ｊ３、呼の方向が協定事業者網→当社網の場
合はＰＴ－Ｆ１、ＰＴ－Ｆ２、ＰＴ－Ｉ２、ＰＴ－Ｊ１、ＰＴ－Ｊ２のと
おりとします。
　ただし、接続シーケンスは発側網と着側網間のみを規定することとし、
端末機器と発側網間及び、端末機器と着側網間については、発側網と着側
網間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。
　また、ＭＮＰ転送方式、ＭＮＰリダイレクション方式の接続シーケンス
は当社が発信網、番号管理事業者網、移転先網のいずれかの場合に直接信
号を送受する網間のみを規定することとし、それ以外は接続シーケンスの
解釈を補助する位置づけとし、規定しません。

(3) 当社網と協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は次のとおりとし
ます。
ア　当社網および協定事業者網の応答信号の返送条件は次のとおりとします。
(ア)　着側網は端末機器等からの応答を受信した場合は、発側網に対し直
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ちに応答信号を返送します。
(イ)　着側網は網使用料を精算する場合はＡＮＭを発側網へ返送します。
この場合、課金表示の課金／非課金に関わりなく、網使用料は精算する
こととします。ただし、試験用の通信についてはＡＮＭを発側網へ返送
しますが、網使用料は精算しないこととします。

イ　通信時間の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した時点
はＡＮＭを受信した時点とします。通信時間の測定等に規定する電気通信
設備が切断信号を受信した時点はＲＥＬを受信した時点とします。

(4) 当社網と協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとします。
ア　当社網と協定事業者網の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が
責任を持って実施し、他社の設備についての試験は原則として実施しませ
ん。
　ただし、故障切り分け等のため当社網と協定事業者網間は試験可能とし
ます。

イ　当社網と協定事業者網間で実施する手動接続試験は、ＴＴＣ標準　ＪＪ
－９０．１０で規定されるＡＡＴ機能及びＬＰＴ機能により行うこととし、
次のとおりとします。
(ア)　当社はＭＧＳにＡＡＴ機能及びＬＰＴ機能を有し、協定事業者はそ
の機能を使用して手動接続試験を実施します。信号シーケンスは技術的
条件集別表６のＰＴ－Ｇ３、ＰＴ－Ｇ４のとおりとします。

(イ)　当社網と協定事業者網間における手動接続試験の内容は次のとおり
とします。

試験目的 試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件
（注１）

ＧＳから
ＭＧＳへの
接続確認

手動接続試験 ＭＧＳの
ＡＡＴ

０Ａ０
＋ＣＤＥ
＋１２Ｙ
　Ｙ＝１：強制切断無
　Ｙ＝５：強制切断有

非課金

（注１）：ＩＡＭ信号上の「発ユーザ種別」に「試験呼」が設定されている場合は、
事業者間精算の対象外とします。
(ウ)　当社と直接協定事業者は定期的に回線状態を照合し、回線の不一致
状態を解消するため回線照合試験を実施します。

（輻輳制御方式）
第10条　輻輳制御方式は第６条（輻輳制御方式）の規定を準用します。

（その他の必要な事項）
第11条　その他の必要な事項は第７条（その他の必要な事項）の規定を準用しま
す。
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第３節　削除
第12条～第15条　削除
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第４節　対データ直収ユーザインタフェース

第４節　削除
第16条～第17条　削除
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第５節　対パケットデータ直収（ＰＤＣ－Ｐ）ユーザインタフェース

第５節　削除
第18条～第19条　削除
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第６節　対パケットデータ直収（ＩＭＴ－２０００）ユーザインタフェ
ース

（網構成）
第20条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次の通りとします。
(1) 直収パケット交換機と直収回線等接続事業者の接続装置との接続は、相互
接続協定書に定める相互接続点単位に行うものとします。

(2) 当社網と直収回線等接続事業者網は広域イーサネット等を介して接続され、
相互接続点は直収パケット交換機に接続されたルータと接続される回線終
端装置（直収回線等接続事業者が当社側に設置するもの）の当社側端子とし
ます。なお、当該回線終端装置と直収パケット交換機に接続されたルータ間
の接続はイーサネットとします。

（接続方式）
第21条　当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次の通りとします。
(1) ダイヤルアップ接続
ア　アクセスポイント名として、サービス提供番号（ＳＰＮ：Service access
Point Name）を接続先に設定し、ダイヤルアップ接続を行います。

イ　サービス提供番号（ＳＰＮ）は、最大32桁の英数字となります。
ウ　ＩＭＴ－２０００網にて使用するアクセスポイント名（ＡＰＮ：Access
Point Name）は、オペレータを識別する「オペレータ名」、「オペレータグ
ループ」、「方式名」とＩＭＴ－２０００網に接続した専用回線側を識別す
る「サービス提供番号（ＳＰＮ）」 からなります。

　アクセスポイント名の構成は以下のようになります。
　　　　　ＳＰＮ．オペレータ名．オペレータグループ．方式名

　　　　　ＳＰＮ：　　　　　　サービス番号。最大32桁の英数字となります。
　　　　　オペレータ名：　　　ドコモの場合は「mnc010」となります。
　　　　　オペレータグループ：ドコモの場合は「mcc440」となります。
　　　　　方式名：　　　　　　ＧＰＲＳは「gprs」となります。

エ　相互接続点の接続回線帯域幅合計に応じて最大64個のアクセスポイン
ト名を使用することが可能です。

接続回線帯域
［Mb/s］

10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60

APN上限［個］ 6 12 18 24 30 36

接続回線帯域
［Mb/s］

61～70 71～80 81～90 91～99 100～

APN上限［個］ 42 48 54 60 64

(2) 当社網と直接協定事業者網間での接続方式は次の通りとします。
ア　当社網と直収回線等接続事業者網間はＩＰ接続方式を適用します。
イ　当社網からの発信のみ提供します。
ウ　認証は直収回線等接続事業者網にて行うこととします。
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エ　当社網と直収回線等接続事業者網間の通信経路については冗長化構成
をとることができます。

オ　アクセスポイント名を複数使用する場合、当社との協定範囲内で動的に
帯域使用することができます。

（信号方式）
第21条の２　当社網と直収回線等接続事業者網間で使用するアクセス制御信号方
式は、以下のＧＴＰ－Ｃとします。
(1) アクセス制御プロトコルとしてＧＴＰ－Ｃ（GPRS Tunnelling Protocol-
Control Plane）を使用する。
ア　ＧＴＰ―Ｃ仕様は３ＧＰＰ　ＴＳ２９．０６０に準拠します。ＧＴＰ－
Ｃプロトコルは「技術的条件集別表 ９－１－１ アクセス制御プロトコル
仕様」に示すとおりとします。なお、当社網が直収回線等接続事業者網か
ら本プロトコル仕様で規定された以外のメッセージ、パラメータ、パラメ
ータ情報要素を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証しません

イ　ＵＤＰ仕様は、ＲＦＣ７６８（User Datagram Protocol）に準拠します。
使用可能ポート番号は、２１２３（ＧＴＰ－Ｃ）のみとします

ウ　ＩＰ仕様は、ＲＦＣ７９１（Internet Protocol）に準拠します。
エ　アクセス制御プロトコルとしてＧＴＰ－Ｃを用いる場合当社と直収回
線等接続事業者とのユーザデータ転送には、ＴＳ２９．０６０準拠のＧＴ
Ｐ－Ｕプロトコルにカプセル化して転送をいたします。ＧＴＰ－Ｕプロト
コルは「技術的条件集別表 ９－１－２ ユーザデータ転送プロトコル仕
様」に示すとおりとします。なお、当社網が直収回線等接続事業者網から
本プロトコル仕様で規定された以外のメッセージ、パラメータ、パラメー
タ情報要素を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証しません

オ　移動無線装置利用者が、１８６．（１８４．）＋ｘｘｘｘｘ～の形式のＳ
ＰＮを設定して発信（ダイヤルアップ接続）を行った場合、当社と直収回
線等接続事業者間では、１８６．（１８４．）を含めてＳＰＮの一部として
処理されます。

カ　接続シーケンスは「技術的条件集別表 ９－１－３ シーケンス」に示す
とおりとします。
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（その他接続に必要な事項）
第21条の３　複数サーバ設置やＦＷ（ファイアーウォール）設置などによる直収
回線等接続事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に必要な
事項のうち細目に渡るものについては当社と直収回線等接続事業者間で別途協
議の上、決定することとします。
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第７節　対ＩＳＰ事業者（ＰＤＣ－Ｐ）インタフェース

第７節　削除
第22条～第26条　削除
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第８節　対ＩＳＰ事業者（IMT－２０００）インタフェース

第８節　削除
第27条～第31条　削除



技－102

第９節　対選択中継事業者インタフェース

第９節　削除
第32条～第35条　削除
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第10節　対パケットデータ直収（LTE）ユーザインタフェース
（網構成）
第36条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次の通りとします。
(1) 直収パケット交換機と直収回線等接続事業者の接続装置との接続は、相互
接続協定書に定める相互接続点単位に行うものとします。

(2) 当社網と直収回線等接続事業者網は広域イーサネット等を介して接続され、
相互接続点は直収パケット交換機に接続されたルータと接続される回線終
端装置（直収回線等接続事業者が当社側に設置するもの）の当社側端子とし
ます。なお、当該回線終端装置と直収パケット交換機に接続されたルータ間
の接続はイーサネットとします。

（接続方式）
第37条　当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次の通りとします。
(1) ダイヤルアップ接続。
ア　アクセスポイント名（APN:Access Point Name）を接続先に設定し、接
続を行います。

イ　APNネットワーク識別子（APN-NI:APN Network Identifier）は、最大32
桁の英数字となります。大文字/小文字は区別しません。

ウ　LTE網にて使用するAPNは、オペレータを識別する「オペレータ名」、「オ
ペレータグループ」、「方式名」とLTE網に接続した専用回線番号を識別す
る「APN-NI」からなります。
アクセスポイント名の構成は以下のようになります。

　　APN-NI．オペレータ名．オペレータグループ．方式名

APN-NI： サービス番号。最大32桁の英数字となります。
オペレータ名： ドコモの場合は、「mnc010」となります。
オペレータグループ： ドコモの場合は、「mcc440」となります。
方式名： 「gprs」となります。

エ　相互接続点の接続回線帯域幅合計に応じて最大64個のアクセスポイン
ト名を使用することが可能です。

接続回線帯域 [Mb/s] 10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60

APN上限 [個] 6 12 18 24 30 36

接続回線帯域 [Mb/s] 61～70 71～80 81～90 91～99 100～

APN上限 [個] 42 48 54 60 64

(2) 当社網と直接協定事業者網間での接続方式は次の通りとします。
ア　当社網と直収回線等接続事業者網間はＩＰ接続方式を適用します。
イ　当社網からの発信のみ提供します。
ウ　認証は直収回線等接続事業者網にて行うこととします。
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エ　当社網と直収回線等接続事業者網間の通信経路については冗長化構成
をとることができます。

オ　アクセスポイント名を複数使用する場合、当社との規定範囲内で動的に
帯域使用することができます。

（信号方式）
第38条　当社網と直収回線等接続事業者網間で使用するアクセス制御信号方式は、
以下のGTPv2-Cとします。
(1) アクセス制御プロトコルとしてGTPv2-C（GPRS Tunneling Protocol version
2 Control Plane）を使用する。
ア　GTPv2-C仕様は、3GPP TS29.274に準拠します。GTPv2-Cプロトコルは「技
術的条件集別表10-1-1アクセス制御プロトコル仕様」に示すとおりとしま
す。なお、当社網が直収回線等接続事業者網から本プロトコル仕様で規定
された以外のメッセージ、パラメータ、パラメータ情報要素を受信した場
合、当社は接続に関わる正常性を保証しません。

イ　UDP仕様は、RFC768（User Datagram Protocol）に準拠します。
ウ　IP仕様は、RFC791(Internet Protocol)に準拠します。
エ　アクセス制御プロトコルとしてGTPv2-Cを用いる場合、当社と直収回線
等接続事業者とのユーザデータ転送には、3GPP TS29.281準拠のGTPv1-Uプ
ロトコルにカプセル化して転送いたします。GTPv1-Uプロトコルは「技術
的条件集別表10-1-2ユーザデータ転送プロトコル仕様」に示すとおりとし
ます。なお、当社網が直収回線等接続事業者網から本プロトコル仕様で規
定された以外のメッセージ、パラメータ、パラメータ情報要素を受信した
場合、当社は接続に関わる正常性を保証しません。

オ　接続シーケンスは「技術的条件集別表10-1-3シーケンス」に示すとおり
とします。
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（その他接続に必要な事項）
第39条　当社網と直接協定事業者網間でその他接続に必要な事項は次の通りとし
ます。
(1) 当社が準拠する標準規格・バージョンの変更に伴い接続条件における後方
互換性が維持されず、直収回線等接続事業者網の設備等に改造又は変更が必
要になる場合がありますが、当社は一切の責を負いません。

(2) 複数サーバ設置やFW（ファイアーウォール）設置などによる直収回線等接
続事業者網の設備構成に伴う試験実施方法や、その他の接続に必要な事項の
うち細目に渡るものについては、当社と直収回線等接続事業者間で別途協議
の上、決定することとします。

(3) 3G無線アクセスにおけるAttach Request処理の際に、移動機から3GPP
TS24.008に規定されているMS network capability内のEPC capability＝
1(EPC supported)の通知があった場合、Xi直収パケット接続機能を利用する
協定事業者のMVNOサービス契約者が指定する相互接続点に接続することと
し、通知がなかった場合、FOMA直収パケット接続機能を利用する協定事業者
のMVNOサービス契約者が指定する相互接続点に接続することとします。ただ
し移動機から3GPP TS24.008に規定されているMS network capability内のEPC
capability＝1(EPC supported)の通知があった場合でも、Xi特定接続契約ま
たは、回線卸Xi契約 がない場合は接続不可となります。
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第11節　対移動体事業者（ＳＭＳ）インタフェース
（網構成）

第40条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。
(1) MGSとGSとの接続は、相互接続協定書に定める相互接続点単位に行うものとし
ます。

(2) １つの相互接続点の接続対象地域内にMGSが複数ある場合は、１つのGSがその
接続対象地域内にある全てのMGSと接続することを可能とし、１つの相互接続点
の接続対象地域内にGSが複数ある場合は、１つのMGSがその接続対象地域内にあ
る全てのGSと接続することを可能とします。

２　当社網と直接協定事業者網間の共通線信号網の構成は次のとおりとします。
(1) 共通線信号網構成は、対応網構成とします。
(2) 共通線信号網構成はＡ、Ｂ面の２面構成とし、Ａ、Ｂ両面にリンクの設定を行
います。

（接続方式）
第41条　当社網と直接協定事業者となる国内接続事業者間で使用する接続方式は次
のとおりとします。
(1) 番号体系
　当社網と協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令和元
年総務省令第４号）を準用することとします。なお、協定事業者は当社の加入契
約者から協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを
要します。

有効受信桁数
（注１）インタフ

ェース
分類 呼方向 接続番号構成

最小 最大

接続番号を次のとおりに区分します。

当社網→
協定事業
者網

０Ａ０＋ＣＤＥ＋ＦＧＨＪＫ
　①　　　②　　　　③

①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

8 10

対移動体
分類
２

協定事業
者網
→

当社網

０２００＋ＤＥＦＧＨ＋ＪＫＬＭＮ
　 ① 　　　　②　　　　　③

①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

8 13

（注１）：有効受信桁数はサービス識別番号の１桁目の０を除きます。また、有効受信桁

数未満の着信番号が送出される場合があります

　又、SMS制御プロトコルに設定する各種番号体系に関する詳細については、「技
術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」および、「技術的条件集別表11－
２　GSM-MAPプロトコル仕様」を参照のこと。

(2) 収容SMSC
　当社契約ユーザからのSMSは、当社網のSMSCに蓄積する。他社契約ユーザから



技－107

第11節　対移動体事業者（ＳＭＳ）インタフェース

のSMSが、当社網のSMSCに送信された場合はこのSMSの送信を拒否するものとしま
す。

(3) SMS配信
　MSCまたはSGSNでのSMS配信を行うものとします。

(4) 迷惑メール対策
　当社網と国内接続事業者網では、受信者の同意を得ず、一方的に送信される広
告・宣伝目的等のメールである迷惑メール対策について、次のとおり実施するも
のとします。制限条件については当社と国内相互接続事業者で別途協議の上、決
定することとします。

表41－１　制限仕様

制限条件 実施事業者 記事

送信通数制限 送信側接続事業者 送信通数制限の対象とする条件、および送
信規制期間について、送信側接続事業者は
受信側接続事業者の合意を得るものとし
ます。

ネットワーク設定に
よる受信フィルタ

受信側接続事業者 受信側接続事業者の応答により、送信側接
続事業者に影響があるため、受信側接続事
業者は送信側接続事業者の合意を得るも
のとします。
当社は実施あり、その際エラー応答を行う
ものとします。

移動機による受信フ
ィルタ

受信側接続事業者 ネットワーク設備でSMSを受信し正常応答
と処理されるが、移動機上には表示されな
い、移動機に実装するSMS迷惑メール受信
フィルタに関しては、移動機依存機能とし
て、受信側接続事業者の仕様に準じるもの
とするが、あらかじめ送信側接続事業者に
情報提供を行うものとします。

(5) 国際事業者ユーザ間SMS相互接続
　国際事業者ユーザと国内接続事業者間SMS相互接続は、本書の規定外とします。
国際事業者ユーザと国内事業者ユーザ－間SMS相互接続の場合は、国際事業者ユ
ーザが国内事業者に在圏している場合であっても、本書の規定外とします。

(6) SMS相互接続における配信試行、配信有効期限
　SMS相互接続における配信試行、配信有効期限は送信側接続事業者の仕様に準
じるものとします。なお、配信有効期限に関する仕様は各接続事業者間で情報共
有することとします。当社の配信有効期限は最大３日とします。

(7) エラー対応
　受信側接続事業者のエラー発生事由は、「技術的条件集別表11－１　制御プロ
トコル仕様」を参照のこと。

２　接続手順
　本書で定義する接続手順の範囲は、各国内接続事業者の交換設備（MSC、SGSN、
HLR、SMSCおよびこれに類する配信設備や受信設備を含む）との接続に関するもの
とします。なお、MSC、SGSN、HLR、SMSCは3GPP仕様における機能名であり、交換設
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備はこれらの機能を具備するものとします。また、3GPP2事業者との接続の場合、
3GPP2事業者側でMSC、SGSN、HLR、SMSCに準ずる機能を具備するものとします。
(1) SMS相互接続の基本手順は次のとおりとします。
ア　自網の契約ユーザより送信されるSMSは、当該送信側接続事業者のSMSCにお
いて収容されるものとします。

イ　SMSの配信時、SMSCは、宛先アドレスをHLR転送方式にて問合わせることによ
り、受信側接続事業者を選択（番号解決）し、得られた受信側接続事業者ユー
ザが在圏するMSC／SGSNに対して、SMSを送信することとします。

ウ　接続事業者間の通信は、「技術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」
に示す3GPP仕様（GSM-MAP信号）を用いた、図41－１に示す対応網接続にて実
現することとします。

エ　国内接続事業者網在圏ユーザに配信したSMSが配信NGとなった場合、送信元
は、送信先の他網HLRに直接ルーチングにてSMS送信結果通知をします。この直
接ルーチングの詳細は、「技術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」を
参照のこと。

オ　送信側事業者のSMSCでは当社MSC及びSGSN向けのSMS配信機能を具備するこ
ととします。

図　41－１　SMS配信の基本手順イメージ

（注）図SMSCとは、3GPP仕様におけるSMS-GMSC、及びSMS-IWMSCを含む、SMSを中継・
蓄積・配信を行う設備である。

３　送受信対象SMS
　SMSの相互接続における送受信対象SMSは3GPPに準拠し「一般テキストSMS」「連結
SMS」に限定することとします。その適用範囲は以下のとおりとします。

HLR HLR

POI

送送信信側側事事業業者者AA 受受信信側側事事業業者者BB

SMSC

Ａ社ユーザMS Ｂ社ユーザMS

番号解決

関門交換機 関門交換機

SMS配信

番号解決

SMS

SMS
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ア　一般テキストSMS、連結SMS以外のメッセージについては、本書の国内接続事
業者間相互接続の対象外とし、送信側接続事業者で規制することとします。

イ　受信接続事業者側のユーザがMNP（モバイルナンバーポータビリティ）での
移動により相互接続になった場合も、当該送受信対象SMSの規定を適用するも
とのします。

ウ　本書では以下の全ての条件を満たすものを「一般テキストSMS」「連結SMS」
と定義することとします。

<一般テキストSMS>
・TP-UDHI=0
・TP-DCS

bit765: 000
bit4:0
bit32:00(default alphabet)

10(UCS2)
bit10:**

・移動機から送信されたもの（SMSが利用できるデータ通信端末を含む
ものとします）

<連結SMS>
・TP-UDHI=1
・TP-UDH
・IEI=0x00
・TP-DCS

bit765: 000
bit4:0
bit32:00(default alphabet)

10(UCS2)
bit10:**

・移動機から送信されたもの（SMSが利用できるデータ通信端末を含む
ものとします）

・140オクテット以上の文字データを一つのメッセージとして移動機が
表現できるSMS

エ　上記に定義する「一般テキストSMS」「連結SMS」に該当しない例を以下に記
します。
・制御SMS：ボイスメールなどのMWIやアプリケーションの動作起動など移動機
の制御に利用されるSMS

・特殊なメッセージデータ（EMSコーディング）：音源や静動画像など文字情報
以外のデータ

・圧縮SMS：3GPP TS23.042で定義される圧縮アルゴリズムにて、規定以上の文
字データを表現できる圧縮SMS

・8Bit Data SMS：音源や静動画像、アプリケーションデータなど送受信にお
いて、自由にデータコーディングできるSMS

・サーバ発のSMS：ユーザが移動機で作成したものではなく、エラーメッセー
ジや配信確認メッセージ、広告メッセージなど事業者のネットワークシステ
ムで生成配信されるSMS（送信側接続事業者のユーザがポートアウトした場
合の配信確認メッセージも含む）

・送信側接続事業者にてメッセージ蓄積後に着信者がポートアウトした場合



技－110

第11節　対移動体事業者（ＳＭＳ）インタフェース

のSMS
(3) 無効SMS
　空き番号宛の配信やSMS受信機能を具備していない端末への配信など、SMSが正
常に配信できない状況にある場合、受信側接続事業者はそれら配信不能なSMSを
「無効SMS」としてエラー応答を行うこととします。
ア　無効SMSは、下記２種類に大別されます。
- SMSC蓄積前にエラーとなるもの
- SMSC蓄積後にエラーとなるもの
(ア) 受信側接続事業者は無効SMSと判断した時点でエラー応答を行い、上記2
種類の無効SMSの最終判定は、受信側接続事業者からの応答結果を元に送信
側接続事業者で実施することとします。

(イ) SMSC蓄積前の無効SMSの判定をするため、MAP_SRIforSMを送信するかは送
信側接続事業者で判断することとします。

(ウ) 無効SMSとする事象及びエラーコードについては事業者間で別途共有する
ものとします。

(4) 文字数
　SMS送信文字数については、１SMSの最大データ長は140オクテットとします。
　連結SMSの場合は、1連結パートあたりの最大データ長は140オクテットとし、
最大10連結まで送信可能とする。

(5) 文字コード
　接続事業者では、網間トラヒックにおけるUCS2およびGSM 7bit default
alphabetのサポートを必須とします。ただし、サーバ上での文字コード変換時お
よび移動機上での表示については受信側接続事業者のサーバおよび移動機仕様
に依存することとします。
　また、Unicodeで規定された絵文字の対応として、網間トラフィックにおいて、
UTF-16を許容することとします。UTF-16を用いる場合のTP-DCSは、UCS2を用いる
場合に設定する値と同じとします。

(6) 絵文字コード変換
　送信側接続事業者のSMSCにおいて本書の４号(2)項による番号解決によって得
られた受信側接続事業者情報にて、送信側接続事業者が接続事業者間の合意を得
た接続事業者向けに定義された各事業者独自絵文字コードに変換し送信を行う。
変換則は下記のとおりとします。
ア　当社と各接続事業者間で別途相対交換による絵文字コードマッピング表を
定めるものとします。UCS2で送信されるコードについては、Private User Area
コードは原則送信しないこととします。ただし、受信側接続事業者に合意を得
た上で、各事業者独自絵文字コードを送信することは可能とします。

イ　当社から国内他接続事業者向け独自絵文字の送信については、当社側で「〓
（ゲタ）」に変換して送信することとします。

ウ　SMS相互接続におけるUnicode6.0で規定された絵文字の送信については、送
信事業者では変換せずに送信し、受信側事業者において移動機の絵文字受信
Capabilityに応じた変換処理を行うこととします。ただし、受信側事業者にお
ける変換処理の要否は受信側事業者の判断にゆだねるものとします。

４　ルーチング
(1) 海外ローミングアウト時の扱い
　受信側接続事業者ユーザが海外ローミングアウト中であっても、受信側接続事
業者網を経由するホームルーチングを実現することとします。
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(2) 番号解決
　網間の番号解決は下記のとおりとします。当社での転送処理とPrefixの詳細は、
「技術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」を参照のこと。
ア　網間の番号解決を目的としたSRI for SMのルーチングはHLR転送方式としま
す。図41－４－(1)「SRI for SM番号解決判断フロー」を参照のこと。

図41－４－(1) SRIforSM番号解決判断フロー

自社内配信処理

番号帯確認

番号管理事業者へ転送
（転送先事業者Prefix1付与）

ポートアウト先事業者へ転送
（転送先事業者Prefix1付与）

【送信元事業者処理】

【第一中継事業者処理】

送信元へAck送信

送信元事業者へUnknown
Subscriberを送信

ポートアウト先事業者へ転送
（転送先事業者Prefix2付与）

YES

NO

他社管理番号
自社管理番号

ポートアウトユーザ

YES

NO

送信元事業者へUnknown
Subscriberを送信

他社管理番号

自社管理番号
未契約ユーザ

自社管理番号
ポートアウトユーザ

【第二中継事業者処理】

送信元へAck送信

YES

NO

送信元事業者へUnknown
Subscriberを送信

SRIforSM送信契機発生

自網ユーザ

Prefix1付与SRIforSM受信

自網ユーザ

番号帯確認

Prefix2付与SRIforSM受信

自網ユーザ
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イ　SMS送信確認結果を通知することを目的としたReportSMDeliveryStatusのル
ーチングはHLR転送方式ではなく、図41－４－(2)「ReportSMDeliveryStatusル
ーチング判断フロー」に示すように、直前のMT_ForwardSMのCalled Party
addressから送信側接続事業者でルーチング先の接続事業者を判断の上、
Prefixを設定し受信側接続事業者へ直接ルーチングを行うこととします。

図41－４－(2) ReportSMDeliveryStatusルーチング判断フロー

５　ネットワークタイマ
　網間のネットワークタイマは事業者間で共有するものとします。当社のネットワ
ークタイマは「技術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」を参照のこと。

６　事業者間精算方式
　国内接続事業者間のSMS相互接続の際に発生する事業者間精算に関する仕様につ
いて示します。
(1) 網使用料の料金体系について
　着信時の網使用料の料金体系は、下記のとおりとします。
ア　単位：円／通（網間における通数を精算対象通数とします。）
イ　距離区分なし

(2) 精算対象呼
　配信完了呼を精算対象として扱う。配信完了は、SMS配信処理が正常終了し移
動機から着信完了を示す信号を受信側接続事業者の交換設備が受信したものと
します。

(3) 照合用ログデータ
　事業者間精算額において、請求接続事業者が計算した請求額と支払接続事業者

MT_ForwardSM

受信網判定

自社内配信処理

【送信元事業者処理】

自網

【受信側接続事業者処理】

自網ユーザ確認

送信元へAck送信

YES

NO

送信元事業者へUnknown
Subscriberを送信

受信側接続事業者へ転送
（Prefix2付与）

他網

Prefix2付与ReportSMDeliveryStatus受信

ReportSMDeliveryStatus
送信契機発生
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が計算した課金照合額に差異が発生した場合、課金対象件数等の誤差の事由の調
査のため、課金対象呼毎に以下のログデータを双方が保持し、必要に応じて突合
等を実施することとします。
ア　発信者電話番号
イ　着信者電話番号
ウ　着信完了日時（年時分秒）※MT_ForwardSM Ack送受信時の日時
エ　MT_ForwardSM送信先（受信側事業者）ノードアドレス
オ　MT_forwardSM送信元（送信側事業者）ノードアドレス

(4) 国際事業者ユーザが国内接続事業者網に在圏している場合の考慮
　ローミングインにより国際事業者のユーザ（ユーザ１）がある国内接続事業者
（Ａ事業者）内に在圏しており、ある国内接続事業者のユーザ（Ｂ事業者）から
ユーザ１にSMSの相互接続を行なった場合、国際事業者のホームルーチング採用
状況によらず、Ａ事業者とＢ事業者との間では事業者間精算は行なわないことと
します。

（信号方式）
第42条　当社網と国内他接続事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとします。
(1) 網間信号
ア　SMSの相互接続における信号方式は、3GPP（GSM-MAP）方式を使用することと
します。

イ　適用範囲
　SMSの相互接続を可能とする3GPP（GSM-MAP）方式の適用範囲については、「技
術的条件集別表11－１　制御プロトコル仕様」および、「技術的条件集別表11
－２　GSM-MAPプロトコル仕様」を参照のこと。
(ア)　マルチコンポーネントでの送信も可能とします。
(イ)　AC（Application Context）バージョンネゴシエーション
　着ユーザが海外在圏の場合に、在圏交換機が下位ACバージョンしかサポー
トしていない場合は、着信側事業者にてバージョンネゴシエーションを行う
が、その場合でも、国内接続事業者間には次表のACバージョンで信号を送出
することとします。

表42－１　ACバージョン

信号サービス ACバージョン

SRIforSM shortMsgGatewayContext-v3

MT_ForwardSM shortMsgMT-RelayContext-v3

AlertSC shortMsgAlertContext-v2

ReportSMdeliveryStatus shortMsgGatewayContext-v3

InformSC shortMsgGatewayContext-v3

(ウ)　ACバージョンネゴシエーションのエラーマッピングは、「技術的条件集
別表11-1　制御プロトコル仕様」を参照のこと。
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(2) More Messages to Sendの対応
　3GPP TS23.040仕様におけるMore Messages to SendによるSMSの連続配信に対
応します。More Message to send（連続配信）処理の詳細は、「技術的条件集別
表11－３　シーケンス」を参照のこと。

(3) 関連する接続シーケンスは「技術的条件集別表11－３　シーケンス」に示すと
おりとします。

（保守制御方式）
第43条　当社網と国内他接続事業者網間で実施する保守制御は試験方式、輻輳制御方
式の2つとします。
(1) 当社網と国内他接続事業者網間で実施可能な試験方法は次のとおりとします。

表43－１　試験方法

試験種別 試験方向 試験対象 必要情報

当社網→
接続事業者網

１ 開通試験

装置間個別共
通線接続試験
(コネクション
確認試験) 当社網←

接続事業者網

GS
MGS

PC（ポイントコード）
信号リンク番号
リンク群番号

当社網→
接続事業者網

２
SM-MT配
信試験

SMS相互接続試
験（配信）

接続事業者網→
当社網

SMSC
HLR
MSC/SGSN
端末

試験用発側MSISDN
試験用着側MSISDN/IMSI

ア　各試験種別における試験方法は次のとおりとします。
(ア)　関門交換機（MGS）と接続事業者側の対象接続設備間で行う
　装置間個別共通線接続試験は、信号ルート及び信号リンクの増設や変更に
おいてルートやリンクの正常性をMTP 試験・保守機能部のSRT／SRA信号を用
いて確認します。詳細は、「技術的条件集別表３」を参照のこと。

(イ)　試験対象加入者番号間でのSMS配信を行い、SMSの呼処理の正常性を確認
します。送信側接続事業者にて試験対象加入者番号以外でのSM-MT配信試験
を規制する。

(2) 当社網と国内他接続事業者網間で実施可能な輻輳規制は次のとおりとします。
ア　MTPレベルによる輻輳規制を実施する。詳細は、「技術的条件集別表３」を参
照のこと。

(3) その他接続事業者間で実装すべき保守制御（迂回機能、総量規制等）は、当社
と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。

（その他接続に必要な事項）
第44条　当社網と国内他接続事業者間でその他接続に必要な事項は次のとおりとし
ます。
(1) 共通線信号リンクの新設・増減設単位及び共通線信号局番号、グローバルタイ
トルの付与方法その他の接続に必要な事項のうち細目に渡るものについては当
社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。
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第12節　対移動体事業者（IP）インタフェース
（網構成）

第45条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。
(1) ＭＧＳとＧＳとの接続は、相互接続協定書に定める相互接続点単位に行うもの
とします。

(2) 当社網と直接協定事業者網との間の通信経路については、複数の相互接続点を
介した冗長化構成を可能とします。

（接続方式）
第46条　当社網と直接協定事業者網間での使用する接続方式は、次のとおりとします。
(1) 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令
和元年総務省令第４号）を準用することとします。なお、直接協定事業者は当社
の加入契約者から直接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通
知することを要します。
当社網と直接協定事業者網間で使用する接続番号構成は次のとおりとします。

有効受信桁
数

(注１）インタ
フェース

分
類

呼方向 接続番号構成

最小 最大

当社網
→

直接協
定事業
者網

対移動体

（IP）

分
類
２

直接協
定事業
者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10

（注１）：有効受信桁数はサービス識別番号の１桁目の０を除きます。また、有効受
信桁数未満の着信番号が送出される場合があります。

(2) 当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、ＩＰ接続方式を適用しま
す。

(3) 当社網と直接協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとします。
なお、当社網が直接協定事業者網から本仕様で規定された以外のメッセージ、
パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は接続に関わる正常
性を保証しません。

ア　SIP、DNSおよびENUM仕様は、技術的条件集別表１２-１に示すとおりとしま
す。

イ　接続シーケンスは、技術的条件集別表１２-２に示すとおりとします。
(4) 当社網と直接協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は次のとおりとし
ます。
ア　当社網および直接協定事業者網の応答信号の返送条件は次のとおりとしま
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す。
(ア) 着側網は端末機器等からの応答を受信した場合は、発側網に対し直ちに
応答信号を返送します。

(イ) 着側網は網使用料を精算する場合は「initial INVITE」に対する「200 OK」
を発側網へ返送します。ただし、試験用の通信については「initial INVITE」
に対する「200 OK」を発側網へ返送しますが、網使用料は精算しないことと
します。

イ　通信時間の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した時点は
「initial INVITE」に対する「200 OK」を受信した時点とします。通信時間の
測定等に規定する電気通信設備が切断信号を受信した時点は「bye」を受信し
た時点とします。

(5) 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方法は次のとおりとします。
ア　当社網と直接協定事業者網の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が
責任を持って実施し、他社の設備についての試験は原則として実施しません。
ただし、故障切り分け等のため当社網と直接協定事業者網間は試験可能としま
す。

イ　当社網と直接協定事業者網間で実施する手動接続試験は、ＭＧＳの自動応答
トランク（AAT）機能により行うこととし、当社網と直接協定事業者網間にお
ける手動接続試験の内容は次のとおりとします。

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件
（注１）

強制切断
の有無

手動接続試験 ＭＧＳのＡＡＴ ０Ａ０
＋ＣＤＥ
＋１２３

非課金 有り

（注１）：SIP信号上の「発ユーザ種別（cpcパラメータ）」に「test」が設
定されている場合は事業者間精算の対象外とします。

（輻輳制御方式）
第47条　非常通話の取り扱いについては次のとおりとします。
(1) 本則の優先的に扱う通信の識別における優先信号とはSIP信号上の「cpcパラメ
ータ」に「priority」が設定した信号をいいます。

(2) 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社
網は優先発ユーザ回線留保機能を有し、制御を行うことができます。

２　回線留保機能による制御方法については次のとおりとします。
(1) 直接協定事業者網は、優先発ユーザ留保回線制御を実施することの有無につい
て、当社に通知することを要します。

(2) 優先発ユーザ留保回線数（一般発ユーザトラヒックが多い時に優先発ユーザの
トラヒックのために留保する回線数）については、当社と直接協定事業者間で別
途協議の上、決定することとします。

（その他接続に必要な事項）
第48条　当社網と直接協定事業者網間で、その他接続に必要な事項は次のとおりとし
ます。
(1) 電気通信回線設備の新設・増減設単位や、その他の接続に必要な事項のうち細
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目に渡るものについては当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定すること
とします。

(2) 接続事業者間で実装すべき保守制御（迂回機能、総量規制等）は、当社と直接
協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。
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第13節　対地域／国際事業者（IP）インタフェース
（網構成）

第49条　当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。
(1) ＭＧＳとＧＳとの接続は、相互接続協定書に定める相互接続点単位に行うもの
とします。

(2) 当社網と直接協定事業者網との間の通信経路については、複数の相互接続点を
介した冗長化構成を可能とします。

（接続方式）
第50条　当社網と直接協定事業者網間での使用する接続方式は、次のとおりとします。
(1) 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は電気通信番号規則（令
和元年総務省令第４号）を準用することとします。なお、直接協定事業者は当社
の加入契約者から直接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通
知することを要します。
当社網と直接協定事業者網間で使用する接続番号構成は次のとおりとします。

有効受信桁数
(注1）インタ

フェース
分類 呼方向 接続番号構成

最小 最大

対地域 分類１ 当社網
→

協定事
業者網

０　＋　ＡＢＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪ
①　　　　　②　　　　　　 ③
①国内プレフィックス②市外局番＋市
内局番③加入者番号

４ ９

対地域 分類２ 協定事
業者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10

対国際 分類２ 協定事
業者網
→

当社網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

８ 10
(注2)

対地域 分類３ 当社網
→

協定事
業者網

０Ａ０　＋　ＣＤＥ　＋　ＦＧＨＪＫ
　①　　　　　②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

６ 10

対国際 分類４ 当社網
→

協定事
業者網

００ＸＹ　＋　×～×
 　①           ②
①事業者識別番号②国際公衆電気通信
番号等

接続番号を次のとおりに区分します。

４ 24
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(ア)００ＸＹ１系
００ＸＹに続き国際公衆電気通信番
号が存在する接続番号

(イ)００ＸＹ２系
００ＸＹに続き、サービス識別コー
ドが存在する接続番号

(ウ)００ＸＹ３系
００ＸＹに続き国際公衆電気通信番
号等が存在しない接続番号

(ア)０ＡＢ０着信課金
０１２０ ＋ ＤＥＦ　＋　ＧＨＪ
　 ①         ②　　　　　③
０８００ ＋ ＤＥＦ ＋ ＧＨＪＫ
　 ①         ②　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番
号③加入者番号

対地域 分類５ 当社網
→

協定事
業者網

(イ)０ＡＢ０発信課金
０５７０ ＋ ＤＥＦ　＋　ＧＨＪ
　 ①         ②　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番
号③契約者番号
０１８０ ＋ ９９ ＋ Ｆ ＋ ＧＨＪ
　 ①         　　　③      ④
①サービス識別番号②地域識別番号
③契約者番号

９ 10

対地域 分類６ 当社網
→

協定事
業者網

０Ａ０　＋　ＣＤＥＦ　＋　ＧＨＪＫ
　①　　　　　 ②　　　　　　③
①サービス識別番号②事業者識別番号
③加入者番号

９ 10

対地域 分類７ 当社網
→

協定事
業者網

００ＸＹ　＋　×～×
 　①           ②
①事業者識別番号②接続番号

４ 24

（注１）：有効受信桁数は国内プレフィックス、事業者識別番号、およびサービス識
別番号の１桁目の０を除きます。また、有効受信桁数未満の着信番号が送出さ
れる場合があります。

（注２）：国際ローミングインユーザ呼の場合、90＋542＋××××××××の13桁
となります。

(2) 当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は、ＩＰ接続方式を適用しま
す。

(3) 当社網と直接協定事業者網間で使用する信号方式は次のとおりとします。
なお、当社網が直接協定事業者網から本仕様で規定された以外のメッセージ、

パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は接続に関わる正常性
を保証しません。
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ア　SIP、DNSおよびENUM仕様は、技術的条件集別表１３-１に示すとおりとしま
す。

イ　接続シーケンスは、技術的条件集別表１３-２に示すとおりとします。
(4) 当社網と直接協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は次のとおりとし
ます。
ア　当社網および直接協定事業者網の応答信号の返送条件は次のとおりとしま
す。
(ア) 着側網は端末機器等からの応答を受信した場合は、発側網に対し直ちに
応答信号を返送します。

(イ) 着側網は網使用料を精算する場合は「initial INVITE」に対する「200 OK」
を発側網へ返送します。ただし、試験用の通信については「initial INVITE」
に対する「200 OK」を発側網へ返送しますが、網使用料は精算しないことと
します。

イ　通信時間の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した時点は
「initial INVITE」に対する「200 OK」を受信した時点とします。通信時間の
測定等に規定する電気通信設備が切断信号を受信した時点は「bye」を受信し
た時点とします。

(5) 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方法は次のとおりとします。
ア　当社網と直接協定事業者網の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が
責任を持って実施し、他社の設備についての試験は原則として実施しません。
ただし、故障切り分け等のため当社網と直接協定事業者網間は試験可能としま
す。

イ　当社網と直接協定事業者網間で実施する手動接続試験は、ＭＧＳの自動応答
トランク（AAT）機能により行うこととし、当社網と直接協定事業者網間にお
ける手動接続試験の内容は次のとおりとします。

試験種別 接続先 試験番号構成 課金条件
（注１）

強制切断
の有無

手動接続試験 ＭＧＳのＡＡＴ ０Ａ０
＋ＣＤＥ
＋１２３

非課金 有り

（注１）：SIP信号上の「発ユーザ種別（cpcパラメータ）」に「test」が設
定されている場合は事業者間精算の対象外とします。

（輻輳制御方式）
第51条　非常通話の取り扱いについては次のとおりとします。
(1) 本則の優先的に扱う通信の識別における優先信号とはSIP信号上の「cpcパラメ
ータ」に「priority」又は「payphone」を設定した信号をいいます。当社が協定
事業者網から送出された「cpcパラメータ」に基づき輻輳制御を行う場合は、制
御率を当社網内に終始する呼と同等にします。協定事業者も当社網からの呼の制
御を行う場合は、協定事業者網内に終始する呼と同等にします。

(2) 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先電話の疎通を確保するため、当社
網は優先発ユーザ回線留保機能及び両方向回線留保機能を有し、制御を行うこと
ができます。
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第13節　対地域／国際事業者（IP）インタフェース

２　回線留保機能による制御方法については次のとおりとします。
(1) 回線群の両端でそれぞれ使用可能回線数（両方向トラヒックが多い時に両方向
留保回線制御による回線使用の可否を判定するための値）、両方向留保回線数（片
方向トラヒックが多い時に相手側のトラヒックのために留保する回線数）及び優
先発ユーザ留保回線数（一般発ユーザトラヒックが多い時に優先発ユーザのトラ
ヒックのために留保する回線数）を設定し、次の条件で回線捕捉を許可又は禁止
します。

発ユーザ種別 回線捕捉の許可又は禁止

ア　優先発ユーザ
公衆電話

回線捕捉時に空があれば捕捉を許可します

回線捕捉時に自
局側呼による使
用回線数が使用
可能回線数以上
のとき

JJ-90.30に記載された出SIPセッション制御を
実施し、協定で定めたセッション数以上の接続
要求を出さないため、本状態となることはあり
ません。

空回線数が優先発ユーザ留保回線数より大き
いとき、自局の回線捕捉を許可します

イ　ア欄以外

回線捕捉時に自
局側呼による使
用回線数が使用
可能回線数未満
のとき

空回線数が優先発ユーザ留保回線数以下のと
き、自局の回線捕捉を禁止します

(2) 直接協定事業者網は優先発ユーザ留保回線制御及び両方向留保回線制御を実施
することの有無について、当社に通知することを要します。

(3) 優先発ユーザ留保回線数、両方向留保回線数及び使用可能回線数については当
社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。

（その他接続に必要な事項）
第52条　当社網と直接協定事業者網間で、その他接続に必要な事項は次のとおりとし
ます。
(1) 電気通信回線設備の新設・増減設単位や、その他の接続に必要な事項のうち細
目に渡るものについては当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定すること
とします。

(2) 接続事業者間で実装すべき保守制御（迂回機能、総量規制等）は、当社と直接
協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。
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１．削除
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１．電話サービスの利用条件
　当社の端末回線と接続番号の分類による付加サービス等の利用条件は次の通りとし
ます。

着信分類　

　発信端末
分類１ 分類２ 分類３ 分類４ 分類５ 分類６

ＦＯＭＡ
／Ｘｉ

携帯電話 一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第一種

公衆 ○ ○ ○ × ○ ○

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○
衛星

第二種
公衆 ○ ○ ○ × ○ ○

発信分類　

　着信端末
分類１ 分類２ 分類３ 分類４ 分類６ 分類７

ＦＯＭＡ
／Ｘｉ

携帯電話 一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第一種

公衆 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○
衛星

第二種
公衆 ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例　○：利用出来る、　×：利用出来ない、　△：一部利用できる
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２．主な付加機能の利用条件
　ＦＯＭＡ／Ｘｉサービスの主な付加機能の利用条件は次に示す通りとします。

対地域
事業者

インタフェ
ース

対移動体
事業者

インタフェ
ース

対国際
事業者

インタフェ
ース

対選択中継
事業者

インタフェ
ース

付加機能の種類

分類２ 分類７

留守番電話及び不在案内機能 ○ ○ ○ ○

自動着信転送機能（転送でんわ） ○ ○ ○ ○

通話中着信機能(キャッチホン） ○ ○ ○ ○

迷惑電話おことわり機能（迷惑
電話ストップサービス）

○ ○ ○ ○

呼出音選択機能（メロディコー
ル）

△ △ × △

国際ローミング機能（ローミン
グアウト端末への着信）

○ ○ ○ ○

複数番号機能（2in1、マルチナ
ンバー）

△ △ △ △

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
／
Ｘ
ｉ
着
信

ワンナンバー機能 △ △ △ △

対地域事業者
インタフェース

対移動
体事業
者イン
タフェ
ース

対国際
事業者
インタ
フェー
ス

付加機能の種類

分類１ 分類３ 分類５ 分類６ 分類２ 分類４

留守番電話及び不在案内機能

自動着信転送機能（転送でんわ） ○ ○ × ○ ○ △

通話中着信機能(キャッチホン）

迷惑電話おことわり機能（迷惑
電話ストップサービス）

呼出音選択機能（メロディコー
ル）

国際ローミング機能（ローミン
グアウト端末への着信）

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
／
Ｘ
ｉ
発
信

複数番号機能（2in1、マルチナ
ンバー）

△ △ △ △ △ △

　凡例　○：利用出来る、 ×：利用出来ない、 △：一部利用できる、 斜線：対象外
注）上表は、ＦＯＭＡ／Ｘｉにおける利用条件であり、端末種別により利用条件が異
なる場合があります。



技別 2－3

３．テレビ電話の利用条件
　当社ＦＯＭＡ端末とのテレビ電話の利用条件は次の通りとします。

(1) ６４ｋテレビ電話接続時のＩＡＭ信号条件
　ユーザサービス情報

フィールド名 Bin フィールド値
コーディング標準 00 ITU-T勧告およびITU-T勧告に準拠するTTC標準
情報伝達能力 01000 非制限ディジタル情報
情報伝達モード 00 回線交換モード
情報伝達速度 10000 64kbit/s
レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル
ユーザ情報レイヤ１プロト
コル 00110 標準JT-H223とJT-H245

　アクセス転送

フィールド名 Bin フィールド値
コーディング標準 00 ITU-T勧告およびITU-T勧告に準拠するTTC標準
情報伝達能力 01000 非制限ディジタル情報
情報伝達モード 00 回線交換モード
情報伝達速度 10000 64kbit/s
レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル
ユーザ情報レイヤ１プロト
コル 00110 標準JT-H223とJT-H245

(2) ３２ｋテレビ電話接続時のＩＡＭ信号条件
　ユーザサービス情報

フィールド名 Bin フィールド値
コーディング標準 00 ITU-T勧告およびITU-T勧告に準拠するTTC標準
情報伝達能力 01000 非制限ディジタル情報
情報伝達モード 00 回線交換モード
情報伝達速度 10000 64kbit/s
レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル
ユーザ情報レイヤ１プロト
コル 00001 TTC標準速度整合（JT-V110、JT-I460及びJT-X30）
同期／非同期 0 同期
インバンド交渉 0 インバンド交渉不可
ユーザ速度 01100 32kbps標準JT-I460

　アクセス転送

フィールド名 Bin フィールド値
コーディング標準 00 ITU-T勧告およびITU-T勧告に準拠するTTC標準
情報伝達能力 01000 非制限ディジタル情報
情報伝達モード 00 回線交換モード
情報伝達速度 10000 64kbit/s
レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル
ユーザ情報レイヤ１プロトコ
ル 00110 標準JT-H223とJT-H245



技別 2－4

４．インチャネル情報の利用条件
当社端末での応答信号受信前でのインチャネル情報の利用条件は次の通りとします。

ＡＣＭ受信時

逆方向呼表示 端末利用条件

メッセージ種別 着ユーザ
状態表示

ＩＳＵＰ１
リンク表示

ＩＳＤＮ
アクセス表示

トーキ聴取 ＰＢ送信

０ － ○ △※１

０ ○ ○

００

１０ １

１ × ×

０ ○ ○

ＡＣＭ

０１ －

１ ○ ○

ＡＣＭ受信後のＣＰＧ受信時

イベント情報 アクセス転送 端末利用条件メッセージ種別

イベント表示 経過識別子 トーキ聴取 ＰＢ送信

００００００１ － ○ ○

経過内容：８ ○ ○

経過内容：８以外 ×※２ ×※２

０００００１０

アクセス転送未設定 ○ ○

０００００１１ － ○ ○

ＣＰＧ

上記以外 － ○ ○

凡例　○：利用出来る、×：利用出来ない、△：一部利用できる、－：無関係

注）上表は、端末種別により利用条件が異なる場合があります。

※１　一部端末においてＰＢ送信不可
※２　ＡＣＭ受信時で利用出来る状態であれば利用出来る。
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技術的条件集別表３　ＭＴＰ仕様

技術的条件集別表３（ＭＴＰ仕様）の記述に関する留意事項

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数 (制定月日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０１ ＪＴ－Ｑ７０１　第２版　(1990年11月28日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０２ ＪＴ－Ｑ７０２　第１版　(1987年４月28日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３ ＪＴ－Ｑ７０３　第３版　(1994年４月27日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４ ＪＴ－Ｑ７０４　第３版　(1992年４月28日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７ ＪＴ－Ｑ７０７　第２版　(1990年11月28日)

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、
その具体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、
ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。

１）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】
▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △

３）当社では規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】

４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】

５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、
あるいは適用しない事項
【規定しない】

３．本別表で用いられる、用語、語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠してい
る。

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。
　ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応
しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちら
も規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セクシ
ョン番号が連続しない場合がある。
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０１　信号システムの機能概要

1.　概説　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
2.　信号方式の構成　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.　信号網
3.1　基本概念・特徴
3.1.1　信号網構成要求　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.1.2　信号網の対応関係
　信号網の対応関係とは、信号メッセージによってとられるパスとメッセージが
属する信号リレーションとの間の対応をいう。
　対応構成では、隣接信号局間の信号リレーションに関するメッセージは、これ
らの信号局を直接接続するリンクセット上を運ばれる。

【ＪＴ－Ｑ７０１では▽△を規定している】
▽非対応構成では、ある信号リレーションに関するメッセージは、発着信号局を
除く１または複数の信号局をタンデムにパススルーする複数のリンクセット上を
運ばれる。△
　準対応構成は、信号網内でメッセージによってとられるパスが、ある一定の間
は予め決められかつ固定されているような非対応網の限定された場合である。
▼２つのネットワークを接続する交換機間は、対応構成とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７０１では▼▲の規定が異なる】
　ＭＴＰは、メッセージの順序到着誤り、あるいはダイナミックメッセージルー
ティングによる完全な非対応構成における典型的な諸問題を避ける機能を含んで
いない。
3.1.3　信号局の機能　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.1.4　信号メッセージへのラベル付与法　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.2　信号メッセージ処理部　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.3　信号網管理部　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
3.4　試験・保守機能部　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
4.　メッセージ転送能力　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】

5.　ＭＴＰのプリミティブとパラメータ
　プリミティブは、ＭＴＰに要求されるサービスに対応するコマンドとレスポン
スからなる。プリミティブの一般的な構文を以下に示す。

Ｘ ジェネリック名 特定名称 パラメータ

－　「Ｘ」は、サービスを提供する機能ブロックを示す。（ＭＴＰに対しては「Ｍ
ＴＰ」）
－　「ジェネリック名」は、示されたレイヤによって実行されるべき動作を記述
する。
－　「特定名称」は、プリミティブの方向を示す。
－　「パラメータ」は、レイヤ間で転送される情報の要素である。

　ＭＴＰでは２つの特定名称がある。
－　要求
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－　表示

表５－１にＭＴＰのプリミティブとパラメータを示す。

表５－１　ＭＴＰサービスプリミティブ

プリミティブ

ジェネリック名 特定名称
パラメータ

ＭＴＰ－転送 要求
表示

ＯＰＣ（DoCoMo-Q704節2.2）
ＤＰＣ（DoCoMo-Q704節2.2）
ＳＬＳ（DoCoMo-Q704節2.2）（注１）
ＳＩＯ（DoCoMo-Q704節14.2）
ユーザデータ（DoCoMo-Q703節2.3.8）

ＭＴＰ－休止 表示 影響するＤＰＣ

ＭＴＰ－再開 表示 影響するＤＰＣ

ＭＴＰ－状態表示 表示 影響するＤＰＣ
理由（注２）

注１－ＭＴＰユーザは、このパラメータをＭＴＰが負荷分散に使用することを考
慮しなければならない。
　そのため、ＳＬＳの値は、できるだけ均等に設定しなければならない。
ＭＴＰは、同一ＳＬＳコードを含むメッセージの順序正しい送達を（高い
確率で）保証する。
▼なお、信号網管理部および試験・保守機能部により生成されるメッセー
ジ（ＭＴＰ－Ｌ３メッセージ）においては、ＳＬＳの一部がＳＬＣ
(DoCoMo-Q704 節2.2)に置き換わる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０１では▼▲を規定していない】

注２－理由パラメータは、現在以下の値を取る。
ｉ）信号網輻輳（状態）
　　輻輳プライオリティを使用した場合、本パラメータ値が含まれる。

5.1　転送　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
5.2　休止　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
5.3　再開　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
5.4　状態表示　　【ＪＴ－Ｑ７０１に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０２　信号データリンク部

1.　概説
1.1　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】
1.2　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】
1.3　ディジタルの信号データリンクは、(１)ディジタル伝送チャネルと、(２)
信号端末(レベル２)とのインタフェ－スをとる終端装置とから構成される。

【ＪＴ－Ｑ７０２では▽△を規定している】
▽ディジタルの伝送チャネルは、ＰＣＭ（パルス符号変調）又は同期ディジタル
チャネル*1用多重化装置、あるいは、データ回線用の多重化システム*2に接続さ
れる。
*１：ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ.７３２、Ｇ.７３３、Ｇ.７３４、Ｇ.７４４、Ｇ.７４６、

Ｇ.７３６、Ｇ.７３７、Ｇ.７３８、Ｇ.７３９を参照
*２：ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.５０、Ｘ.５１、Ｘ.５０ｂｉｓ、Ｘ.５１ｂｉｓを参照△
1.4　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】
1.5　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】

2.　信号速度
2.1　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】
2.2　▼信号速度は、4.8kbit/s、48kbit/sである。▲
【ＪＴ－Ｑ７０２では▼▲の規定が異なる】

3.　品質条件　【ＪＴ－Ｑ７０２に準拠する】

4.　インタフェース条件の規定点
4.1　▼Ｎｏ.７信号方式のレベル１の規定点は、図４－１/ＪＴ－Ｑ７０２に示す
Ｂ点とする。Ｃ点においてはＢ点のインタフェース条件を満足するものとする。▲
【ＪＴ－Ｑ７０２では▼▲の規定が異なる】

【ＪＴ－Ｑ７０２では▽△を規定している】
▽4.2　インタフェース箇所のＣ点は、ＣＣＩＴＴ勧告のＸ.５０インタフェース
条件を満足しなければならない。△

▼5.　インタフェース仕様
5.1　Ｂ点物理インタフェース概説
　ベアラ・レート64kbit/sの規定点Ｂのインタフェースは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.
７０３に準拠している。このインタフェースは２種類の信号から構成されている。
それらは、送信データ（ＴＸＤ）、受信データ（ＲＸＤ）である。図５－１／Ｄｏ
ＣｏＭｏ－Ｑ７０２を参照。これは、Ｎｏ.７信号方式レベル１インタフェース規
定点と装置構成の一例であり、インプリメンテーションを規定するものではない。
5.2　Ｃ点物理インタフェース概説
　規定点Ｃのインタフェース仕様については、技術的条件集別表７「伝送装置間
インタフェース仕様」を参照すること。
5.3　データフォーマット
　Ｂ点及びＣ点のデータフォーマットは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.５０に準拠し、デー
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タとフレーム情報から構成される（６＋２）エンベロープ形式信号である。８ビ
ットのエンベロープは送信先頭ビットから、１フレームビット（Ｆ）、６ビットの
データ（Ｄ）及び１ビットの状態ビット（Ｓ）で構成される。
　（６＋２）エンベロープ形式信号をＢ点及びＣ点の64kbit/sベアラ回線にマッ
ピングする際はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.５７に従い、以下のように行う。48kbit/s信号
をマッピングする場合には、各物理フレーム内の64kbit/sベアラ回線の８ビット
に、１エンベロープ（８ビット）をバイト境界と送信順序を保持しマッピングす
る。4.8kbit/s信号をマッピングする場合には、連続する10個の物理フレーム内の
64kbit/sベアラ回線の８ビットのそれぞれに、１エンベロープ（８ビット）を10
回ずつ繰り返しバイト境界と送信順序を保持しマッピングして速度を調整する。
　Ｂ点では、Ｆビットは送信時‘０’に設定し、受信時無視とする。Ｓビットは
送信時‘１’に設定し、受信時は‘１’であることが期待される。ただし、Ｆビ
ット、Ｓビットは多重化装置およびそれより伝送路側では別の意味に使用される
可能性がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０２では▼▲を規定していない】

▼

図５－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０２　Ｎｏ.７信号方式レベル１インタフェース
規定点と装置構成の一例

▲
【ＪＴ－Ｑ７０２では▼▲を規定していない】

当社交換機

Ｃ点

直接協定事業者交換機

インタフェ
ース装置

多重化装置
RXD

TXD

Ｂ点
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　信号リンク機能部

1.　概説
1.1　はじめに　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.2　信号ユニットの識別及び同期とり
　信号ユニットの開始及び終結は、フラグ（‘０１１１１１１０’の８ビット・パ
タン）で示される。フラグと同一パタンが、情報として信号ユニット内に現れる
ことが、可能なように、ある手段（節３.２）が講じられる。
　７個以上の連続する‘１’を受信するか、受信信号ユニットの長さが制限を超
えると、信号ユニットの同期がはずれ、この後正常フラグにより同期を確立する
とともに、同期確立までの間信号ユニット誤り率監視（ＳＵＥＲＭ）に誤りとし
て報告する。
▼この際、正常信号ユニットにより同期を確立する交換機もある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

1.3　信号ユニットの誤り検出　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.4　信号ユニットの誤り訂正　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.5　信号リンクの初期設定　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.6　信号リンクの誤り監視　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.7　リンク状態制御　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
1.8　フロー制御
　フロー制御は、信号リンクの着信側で輻輳が検出された時に開始され、リンク
状態信号によって相手局へ通知される。▼また、輻輳検出後、それ以降受信した
有意信号ユニットに対する確認応答及び否定応答は保留される。
　輻輳が解消した時、受信した有意信号ユニットに対する確認応答及び否定応答
は再開されるが、▲輻輳が継続している間、相手局は輻輳状態を周期的に通知さ
れる。また、相手局では、輻輳状態が長引く場合、リンク故障とみなす。
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

2.　基本信号フォーマット
2.1　概説　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.2　信号ユニット*種別　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3　信号ユニット・フィールドの機能及びコード化
2.3.1　概説　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.2　フラグ（Ｆ:Flag）　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.3　信号長表示（ＬＩ:Length Indicator）　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.4　サービス・オクテット（ＳＩＯ : Service Information Octet）
　　　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.5　シーケンス番号　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.6　状態表示ビット　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.7　誤り検査符号（ＣＫ : Check bits）　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.8　信号情報部（ＳＩＦ : Signal Information Field）
　　　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.9　リンク状態表示（ＳＦ : Status Field）　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.3.10　優先度表示（ＰＲＩ : PRiority Indicator）
　これは、有意信号ユニット（ＭＳＵ）においてのみ、使用される。ＰＲＩは、
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Ｘ16（Ｘ15＋Ｘ14＋･･･＋Ｘ＋１)
Ｐ（Ｘ）

２ビットで表現され、優先度の高い方から１１、１０、０１、００とする。

【ＪＴ-Ｑ７０３では▽△を規定している】
▽なお、ＰＲＩを設けずに（固定値００を設定）送信することも可能である。△
2.4　ビット送出順序　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
2.5　信号送出契機　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
3.　信号ユニットの識別　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】

4.　信号受信手段
4.1　信号ユニットの受信　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
4.2　誤り検査
　本方式で用いる誤り検査符号（ＣＲＣ : Cyclic Redundancy Check Code）は、
巡回符号の１つであり、次のようにして生成される。
　信号ユニット内の開始フラグの直後からＣＲＣの直前までのＫビットの情報を
示す多項式をＧ（Ｘ）とする。この時、誤り検査符号▼Ｄ(Ｘ)▲は、Ｘ16Ｇ(Ｘ)
とＸk（Ｘ15＋Ｘ14＋･･･＋Ｘ＋１）の和を、生成多項式Ｐ(Ｘ)＝Ｘ16＋Ｘ12＋Ｘ5＋
１で除した剰余に、Ｘ15＋Ｘ14＋･･･＋Ｘ＋１を加えたもの（ただし、演算はすべ
てモジュロ２）で与えられる。ここで、Ｇ(Ｘ)にはビット透過性保証のために挿
入される‘０’は含まれない。
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

　着側では、次のようにして誤り検査が行われる。
　受信した信号ユニットから、透過性保証のため挿入された‘０’を除去した後
の情報を示す多項式Ｆ(Ｘ)と、受信した誤り検査符号Ｄ(Ｘ)について
　▼Ｘ16×｛Ｘ16Ｆ（Ｘ）＋Ｄ（Ｘ）＋Ｘk（Ｘ15＋Ｘ14＋･･･＋Ｘ＋１）｝▲
を生成多項式Ｐ(Ｘ)で除算する。
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

この結果、剰余が
　Ｘ12＋Ｘ11＋Ｘ10＋Ｘ8＋Ｘ3＋Ｘ2＋Ｘ＋１
に等しくなるか否かにより、受信した信号ユニットの正誤が判定される。
　なお、検査符号（ＣＲＣ）のプリセット値は“１”である。

注）　　　　　　　　　　　　　　　の剰余＝
Ｘ12＋Ｘ11＋Ｘ10＋Ｘ8＋Ｘ3＋Ｘ2＋Ｘ＋１

5.　基本誤り訂正方式
5.1　概説　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
5.2　応答（確認応答と否定応答）
5.2.1　シーケンス番号　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
5.2.2　信号ユニットのシーケンス制御
　各ＭＳＵ内のサービス・オクテット（ＳＩＯ）、信号情報部（ＳＩＦ）及び順方
向シーケンス番号（ＦＳＮ）の内容は、確認応答が返るまで、発側信号リンク端
末に保持される。その間、同一値のＦＳＮを他のＭＳＵに使用することはできな
い。即ち同一値のＦＳＮは、それより１以上大きい（モジュロ128）値のＢＳＮを
有する確認応答が返送された後でなければ、新しいＭＳＵに付与することができ
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ない。
　確認応答を待たずに送出できるＭＳＵの数はアウトスタンディング数（４０）
の範囲内である。
　一方、着側信号リンク端末では、誤り検査符号（ＣＲＣ）のチェックにより正
常と判断された信号ユニットのＦＳＮを、最後に正しく受信した信号ユニットの
ＦＳＮと比較、また受信ＦＩＢと最後に送出した信号のＢＩＢの比較を行う。ま
た、ＭＳＵとその他の信号ユニットとを切り分けるため、信号長表示（ＬＩ）を
調べる。
(1) ＦＩＳＵ（フィルイン信号ユニット）を受信した時
(a) 受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等し
くかつ、受信ＦＩＳＵのＦＳＮが、正しく受信した最後の信号ユニットの
ＦＳＮと等しければ、その信号ユニットはメッセージ転送部で処理される

(b) 受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等し
くかつ、受信ＦＩＳＵのＦＳＮが、正しく受信した最後の信号ユニットの
ＦＳＮと異なる時、受信した信号ユニットは、メッセージ転送部で処理さ
れる。この時、否定応答が返送される。

(c) 受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと異な
る場合、この信号ユニットは破棄される。

(2) ＬＳＳＵ（リンク状態信号ユニット）を受信した時
　メッセージ転送部内で処理される。

(3) ＭＳＵ（有意信号ユニット）を受信した時
(a) 受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等しく
かつ、受信ＭＳＵのＦＳＮが正しく受信した最後の信号ユニットのＦＳＮ
よりも１大きい（モジュロ128）時には、そのＭＳＵは受理され、レベル
３へ転送される。と同時に次に送信する信号ユニットで確認応答が発側へ
返される。

(b) 受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等しく
かつ、受信ＭＳＵのＦＳＮが、上記(ａ）で述べられた以外の値をとる時
には、そのＭＳＵは破棄される。この時、否定応答が返送される。▼ただ
し、受信ＭＳＵのＦＳＮが正しく受信した最後の信号ユニットのＦＳＮと
等しい場合は、当該ＭＳＵが破棄されるだけで否定応答を返送しない交換
機もある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

(c) 受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと異なる
場合、この信号ユニットは破棄される。

5.2.3　確認応答　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
5.2.4　否定応答　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
5.3　再送
5.3.1　確認応答に対するレスポンス
　発側信号リンク端末では、誤り検査符号のチェックの結果、正常と判断された
有意信号ユニット（ＭＳＵ）及びフィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）の逆方向
シーケンス番号（ＢＳＮ）が調べられる。このＢＳＮと等しい値の順方向シーケ
ンス番号（ＦＳＮ）をもつ送出済みのＭＳＵは、再送する必要がなく、更にそれ
より前に送出されたＭＳＵも、たとえ対応するＢＳＮが受信されていなくとも確
認応答を受けたものとみなされ、再送の対象からはずされる。
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　一方、再送のために保持されているどのＭＳＵのシーケンス番号とも等しくな
い逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ）が受信されると、そのＢＳＮは無視される。
▼この際、レベル３にリンク故障を通知すると同時にリンクの初期設定を起動す
る交換機もある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

　再送バッファの少なくとも先頭のＭＳＵに対して、一定時間内に新たな確認応
答が受信されないときには、タイミング機能により、確認応答の過度の遅れを検
出する。
　この場合のような確認応答の過度の遅れの時には、応答遅延監視法*を用いリン
ク障害と判断し、レベル３へ通知する。
※応答遅延監視（ループ監視）法
(1) 概要
　ループ監視法は、送出信号ユニットに対する確認応答が届くまでに要する
時間を監視する。確認応答を受けていない最初の有意信号ユニット（ＭＳＵ）
送信時、応答遅延タイマＴ７をスタートしタイムアウト時には応答遅延過多
（ループＮＧ）と判定する。

▼(2) 上記のパラメータ値を以下のように定める。
　　　Ｔ７＝２sec（48kbit/s）
　　　　　　３sec（4.8kbit/s）▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

5.3.2　否定応答に対するレスポンス
　受信信号ユニットの逆方向状態表示ビット（ＢＩＢ）が、最後に送出した順方
向状態表示ビット（ＦＩＢ）と値が不一致の場合、受信信号ユニットの逆方向シ
ーケンス番号（ＢＳＮ）より１大きい（モジュロ128）順方向シーケンス番号（Ｆ
ＳＮ）を有する有意信号ユニット（ＭＳＵ）から順に再送が行われる。
　この時、新しいＭＳＵの送出は、一時中断され、再送が終了した後に行われる。
　再送を開始する際、ＦＩＢの値は反転され、再送を要求している受信信号ユニ
ットのＢＩＢの値に合わせられる。新しいＦＩＢの値は、新たに再送が開始され
るまでは、同一の値が以後送出される信号ユニットに付与される。
　否定応答の返送を行っていないのに、相手局から再送の開始を示すＦＩＢを持
つ信号ユニットを受信した場合、その信号ユニットは捨てられる。▼この際、レ
ベル３にリンク故障を通知すると同時にリンクの初期設定を起動する交換機もあ
る。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

6.　初期設定手順
6.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
6.2　初期設定状態表示信号　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
6.3　信号リンクの初期設定
　初期設定手順では、次の５状態を経る。
　なお、▼参考として、リンク確立制御状態図の一例▲を図６-１／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７０３に示す。
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】
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状態番号 内　　　　容

０ 空（装置停止）

１ 相手局起動待
信号リンクは、相手局起動待でＳＩＯを送出している状態。
状態１へ移行した時、Ｔ２タイマを開始する。Ｔ２タイムアウト時に
は、状態１より再開する。

２ 初期設定終了待
信号リンクは、初期設定終了待で、ＳＩＥを送出している状態。ＳＩ
Ｅ、ＳＩＯＳは受信していない。
状態２へ移行した時、Ｔ３タイマを開始する。Ｔ３タイムアウト時に
は、状態１より再開する。

３ 検証中
信号リンクは、ＳＩＥを送出している状態で、ＳＩＯ、ＳＩＯＳは受
信していない。

４ 相手局検証終了待
信号リンクはＦＩＳＵを送出している状態で、ＳＩＯ、ＳＩＯＳは受
信していない。状態４へ移行した時、Ｔ１タイマを開始する。Ｔ１タ
イムアウト時には、状態１より再開する。

　各状態におけるタイミングの値

状　態　名 記号 意　　　　味 値

相手起動待 Ｔ２ 期待信号（ＳＩＯ又はＳＩＥ）待時間
の限界値

８min／５sec

初期設定終了待 Ｔ３ 期待信号（ＳＩＥ）待時間の限界値 １sec

検証中 Ｔ４ 信号リンク検証期間 １sec

相手局検証終了待 Ｔ１ 期待信号（ＦＩＳＵ又はＭＳＵ）待時
間の限界値

30sec

7.　レベル２フロー制御
7.1　概説
　フロー制御は、レベル２輻輳制御に用いられる。
　輻輳状態を検出した局では、ＢＳＮ▼及びＢＩＢ▲の更新をやめ、相手局で輻
輳状態かリンク障害なのかを区別出来るよう、ＳＩＢを送出する。
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】
(注)　輻輳検出局では送信処理は継続する。ＳＩＢ受信局では、送信処理は継続

する。
ＳＩＢ : Status Indication“Busy”

7.2　輻輳検出　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
7.3　輻輳状態での処理
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　輻輳状態を検出した局では周期的にＳＩＢ信号を、相手局へ送出する。（送出周
期は11章に示す。）
　▼検出局は、輻輳検出後、それ以降受信したＭＳＵに対する確認応答及び否定
応答は送出せず、ＢＳＮ及びＢＩＢの更新は行わない。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

　ＳＩＢ信号を受信した局では応答遅延タイマＴ７をリスタートし、確認応答監
視時間を遅らせる。又ＳＩＢ信号初回受信時には、輻輳監視タイマＴ６をスター
トさせる。
　▼Ｔ６＝３sec（48kbit/s）、10sec（4.8kbit/s）▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

▼Ｔ６タイムアウト時にはリンク故障と判定し、レベル３へ通知する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

7.4　輻輳解除
　輻輳検出側で輻輳解除を検出すると、ＳＩＢ信号の送出をやめ、通常処理に戻
り、ＢＳＮの更新を開始する。
　▼相手局は、再送バッファ内の確認待ち信号に対する確認応答及び否定応答受
信時、輻輳監視タイマＴ６を停止し、通常処理に戻る。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

　▼注）交換機により、確認応答のみでタイマＴ６が停止する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

8.　信号リンク誤り監視
8.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
8.2　信号ユニット誤り率監視法
8.2.1　誤り率監視パラメータ　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
8.2.2　判定方法　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
8.2.3　監視方法　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
8.2.4　カウンタ初期値　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
8.2.5　パラメータ値
　上記３つのパラメータＴ、Ｄ、Ｔｅの規定値を以下に示す。
▼　　　　　Ａ交換機の場合（4.8kbit/s、48kbit/s共通）
　　　　　　　Ｔ＝64
　　　　　　　Ｄ＝１
　　　　　　　Ｔｅ＝８ms
　　　　　　Ｂ交換機の場合
　　　　　　　Ｔ＝19（4.8kbit/s）、192（48kbit/s）
　　　　　　　Ｄ＝１
　　　　　　　Ｔｅ＝26.7ms（4.8kbit/s）、2.67ms（48kbit/s）
　なお、パラメータ値は異なる場合がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

　信号ユニット誤り率監視部（ＳＵＥＲＭ）の状態遷移図を図８－１／ＤｏＣｏ
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Ｍｏ－Ｑ７０３に示す。
8.3　初期設定用誤り率監視法　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
9.　レベル２のコード化と優先度表示　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
10.　プロセッサー障害　【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】
11.　レベル２準正常
(1) ＣＲＣチェックエラー時の処置
(a) ＣＲＣチェックエラーとなった信号ユニットは、廃棄する。
(b) エラーとしてカウントアップする。（信号ユニット誤り率監視法によ
る。）

【ＪＴ-Ｑ７０３では▽△を規定している】
▽(2) ＬＳＳＵの信号交差の処置

　リンク確立制御（図６－１／ＪＴ－Ｑ７０３）で規定する。△
(3) 未定義信号ユニット受信時の処置
　信号ユニットは廃棄する。

(4) ＬＳＳＵ信号の送出周期
　ＬＳＳＵ信号の送出周期は以下のとおりである。
(a) ＳＩＢ―――Ｔ５＝200ms
(b) ＳＩＯ―――Ｔｏ＝24ms
(c) ＳＩＥ―――Ｔａ＝24ms
(d) ＳＩＯＳ――Ｔｓ＝24ms（約３秒間）

(5) ＦＩＳＵ信号の送出周期
　ＦＩＳＵ信号の送出周期は以下のとおりである。

▼(a) 運用中　Ｔｆ＝15ms（48kbit/s）／72ms（4.8kbit/s）
(b) 相手局検証終了待　Ｔｆ＝15ms（48kbit/s）／72ms（4.8kbit/s）▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

12.　レベル２各種定数
　レベル２で使用する各種定数の値を表12-１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３に示す。
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注）停止中／起動待状態でSIOSを送出しない交換機もある。
図６－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　リンク確立制御状態図の一例▲

【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

図８－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　信号ユニット誤り率監視部（ＳＵＥＲＭ＊）
【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】

ﾘﾝｸ起動

起動待

SIOS送出

相手起動待

SIO送出

1

異常信号受信 他信号 T2 ﾀｲﾑｱｳﾄ SIO, SIE
停止 異常検出

SIOS送出

停止 異常検出

異常信号受信 SIOS, 他信号 T3 ﾀｲﾑｱｳﾄ SIE

異常信号受信 SIOS, 他信号 T4 ﾀｲﾑｱｳﾄ

Cp := Cp+1

ｴﾗｰ C1 := C1+1

SIO

運用中

異常信号受信 T1 ﾀｲﾑｱｳﾄ

ﾘﾝｸ使用可

初期設定終了待2

SIE送出

SIO

停止 異常検出

SIOS送出
FIB=1, FSN=127      C1:=0
BIB=受 FIB, BSN=FSN  Cp:=0

SIE. FISU3

SIE送出

検証中

C1≧Ti

Cp≧L

FISU送出

SIE4 相手局検証終了待

FISU, MSU, SIB

SIO

手順ｴﾗｰ* 停止 異常検出

SIOS送出

SIBT5 ﾀｲﾑｱｳﾄTf ﾀｲﾑｱｳﾄ

SIB送出FISU送出

停止中

SIOS送出

FIB=1, FSN=127  BIB=1, BSN=127

停止 異常検出

SIOS送出

Yes

No

Yes

No

Cp := 0

C1 := 0

ｴﾗｰ過多 停止 異常検出

SIOS送出

*手順エラー
1) SIO, SIE, SIOS 受信
2)T6, T7 ﾀｲﾑｱｳﾄ
3)ｴﾗｰ過多
4)異常信号受信

▼

SIOS, 他信号
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▼
表12－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　レベル２　各種定数一覧（１／２）

項
番
定数名
(略号)

名称 意味 値 記事

１ Ｔ１
相手局検証
終了待タイ
マ

相手局検証終了待にお
けるFISU or MSUの受信
待限界タイミング

15sec／30sec

２ Ｔ２
相手局起動
待タイマ

相手局起動待における
SIO or SIEの受信待限
界タイミング

３sec／５sec

３ Ｔ３
初期設定終
了待タイマ

初期設定終了待におけ
るSIEの受信待限界タ
イミング

１sec／３sec

４ Ｔ４ 検証期間
タイマ

信号リンクの初期設定
時の１回の検証時間

３sec 交換機により、１
secの場合がある。

５ Ｔ５
SIB信号送
出タイマ

輻輳検出局にて、輻輳
検出時のSIB信号送出
間隔

200ms BSN及びBIBの更
新しない

６ Ｔ６
相手局輻輳
監視タイマ

SIB信号受信後、T6間輻
輳解除がない場合リン
クダウン

３sec(48kbit/s)
10sec(4.8kbit/s)

７ Ｔ７
応答遅延タ
イマ

送信信号に対する確認
応答がT7以内になけれ
ばリンクダウン

２sec(48kbit/s)
３sec(4.8kbit/s)

８ Ｌ

検証許容回
数

検証中、受信エラーが
発生した場合、最高T4
×Lの検証終了後、再度
初期設定する

５回

９ Ｔ

誤り率過多
基準値

SUERMでの誤り率過多
と判定する基準値

Ａ交換機の場合、
64(4.8kbit/s、48k
bit/s共通）
Ｂ交換機の場合、
19(4.8kbit/s)
192(48kbit/s)

カウンタを次の
ように更新する
エラー受信なし
　-1
エラー受信あり
　+1

10 Ｔｆ

FISU信号送
信 タ イ マ
(FISU 送 出
間隔)

送出MSUが無い場合の
FISUの送出する間隔

15ms(48kbit/s)
72ms(4.8kbit/s)

11 －
アウトスタ
ンディング
数

確認応答を待たずに送
出できるMSUの数

40個
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表12－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　レベル２　各種定数一覧（２／２）

項
番
定数名
(略号)

名称 意味 値 記事

12 To、Ta

SIO、SIE信
号送信タイ
マ(SIO、SIE
送出間隔)

初期設定、検証中に用
いるSIO、SIE信号の送
出する間隔

24ms

13 Ｔｉ
AERM
基準値

検証中において検証不
良と判定するエラー受
信信号数

1個

14 Ｔｅ

誤り率監視
タイマ(信
号ユニット
正 規 化 時
間)

誤り率監視のための正
規化時間

Ａ交換機の場合、
８ms(4.8kbit/s、
48kbit/s共通）
Ｂ交換機の場合、
26.7ms(4.8kbit/s)
2.67ms(48kbit/s)

連続誤り時のリ
ンクダウン検出
時間

Ｔe×Ｔ≒512ms

15 Ｔｓ

SIOS信号送
出 タ イ マ
(SIOS 送 出
間隔)

停止中に移行する時、
周期的にSIOSを送出す
る間隔

24ms

16 －

SIOS送出時
間

停止中に移行する時、
周期的にSIOSを送出す
る時間

連続送出 交換機により、
3secでSIOS送出
停止する場合あ
り

注１）各種定数については基本的に「値」欄の定数値を指標とする。ただし、「記
事」欄に交換機により値が異なる場合があると記載してある定数については、
「記事」欄の定数値についても適用可能である。▲

【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】

13.　レベル２ＳＤＬ
▼図13－１～10／ＪＴ－Ｑ７０３を参考例とする。
　ここで説明される機能の詳細説明は、参考例であり、本文の解釈を補助するも
のである。各状態遷移図は、外部から見た時の、正常・異常各状態でのその信号
システムの振る舞いを詳細に示すものである。
　なお、本記述の状態遷移図と異なる動作をする交換機もある。
　強調されなければならないことは、これらの図は、システムの振る舞いを容易
に理解できるようにするために使用されるべきであり、実際のインプリメントに
使用される機能分割を規定するものではないということである。
　なお、状態遷移図と前章までで規定されている内容で不一致がある場合、前章
までで説明されている内容を正しいものとする。▲
【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲を規定していない】

表13－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３　図13－１～10にて用いられる略号およびタ
イマ

【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】



技別 3－16

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号網機能部

1.　序論
1.1　信号網機能の一般的特徴　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.2　信号メッセージ処理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3　信号網管理
1.3.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
1.3.5  信号ルート管理に属する種々の手順（転送禁止、転送許可、転送統制、信
号ルートセット試験、▽信号ルートセット輻輳試験△）は、13章に記述する。
1.3.6　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3.7　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
1.3.8　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

2.　信号メッセージ処理
2.1　概要　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
2.2　ルーチングラベル
2.2.1　信号メッセージに含まれ、そしてメッセージが示す特定のタスク（例えば
電話回線）を決定するために関連するユーザ部によって使われるラベルはそのメ
ッセージの着信号局へのルートを決めるためにメッセージ転送部によっても使わ
れる。ルーチングのために使われるメッセージラベルの一部は、ルーチングラベ
ルと呼ばれ、メッセージをその着信号局へ送るために必要な情報を含んでいる。

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
▽ルーチングラベルは、信号網におけるすべてのサービスおよび、アプリケーシ
ョンに共通である。△
　ルーチングラベルについて以下に記述する。
2.2.2　ルーチングラベルは▼37ビット長▲で、信号情報フィールドの最初に位置
する。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
▼その構造を、図2.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４に示す。

SLS OPC DPC
送出先頭
ビット→

    5            16                 16
ルーチングラベル

長さ n×8   3
(ビット)

ラベル

図2.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　ルーチングラベル▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

2.2.3　着信号局コード（ＤＰＣ）は、メッセージの着信号局を示し、発信号局コ
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ード（ＯＰＣ）は、発信号局を示す。これらのコードは、純２進数である。各フ
ィールドの範囲内において、最下位ビットは最初の位置を占め、最初に送られる。
　▼ＤＰＣ、ＯＰＣどちらも、「Ｍコード」、「Ｓコード」、「Ｕコード」で構成され
る。それらはそれぞれ「主番号区域」、「副番号区域」、「ユニット番号」を表して
いる。
　図2.2－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４はＤＰＣ／ＯＰＣフィールドのフォーマ
ットを示している。

GFEDCBA DCBA EDCBA

Ｕ-code Ｓ-code Ｍ-code

      ７         ４       ５

First bit
Transmitted

図2.2－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　ＤＰＣ／ＯＰＣフィールドフォーマット
Ｍコードの範囲：10進数で０から31まで
Ｓコードの範囲：10進数で０から15まで
Ｕコードの範囲：10進数で０から127まで▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

2.2.4　信号リンク選択番号（ＳＬＳ）フィールドは負荷分散（節2.3参照）を行
う時、適切に使用される。このフィールドはすべてのメッセージタイプにあり、
常に同じ位置にある。この規則の唯一の例外は、メッセージ転送部のレベル３メ
ッセージ（例えば、切替メッセージ）である。つまり、メッセージの発信号局に
おけるメッセージ転送部のメッセージルーチング機能は、そのフィールドに依存
しない。この特定な場合において、そのフィールドは他の情報（例えば、切替メ
ッセージの場合、障害リンクの識別）に代わる。

　メッセージ転送部のレベル３メッセージの場合、▼ＳＬＳ中の事前に決定され
た４ビットが信号リンクコード（ＳＬＣ）に置き換わる。ＳＬＣは、そのメッセ
ージが参照している発局と着信局の間の信号リンクを（また、場合によっては信
号ネットワークのプレーンを）表している。（節15.2参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　▼ＳＬＳフィールドは、サブフィールドに分割されている。それぞれのサブフ
ィールドは以下のように呼ばれる。
　ビットＡ：ＡＢ面選択番号（ＡＢ）ビット
　ビットＢＣＤ：リンク選択番号[Link Selection Number:ＬＳＮ]フィールド

Signaling Link Selection
ＥＤＣＢＡ (５bits)

ＬＳＮ A/B

１        ３         １

  
First bit
transmitted

図2.2－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　ＳＬＳフィールド▲
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【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】
2.2.5　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

2.3　メッセージルーチング機能
2.3.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
2.3.2　負荷分散は、２つの基本的場合が定義されている。すなわち、
　(1) 同一リンクセットに属するリンク間の負荷分散
　(2) 同一リンクセットに属さないリンク間の負荷分散
▼１つ以上のリンクセットを集めた負荷分散は「複合リンクセット[combined
link set]」と呼ばれる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　▼(1)の場合には、リンクセットによって運ばれるトラヒックフローはＳＬＳフ
ィールドのＬＳＮサブフィールドに基づいて分散される。（図２－３／ＤｏＣｏ
Ｍｏ－Ｑ７０４参照）

図２－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　リンクセット内の負荷分散の例

　(2)の場合、ある着先向けのトラヒックはＳＬＳフィールドに基づいて同じリン
クセットに所属しない異なるリンク間で分散される。これは図２－４／ＤｏＣｏ
Ｍｏ－Ｑ７０４に示すように、信号端局－信号端局間のＡ、Ｂ面の負荷分散には
ＳＬＳフィールドのＡＢ面選択番号（ＡＢ）ビットが適用される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

図２－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　リンクセット間の負荷分散の例

　負荷分散を上記の様に行うことにより、平常時においては同一のルーチングラ
ベルを有する全ての信号は同一の信号リンクを経由することができる。
2.3.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
2.3.4　レベル３メッセージの処理
2.3.4.1  信号リンクに関係しないメッセージ▼（転送禁止信号、転送許可信号、
信号ルートセット試験信号）は、信号リンクコード（ＳＬＣ）に００００（３ビ
ットのＳＬＣの場合は０００）を設定する。▲それらのメッセージは負荷分散に
対するＳＬＳと同じように、通常ルーチング機能に従って扱われる。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　▼なお、転送統制信号については、信号送出の契機となった受信メッセージの

A B

LSN = xx0

LSN = xx1

A ＢＤ Ｅ

Ｆ

xxx0

xxx1
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信号リンク選択番号（ＳＬＳ）を設定し、通常ルーチング機能の負荷分散論理に
従って転送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

2.3.4.2　信号リンクに関係するメッセージは、２つのグループに分けられる。
(1) 特定の信号リンクによって伝達されるべきメッセージ（例えば、切戻信号
（６章参照）や信号ルーチング試験メッセージ（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７））。
特別なルーチング機能により、これらのメッセージが特定の信号リンクのみ
によって、伝達されることが保証されなければならない。

(2) ▼特定の信号リンクによって伝達してはいけないメッセージ（たとえば、
切替メッセージなど）。▲そのラベルに含まれるＳＬＣによって定義される
信号リンクによる伝達は、避けられなければならない。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　▼なお、切替関連信号、及び、切戻関連信号は、各々、切替終了後、もしくは、
切戻終了前のルーチングデータに基づき、バッファリングすることなく直ちに送
出される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

2.3.5　信号リンク輻輳時のメッセージ処理
2.3.5.1　▼それぞれのメッセージには輻輳プライオリティがそれを生成したユー
ザ部によってつけられている。この輻輳プライオリティはＭＴＰによって信号輻
輳状態でメッセージを無視するかどうかを決定するために、使用される。Ｎ＋１
レベルの輻輳プライオリティは信号網において、０がもっとも低く、Ｎがもっと
も高いプライオリティとして適用されている。網管理信号には、もっとも高いプ
ライオリティが、割り当てられる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

2.3.5.2　複数の輻輳プライオリティを使用する信号網
　メッセージ伝達のために信号リンクが選択されると、メッセージの輻輳プライ
オリティが選択された信号リンクの輻輳状態（節3.8参照）と比較される。輻輳プ
ライオリティが、▼信号リンクの輻輳状態より小さくない場合、▲メッセージは、
選択した信号リンクを使用して伝達される。反対にその信号リンクの輻輳状態よ
り低いなら、転送統制メッセージが節13.7に記述しているように応答として送ら
れる。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

この場合、関係するメッセージの処理は、次のように決定される。
(1) メッセージの輻輳プライオリティが、その信号リンクの廃棄状態より高い
かあるいは、等しいならば、そのメッセージは伝達される。

(2) メッセージの輻輳プライオリティが、その信号リンクの廃棄状態より低い
ならば、そのメッセージは捨てられる。

2.4　メッセージ識別と分配機能
2.4.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
2.4.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
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3.　信号網管理
3.1　概要
3.1.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.1.2　障害や輻輳の発生あるいは、それからの復旧において、一般に関連する信
号リンクおよびルートの状態の変化が生じる。信号リンクは、レベル３によって
信号トラヒックの伝達が可かあるいは、不可と見なされる。特に、使用可信号リ
ンクは、障害あるいは停止として認識されると使用不可となり、復旧、起動とし
て認識されると再び使用可となる。信号ルートもまた、レベル３によって、使用
可あるいは使用不可とみなされる。信号ルートセットに関しては、輻輳、あるい
は輻輳解除と見なされる。
▼信号リンク、信号ルートの状態の変化の決定に関する詳細な条件は、節3.2から
節3.5にそれぞれ記述されている。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

3.1.3  ▼信号リンク、信号ルートの状態の変化がおきると、３つの異なる信号網
管理機能（すなわち、信号トラヒック管理、信号リンク管理、信号ルート管理）
が起動される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

(1) 信号トラヒック管理機能は、信号トラヒックをリンクあるいはルートから、
異なる1つまたは複数のリンクあるいはルートへ移転するため、または信号
局の輻輳状態において一時的に、信号トラヒックを減少させるために使われ
る。この信号トラヒック管理機能は、次の手順から成る。
－切替（５章参照）
－切戻（６章参照）
－強制迂回（７章参照）
－統制迂回（８章参照）
－信号トラヒックフロー制御（11章参照）

(2) 信号リンク管理機能は障害となった信号リンクの復旧、停止中のリンク（ま
だ設定されていない）の起動、および設定された信号リンクの停止のために
使われる。この信号リンク管理機能は、次の手順から成る。（12章参照）
－信号リンク起動、復旧、停止
－リンクセットの起動

(3) 信号ルート管理機能は、信号ルートを閉塞あるいは、解除するために信号
網状態についての情報を分配するために使われる。この信号ルート管理機能
は、次の手順から成る。
－転送統制手順（節13.7参照）
－転送禁止手順（節13.2参照）
－転送許可手順（節13.3参照）
－信号ルートセット試験手順（節13.5参照）

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
▽－ 信号ルートセット輻輳試験手順（節13.9参照）△
3.1.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.2　信号リンク状態
3.2.1　信号リンクは、常に２つの主な起こり得る（使用可および使用不可）の１
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つであると、レベル３によって認識されている。使用不可の原因によって使用不
可状態は次のような場合がある。（図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４参照）
－使用不可、故障あるいは停止
　信号リンクは、それが、使用可の時だけ信号トラヒックを運ぶことができる。
　▼使用可とみなされている場合に（のみ）、信号リンクは使用されうる。リンク
の状態変化を引き起こすものとして、４種類のイベントが考えられる。：信号リン
ク故障[signaling link failure]、復旧[restoration]、停止[deactivation]、起
動[activation]；それらは節3.2.2から節3.2.5に記述されている。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.2.2　信号リンク障害
　信号リンク（運用中）は、次のようなとき障害としてレベル３によって認識さ
れる。
(1) レベル２から、リンク障害表示を得た時。その表示は、次に示す要因によ
って生じる。

▼－ＦＩＳＵ及びＭＳＵ信号受信遅延時間の増大▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

－信号リンク誤り率過多
▼－リンク再設定時間の超過（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３、６章参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

－確認遅延時間の増大
－信号端末装置の障害
－同期はずれ、ＳＩＯ、ＳＩＥ、ＳＩＯＳのリンク状態信号ユニットの受信
－レベル２輻輳期間の超過（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３、７章参照）

▼－シーケンス番号異常により故障と認識される交換機もある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

(2) 管理あるいは、保守システムからの要求（自動あるいは、手動）がある時
更に、切替信号を受信した時、使用可信号リンクがレベル３によって障害と
認識される。

3.2.3　信号リンク復旧　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.2.4　信号リンク停止　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.2.5　信号リンク起動　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼上記のリンク状態間の遷移については、図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４を
参照のこと。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】 

3.3　リンク状態変化に関して使用する手順
　この節では、リンク状態変化に関して適用される各信号網管理機能手順を示す。
図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４、図３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４、図３
－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４を参照のこと。
3.3.1　信号リンク障害
3.3.1.1　信号トラヒック管理
　必要に応じて切替手順が適用されメッセージの紛失、二重受信、順序逆転を防
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止する目的で、信号トラヒックを使用不可のリンクから１つまたは複数の代替リ
ンクに移転される。そして、そのトラヒックの転送が可能な代替リンクの決定お
よび遠隔局で受け取られなかったメッセージの再送手順を含む。
　▼信号リンクの障害により、信号ルートの状態変化（ルート使用不可等）が伴
う場合、ルート状態変化に伴う手順も同時に起動される。（節3.5参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.3.1.2　信号リンク管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.3.1.3　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.3.2　信号リンク復旧
3.3.2.1　信号トラヒック管理
　▼必要と判断された場合には、信号トラヒックを一つもしくは複数の代替リン
クから使用可になったリンクへ移すために、切戻手順（６章参照）が適用される。
この手順には、信号トラヒックが移転される信号リンクを決定し、メッセージの
順序を保証する手順を含んでいる。
　信号リンクの回復により、信号ルートの状態変化（ルート使用可等）が伴う場
合、ルート状態変化に伴う手順も同時に起動される。（節3.5参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

▼3.3.2.2　信号リンク管理
　信号リンクの復旧を信号トラヒック管理に通知するのみで、特に何もしない。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.3.2.3　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.3.3　信号リンク停止
3.3.3.1　信号トラヒック管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼3.3.3.2　信号リンク管理
　節3.3.1.2と同様。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.3.3.3　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.3.4　信号リンク起動
3.3.4.1　信号トラヒック管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼3.3.4.2　信号リンク管理
　節3.3.2.2と同様。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】
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3.3.4.3　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼

図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４(1/4)　信号トラヒック管理概略図　　▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】 
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リンク使用不可
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▼

図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４(2/4)　信号トラヒック管理概略図▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
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▼

図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４(3/4)　信号トラヒック管理概略図 ▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
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▼

図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４(4/4)　信号トラヒック管理概略図▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

図３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号リンク管理概略図【ＪＴ－Ｑ７０４に
準拠する】

Signaling traffic reconfiguration and flow control (2/2)
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▼

図３－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号ルート管理概要図▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

3.4　信号ルートの状態
　▼信号ルート状態には、当該信号局から着信号局(concerned destination)向け
信号トラヒックの流れによって使用可、制限、使用不可の各状態が存在する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

3.4.1　信号ルート使用不可
　▼当該メッセージを送出する信号端局との間の信号リンクセット内全てのリン
クが使用不可の場合、もしくは、当該メッセージを送出する信号端局を通して特
定の着信局へ信号トラヒックを転送できないという転送禁止メッセージを受信す
ると信号ルートが使用不可になる（13章参照）。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

1

2

1

2
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空き

空き

ルートセッ
ト使用不可

ルートセッ
ト使用可

転送許可
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転送禁止
メッセージ

転送許可
メッセージ

信号ルート
使用可

ルートセット
試験手順停止

転送禁止
メッセージ

信号ルート
使用不可

ルートセット
試験手順開始
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ック管理へ

ルートセット試
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態は正しいか？
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局から

試験起
動局へ
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3.4.2　信号ルート使用可
　▼当該メッセージを送出する信号端局との間の信号リンクセット内の半数以上
のリンクが使用可の場合（正常または完全正常：節3.5.4参照）、もしくは、転送
禁止メッセージを受信していない場合（ただし、以前に受信した転送禁止メッセ
ージに対する転送許可メッセージを受信した場合を含む）に信号ルートが使用可
になる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

3.4.3　信号ルート制限
　▼当該メッセージを送出する信号端局との間の信号リンクセット内の半数を超
えるリンクが使用不可の場合、信号ルートが制限状態となる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.5　ルート状態の変化に伴う手順
　本節ではルート状態の変化に伴って適用される各々の信号管理機能に関する手
順を示す。また、図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４と図３－３／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７０４を参照する。

3.5.1　信号ルート使用不可
3.5.1.1　信号トラヒック管理
　▼隣接する信号端局からの転送禁止の通知による信号ルート使用不可の場合、
７章の強制迂回手順を適用し使用不可の信号ルートに属するリンクセットの信号
トラヒックを他の信号端局を経由する代替リンクセットに移す。この場合、信号
を送出するリンクセット決定手順（節3.5.4参照）に従い代替リンクセットを決定
する。
　また、信号リンクセットの状態が異常状態となったことによる信号ルート使用
不可の場合は、切替手順を適用し、使用不可ルートからのトラヒックの移転を行
う。なお、必要であれば、切替手順起動後、信号送出リンクセット決定手順に従
って、信号を送出するリンクセットの変更を行う。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

3.5.1.2　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

3.5.2　信号ルート使用可
3.5.2.1　信号トラヒック管理
　▼隣接する信号端局からの転送許可の通知による信号ルート使用可の場合、８
章に示す統制迂回手順を適用する。この場合、移転トラヒックの決定と信号順序
を維持する手順が含まれる。
　リンク回復（異常または準正常から正常または完全正常）による信号ルート使
用可の場合で信号を送出するリンクセットの変更を伴う場合、使用可となった信
号ルート（回復リンクの属するリンクセット）内で既に使用可であった信号リン
クに対しては、切戻手順を適用する。切戻手順起動後、信号を送出するリンクセ
ットの変更を行なうことにより、迂回先の代替信号ルートから使用可となった信
号ルートへのトラヒックの移転を行う。
　信号を送出するリンクセットの変更を伴わない場合は、使用可となった信号リ
ンクの切戻手順のみ実施され、他に何もしない。▲
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【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
3.5.2.2　信号ルート管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼3.5.3　信号ルート制限
3.5.3.1　トラヒック管理
　リンク使用可、使用不可を契機として信号ルート制限になった場合は、以下の
ような手順をとる。
(a) リンク使用可により、信号ルート使用不可から信号ルート制限に転じた場
合で信号を送出するリンクセットの変更を伴う場合は、使用可となったリン
クに対して切戻手順を適用する。また、 同時に正常となったリンクセット
内の全ての使用可リンクに対して切戻宣言メッセージを送出する交換機も
ある。切戻手順起動後、信号を送出するリンクセットを変更することにより、
迂回先の代替ルートから移転される。信号を送出するリンクセットの変更を
伴わない場合は何も行わない。

(b) リンク使用不可により、信号ルート使用可から信号ルート制限に転じた場
合で、信号を送出するリンクセットの変更を伴う場合は、使用不可となった
リンクに対して切替手順を適用する。また、同時に正常なリンクセット内の
全ての使用可リンクに対して切戻宣言メッセージを送出する交換機もある。
その後、制限状態となったルート（リンクセット）に対して強制迂回、また
は統制迂回手順を適用することで、信号を送出するリンクセットの変更を行
う。信号を送出するリンクセットの変更を伴わない場合は、切替手順のみ実
行されるか、もしくは何も行わない。

3.5.4　信号送出リンクセット決定手順（例）
　当社では、信号ルートの状態および信号リンクセットの状態により以下の信号
送出リンクセット決定手順を適用している。
　信号リンクセット状態は、構成する信号リンクの状態により完全正常*1、正常
*2、準正常*3、および異常*4の各状態が存在する。
*1：完全正常：信号リンクセット内に存在するすべてのリンクの状態が使用可

である。
*2：正常：信号リンクセット内に存在する半数以上のリンクの状態が使用可で

ある。
*3：準正常：信号リンクセット内に存在する半数を超えるリンクの状態が使用

不可である。
*4：異常 ：信号リンクセット内に存在するすべてのリンクの状態が使用不可で

ある。
3.5.4.1　信号を送出するリンクセットの決定方法
　信号を送出するリンクセットの決定にあたって、転送禁止メッセージの受信は
信号リンクセットが異常であることと同等であるものとして扱う。
　この節では、ルート状態の変化に伴って行われる手順が、それぞれの信号網管
理機能ごとに示されている。図３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４、 図３－３／Ｄ
ｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４を参照すること。
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表３．５－１　各状態における信号送出リンクセット（例）
ａ）信号端局-信号端局相互間の信号送出リンクセット（例）

▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.8　信号網輻輳
3.8.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.2　信号リンクの輻輳状態
3.8.2.1　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.2.2　多段階輻輳制御では、Ｎ＝３のしきい値が、輻輳状態において、信号リ
ンクにメッセージを送出すべきか廃棄すべきかの判断基準となる。これらを輻輳
廃棄しきい値と呼び、各々１、・・ 、  Ｎと番号づけられる。
　輻輳状態でのメッセージ消滅を最小にするため、輻輳廃棄しきい値ｎ（ｎ＝
１、・・、Ｎ）は、輻輳突入しきい値ｎより高く設定される。
　輻輳制御を効率よく行うため、輻輳廃棄しきい値ｎ（ｎ＝１、・・・、Ｎ－１）
は輻輳突入しきい値ｎ＋１より低く設定する必要がある。
　もし、現行のバッファの占有率が第１輻輳廃棄しきい値を超えていない場合、
信号リンク廃棄状態は０を割り当てる。
　輻輳解除のプロセスにヒステリシスを持たせるため、輻輳解除しきい値は、同
レベルの輻輳突入しきい値より低く設定する必要がある。
　Ｎ＞１の場合、輻輳解除しきい値ｎ（ｎ＝２、・・、Ｎ）は、輻輳突入しきい値
ｎ－１より高く設定する必要がある。
　輻輳解除しきい値１は、信号リンクの定常状態のバッファ占有率より高くする
必要がある。
　信号リンクが輻輳していない通常の運用状態において、信号リンクの輻輳状態
は０を割当てる。
　バッファ占有率が増加し輻輳状態に突入した場合、信号リンクの輻輳状態は、
バッファ占有率を超えない最も高い輻輳突入しきい値で決定される。つまり、輻
輳突入しきい値ｎ（ｎ＝１、２、・・、Ｎ）がバッファ占有率を超えない最も高い
輻輳突入しきい値の場合、信号リンクの輻輳状態はｎが割当られる。（図３－４ａ
／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４参照）
　バッファの占有率が減少し輻輳状態が回復した場合、信号リンクの輻輳状態は、
バッファ占有率が減少した範囲内で最も低い輻輳解除しきい値で決定される。つ
まり、輻輳解除しきい値ｎ（ｎ＝１、２、・・・、Ｎ）がバッファ占有率が減少し
た範囲内で最も低い輻輳解除しきい値の場合、信号リンクの輻輳状態はｎ－１が
割当られる。（図３－４ｂ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４参照）
　バッファ占有率が輻輳廃棄しきい値ｎ（ｎ＝１、２、・・・、Ｎ－１）を超え、
輻輳廃棄しきい値ｎ＋１以下の場合、信号リンク廃棄状態はｎが割当られる。（図
３－４ｃ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４参照）

△
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A面
B面

△ Ａ：Ａ面リンクセット
Ｂ：Ｂ面リンクセット
no：送出リンクセットなし
◎：完全正常
○：正常
△：準正常
×：異常

B

×

× A no

A/B
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　バッファ占有率が輻輳廃棄しきい値Ｎを超える場合、信号リンク廃棄状態はＮ
が割当られる。
　信号リンク廃棄状態については、節2.3.5.2に述べる。

図３－４ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号リンク輻輳状態 ＝ｎ（輻輳突入）
【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
図３－４ｂ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号リンク輻輳状態（輻輳解除）【ＪＴ－
Ｑ７０４に準拠する】
図３－４ｃ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　信号リンク廃棄状態 ＝ｎ【ＪＴ－Ｑ７０
４に準拠する】

　▼（注）当社のＳＳ７信号網では、上記に基づき輻輳状態２、輻輳廃棄状態２
に関する各しきい値を持っている。しきい値１及びしきい値３は設定されていな
いため、プライオリティ０の信号は、１の信号と同様に扱われる。

図３－４ｄ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　当社のＳＳ７信号網のしきい値▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

3.8.3　リンク輻輳状態の変化に伴う手順　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.4　信号ルートセットの輻輳状態　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.5　ルートセット輻輳状態の変化に伴う手順　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.5.1　信号トラヒック管理　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
3.8.5.2　信号ルート管理　【規定しない】

4.　信号トラヒック管理
4.1　概要
4.1.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
4.1.2  信号リンクとルートの使用不可、または使用可時のトラヒックの移転は、
信号トラヒック管理機能に含まれる以下の基本手順によって一般には行われる。
－信号リンク使用不可（障害、停止　等）
５章の切替手順を適用して、信号トラヒックを代替リンクに移す。

－信号リンク使用可（復旧、起動　等）
６章の切戻手順を適用して、信号トラヒックを使用可能になったリンクに移
す。

－信号ルート使用不可
７章の強制迂回手順を適用して、トラヒックを代替ルートに移す。

－信号ルート使用可

輻輳突入しきい値  2輻輳廃棄しきい値  2

レベル
３から 信号リンクへ

バッファ占有率

輻輳解除しきい値  2
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８章の統制迂回手順を適用して信号トラヒックを使用可になったルートに移
す。

▼－信号ルート制限
８章の統制迂回手順を適用して信号トラヒックを（もしあるなら）別のルー
トに移す。
それぞれの手順は異なる要素を含んでいる。一つもしくはそれ以上の手順の
適用は、関連する節に示された個々の状況による。さらに、これらの手順は
信号ルーチングの変更を含んでいる。変更は節4.2、節4.7に記述されるよう
にシステマチックに行われる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

4.1.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
4.2　平常時のルーチング
4.2.1  信号網内のある信号局向けのトラヒックは、平常時には、１つまたは、リ
ンクセット間の負荷分散を行う場合２つのリンクセットへルーチングされる。▼
一つもしくは複数の「負荷分散をしているリンクセットの集合」を「複合リンク
セット[combined link set]」と呼ぶ。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　また、リンクセット内の使用可信号リンクの信号トラヒックを均等負荷分散す
るためのルーチングがおこなわれる。
　▼信号リンクが使用不可になった状況のために、代替ルーチングのデータが定
義される。
　信号局から到達されるそれぞれの着先に対して、１つもしくは複数の代替リン
クセット（複合リンクセット）が設定される。１つの代替複合リンクセットは一
つもしくは複数の（もしくは全ての）使用可能なリンクセットからなる。その代
替複合リンクセットは、関連の着先への信号トラヒックを運ぶことができる。可
能性のあるリンクセット（複合リンクセット）は、ある（決まった）優先順位で
選択される。ある時点で使用中であるリンクセット（複合リンクセット）は、「信
号送出リンクセット」と呼ばれる。信号送出リンクセットは通常のリンクセット
（複合リンクセット）または代替リンクセット（複合リンクセット）からなる。
　それぞれの信号リンクに対して、リンクセット内に残っている信号リンクは、
代替リンクである。１つのリンクセットの信号リンクは、ある優先順位に基づい
て設定（設置）される。通常状態では最も高い優先順位をもつ信号リンクが、信
号トラヒックを運ぶために使用される。
　これらの信号リンクは、ノーマル・信号リンク[normal signaling links]とし
て定義される。負荷分散された信号トラヒックの各トラヒックに対して、それぞ
れノーマル・信号リンクが決まっている。ノーマル・信号リンク以外の信号リン
クは、（信号トラヒックを運ぶためには使用されていない）起動されている信号リ
ンクであるか、もしくは起動されていない信号リンクである。（12章参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

4.2.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
4.3　信号リンク使用不可
4.3.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
4.3.2  ▼信号リンクの使用不可に伴いリンクセットのルート状態が変化しない
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場合、および、ルート状態が変化しても信号送出リンクセットの変更が伴わない
場合、リンクセット内の１つ、もしくは複数のリンクに信号トラヒックが移転さ
れる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

4.3.3  ▼信号リンクの使用不可に伴いリンクセットのルート状態が変化し、信号
送出リンクセットの変更が伴う場合、ルート状態変化に伴う手順も同時に起動さ
れる。その結果として、信号トラヒックは１つまたは複数の代替リンクセットに
移転される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　新しいリンクセットでは、現時点でそのリンクセットに適用されているルーチ
ングに従い、信号トラヒックが信号リンク間に分散される。すなわち、移転され
るトラヒックは、移転前にそのリンクセットが運んだトラヒックと同じ方法でル
ーチングされる。

4.4　信号リンク使用可
4.4.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
4.4.2  ▼信号リンクの使用可に伴いリンクセットのルート状態が変化しない場
合、および、ルート状態が変化しても信号送出リンクセットの変更が伴わない場
合、使用可となった信号リンクが通常運ぶトラヒックがリンクセット内で移転さ
れる。▲
　信号リンク使用不可時（節4.3.2参照）と同様の基準により、信号トラヒックは、
迂回先の１つまたは複数の信号リンクから移転される。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

4.4.3  ▼信号リンクの使用可に伴いリンクセットのルート状態が変化し、信号送
出リンクセットの変更が伴う場合、ルート状態変化に伴う手順も同時に起動され
る。その結果として、信号トラヒックは、迂回先の１つまたは複数のリンクセッ
ト内の、１つ、または複数のリンクより移転される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

4.5　信号ルート使用不可
　▼隣接局からの転送禁止の通知により、当該着先向けの信号ルートが使用不可
になると（節3.4参照）、そのルートで運ばれていた信号トラヒックは、強制迂回
手順を用いて１つもしくは複数の代替ルートに移転される。代替ルート（つまり、
代替リンクセット[alternative link set(s)]）は、（使用不可になったルートに）
関連するルートの状態に基づいて、決定される。（節3.5参照）
　なお、リンク使用不可を契機として信号ルート使用不可になった場合は、切替
手順により、代替ルートに移転される。この時、信号送出リンクセットの変更を
伴う場合、切替手順起動後、信号送出リンクセットを変更する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

4.6　信号ルート使用可
　▼隣接局からの転送許可の通知により、以前に使用不可となっていた当該着信
局向けの信号ルートが再び使用可になると（節3.4参照）、そのルートで運ばれる
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べき信号トラヒックは、統制迂回手順を用いて使用可となったルートに移転され
る。使用可となったルート（リンクセット）が、その関連する着先へのトラヒッ
クに対して、現在使用しているルート（リンクセット）より高い優先順位を持っ
ている場合に適用される。（節4.4.3参照）
　なお、リンク使用可を契機として信号ルート使用可となった場合で信号送出リ
ンクセットの変更を伴う場合、使用可となった信号ルート内で既に使用可状態で
あった信号リンクに対しては、切戻手順を適用する。切戻手順起動後、信号送出
リンクセットを変更することにより、迂回先の代替ルートから移転される。（対象
となるリンクが無い場合、信号送出リンクセットの変更のみ行われる。）
　リンク使用可を契機として信号ルート使用可となった場合で信号送出リンクセ
ットの変更を伴わない場合、使用可となった信号リンクの切戻手順のみ実施され、
他に何もしない。
　新しい信号リンクセットにおいて、信号トラヒックは、そのリンクセットに適
用されているルーチングに基づいて、新しいリンクセットの各リンクに分配され
る。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

4.7　信号ルート制限
　▼リンク使用可、使用不可を契機として信号ルート制限になった場合は、以下
のような手順をとる。
ａ）リンク使用可により、信号ルート使用不可から信号ルート制限に転じた場
合で信号送出リンクセットの変更を伴う場合は、使用可となったリンクに対
して切戻手順を適用する。切戻手順起動後、信号送出リンクセットを変更す
ることにより、迂回先の代替ルートから移転される。信号送出リンクセット
の変更を伴わない場合は何も行わない。

ｂ）リンク使用不可により、信号ルート使用可から信号ルート制限に転じた場
合で、信号送出リンクセットの変更を伴う場合は、使用不可となったリンク
に対して切替手順を適用する。その後、制限状態となったルート（リンクセ
ット）に対して強制迂回、または統制迂回手順を適用することで、信号送出
リンクセットの変更を行う。信号送出リンクセットの変更を伴わない場合は、
切替手順のみ実行されるか、もしくは何も行わない。▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

5.　切替
5.1　概要
5.1.1  切替手順の目的は、使用不可になった信号リンクに関する信号トラヒック
をできるだけすみやかに別の信号リンクに移すにあたり、信号紛失、二重受信、
信号順序逆転を防止することにある。この目的のため切替には、バッファの更新
と回収が含まれる。これらはトラヒックの移転のために代替信号リンクを立ちあ
げる前に実行される。バッファの更新とは、使用不可信号リンクの再送バッファ
の中で遠端局で受信されていない信号メッセージを識別することである。▼これ
は、使用不可になった信号リンクの両端の信号局による、切替メッセージに基づ
いた、ハンド・シェイク手順を使って行われる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
回収とは、代替リンクの送信バッファに該当するメッセージを移すことである。
5.1.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
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5.2　切替のための網構成【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.3　切替手順の起動と動作
5.3.1　切替は節3.2.2によりリンクが使用不可になったと認められる場合にその
信号局で起動される。
　以下の動作が実行される。
(1) 該当信号リンクの有意信号ユニットの送受信を終結する。
(2) ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３節5.3に記述されているように、リンク状態表示ユ
ニットまたはフィルイン信号ユニットを送信する。▼ただし、送出しない交
換機も存在する。▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

(3) ４章の規則に従って代替信号リンクを決定する。
(4) 使用不可信号リンクの再送バッファの内容の更新手順は、節5.4に示すよう
に実行される。

(5) 信号トラヒックは、節5.5で示すように代替のリンクに移される。
　さらに、ある着信号局向けのトラヒックを移転させる際、平常時該当信号
トラヒックを運ぶために使用していない信号中継局に接続されている信号
リンクを代替リンクとして使用する場合には、節13.2で示される転送禁止手
順がとられる。

5.3.2  ▼使用不可リンクより移転する信号トラヒックの有無に関わらず、(3)、
(4)の手順を実行する。つまり、移転する信号トラヒックが無い場合についてもバ
ッファ更新手順は起動される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

5.3.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.3.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

5.4　バッファ更新手順
5.4.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.4.2  切替信号、切替確認信号は信号網管理メッセージであり、以下の情報を含
む。
－ラベル（発信号局、着信局および、使用不可信号リンクの信号リンク番号）
－切替信号、および切替確認信号
－使用不可信号リンクから受信した最終有意信号ユニットのＦＳＮ

　▼（注）リンク番号：リンクセットを構成するリンクに割り当てられた通番（当
社の交換機では、迂回していない状態で該当リンクにより運ばれるトラヒックの
ＬＳＮの最若番に一致する）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　なお、対応網では、ラベルの信号リンク選択番号に使用不可信号リンクのＡ／
Ｂ面表示を設定する。
　フォーマットとコードを15章に示す。
5.4.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.5　トラヒックの回収と移転　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.6　緊急時の切替手順
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5.6.1　　【規定しない】
5.6.2  タイム・アウト切替は切替メッセージの交換が可能でない、もしくは期待
されてない場合に起動され以下のようなケースで適用される。
(1) 使用不可リンクの両端の間に信号パスが存在しない。つまり切替メッセー
ジの交換が不可能な場合。

　▼関連する信号局が上記の状況において切替の起動を決定すると、Ｔ１タイマ
（節16.8参照）の満了後、▲使用不可信号リンクにて未確認信号、および未送出
の信号トラヒックを代替信号リンクへ送出開始する。Ｔ１の間トラヒックを滞留
させておく目的は、メッセージの順序逆転の可能性を低くするためである。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　▼信号局がこの状況に気づかない異常な場合には、その信号局は通常の切替手
順を開始し、切替指示メッセージを送信する。この場合、その信号局は応答の切
替メッセージを受信せず、手順は節5.7.2に記述されるように完了する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

5.6.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.7　異常状態における手順
5.7.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.7.2  切替信号の応答としての切替メッセージがＴ２（▼節16.8参照▲）以内に
受信されない場合、未確認信号と新しいトラヒックは代替信号リンクで送出を開
始される。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

5.7.3  ▼不合理なＦＳＮを含む切替指示メッセージまたは切替確認メッセージ
を受信すると、 バッファの更新、回収を行い、未確認メッセージと新しいトラヒ
ックを代替リンクで送出開始する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

5.7.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
5.7.5  切替を既に実行した信号リンクについて切替信号を受信した場合、その切
替信号を無視するリンク。

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
▽ただし、緊急切替手順を使用する場合、緊急切替確認信号を返送し、他に何も
しない。△

▼5.7.6  使用可状態の信号リンクに対して切替指示メッセージを受信した場合、
リンク初期設定手順を起動し、通常の切替手順を実行する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

6.　切戻
6.1　概要
6.1.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.1.2  切戻は切替と反対の動作をするために使用される基本的な手順であり代
替信号リンクから使用可になったリンク（信号リンク復旧）に信号トラヒックを
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移転する。切戻が起動される信号リンクの特徴を節5.2に示す。節5.2に示すすべ
ての場合において、該代替信号リンクは、当該信号リンクで本来疎通する信号ト
ラヒックを疎通可能であり、本来トラヒックは切戻手順により影響されない。
　本手順は、いかなる網構成、もしくは、網の異常状態においても適用できうる
必要がある。
注）代替信号リンクは、切戻が起動される信号局において終端する信号リンク
▼（または複数の信号リンク）▲を示す。

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

6.2　切戻の起動と動作
6.2.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.2.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.2.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼6.2.4  信号リンクが使用可となり制限状態の対地に対してトラヒックが疎通
可能となった場合、次の動作を行う。
(i)  関連する信号トラヒックを再移転するため、使用可となった信号リンク及び
その他の使用可信号リンクに対して、節6.3の順序制御手順を実行する。
(ii) 信号リンクの復旧により信号ルートが正常になる場合、信号ルート状態を使
用可に更新する。それ以外の場合、信号ルート状態は以前のままで変化しない。
▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

6.2.5  切戻を開始した信号局で該当リンクの遠端の信号局と交信できない場合、
節6.3の順序制御手順（両端の交信を要する）は適用せず、代わりに、節6.4に示
すタイムアウトによるトラヒックの移転を行う。▼関連する信号局がアクセス可
能だが、トラヒックが移転される元以外の信号ルートが存在しない場合にも適用
される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

6.3　順序制御手順
6.3.1  ある信号局で１つまたは複数の着信局に対するトラヒックフローを代替
リンクから使用可になったリンクへ切戻す▼場合、可能ならば（節6.4参照）以下
の手順がとられる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

(1) 代替リンクの対象とするトラヒックの転送を停止し、切戻バッファに入れ
る。

(2) 該当代替リンク経由で使用可リンクの遠端の信号局に切戻信号を送出する。
これは使用可となった信号リンクへ移転するトラヒックをこれ以上代替リ
ンクへは送出しないことを示す信号である。

6.3.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.3.3  切戻信号、切戻確認信号は信号網管理メッセージであり、以下の内容を含
む。
－ラベル（▼発着の信号局番号および切り戻されるべきトラヒックに付与され
ているＳＬＳを設定した信号リンクコード[ＳＬＣ]（注１））

（注１）切り戻されるべきトラヒックに付与されているＳＬＳと同じＳＬＣを
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もつＣＢＤを送出することにより、ＣＢＤが切り戻されるべきトラヒック
を追尾するように送出される。▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

－切戻信号または切戻確認信号
－▼（使用可となった）リンク番号（注２）
（注２）リンク番号：リンクセットを構成するリンクに割り当てられた通番（当

社の交換機では、迂回していない状態で該当リンクにより運ばれるトラヒ
ックのＬＳＮの最若番に一致する）▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　なお、対応網では、ラベルの信号リンク選択番号に切戻される先の信号リンク
のＡ／Ｂ面表示を設定する。フォーマットとコードを15章に示す。
6.3.4　▼「（使用可となった）リンク番号」は起動した信号局で、使用可となっ
たリンクに割り当てられたリンクセット内での通番（当社の交換機では、迂回し
ていない状態で該当リンクにより運ばれるトラヒックのＬＳＮの最若番に一致す
る）が割り当てられる。切戻の確認を行う信号局では、切戻確認信号に切戻信号
と同じ割り当てのリンク番号を設定する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

6.3.5  信号局において１以上の代替リンクから同時に切戻す場合、順序制御は各
リンク毎に実行し、切戻信号を各々に送出する。▼停止されたトラヒックは、１
つもしくは複数の切戻バッファに保存される。▲（後者の場合、切戻バッファは
代替リンク毎に設けられる。）
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　切戻確認信号を受信した場合、代替リンクから移転するトラヒックは使用可と
なったリンクに送出可能となり、この場合、まず切戻バッファの内容から送出す
る。
▼この手順においては、それぞれの切戻確認メッセージを受信する毎に、復旧し
た信号リンクを再開する場合と、全ての切戻確認メッセージを受信するまで待ち
合わせて再開する場合とがある。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

6.4　タイムアウト手順
6.4.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.4.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.5　異常状態時の手順
6.5.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.5.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
6.5.3  ▼切戻宣言メッセージに対する応答として切戻確認メッセージがタイマ
Ｔ４（節16.8参照）以内に受信されない場合、トラヒックは使用可能になった信
号リンクで、切戻バッファの内容から再開されうる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
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7.　強制迂回
7.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
7.2　強制迂回の起動と動作
7.2.1　強制迂回は信号ルート使用不可を示す転送禁止信号受信時▼及びリンク使
用不可によりルート状態が制限状態になった場合で信号送出リンクセットの変更
を伴う場合（強制迂回を適用するのが適当と判断した場合）及びリンク使用可に
よりルート状態が使用可になった場合で信号送出リンクセットの変更を伴う場合
（強制迂回を適用するのが適当と判断した場合）▲に当該信号局で起動される。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　強制迂回の動作を以下に示す。
(1) 信号ルート使用不可に関連する信号リンクセットにおいて、該当の着信号
局への信号送出を直ちに停止し、それらの信号を強制迂回バッファに蓄積す
る。

(2) 代替の信号ルートを４章の規則により決定する。
(3) (2)が終了の後、直ちに該当信号トラヒックが代替ルートに適するリンクセ
ットに対して再開され、強制迂回バッファの内容から送出される。

(4) 場合に応じて、転送禁止手順が適用される。（節13.2.2参照）
7.2.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
7.2.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

8.　統制迂回
8.1　概要
8.1.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
8.1.2　統制迂回は次の場合に適用される基本手順である。
(1) ある着信局向けの信号ルートが使用可となった時（例えば、以前発生した
信号網の遠隔局の障害の回復等）、代替ルートより該当信号局向けに該当す
る信号局から出る通常の信号ルートへ信号トラヒックを移転する。

▼(2) リンク使用不可によりルート状態が制限状態になった場合で信号送出リン
クセットの変更を伴う場合（統制迂回を適用するのが適当と判断した場合）

(3) リンク使用可によりルート状態が使用可になった場合で信号送出リンクセ
ットの変更を伴う場合（統制迂回を適用するのが適当と判断した場合）▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　代替信号ルートとして適用する信号リンクは、当該信号リンクで本来疎通する
信号トラヒック（異なる信号ルートのトラヒック）を疎通可能であり、本トラヒ
ックは、統制迂回手順により中断されない。
8.2　統制迂回の起動と動作
8.2.1  統制迂回は、信号ルート復旧を示す転送許可メッセージ受信時▼またはル
ート状態が変化し信号送出リンクセットの変更が伴う場合で、統制迂回するのが
適当と判断した場合▲に起動される。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　統制迂回の動作を以下に示す。
(1) 転送許可メッセージ受信時▼およびルート状態が変化し信号送出リンクセ
ットの変更が伴う場合で、統制迂回するのが適当と判断した場合▲は、代替
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信号ルートに属しているリンクセットに疎通する着信向け信号トラヒック
の送出を停止し、統制迂回バッファに蓄積し、Ｔ６（節16.8参照）を開始す
る。

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

(3) Ｔ６タイムアウト後、当該信号トラヒックは使用可となった信号ルートに
対応するリンクセットに対して再開され、統制迂回バッファの内容から送出
される。なお、遅延時間を設定した目的は、着信号局における順序逆転の発
生率を小さくするためである。

8.2.3  使用不可▼または制限状態▲であった信号局への信号ルートが使用可に
なった場合当該信号局は交信可能と判定し、（妥当と判断した場合）節6.2.3の動
作を適用する。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

11.　信号トラヒックフロー制御
11.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
11.2　フロー制御表示
　以下の表示を行う必要がある。
11.2.1　信号ルートセット不可　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
11.2.2　信号ルートセット可　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
11.2.3　信号ルートセット輻輳
▼（注）節11.2.4に記述されている多段階輻輳状態がサポートされている。し

たがって、この節11.2.3は、節11.2.4を反映することになる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

11.2.3.1　信号ルートセットの輻輳状態が輻輳にかわった時、以下の措置が講ぜ
られる。
(1) 自局ユーザ部から輻輳中ルートセットへのＭＳＵをメッセージ転送部が受
け付けたときには、
(a) 受け付けたＭＳＵの輻輳プライオリティに対して輻輳廃棄以上の輻輳状
態であればこのＭＳＵはメッセージ転送部で廃棄され、それ以下の輻輳状
態の時、送信のためレベル２へ渡される。
▼なお、輻輳プライオリティの表示として優先度表示（ＰＲＩ）を用い
る。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

(b) 受け付けたＭＳＵの輻湊プライオリティが輻輳状態であれば、輻輳表示
プリミティブが各レベル４ユーザ部に対して、輻輳中着信号局への最初の
メッセージを受け付けたときと、その後少なくとも毎ｎメッセージごと
（ｎ＝８）に返される。
　ユーザ部は該当の着信号局への輻輳状態にある輻輳プライオリティを
有する信号メッセージの発生を停止するため、適当な措置を講ずる。
　輻輳表示プリミティブには、輻輳中の着信号局コードと輻輳中ルートセ
ットの輻輳状態がパラメータとして含まれる。

▽(2) ＳＴＰ局で、輻輳中ルートセットへのＭＳＵを受け付けたときには、
(a) 当該ＭＳＵは、送信するためにレベル２に渡される。
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(b)　転送統制メッセージが、輻輳中ルートセット、または輻輳中ルートセ
ットの各リンク、または輻輳中ルートセットの各リンクセットへの、最初
のメッセージを受け付けたときと、その後毎ｎメッセージごと（ｎ＝８）
に発信号局へ送出される。

　転送統制メッセージには、輻輳中の着信号局コードと輻輳中ルートセットの輻
輳状態が設定される。△
【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
11.2.3.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
11.2.3.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
▼11.2.4　信号ルートセット輻輳（輻輳プライオリティあり）
（注）この機能は、サポートされる。
　転送統制メッセージの受信（節13.7参照）あるいは、ローカル信号リンク輻輳
の表示の結果として、ある信号ルートセットへの輻輳状態が変化した場合、ＭＴ
Ｐからローカル（＝自局の）・レベル４（local level 4）に、その信号ルートの
現在の輻輳状態[current congestion status]について、通知を行う。関連する信
号局に対し、その信号局の輻輳状態より低い輻輳プライオリティを持って送信さ
れる信号メッセージの生成を停止するために、各ユーザ部は適切な動作をとる。
自局のレベル４より受信した現在の信号ルートセットの輻輳状態より低い輻輳プ
ライオリティをもつメッセージは、ＭＴＰで廃棄される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

12.　信号リンク管理
12.1　概要
12.1.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
12.1.2　信号リンクセットは、▼そのリンクセットで運ばれる信号トラヒックに
関してある優先順位をもった▲１つまたは複数の信号リンクからなる（４章参照）。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　各々の信号リンクは作用中はひとつの信号データリンクが、また当該信号デー
タリンクの各終端部にひとつの信号端末が割当てられる。
　信号リンクの識別子は、設定された信号データリンクや信号端末の識別子とは
独立のものである。従って、メッセージ転送部レベル３において生成される信号
メッセージのラベルに含まれる信号リンクコード（ＳＬＣ）による識別は信号リ
ンクの識別であり、信号データリンクや信号端末の識別ではない。
　▼「基本信号リンク管理手順」では、信号リンクは事前に決定された信号端末、
事前に決定された信号データリンクを含む。信号端末、信号データリンク（の割
り付け）を変更するには、手動による介入が必要である。特定の信号リンクに含
まれる信号データリンクは、（その信号リンク両端の）双方の合意に基づく。（Ｄ
ｏＣｏＭｏ－Ｑ７０２も参照のこと）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

12.1.3　リンクセットが運用中に遷移するときには、あらかじめ決められた数の
信号リンクを確立するための動作がとられる。このことは信号端末を信号データ
リンクに結合し、各信号リンクに対して初期設定手順（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３
６章参照）を実行することによってなされる。信号リンクを信号トラヒックを運
べる状態に準備を整える処理を信号リンクの起動と定義する。
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　信号リンクの起動は、例えばリンクセットを拡張するときや継続する障害のた
め、リンクセット中の別の信号リンクが信号トラヒックを運べないような場合に
適用されることもある。
　信号リンク障害の場合には障害信号リンク復旧処理、つまり信号リンクを再び
使用可とするための処理が実行される。
　▼復旧手順は、故障信号データリンクや信号端末を（別の信号データリンクや
信号端末と）置き換えることを含む。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

　リンクセットまたは一本の信号リンクを非運用中にするための手段を信号リン
ク停止と定義する。
　▼起動、復旧、停止のための手順は、その信号システムに適用されている自動
化の程度により、異なった方法で起動され実施される。以下の節では、次の状態
のための手順が規定されている。
－信号端末、信号データリンクの割り付けに自動機能が提供されていない。（節
12.2参照）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

12.2　基本信号リンク管理手順
12.2.1　信号リンク起動　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
12.2.2　信号リンク復旧　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
12.2.3　信号リンク停止
　起動状態の信号リンクは停止手順によって停止状態とすることができる。停止
状態の信号リンクでは信号トラヒックは運ばれない。
　▼信号リンクを停止する決定がなされると、信号端末、信号データリンクはサ
ービスから外される。（アウト・オブ・サービスの状態にされる。）▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

12.2.4　リンクセット起動　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

13.　信号ルート管理
13.１　概要
　信号ルート管理機能の目的は、信号ルートの▼使用可・使用不可状態▲につい
ての信号局間の情報交換を確実に行うことである。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　信号ルートの使用不可及び使用可は、それぞれ節13.2および節13.3に述べる転
送禁止手順および転送許可手順により伝達される。
　信号ルート状態回復の情報は、節13.5に述べる信号ルートセット試験手順によ
り行われる。

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】
　信号ルートセットの輻輳は、節13.7に述べる転送統制メッセージ（ＴＦＣ）▽
および節13.9に述べる信号ルートセット輻輳試験手順（オプション）△により伝
達される。
13.2　転送禁止
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13.2.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.2.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.2.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.2.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.3　転送許可
13.3.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.3.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.3.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.3.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.5　信号ルートセット試験
13.5.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.5.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.5.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.5.4　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.5.5　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.7  転送統制
13.7.1　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.7.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.7.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.7.4　　【規定しない】
13.7.5　信号ルートセット輻輳試験を使用しない場合、着信号局Ｘに関する▼Ｔ
15（16章参照）▲がタイムアウトした後、輻輳状態を０に設定し、着信号局Ｘに
対して信号送出を再開する。
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

13.7.6　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
13.9　信号ルートセット輻輳試験（オプション）　　【規定しない】

14.　有意信号ユニットのフォーマットの共通的特徴
14.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
14.2(Ａ)　優先度表示（ＰＲＩ）
　優先度表示の構成を図14－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４に示す。

　図14－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　優先度表示　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠
する】

▼優先度表示のコードは、以下の通りである。
ビット　ＨＧ　　ＰＲＩ（プライオリティ）
　　　　００　　　　　０
　　　　０１　　　　　１
　　　　１０　　　　　２
　　　　１１　　　　　３
　優先度表示はメッセージプライオリティを示すために使用される。３が最も高
く、０がもっとも低い。メッセージプライオリティは、そのメッセージの輻輳プ
ライオリティとして、信号トラヒックフロー制御によって利用される。（11章参
照）
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　表14－１は、それぞれの信号網管理メッセージのプライオリティを示している。

表14－１　信号網管理メッセージのプライオリティ

メッセージ種別 プライオリティ

切替（ＣＯＯ、ＣＯＡ） ３

切戻（ＣＢＤ、ＣＢＡ） １

転送禁止（ＴＦＰ）、転送許可（ＴＦＡ） ３

信号ルートセット試験（ＲＳＴ） ３

転送統制（ＴＦＣ） ３

▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

14.2　サービス情報オクテット　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
14.2.1　サービス表示（ＳＩ）　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

14.2.2　サブ・サービスフィールド（ＳＳＦ）
　▼サブ・サービスフィールド（ＳＳＦ）は、ネットワーク表示（ビットＣ、Ｄ）
と２つの予備ビット（ビットＡ、Ｂ）からなる。サブ・サービスフィールドのコ
ーディングは「００００」である。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

14.3　ラベル　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

15．信号網管理メッセージのフォーマットとコード
15.1　概要
15.1.1　信号網管理メッセージは、有意信号ユニットの中の信号チャネルで運ば
れ、そのフォーマットは14章とＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３の２章に記述している。
特に、節14.2.1に示すように、これらのメッセージはサービス表示（ＳＩ）の０
０００により識別される。メッセージのサブ・サービスフィールド（ＳＳＦ）は、
節14.2.2に示されている規則に従って使用される。
　▼なお、信号網の相互接続にあたり、自信号網内にのみ関係する交換機に関連
する網管理信号を相互接続される信号網へは送出しない。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

15.1.2　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.2　ラベル
　信号網管理メッセージでは、そのメッセージの着信局および発信号局を示して
いる。更に、ラベルは、特定の信号リンクに関するメッセージの場合は、着信局
と発信号局の間を結ぶ信号リンクの識別も示す。メッセージ転送部のレベル３メ
ッセージの標準ラベル構造は図15.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４に示す。全長
は48ビットである。
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▼

予備 SLC OPC DPC
送出先頭
ビット→

1    4           16                  16
ルーチングラベル

長さ   11
(ビット)

　　　　　　　ラベル

図15.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　　網管理メッセージ

　着信号局コード（ＤＰＣ）、発信号局コード（ＯＰＣ）の意味と使用方法は、２
章に記述されている。ＳＬＣは、そのメッセージが関連する着信号局、発信号局
を接続している信号リンクを表示している。メッセージが特定のリンクに関連し
ないもの（転送禁止信号、転送許可信号、信号ルートセット試験信号）である場
合は、ＳＬＣは全て０にコーディングされる。なお、転送統制信号については、
信号送出の契機となった受信メッセージの信号リンク選択番号（ＳＬＳ）を設定
し、通常ルーチング機能の負荷分散論理に従って転送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
▼15.2.1　ＤＰＣ／ＯＰＣ
　ＤＰＣ／ＯＰＣフィールドのフォーマットについては節2.2.3参照。

15.2.2　信号リンクコード
(1)　網管理メッセージ

ＳＬＣ (４bits)

ＬＳＮ
（ＣＢＡ）

A/B

       ３          １
First bit
transmitted

図15.2－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　　ＳＬＣフィールドフォーマット

　ＡＢ面選択番号（ＡＢ）ビット
　　　　　０　　Ａ面
　　　　　１　　Ｂ面
　リンク選択番号[Link Selection Number:ＬＳＮ]フィールド
　ビット　ＣＢＡ
　　　　　０００　リンク０
　　　　　００１　リンク１
　　　　　０１０　リンク２
　　　　　０１１　リンク３
　　　　　１００　リンク４
　　　　　１０１　リンク５
　　　　　１１０　リンク６
　　　　　１１１　リンク７▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】



技別 3－46

15.3　ヘッディングコード（Ｈ０）
　ヘッディングコード(Ｈ０)はラベルに続く４ビットのフィールドで、メッセー
ジのグループを識別する。
　ヘッディングコードは、以下のように割当てる。
▼　０００１　切替・切戻メッセージ
　　００１１　信号トラヒックフロー制御メッセージ
　　０１００　転送禁止・転送許可
　　０１０１　信号ルートセット試験メッセージ
　　１００１　予備　　▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

　その他のコードは予備である。
　信号網管理メッセージの一覧を、表15－１に示す。

15.4　切替メッセージ
15.4.1　切替メッセージのフォーマットを図15.4－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４
に示す。
▼

DCBA 0001

spare
FSN of last
accepted MSU

Ｈ１ Ｈ０ Label

  
First bit
transmitted

　1　　　　 7　　　　4　　　4　 　　48
  

図15.4－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　切替メッセージ▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

15.4.2　切替メッセージは以下のフィールドからなる。
－ラベル（48ビット）：節15.2参照
▼（注１）－ＣＯＯメッセージ内で、ＳＬＣフィールドは以下のように設定さ
れる。
１）対応網構成において
　ＡＢ面選択番号（ＡＢ）ビットは使用不可能になった信号リンクを含む
面に設定される。
　リンク選択番号フィールドは、このＣＯＯメッセージが関連する信号リ
ンクのリンク番号[Link Number]*に設定される。
* リンク番号については節5.4.2参照。

　（注２）ＣＯＡメッセージでは、ＳＬＣフィールドは受信したＣＯＯメッセ
ージのそれと同じ値に設定される。▲

　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

－ヘッディングコードＨ０（４ビット）：節15.3参照
－ヘッディングコードＨ１（４ビット）：節15.4.3参照
－使用不可リンクから受信した最終有意信号ユニットのＦＳＮ（７ビット）
－予備ビットは０
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15.4.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.5　切戻メッセージ
15.5.1　切戻メッセージのフォーマットを図15.5－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４
に示す。
▼

CBA DCBA 0001

spare
Link

number
Ｈ１ Ｈ０ Label

  

First bit

transmitted

　5　　　　3　　　4　　 4　　　 　48

図15.5－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　切戻メッセージ　　▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

15.5.2　切戻メッセージは、以下のフィールドからなる。
－ラベル（48ビット）：節15.2参照
▼（注１）－ＣＢＤメッセージ内で、ＳＬＣフィールドは以下のように設定され
る。
１）対応網構成において
ＡＢ面選択番号（ＡＢ）ビットは使用可能になった信号リンクを含む面に
設定される。
　リンク選択番号フィールドは、このＣＢＤメッセージが関連する信号リ
ンクのリンク選択番号に設定される。

（注２）ＣＢＡメッセージでは、ＳＬＣフィールドは受信したＣＢＤメッセ
ージのそれと同じ値に設定される。▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

－ヘッディングコードＨ０（４ビット）：節15.3参照
－ヘッディングコードＨ１（４ビット）：節15.5.3参照
－▼（使用可となった）リンク番号[link number]▲（３ビット）：節15.5.4参
照

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

－予備ビットは０
15.5.3　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.5.4　▼リンク番号（使用可となったリンクに割り当てられたリンクセット内
での通番）は３ビットで構成され、節6.3.4に記すようにメッセージを送出する信
号局により割り付けられる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
▼15.5.5　リンク番号は、使用可になったリンクの識別子を含む。
ビット　　ＣＢＡ
　　　　　０００　　リンク０
　　　　　００１　　リンク１
　　　　　０１０　　リンク２
　　　　　０１１　　リンク３



技別 3－48

　　　　　１００　　リンク４
　　　　　１０１　　リンク５
　　　　　１１０　　リンク６
　　　　　１１１　　リンク７▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】

15.6　緊急切替メッセージ（オプション）　【規定しない】
15.7　転送禁止メッセージ　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.8　転送許可メッセージ　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.10　信号ルートセット試験メッセージ　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
15.15　転送統制メッセージ　　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】

15.16　信号ルートセット輻輳試験メッセージ（オプション）　【規定しない】
▼表15－１ 信号網管理メッセージのＨ０、Ｈ１フィールドの割付け

   Ｈ1
Ｈ0

0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 ～ 1111

0000

0001 ＣＯＯＣＯＡ ＣＢＤＣＢＡ

0010

0011 ＴＦＣ

0100 ＴＦＰ ＴＦＡ

0101 ＲＳＴ

0110

0111

1000

1001

1011

｜

1111

ＣＢＡ：切戻確認信号
ＣＢＤ：切戻宣言信号
ＣＯＡ：切替確認信号
ＣＯＯ：切替指示信号
ＲＳＴ：信号ルートセット試験信号
ＴＦＡ：転送許可信号
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ＴＦＣ：転送統制信号
ＴＦＰ：転送禁止信号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
16.　状態遷移図

16.1　概要　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
16.1.1　各主機能を機能ブロックへ細分化し、各機能ブロック間および他の主機
能との相互関連を示す。機能ブロックをそれぞれ状態遷移図によって示す。
　▼ここで説明される機能の詳細説明は、参考例であり、本文の解釈を補助する
ものである。各状態遷移図は、外部から見た時の、正常・異常各状態でのその信
号システムの振る舞いを詳細に示すものである。
　なお、本記述の状態遷移図と異なる動作をする交換機もある。
　強調されなければならないことは、これらの図は、システムの振る舞いを容易
に理解できるようにするために使用されるべきであり、実際のインプリメントに
使用される機能分割を規定するものではないということである。
　なお、状態遷移図と前章までで規定されている内容で不一致がある場合、前章
までで説明されている内容を正しいものとする。▲
【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

16.2　表記法　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
16.3　信号メッセージ処理
　▼図16－１～５／ＪＴ－Ｑ７０４を参考例とする。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

16.4　信号トラヒック管理
　▼図16－６～14／ＪＴ－Ｑ７０４を参考例とする。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

16.5　信号リンク管理
　▼図16－15～20／ＪＴ－Ｑ７０４を参考例とする。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

16.6　信号ルート管理
　▼図16－21～25／ＪＴ－Ｑ７０４を参考例とする。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】

16.7　図16－１以降で用いられる略号　【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】
16.8　タイマとその値
▼タイマは以下のように定義されている。
Ｔ１　　１sec　Delay to avoid mis-sequencing on changeover.

切替時の信号逆転を防止するための遅延タイマ
Ｔ２　　１sec　Waiting for changeover acknowledgment.

切替確認メッセージ待ちタイマ
Ｔ３　　１sec　Time-controlled diversion timer for changeback.

切戻時のタイムアウトによる移転タイマ
Ｔ４　　１sec　Waiting for changeback acknowledgment. (first attempt)
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切戻確認メッセージ待ちタイマ（１回目）
Ｔ５　　１sec　Waiting for changeback acknowledgment. (second attempt)

切戻確認メッセージ待ちタイマ（２回目）
Ｔ６　　１sec  Delay to avoid mis-sequencing during controlled rerouting.

統制迂回時の信号逆転を防止するための遅延タイマ
Ｔ８　　１sec  Transfer prohibited inhibition timer (transient solution)

転送禁止抑制タイマ（暫定解）
Ｔ10　　30sec  Waiting to repeat signaling route set test.

信号ルートセット試験再試行タイマ
Ｔ15　2～3sec  Waiting to start signaling route set congestion test.

ルートセット輻輳状態変更待ちタイマ
注）タイマ値については上記値を指標とする。▲

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７　試験・保守

1.　目的　　【ＪＴ－Ｑ７０７に準拠する】
2.　手順
▼2.1　試験を起動する信号局は、信号ルーチング試験［Signal Routing Test:
ＳＲＴ］信号を試験対象リンク経由で、試験対象局に向けて送出する。この信号
は4.2節に規定される試験パターンを含んでいる。その後、起動信号局は、Ｔ10
を開始する。
2.2  ＳＲＴ信号を受信すると、信号局は信号ルーチング試験確認［Signal
Routing Test Acknowledgement:ＳＲＡ］信号で応答する。
　ＳＲＡ信号はＳＲＴ信号で受信したＳＬＣと、試験パターンを含んでいる。
　信号局は、ＳＲＴ信号を受信した信号リンクでＳＲＡ信号を送信することを原
則とするが、不可能な場合はこの限りではない。
　なお、試験起動局が隣接信号局である場合、試験対象局では試験起動局に対応
するリンクセット内の信号リンクでＳＲＡ信号を送出する。この場合、信号を送
出するリンクは、ＳＲＡ信号のＳＬＣで示される信号リンクを使用する。
2.3　以下の場合に、試験起動局は試験が不成功であると判断する。
(1) ＳＲＡ信号が、Ｔ10の満了前に受信されなかった場合
(2) ＳＲＡ信号で受信した試験パターンが送信したそれと一致しなかった場合
(3) ＳＲＡ信号が、ＳＲＴ信号を送信した信号リンクに受信されなかった場合
（ただし信号リンク試験に限る）

(4) 試験対象信号局に関する空き信号局番号（ＵＳＮ）信号（2.4節参照）を受
信した場合

　これらの場合、試験起動局は再度ＳＲＴ信号を送信する。再度送出したＳＲＴ
信号に対しても試験不良となるとき、その信号リンクもしくは信号ルートは不良
とする。
2.4  ＳＲＴ信号を中継する信号局において、試験対象信号局がルーチングテーブ
ルに登録されていなかった場合は、当該中継信号局によってその信号は破棄され、
空き信号局番号[Unallocated Signalling point Number:ＵＳＮ]信号が試験起動
局に対して送出される。
　なお、他のＭＴＰレベル３信号に対しても、信号を中継する信号局において着
信号局がルーチングテーブルに登録されていなかった場合は、同様の手順がとら
れる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】

3.　本試験使用法
　▼この手順は以下の場合に接続された信号ルートの正常性を確認するために使
用される。
１）信号局がサービスを開始した、もしくはサービスからはずされた場合
２）信号リンクが新規に設置された、もしくは撤去された場合
３）信号ルートのデータを変更した場合▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】

４．信号フォーマット及びコーディング
　▼信号網試験・保守信号はＭＳＵとして信号チャネルを転送される。そのフォ
ーマットはＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０３の２章に記述される通りである。ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７０４の14.2.1節に記述されるように、これらの信号はＳＩに０００１と
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設定されていることで識別される。ＳＳＦは4.1節に記述されるように設定される。
　信号情報フィールド（ＳＩＦ）はオクテットの整数倍であり、ラベル、ヘッダ、
１つもしくはそれ以上の信号や表示を含んでいる。
　ラベルとヘッダの構造は4.1節に各々記述されている。詳細な信号フォーマット
はそれ以降の節に記述されている。各々の信号に対して、各フィールドの順序が
対応する図で示されている。
　認識できない信号は廃棄される。その場合、廃棄以外の動作は行われない。
　図の中では、フィールドは右から始まり左へと向かっている。（すなわち、最初
に送信されるフィールドが最も右になる。）各々のフィールドのなかでは、情報は
最下位ビットから転送される。スペアビット（予備ビット）は特に規定がない限
り０にコーディングされる。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】
4.1　共通事項
　▼ＭＴＰ－Ｌ３の観点から見ると、信号網試験・保守信号は以下のものを共通
的に含んでいる。
－サービス情報表示
－ラベル（特にルーチングラベル）、これは信号情報フィールド（ＳＩＦ）に含
まれる

－プライオリティ表示▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】
(1) サービス・インディケータ（ＳＩ）
　ＤＣＢＡ
　０００１　信号網試験及び保守

(2) サブ・サービス・フィールド（ＳＳＦ）
　ＨＧＦＥ
　００００

(3) ラベル
　▼以下に示す48ビットとする。ＳＬＣは試験対象リンクを、ＤＰＣは試験対象
着信号局番号を直接示すものとする。▼
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】
▼

spare SLC OPC DPC
送出先頭
ビット→

   4            16                 16
ルーチングラベル

length　12
(ビット)

　　　　　ラベル

▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】

▼(a) ＤＰＣ／ＯＰＣ
　ＤＰＣ／ＯＰＣのフォーマットはＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４の図15.2－
２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４に示されている。コーディングはＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７０４に記述されている。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】
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▼(b) ＳＬＣ

ＤＣＢＡ

Signalling Link Code
First bit
transmitted

４bits

ビットＡ
　試験起動局はビットＡに試験の対象となっている面を設定する。値はＤ
ｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４の節15.2.2に規定されている。
ビットＤＣＢ
　試験起動局は試験の対象となっているリンク選択番号[ＬＳＮ]を設定する。
値はＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４の15.2.2節に規定されている。ただし、ビッ
トＤＣＢにはＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４の節15.2.2に規定されているＬＳＮ
フィールドのビットＣＢＡの値が設定される。
　ＳＲＴ信号受信局は、受信したＳＲＴ信号に設定されていたＳＬＣをＳ
ＲＡ信号に設定する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】

(4) ヘッダ(Ｈ０)
　ＤＣＢＡ
　００１１　信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）
　０１００　信号ルーチング試験確認信号（ＳＲＡ）
　　　　　　▼及び空き信号局番号信号（ＵＳＮ）▲
　その他　　空き
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】

▼(5) プライオリティ表示
　プライオリティ表示の構造はＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０４　節14.4に規定さ
れている信号網管理信号のプライオリティ表示構造と同様である。信号網試
験・保守信号（ＳＲＴ、ＳＲＡ、ＵＳＮ）には、プライオリティ０が設定さ
れる。▲

【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】

4.2　信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）
▼4.2.1　信号ルーチング試験信号のフォーマットは図4.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７０７に示される。

0111 0111 0001 0001 0010 0011

test
pattern
(h’7711)

spare Ｈ１ Ｈ０ Label First bit
Transmitted

　　　　16　　　　　　８　　 ４　　４　　　 48

図4.2－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７　信号ルーチング試験信号
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4.2.2　信号ルーチング試験信号は以下のフィールドから構成される。
－ラベル（48ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ０（４ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ１（４ビット）：節4.2.3参照
－試験パターン：節4.2.4参照

4.2.3　ヘッダＨ１
　ヘッダＨ１は以下の様にコードされる。
　　　　ＤＣＢＡ
　　　　００１０　信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）
4.2.4　試験パターン
　試験パターンは16進数で“７７１１”である。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】

4.3　信号ルーチング試験確認信号（ＳＲＡ）
▼4.3.1　信号ルーチング試験確認信号のフォーマットは図4.3－１／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７０７に示される。

1000 0100

test
pattern

spare Ｈ１ Ｈ０ Label

  
First bit
Transmitted

　　　　16　　　　　　8　　　4　　　4　　　 48

図4.3－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７　信号ルーチング試験確認信号

4.3.2　信号ルーチング試験確認信号は以下のフィールドから構成される。
－ラベル（48ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ０（４ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ１（４ビット）：節4.3.3参照
－試験パターン：節4.3.4参照

4.3.3　ヘッダＨ１
　ヘッダＨ１は以下の様にコードされる。
　　　　ＤＣＢＡ
　　　　１０００　信号ルーチング試験確認信号（ＳＲＡ）
4.3.4　試験パターン
　このフィールドにはＳＲＴ信号の試験パターンフィールドに設定されていた値
を設定する。▲
　【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】
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▼4.4　空き信号局番号信号（ＵＳＮ）
4.4.1　空き信号局番号信号のフォーマットは図4.4－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０
７に示される。

DCBA 0100

Destination spare Ｈ１ Ｈ０ Label

  
First bit
Transmitted

　　　　16　　　　　　8　　　4　　　4　　　 48

図4.4－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７０７　空き信号局番号信号

4.4.2　空き信号局番号信号は以下のフィールドから構成される。
－ラベル（48ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ０（４ビット）：節4.1参照
－ヘッダＨ１（４ビット）：節4.4.3参照
－空き信号局番号（16ビット）：節4.4.4参照

4.4.3　ヘッダＨ１
　ヘッダＨ１は以下の様にコードされる。
　　　　ＤＣＢＡ
　　　　０００１　空き信号局番号信号（主信号区域番号が空き）
　　　　００１０　空き信号局番号信号（副信号区域番号が空き）
　　　　００１１　空き信号局番号信号（信号局番号が空き）
4.4.4　空き信号局番号
　中継信号局において、ルーチングテーブルに登録されていなかった試験対象信
号局の信号局番号を設定する。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲を規定していない】

5.　試験保守機能のＳＤＬ
　▼図５－１／ＪＴ－Ｑ７０７を参考例とする。
　ここで説明される機能の詳細説明は、参考例であり、本文の解釈を補助するも
のである。各状態遷移図は、外部から見た時の、正常・異常各状態でのその信号
システムの振る舞いを詳細に示すものである。
　なお、本記述の状態遷移図と異なる動作をする交換機もある。
　強調されなければならないことは、これらの図は、システムの振る舞いを容易
に理解できるようにするために使用されるべきであり、実際のインプリメントに
使用される機能分割を規定するものではないということである。
　なお、状態遷移図と前章までで規定されている内容で不一致がある場合、前章
までで説明されている内容を正しいものとする。▲
【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】

5.1　図５－１にて用いられる略号　【ＪＴ－Ｑ７０７に準拠する】
5.2　タイマ　【ＪＴ－Ｑ７０７に準拠する】
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技術的条件集別表４（ＩＳＵＰ仕様）の記述に関する留意事項

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数 (制定月日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１ ＪＴ－Ｑ７６１　第７版　(2001年４月19日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６２ ＪＴ－Ｑ７６２　第20版　(2002年５月30日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３ ＪＴ－Ｑ７６３　第21版　(2005年８月25日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４ ＪＴ－Ｑ７６４　第12版　(2002年５月30日)

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、
その具体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、
ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。

１）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】
▽　　～ＴＴＣ標準規定の記述～　　△

３）当社で規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項
▼　　　～当社規定の記述～　　　　▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】

４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項
▼　　　～当社規定の記述～　　　　▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】

５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、
あるいは適用しない事項
【規定しない】

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。
　ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応
しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちら
も規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セクシ
ョン番号が連続しない場合がある。
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５．本別表は形態、分類にまたがる共通的な事項について記述しており、各形態、
分類に閉じて特記する必要がある事項についてはその旨を技術的条件集本文中
に記述している。
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１　No.７信号方式ＩＳＤＮユーザ部の機能

１．概　説
1.1  本標準の範囲
▼ＩＳＤＮユーザ部は、サービス統合ディジタル網（ＩＳＤＮ）において音声・
非音声アプリケーションに対する基本的なベアラサービスと付加サービスを提供
するのに必要な信号機能を備える№７信号方式プロトコルである。
　ＩＳＤＮユーザ部は、ＩＳＤＮユーザ部相互間の情報転送のために、メッセー
ジ転送部（ＭＴＰ）が提供するサービスを利用する。
　当社との相互接続における基本的なベアラサービスを提供するＩＳＤＮユーザ
部プロトコルは、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１からＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に説明し
てある。ＩＳＤＮユーザ部の信号およびメッセージの概要は、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６２で規定される。メッセージフォーマットおよびメッセージフィールドのコ
ードはＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３に規定されている。ＩＳＤＮ接続の設定および切
断のための信号手順は、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に規定されている。▲
【ＪＴ－Ｑ７６１では▼▲の規定が異なる】
1.2　参考文献　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
1.3　用語と定義　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
1.4　略語　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】

２．ＩＳＤＮユーザ部信号手順の概論
2.1　アドレス信号　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.2　基本手順　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.3　信号方式　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.4　インタワーキング　　【規定しない】

３．ＩＳＤＮユーザ部によってサポートされる能力
　表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１はＩＳＤＮユーザ部によって提供される基
本呼の信号能力の一覧である。
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▼表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１

機能／サービス 本技術的条件集

基本呼

音声／3.1kHz オーディオ
64kbit/s非制限
マルチレートコネクションタイプ  （注１）
Ｎ×64kbit/sコネクションタイプ
一括アドレス信号
オーバラップアドレス信号
中継網選択
導通試験
順方向転送
簡易分割手順
トーンとアナウンス
アクセス配送情報
ユーザテレサービス情報の転送
中断／再開
フォールバック能力を許容するコネクションタイプの

ための信号手順
伝播遅延決定手順
拡張エコー制御信号手順
簡易エコー制御信号手順
自動再試行
回線と回線群の閉塞／閉塞解除
回線群問い合せ
二重捕捉
デジタル回線交換間伝送アラーム処理
回線／回線群リセット
不合理信号情報受信
コンパチビリティ手順
一時的トランク閉塞
ＩＳＵＰ輻輳制御
自動輻輳制御
Ｎ－ＩＳＤＮ／ＩＮＡＰ間相互作用
未実装回線識別符号
ユーザ部有効性制御
ＭＴＰ停止と再開
信号長オーバメッセージ
一時的代替ルーチング（ＴＡＲ）
ホップカウンタ手順
コレクトコール要求手順
到達困難網管理
発測地位置手順

○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

凡例： （○）本技術的条件集提供を示す。

注１)マルチコネクションタイプは、2×64、384、1536および1920kbit/sである。
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表３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１（1/2）

機能／サービス 本技術的条件集

汎用信号手順

エンド・エンド信号－パスアロング法
エンド・エンド信号－ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド
エンド・エンド信号－ＳＣＣＰコネクションレス
汎用番号転送
汎用ディジット転送
汎用通知手順
サービス活性化
遠隔操作サービス（ＲＯＳＥ）能力
網特有ファシリティ
先行切断情報転送
アプリケーション転送メカニズム（ＡＰＭ）
リダイレクション
ピボットルーティング

○

付加サービス

ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）
複数加入者番号（ＭＳＮ）
発信者番号通知（ＣＬＩＰ）
発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）
接続先番号通知（ＣＯＬＰ）
接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）
悪意呼通知（ＭＣＩＤ）
サブアドレス（ＳＵＢ）
ビジー時着信転送（ＣＦＢ）
無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）
無条件着信転送（ＣＦＵ）
呼毎着信転送（ＣＤ）
明示着信転送（ＥＣＴ）
コールウェイティング（ＣＷ）
保留（ＨＯＬＤ）
話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）
無応答時再呼び出し（ＣＣＮＲ）
通信中機器移動（ＴＰ）
会議電話（ＣＯＮＦ）
三者通話（３ＰＴＹ）
閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）
優先割り込み（ＭＬＰＰ）
グローバル仮想網サービス（ＧＶＮＳ）
国際テレコミュニケーションチャージカード（ＩＴＣＣ）
着信課金（ＲＥＶ）
ユーザ・ユーザ情報転送１（暗黙）（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送１（明示）（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送２（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送３（ＵＵＳ）

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
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表３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１（2/2）

機能／サービス 本技術的条件集

付加機能／サービス

ＰＳＳ１情報フローにおけるＶＰＮアプリケーションの提供
番号ポータビリティ（ＮＰ）提供

凡例： （○）本技術的条件集提供を示す。

▲
【ＪＴ－Ｑ７６１では▼▲の規定が異なる】

４．メッセージ転送部（ＭＴＰ）が提供するサービス【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠す
る】

６．将来の拡張とコンパチビリティ手順
　新しい付加サービスを提供する際のプロトコル追加要求を満たすため必要に応
じ、既存のプロトコル要素に追加変更を行うことによって、新しいプロトコル版
を作成することが必要である。
　十分なサービスの継続性を確保するためには、新しいプロトコル版を網の一部
に挿入する場合に、その網の他の部分に影響を及ぼさないようにしなくてはなら
ない。新しい版を規定する際、次のガイドラインに従えばプロトコル版相互の互
換性は、最適化されるであろう。

(1) 既存のプロトコルの要素、即ち手順、メッセージ、信号情報、およびコー
ドは、プロトコルエラーを修正する場合、または当該プロトコルが支援して
いるサービスの運用を変更することが必要になった場合を除いて、変更すべ
きではない。

(2) メッセージ、パラメータ、またはパラメータ内のフィールドの意味は、変
更すべきではない。

(3) メッセージのフォーマット、符号化のために設定されているルートは、変
更すべきではない。

(4) 既存メッセージの必須部分へ、信号情報を追加することを許してはならな
い。

(5) 既存メッセージへのパラメータの追加は、それがメッセージの付加部分に
追加される場合に限って許される。

(6) 既存の必須固定長の信号情報へ新しいオクテットの追加は避けるべきであ
る。

(7) 既存の可変長パラメータ内のフィールドの順序は、無変更のままとすべき
である。新しいフィールドは既存のパラメータフィールドの最後に追加され
る。パラメータフィールドの順序に変更が必要となった場合は、新しいパラ
メータを規定すべきである。

(8) オールゼロコードポイントは、信号情報フィールドの未使用（予備）また
は無効値を示すのにもっぱら使用すべきである。これによって、あるプロト
コル版で、予備値として送られたオールゼロコードを他の版で有効値として
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解釈するケースを避けることができる。
(9) 【規定しない】

6.1　バージョンのコンパチビリティ　　【規定しない】
6.2  ＩＳＤＮユーザ部のコンパチビリティのための補足的なコーディングのガ
イドライン　【規定しない】

付録Ｉ　　【規定しない】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６２　信号と信号情報の機能概要

１．概　説
1.1　本技術的条件集の範囲
　▼本技術的条件集は当社との相互接続において▲、ＩＳＤＮユーザ部プロトコ
ルが用いる信号情報の要素とその機能に関して記述している。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲の規定が異なる】
　信号情報要素の符号化、伝達される信号のフォーマットおよび国内用であるか
否かの表示については、標準ＪＴ－Ｑ７６３［１］にて記述される。
1.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
1.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
1.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
２．信号メッセージ
2.1　アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.2　応答メッセージ（ＡＮＭ）
　呼に応答があったことを示す、逆方向へ送信されるメッセージ。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
　▽本メッセージは、半自動動作の場合は監視機能を有し、△
全自動動作の場合は下記の目的のために、課金情報とともに用いられる。
　－発信加入者への課金メータの作動開始（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２８〔２〕参照）
2.3　アプリケーション転送メッセージ（ＡＰＭ）　　【規定しない】
2.4　閉塞メッセージ（ＢＬＯ）
　保守を目的とし、回線の他方端の交換機から発信される後続呼に対し、その回
線を閉塞中の状態にするため、当該交換機に送信されるメッセージ。回線が両方
向運用中▼であれば、▲閉塞メッセージを受信した交換機は、その交換機も閉塞
メッセージを送信してない限り、当該回線に着信呼を受け入れることができなけ
ればならない。特定の条件のもとでは、閉塞メッセージが回線リセットメッセー
ジへの適切な応答にもなる。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲の規定が異なる】
2.5　閉塞確認メッセージ（ＢＬＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.6　呼経過メッセージ（ＣＰＧ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.8　回線群閉塞メッセージ（ＣＧＢ）　　【規定しない】
2.9　回線群閉塞確認メッセージ（ＣＧＢＡ）　　　【規定しない】
2.10　回線群リセットメッセージ（ＧＲＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.11　回線群リセット確認メッセージ（ＧＲＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠す

る】
2.12　回線群閉塞解除メッセージ（ＣＧＵ）　　【規定しない】
2.13　回線群閉塞解除確認メッセージ（ＣＧＵＡ）　　【規定しない】
2.14　回線群状態要求メッセージ（ＣＱＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.15　回線群状態応答メッセージ（ＣＱＲ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.16　コンフュージョンメッセージ（ＣＦＮ）　　【規定しない】
2.17　接続メッセージ（ＣＯＮ）　　【規定しない】
2.18　導通試験メッセージ（ＣＯＴ）　　【規定しない】
2.21　ファシリティメッセージ（ＦＡＣ）　　【規定しない】
2.29　アドレスメッセージ（ＩＡＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.31　ループ抑止表示メッセージ（ＬＯＰ）　　【規定しない】
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2.35　先行切断情報メッセージ（ＰＲＩ）　　【規定しない】
2.36　切断メッセージ（ＲＥＬ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.37　復旧完了メッセージ（ＲＬＣ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.38　回線リセットメッセージ（ＲＳＣ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.39　再開メッセージ（ＲＥＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.40　分割メッセージ（ＳＧＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.43　中断メッセージ（ＳＵＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.44　閉塞解除メッセージ（ＵＢＬ）
　回線の他方端の交換機が、以前に送信された閉塞メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
▽または、回線群閉塞メッセージ△
により閉塞中の状態にされた回線を解除するため、当該交換機へ送信されるメッ
セージ。
2.45　閉塞解除確認メッセージ（ＵＢＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.50　課金メッセージ（ＣＨＧ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
３．信号パラメータ
3.1　アクセス配送情報　【規定しない】
3.2　アクセス転送　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.3　アプリケーション転送パラメータ（ＡＰＰ）　【規定しない】
3.4　自動輻輳レベル　　【規定しない】
3.5　逆方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.11 ▼呼番号
　交換局間で加入者線信号を中継転送することを可能とするため送信されるメッ
セージ。また、エンドエンド交換局（移動－移動通信時）間で回線非対応信号転
送を可能とするため、ＩＡＭとＡＣＭにより交換局間で相互の受信アドレスを交
換する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲を規定していない】
3.13　コールトランスファ参照　　【規定しない】
3.14　着ディレクトリ番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.15　着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.16　着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.17　発測地位置　　【規定しない】
3.18　発番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.19　発ユーザ種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.20　理由表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.22　ＣＣＳＳ　　【規定しない】
3.25　回線群監視メッセージ種別　　【規定しない】
3.26　回線状態表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.27　閉域接続インタロックコード　　【規定しない】
3.30　接続先番号　　【規定しない】
3.32　導通表示　　【規定しない】
3.33　相関ｉｄ　　【規定しない】
3.36　オプションパラメータ終了表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.37　イベント情報　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.39　順方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.41　汎用ディジット　　【規定しない】
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3.42　汎用通知識別子　　【規定しない】
3.43　汎用番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.50　ループ抑止表示　　【規定しない】
3.53　メッセージコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.55　接続特性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.58　網特有ファシリティ　　【規定しない】
3.60　オプション逆方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.61　オプション順方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.62　第一着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.63　第一着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.65　パラメータコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.74　範囲と状態　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.75　リダイレクション逆方向情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.76　リダイレクション能力　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.77　リダイレクション回数　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.78　リダイレクション順方向情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.80　転送元番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.81　着信転送情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.82　転送先番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.85　ＳＣＦｉｄ　　【規定しない】
3.87　信号局コード　　【規定しない】
3.89　中断／再開表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.90　中継網選択（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.91　通信路要求表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.94　ＵＩＤ動作表示　　【規定しない】
3.95　ＵＩＤ能力表示　　【規定しない】
3.96　ユーザサービス情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.98　ユーザテレサービス情報　　【規定しない】
3.99　ユーザ・ユーザ表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.100　ユーザ・ユーザ情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.101　網機能種別　　【規定しない】
3.102　料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.103　課金情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.104　課金情報種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.105　契約者番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.106　移動通信用エンド情報転送　　【規定しない】
3.107　移動通信用呼番号　　【規定しない】
3.108　ＰＨＳ端末識別番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.109　発信者番号非通知理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.110　国内用リダイレクション理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.111　付加ユーザ種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.112　課金情報遅延　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.113　事業者情報転送　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.114　輻輳制御済み通知情報　　【規定しない】
3.115　発測地速度情報　　【規定しない】
3.116　緊急通報呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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４．パラメータ情報
4.1　アクセス配送表示　　【規定しない】
4.2　表示識別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.3　アドレス情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.4　高度　　【規定しない】
4.5　高度符号　　【規定しない】
4.6　高度誤差符号　　【規定しない】
4.7　ＡＰＭ分割表示　　【規定しない】
4.8　アプリケーションコンテキスト識別子　　【規定しない】
4.9　アプリケーション転送動作指示表示（ＡＴＩＩ）　　【規定しない】
4.10　バイナリコード　　【規定しない】
4.11　着信転送可能性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.15　着ユーザ種別表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.16　着ユーザ状態表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.21　理由表示値　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.22　ＣＣＳＳ呼表示　【規定しない】
4.24　課金表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.27　回線番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.28　閉域接続呼表示　　【規定しない】
4.29　コーディング標準　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.33　信頼度　　【規定しない】
4.35　接続先番号要求表示　　【規定しない】
4.36　導通試験表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.38 緯度　　【規定しない】
4.39 経度　　【規定しない】
4.40　診断情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.41　メッセージ廃棄表示　　【規定しない】
4.42　パラメータ廃棄表示　　【規定しない】
4.43　エコー制御装置表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.44　楕円体表面上の楕円の形状記述　　【規定しない】
4.44a　楕円体弧　　【規定しない】
4.45　楕円体扇形形状記述　　【規定しない】
4.46　楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
4.47　誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
4.48　包含アプリケーション情報　　【規定しない】
4.49　コード化法　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.50　エンド・エンド情報表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.51　エンド・エンド法表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.53　イベント表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.54　イベント提示制限表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.55　拡張表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.58　フィラー　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.61　インバンド情報表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.62　内角　　【規定しない】
4.65　動作指示　　【規定しない】
4.66　網内番号表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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4.67　相互接続表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.71　リダイレクション起動理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.72　ＩＳＤＮアクセス表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.73　ＩＳＵＰ１リンク表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.74　ＩＳＵＰ１リンク希望表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.75　情報長（各コンポーネントや情報要素に関する）　　【規定しない】
4.78　緯度符号　　【規定しない】
4.79　生成源　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.80　位置情報表示制限指示　　【規定しない】
4.82　長半径　　【規定しない】
4.83　短半径　　【規定しない】
4.86　拡張動作指示表示　　【規定しない】
4.87　国内／国際呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.88　番号種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.89　網廃棄表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.90　網識別計画　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.91　網識別子　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.92　網識別　　【規定しない】
4.93　網特有ファシリティ識別子　　【規定しない】
4.94　通知識別子　　【規定しない】
4.96　第Ｎ新規パラメータ名　　【規定しない】
4.97　番号不完全表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.99　番号情報識別子　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.100　番号計画表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.101　奇数／偶数表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.102　オフセット　　【規定しない】
4.104　方位　　【規定しない】
4.105　第一転送理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.110　通過不可表示　　【規定しない】
4.112　リダイレクション実行表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.114　高度情報と誤差を含む点の形状記述　　【規定しない】
4.115　多角形形状記述　　【規定しない】
4.120　プロトコル制御表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.121　半径　　【規定しない】
4.122　範　囲
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
回線群監視メッセージに含まれて送信され、メッセージの措置が及ぶ回線の範囲
を表示する情報。▽（例：回線群閉塞）△
4.123　リダイレクション可能表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.124　転送表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.125　転送理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.126　転送回数　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.127　呼解放表示　　【規定しない】
4.131　ルーチングラベル　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.132　衛星回線表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.133　ＳＣＣＰ法表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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4.134　網検証識別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.135　分割ローカル参照（ＳＬＲ）　　【規定しない】
4.136　通知送信表示　　【規定しない】
4.138　シーケンス表示　　【規定しない】
4.140　形状記述　　【規定しない】
4.141　信号局コード　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.142　簡易分割表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.144　状　態
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
回線群監視メッセージ▽（例：回線群閉塞）△に含まれて送信され、メッセージ
で指定された範囲内にあり、メッセージの措置が及ぶ特定の回線群を示す情報。
4.145　タイマＴ９表示　　【規定しない】
4.146　タイマＴ９指示表示　　【規定しない】
4.150　スルーパス接続表示　　【規定しない】
4.151　スルーパス接続指示表示　　【規定しない】
4.152　中継交換機転送表示　　【規定しない】
4.153　種別　　【規定しない】
4.154　ディジット種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.155　網識別種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.156　形状種別　　【規定しない】
4.157　誤差符号　　【規定しない】
4.158　ＡＰＭユーザ情報　　【規定しない】
4.159　着アドレス　　【規定しない】
4.160　着アドレス長　　【規定しない】
4.161　発アドレス　　【規定しない】
4.162　発アドレス長　　【規定しない】
4.163　経由情報転送表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.164　事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.165　発事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.166　着事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.167　選択中継事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.168　経由事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.169　ＳＣＰ事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.170　事業者情報従属　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.171　事業者識別コード　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.172　ＰＯＩ－料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.173　ＰＯＩ－階梯情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.174　輻輳制御対象外桁数　　【規定しない】
4.175　移転元ＳＣＰ事業者情報　　【規定しない】
4.176　移転先ＳＣＰ事業者情報　　【規定しない】
4.177　高度情報を含む楕円体上の点　　【規定しない】
4.178　高度情報と楕円体誤差を含む楕円体上の点　　【規定しない】
4.179　水平速度　　【規定しない】
4.180　水平垂直速度　　【規定しない】
4.181　誤差を含む水平速度　　【規定しない】
4.182　誤差を含む水平垂直速度　　【規定しない】
4.183　緊急通報呼種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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M
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

ア
ク
セ
ス
転
送

情
報
エ
レ
メ
ン
ト
（
群
）

3.
2

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

逆
方
向
呼
表
示

課
金
表
示

着
ユ
ー
ザ
状
態
表
示

着
ユ
ー
ザ
種
別
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
法
表
示

相
互
接
続
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド

　
　
　
　
　
情
報
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
１
リ
ン
ク
表
示

保
留
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
表
示

エ
コ
ー
制
御
装
置
表
示

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
法
表
示

3.
5

Ｍ
Ｏ

Ｏ

呼
番
号

IC
R

SC
R

局
番
号

3.
11

Ｏ
Ｏ

着
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

網
内
番
号
表
示

番
号
計
画
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
16

Ｍ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
２
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

発
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

発
番
号
不
完
全
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別

網
検
証
識
別

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
18

Ｏ

発
ユ
ー
ザ
種
別

発
ユ
ー
ザ
種
別

3.
19

Ｍ

理
由
表
示

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
標
準

生
成
源

理
由
種
別

診
断
情
報

拡
張
表
示

3.
20

Ｏ
Ｏ

Ｍ

回
線
状
態
表
示

（
国
内
用
）

3.
26

Ｍ

オ
プ
シ
ョ
ン
パ
ラ

メ
ー
タ
終
了
表
示

3.
36

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
表
示

イ
ベ
ン
ト
提
示
制
限
表
示

3.
37

Ｍ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
３
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

順
方
向
呼
表
示

国
内
／
国
際
呼
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
法
表
示

相
互
接
続
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
情
報
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
１
リ
ン
ク
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
１
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
希
望
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ア
セ
ク
ス
表
示

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
法
表
示

3.
39

Ｍ

汎
用
番
号

番
号
情
報
識
別
子

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
不
完
全
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別

網
検
証
識
別

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
43

Ｏ
Ｏ

接
続
特
性
表
示

衛
星
回
線
表
示

導
通
試
験
表
示

エ
コ
ー
制
御
装
置
表
示

3.
55

Ｍ

オ
プ
シ
ョ
ン

逆
方
向
呼
表
示

イ
ン
バ
ン
ド
情
報
表
示

着
信
転
送
可
能
性
表
示

3.
60

Ｏ
Ｏ

オ
プ
シ
ョ
ン

順
方
向
呼
表
示

簡
易
分
割
表
示

3.
61

Ｏ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
４
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

第
一
着
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
62

Ｏ

転
送
元
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
80

Ｏ

範
囲
と
状
態

範
囲

状
態

3.
74

Ｍ
Ｍ

着
信
転
送
情
報

転
送
表
示

転
送
理
由

転
送
回
数

第
一
転
送
理
由

3.
81

Ｏ

転
送
先
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

網
内
番
号
表
示

番
号
計
画
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
82

Ｏ

中
断
／
再
開
表
示

3.
89

Ｍ

通
信
路
要
求
表
示

3.
91

Ｍ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
５
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

ユ
ー
ザ
サ
ー
ビ
ス

情
報

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
標
準

情
報
伝
達
能
力

情
報
伝
達
モ
ー
ド

情
報
伝
達
速
度

構
造

通
信
形
態

通
信
の
確
立

対
称
性

ユ
ー
ザ
情
報
プ
ロ
ト
コ
ル

3.
96

Ｏ

ユ
ー
ザ
・
ユ
ー
ザ

表
示

3.
99

Ｏ

ユ
ー
ザ
・
ユ
ー
ザ

情
報

3.
10

0
Ｏ

Ｏ

料
金
区
域
情
報

3.
10

2
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

課
金
情
報
　

3.
10

3
Ｏ

Ｏ
Ｍ

課
金
情
報
種
別

3.
10

4
Ｏ

Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
識
別

番
号

3.
10

8
Ｏ

発
信
者
番
号

非
通
知
理
由

3.
10

9
Ｏ

国
内
用
リ
ダ
イ
レ

ク
シ
ョ
ン
理
由

3.
11

0
Ｏ

Ｏ

付
加
ユ
ー
ザ

種
別

　
3.

11
1

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
６
／
６
）

順
方
向
呼
設
定
逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

課
金
情
報
遅
延

3.
11

2
Ｏ

Ｏ

事
業
者
情
報

転
送

経
由
情
報
転
送

表
示

事
業
者
情
報

発
事
業
者
情
報

着
事
業
者
情
報

選
択
中
継
事
業
者
情
報

経
由
事
業
者
情
報

事
業
者
識
別
コ
ー
ド

Ｐ
Ｏ
Ｉ
－
料
金
区
域
情
報

Ｓ
Ｃ
Ｐ
事
業
者
情
報

3.
11

3
Ｏ

Ｏ
Ｏ

リ
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ

ン
能
力
（
国
内
用
）

3.
76

Ｏ

リ
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ

ン
回
数
（
国
内
用
）

3.
77

Ｏ

契
約
者
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
10

5
Ｏ

緊
急
通
報
呼
表
示

3.
11

6
Ｏ

▲

【
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
７
６
２
で
は
▼
▲
の
規
定
が
異
な
る
】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　フォーマット及びコード

１．概　説
1.0　本標準の範囲、参考文献、定義、略語
1.0.1　本標準の範囲　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.5　コーディング原則の概要
　ＩＳＤＮユーザ部のメッセージは、ＪＴ－Ｑ７０３　2.2章で記述されているフ
ォーマットを有する信号ユニットを用いて、信号リンク上を転送される。
　サービス情報オクテットで使用されるフォーマットとコードは、ＪＴ－Ｑ７０
４　14.2章に記述される。
　ＩＳＤＮユーザ部のサービス表示は“０１０１”である。
▼ＩＳＤＮユ－ザ部のＳＳＦは、コ－ド‘００００’とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲を規定していない】
　ＩＳＤＮユーザ部を含む、各信号ユニットの信号情報フィールドはオクテット
の整数倍であり次のものを含む。（図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３を参照）
　a)　ルーチングラベル
　b)　回線番号
　c)　メッセージ種別コード
　d)　固定長必須部
　e)　可変長必須部
　f)　オプション部、これは固定長および可変長パラメータフィールドを含む。

図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　ＩＳＤＮユーザ部メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　各々のメッセージの記述は、次の章で規定される。

1.1　ルーチングラベル　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.2　回線番号　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.3　メッセージ種別
　メッセージ種別は、１オクテットからなり、全てのメッセージに必須である。
メッセージ種別によりＩＳＤＮユーザ部のメッセージの機能とフォーマットが一
義的に決まる。
　この標準に記述された章は表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３にまとめてある。
1.4　フォーマッティングの原則　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.5　固定長必須部　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.6　可変長必須部
　可変長の必須のパラメータは、可変長必須部に含まれる。
　ポインタが各パラメータの始めを示すのに使われる。各々ポインタは、１オク
テットにコード化される。各々のパラメータ名とポインタが送出される順序はメ
ッセージ種別ごとに定まっている。従って、パラメータ名はメッセージには含ま
れない。ポインタのコーディング法の詳細は、節2.3に示す。パラメータの数とポ
インタの数はメッセージ種別によって、一義的に決められる。
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▼パラメータの長さを示すためのパラメータ長表示はメッセージに含まれる。▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽オプション部の始めもポインタで示される。
　もし、メッセージ種別がオプション部を許されていないことを示す場合、この
ポインタは存在しない。
　もし、メッセージ種別がオプション部を許容されているが（図１－３の“オプ
ションパラメータ終了表示”の存在により示される）、メッセージ中にオプション
が含まれていない場合、オール“０”から成るポインタが用いられる。
　今後の全ての可変長必須部を含むメッセージ種別は、オプションが許されてい
ることを示すことが勧められている。
　すべてのポインタは、可変長必須部の始めに連続して送出される。各パラメー
タは、パラメータ長表示とそれに続くパラメータの内容を含む。もし、可変長必
須パラメータがなくオプションパラメータが許されるならば、オプション部開始
のポインタが含まれる。（オプションパラメータの存在がないとき、全て“０”に
符号化されオプションパラメータが存在する場合は、“０００００００１”に符号
化される。）
　オプション部のポインタはオプション部が存在しないメッセージについても、
オール“０”で設定されることがある。受信側ではこれを正常とみなして処理す
る必要がある。
(注)第１版をサポートするためのオプションである△

1.7　オプション部　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.8  オプションパラメータの終了表示オクテット　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠す
る】
1.9　送出順序　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.10　予備ビットのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.11　国内用信号種別とパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.12　メッセージ種別コードとパラメータコードの割り当て　【ＪＴ－Ｑ７６３
に準拠する】
1.13　「予備」コードと「留保」コードの意味　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

２．パラメータのコード
2.1　メッセージ種別のコード
　メッセージ種別パラメータのコーディング法を表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７
６３に示す。
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▼表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３

メッセージ種別 略　称 参照（表） コード 記事

アドレス完了
応答
閉塞
閉塞確認
呼経過
回線群状態要求（国内用）
回線群状態応答（国内用）
回線群リセット
回線群リセット確認
アドレス
切断
復旧完了
回線リセット
再開
分割
中断
閉塞解除
閉塞解除確認
課金

ＡＣＭ
ＡＮＭ
ＢＬＯ
ＢＬＡ
ＣＰＧ
ＣＱＭ
ＣＱＲ
ＧＲＳ
ＧＲＡ
ＩＡＭ
ＲＥＬ
ＲＬＣ
ＲＳＣ
ＲＥＳ
ＳＧＭ
ＳＵＳ
ＵＢＬ
ＵＢＡ
ＣＨＧ

4-1／DoCoMo-Q763
4-2／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-3／DoCoMo-Q763
4-21／DoCoMo-Q763
4-4／DoCoMo-Q763
4-21／DoCoMo-Q763
4-5／DoCoMo-Q763
4-12／DoCoMo-Q763
4-13／DoCoMo-Q763
4-14／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-18／DoCoMo-Q763
4-29／DoCoMo-Q763
4-18／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-34／DoCoMo-Q763

０００００１１０
００００１００１
０００１００１１
０００１０１０１
００１０１１００
００１０１０１０
００１０１０１１
０００１０１１１
００１０１００１
０００００００１
００００１１００
０００１００００
０００１００１０
００００１１１０
００１１１０００
００００１１０１
０００１０１００
０００１０１１０
１１１１１１１０

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

2.2　長さ表示のコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
2.3　ポインタのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ポインタ値オール“０”は、オプションパラメータの場合にオプションパラメ
ータがないことを示すために使われる。△

３．ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ
3.1　パラメータ名
　パラメータ名のコードを、パラメータの内容を規定している章番号と併せて、
表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３に示す。
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▼表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３

パラメータ名 節番号 コード 記事

アクセス転送
逆方向呼表示
呼番号（国内用）
着番号
発番号
発ユーザ種別
理由表示
回線状態表示（国内用）
オプションパラメータ終了表示
イベント情報
順方向呼表示
汎用番号
接続特性表示
オプション逆方向呼表示
オプション順方向呼表示
第一着番号
範囲と状態
転送元番号
着信転送情報
着ディレクトリ番号（国内用）
転送先番号
中断／再開表示
中継網選択（国内用）
通信路要求表示
ユーザサービス情報
ユーザ・ユーザ表示
ユーザ・ユーザ情報
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
契約者番号
ＰＨＳ端末識別番号
発信者番号非通知理由
国内用リダイレクション理由
付加ユーザ種別
課金情報遅延
事業者情報転送
リダイレクション能力（国内用）
リダイレクション回数（国内用）
リダイレクション逆方向情報（国内
用）
リダイレクション順方向情報（国内
用）
緊急通報呼表示

3.3
3.5
3.8
3.9
3.10
3.11
3.12
3.14
3.20
3.21
3.23
3.26
3.35
3.37
3.38
3.39
3.43
3.44
3.45
3.86
3.46
3.52
3.53
3.54
3.57
3.60
3.61
3.103
3.104
3.105
3.106
3.109
3.110
3.111
3.112
3.113
3.114
3.96
3.97
3.100

3.99

3.117

００００００１１
０００１０００１
０００００００１
０００００１００
００００１０１０
００００１００１
０００１００１０
００１００１１０
００００００００
００１００１００
０００００１１１
１１００００００
０００００１１０
００１０１００１
００００１０００
００１０１０００
０００１０１１０
００００１０１１
０００１００１１
０１１１１１０１
００００１１００
００１０００１０
００１０００１１
００００００１０
０００１１１０１
００１０１０１０
００１０００００
１１１１１１０１
１１１１１０１１
１１１１１０１０
１１１１１００１
１１１１０１１０
１１１１０１０１
１１１１０１００
１１１１００１１
１１１１００１０
１１１１０００１
０１００１１１０
０１１１０１１１
１０００１１００

１０００１０１１

１１０１０１１１
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▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.2　アクセス配送情報　【規定しない】
3.3　アクセス転送
　アクセス転送パラメータフィールドのフォーマットを図３－２／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　アクセス転送パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　情報要素は、ＪＴ－Ｑ９３１の4.5章に記述されているようにコード化される。
アクセス転送パラメータの中には複数のＪＴ－Ｑ９３１情報要素を含むことがで
きる。アクセス転送パラメータにどの情報要素を含めるかは、信号手順により決
定される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽アクセス転送パラメータの最大長は将来発展すると思われるアクセス転送パラ
メータの内容としてのメッセージ長により制限されるだけである。
〔参考〕

アクセス転送パラメータに含みうるＪＴ－Ｑ９３１情報を以下に示す。
低位レイヤ整合性情報、高位レイヤ整合性情報、発サブアドレス、着サブア
ドレス、経過識別子。△

3.4　自動輻輳レベル　【規定しない】
3.5　逆方向呼表示
　逆方向呼表示パラメータフィールドのフォーマットを図３－４／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　逆方向呼表示パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、逆方向呼表示パラメータフィールドで使用される。
　ビット　ＢＡ：課金表示
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：非課金
　　　　　１０：課金
　　　　　１１：予備
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽注１）これらのビットの解釈は課金交換機だけによる。△
　ビット　ＤＣ：着ユーザ状態表示（ＣＬＳ）
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：加入者空
　　　　　１０：空きの時接続 （国内用）
　　　　　１１：予備
　ビット　ＦＥ：着ユーザ種別表示
　　　　　００：表示なし
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　　　　　０１：一般ユーザ
　　　　　１０：公衆電話
　　　　　１１：予備
　ビット　ＨＧ：エンド・エンド法表示 ▽（注２）△
　　　　　００：エンド・エンド法利用不可（リンクバイリンク法のみ利用可）
　　　　　０１：予備
　　　　　１０：予備
　　　　　１１：予備
　ビット　Ｉ　：相互接続表示（注２）
　　　　　０　：相互接続なし（No.７信号１リンクである）
　　　　　１　：相互接続あり（No.７信号１リンクでない）
　ビット　Ｊ　：エンド・エンド情報表示 （国内用） （注２）
　　　　　０　：エンド・エンド情報利用不可
　　　　　１　：予備
　ビット　Ｋ　：ＩＳＵＰ１リンク表示 （注２）
　　　　　０　：ＩＳＵＰ１リンクでない
　　　　　１　：ＩＳＵＰ１リンクである
　ビット　Ｌ　：保留表示 （国内用）
　　　　　０　：保留必要なし
　　　　　１　：予備
　ビット　Ｍ　：ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡＩ）
　　　　　０　：着側のユーザ網インタフェースが非ＩＳＤＮ
　　　　　１　：着側のユーザ網インタフェースがＩＳＤＮ
　ビット　Ｎ　：エコー制御装置表示
　　　　　０　：入回線エコー制御装置挿入なし
　　　　　１　：入回線エコー制御装置挿入済
　ビット　ＰＯ：ＳＣＣＰ法表示 （注２）
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：予備
　　　　　１０：予備
　　　　　１１：予備
　　注２）ビットＧ～ＫおよびＯ，Ｐで、プロトコル制御表示（ＰＣＩ）と呼ぶ。

3.8　呼番号（国内用）
▼呼番号パラメータフィールドのフォーマットを図３－６Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３に示す。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１

２ ICR

３

４

５
SCR

６

７
局番号

図３－６Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　呼番号パラメータフィールド

a)　ICR
呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード
設定されない時、デフォルト値は、all“０”を設定。

b)　SCR
呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード
設定されない時、デフォルト値は、all“０”を設定。

c)　局番号
呼識別番号に関連した信号局番号 ▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.9　着番号
　着番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７
６３で示される。

図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、着番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用され
る。

a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　０００００００　　予備
　▽００００００１　　加入者番号
　　０００００１０　　予備、国内使用のための保留△
　　０００００１１　　国内番号
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　　００００１００　　国際番号
　▽００００１０１　　網特有番号（国内用）
　　００００１１０　　国内番号フォーマットのネットワークルーティング番

号（国内用）
　　００００１１１　　網特有番号フォーマットのネットワークルーティング

番号（国内用）
　　０００１０００　　着ディレクトリ番号を伴うネットワークルーティング

番号（国内用）のため留保△
　　０００１００１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のための保留
　　１１１１１０１
　　１１１１１１０　　網特有番号（網が提供するサービス特番を表示）
　　１１１１１１１　　予備
▼注）網特有番号１ＸＹ、サービス要求コード（Ｙ1Ｙ2または９９）、００ＸＹ

（Ｘ≠１）等の場合に使用する。▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

c)　網内番号表示（ＩＮＮ表示）
　　０　　網内へのルーティング可
　　１　　網内へのルーティング不可
d)　番号計画表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００　　留保（不定）△
　　００１　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告Ｅ．１６４）
　▽０１０　　予備
　　０１１　　データ番号計画（勧告Ｘ．１２１）
　　１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ．６９）
　　１０１　　国内使用のため留保 （私設番号計画）
　　１１０　　国内使用のため留保
　　１１１　　予備
注）「０００：留保（不定）」と「１０１：国内使用のため留保（私設番号計画）」
はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ
においてのみ使用され得る。△

e)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８

〜

〜
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　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
　最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後アドレス情報が連続す
る４ビットフィールドで送出される。

f)　フィラー
　アドレス情報の桁数が奇数桁の場合、フィラーコード“００００”が最後
のアドレス情報の後に挿入される。

3.10　発番号
　発番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３で示される。

図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、発番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用
される。

a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００００　　予備
　　００００００１　　加入者番号
　　０００００１０　　予備、国内使用のための保留△
　　０００００１１　　国内番号
　　００００１００　　国際番号
　▽００００１０１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のための保留
　　１１１１１０１　　△
　　１１１１１１０　　網特有番号
　▽１１１１１１１　　予備
　注）上記＊は第１版をサポートするためのオプション。△
c)　発番号不完全表示（NI）
　　０　　完全
　　１　　不完全
d)　番号計画表示
　　3.9　d) 参照
e)　表示識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００　　表示可
　　０１　　表示不可

〜

〜



技別 4－29

　　１０　　使用不可 （注）
　　１１　　予備
　（注）表示識別をアドレス使用不可と表示した時、▽第３オクテットから第

ｎオクテットまで省略され、△ 項目a)、b)、c)及びd)は‘０’で▽項目
f)は‘11’で△コーディングされる。

f)　網検証識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００　留保（国内用）（注）
　　０１　ユーザ投入、網検証あり、成功
　　１０　留保（国内用）（注）
　　１１　網投入
　（注）符号“００”と“１０”は、各々“ユーザ投入、網検証なし”“ユーザ

投入、網検証あり、失敗のために留保”。“００”と“１０”は、国内用
である。

g)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８
　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
h)　フィラー
3.9　f)参照

3.11　発ユーザ種別　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.12　理由表示
　理由表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－10／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３で示される。

図３－10／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

次のコードが理由表示パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　拡張表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
b)　コーディング標準　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
c)　生成源　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
d)　理由表示値
　▼ビット
　　７６５４３２１
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　　００００００１　　欠番
　　０００００１０　　指定中継網へのルートなし
　　０００００１１　　相手へのルートなし
　　００００１００　　特殊可聴音の送出
　　００００１０１　　トランクプレフィックスの誤ダイヤル
　　００１００００　　正常切断
　　００１０００１　　着ユーザビジー
　　００１００１０　　着ユーザレスポンスなし
　　００１００１１　　着ユーザ応答なし（呼出中）
　　００１０１００　　加入者不在
　　００１０１０１　　通信拒否
　　００１０１１０　　相手加入者番号変更
　　００１０１１１　　新着信先へリダイレクション
　　００１１０１１　　着側インタフェース起動不可
　　００１１１００　　無効番号フォーマット（不完全番号）
　　００１１１０１　　ファシリティ拒否
　　００１１１１１　　その他の正常クラス
　　０１０００１０　　利用可回線／チャネルなし
　　０１００１１０　　網故障
　　０１０１００１　　一時的失敗
　　０１０１０１０　　交換機輻輳
　　０１０１０１１　　アクセス情報廃棄
　　０１０１１００　　要求回線／チャネル利用不可
　　０１０１１１１　　その他のリソース使用不可クラス
　　０１１００１０　　要求ファシリティ未契約
　　０１１１００１　　伝達能力不許可
　　０１１１０１０　　現在利用不可伝達能力
　　０１１１１１１　　その他のサービス又はオプションの利用不可クラス
　　１０００００１　　未提供伝達能力指定
　　１０００１０１　　未提供ファシリティ要求
　　１０００１１０　　制限デジタル情報伝達能力のみ可能
　　１００１１１１　　その他のサービス又はオプションの未提供クラス
　　１０１１０００　　端末属性不一致
　　１０１１０１１　　無効中継網選択
　　１０１１１１１　　その他の無効メッセージクラス
　　１１００００１　　メッセージ種別未定義または未提供
　　１１０００１１　　情報要素／パラメータ未定義又は未提供
　　１１００１１０　　タイマ満了による回復
　　１１００１１１　　未定義または未提供のパラメータの通過
　　１１０１１１１　　その他の手順誤りクラス
　　１１１１１１１　　その他のインタワーキングクラス　▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
e)　診断情報　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

3.13　回線群監視メッセージ種別表示　　【規定しない】
3.14　回線状態表示 （国内用）
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　回線状態表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－12／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３で示される。

図３－12／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　回線状態表示パラメータフィールドのオクテット数は規定範囲＋１に等しい。
各回線状態表示オクテットはｎ番目のオクテットが回線番号ｍ＋ｎ－１と対応す
るように、回線番号と対応している。ここでｍはメッセージに含まれる回線番号
である。
　次のコードが回線状態表示オクテットで使用される。
a)　ビットＤＣ＝００では
　　ビットＢＡ：　保守閉塞状態
　　　　　００　　過渡状態
　　　　　０１　　予備
　　　　　１０　　予備
　　　　　１１　　未実装
　　ビットＥ－Ｈ：　予備
b)　ビットＤＣが００に等しくなければ
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽ビットＢＡ：　保守閉塞状態
　　　　　００　　非閉塞（運用中）
　　　　　０１　　自局閉塞
　　　　　１０　　相手局閉塞
　　　　　１１　　両局閉塞
　　ビットＤＣ：　呼処理状態
　　　　　０１　　入側回線として使用中
　　　　　１０　　出側回線として使用中
　　　　　１１　　空
　　ビットＦＥ：　ハードウエア閉塞状態　(注)
　　　　　００　　非閉塞（運用中）
　　　　　０１　　自局閉塞
　　　　　１０　　相手局閉塞
　　　　　１１　　両局閉塞
　　ビットＧ－Ｈ：　予備

注）ビットＦＥが００にコード化されなければ、ビットＤＣが１１にコ
ード化される。△

【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　▽ＨＧＦＥＤＣＢＡ：　回線状態番号
　　　００００００００　　過渡状態
　　　０００００００１　　予備
　　　００００００１０　　予備
　　　００００００１１　　未実装
　　　０００００１００　　入側回線として使用中、運用中
　　　０００００１０１　　入側回線として使用中、自局閉塞
　　　０００００１１０　　入側回線として使用中、相手局閉塞
　　　０００００１１１　　入側回線として使用中、両局閉塞
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　　　００００１０００　　出側回線として使用中、運用中
　　　００００１００１　　出側回線として使用中、自局閉塞
　　　００００１０１０　　出側回線として使用中、相手局閉塞
　　　００００１０１１　　出側回線として使用中、両局閉塞
　　　００００１１００　　空
　　　００００１１０１　　空、自局閉塞
　　　００００１１１０　　空、相手局閉塞
　　　００００１１１１　　空、両局閉塞
　　　０００１００００
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
　注）上記回線状態番号は第１版をサポートするためのオプションである。△

3.15　閉域接続インタロックコード　　【規定しない】
3.16　接続先番号　　【規定しない】
3.18　導通表示　　【規定しない】
3.20　オプションパラメータ終了表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

3.21　イベント情報
　イベント情報パラメータフィールドのフォーマットは図３－18／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示される。

図３－18／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次のコードがイベント表示パラメータフィールドで使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　ビットＧＦＥＤＣＢＡ：　イベント表示
　　　　　０００００００　　予備
　　　　　００００００１　　呼出中
　　　　　０００００１０　　経過表示
　　　　　０００００１１　　インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用

可能
　　　　　００００１００　　▽ビジー時着信転送（国内用）△
　　　　　００００１０１　　▽無応答時着信転送（国内用）△
　　　　　００００１１０　　▽無条件着信転送（国内用）△
　　　　　００００１１１
　　　　　　　　　　　　　　予備　▽（注）△
　　　　　１１１１１１１
　▽（注）本表示のコーディングは、コンパチビリティのため追加規定しない△
　　ビットＨ：　イベント提示制限表示
　　　０　表示なし
　　　１　提示制限

3.23　順方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.24　汎用ディジット（国内用）　　【規定しない】
3.25　汎用通知識別子　　【規定しない】

〜

〜
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3.26　汎用番号
　汎用番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－23／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３に示される。

図３－23／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　以下のコードが汎用番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　番号情報識別子
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽００００００００　　保留
　　０００００００１　　留保
　　００００００１０　　留保
　　００００００１１　　留保
　　０００００１００　　留保
　　０００００１０１　　付加接続先番号（注）△
　　０００００１１０　　付加発番号（注）
　　０００００１１１　　付加第1着番号（注）
　▽００００１０００　　留保
　　００００１００１　　留保
　　００００１０１０　　留保（１９９２年度版で使用）
　　００００１０１１
　　　　　　　　　　　　予備
　　０１１１１１１１
　　１０００００００
　　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１１００
　　１１１１１１１１　　拡張のため留保△
▼（注）番号情報識別子がこれらの値に設定された場合のオクテット３の使用

法は、各サービスにおいて記述される。▲
　　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
b)　奇数／偶数表示
　　3.9 a)参照
c)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００００　　予備
　　００００００１　　加入者番号（国内用）
　　０００００１０　　不定（国内用）△
　　０００００１１　　国内番号
　▽００００１００　　国際番号
　　００００１０１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１０１

〜

〜

〜

〜
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　　１１１１１１０　　網特有番号
　　１１１１１１１　　予備
注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値につ

いては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

d)　番号不完全表示
　　０　　完全
　　１　　不完全
e)　番号計画表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００　　予備△
　　００１　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告Ｅ.164）
　▽０１０　　予備
　　０１１　　データ番号計画（勧告Ｘ.121）（国内用）
　　１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ.69）（国内用）
　　１０１　　私設番号計画（国内用）
　　１１０　　国内使用のため留保
　　１１１　　予備
注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に

ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

f)　表示識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　００　　表示可
　０１　　表示不可
　１０　　使用不可
　１１　　予備
▽注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に

ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。使
用不可の場合、項目a)、b)、c)、d)及びe)は‘０’で項目g)は‘１１’
でコーディングされる。△

g)　網検証識別
　番号情報識別子が０００００１０１、０００００１１０にコード化された
場合についてのみ、この表示は以下のようにコード化され使用される。

　００　　ユーザ投入、網検証なし
　０１　　ユーザ投入、網検証あり、成功
　１０　　ユーザ投入、網検証あり、失敗
　１１　　網投入
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に

ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

h)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
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　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８
　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
i)　フィラー
　3.9f)参照

3.33　メッセージコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.35　接続特性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.36　網特有ファシリティ（国内用）　　【規定しない】
3.37　オプション逆方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.38　オプション順方向呼表示
　オプション順方向呼表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－35／Ｄ
ｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で示される。

図３－35／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
以下のコードがオプション順方向呼表示パラメータフィールドのサブフィールド
で使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ビット　ＢＡ：閉域接続呼表示
　　　　　００　非ＣＵＧ呼
　　　　　０１　予備
　　　　　１０　ＣＵＧ呼、発信アクセス許容
　　　　　１１　ＣＵＧ呼、発信アクセス非許容△
　ビット　Ｃ：簡易分割表示
　　　　　０　付加情報が送出されない
　　　　　１　付加情報は分割メッセージで送出される
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ビット　Ｇ－Ｄ：予備
　ビット　Ｈ　　：接続先番号要求表示
　　　　　０　　　非要求
　　　　　１　　　要求△
3.39　第一着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.41 パラメータコンパチビリティ情報　　【規定しない】

3.43　範囲と状態
　範囲と状態パラメータフィールドのフォーマットは図３－39／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３で示される。

図３－39／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

〜
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　次のコードが範囲と状態パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　範　囲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　０から255の範囲のバイナリ表現の数。その数はメッセージによって影響
される回線の範囲を示す範囲コード＋１によって表される。回線群監視メッ
セージで影響される回線数は、32回線以下に限られる。回線群リセット，回
線群状態要求メッセージ及び回線群状態応答メッセージのために、範囲の値
を31以下にする必要がある。回線群閉塞および閉塞解除メッセージのために
は、範囲値は255までであってもよいが、１に設定する状態ビットの数は32
以下でなければならない。
　回線群閉塞、閉塞解除およびリセットメッセージ用に、範囲コード０を留
保する。▽範囲コードは、回線群状態要求及び回線群状態応答時に使用され
る。△

b)　状　態
　状態サブフィールドは、０～255に番号づけられた▼１から256▲までの状
態ビットを含む。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
状態ビット０は、最初の状態サブフィールドオクテットの第１ビットに位置
する。他の状態ビットは順に従う。状態サブフィールドの状態ビットの数は、
（範囲＋１）と等しい。
　各々の状態ビットは状態ビットｎが回線番号ｍ＋ｎと関係するように、回
線番号と関係している。ここでは、メッセージに含まれる回線番号である。

状態ビットは、次のようにコード化される。
　－回線群閉塞メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞
　－回線群閉塞確認メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞確認
　－回線群閉塞解除メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞解除
　－回線群閉塞解除確認メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞解除確認
　－回線群リセット確認メッセージ
　　０　保守のための閉塞ではない
　　１　保守のために閉塞

3.44　転送元番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.45　着信転送情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.46　転送先番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.50　信号局コード（国内用）　　【規定しない】
3.52　中断／再開表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.53　中継網選択（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.54　通信路要求表示（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
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3.57　ユーザサービス情報
　ユーザサービス情報パラメータフィールドのフォーマットは図３－51／ＤｏＣ
ｏＭｏ－Ｑ７６３で示される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽このフォーマットは、標準ＪＴ－Ｑ７３１からの伝達能力情報要素と同じであ
り、ここでコード化されたすべての機能がこの時サポートされるとはかぎらない。
△

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

　　　１ 拡　張 コーディング標準 情報伝達能力

　　　２ 拡　張 転送伝達モード 情報伝達速度

　　２ａ 拡　張 構造 通信形態 呼設定法

　　２ｂ 拡　張 対称性 情報転送速度（着→発）

　　　３ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ１プロトコル

　　　４ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ２プロトコル

　　　５ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ３プロトコル

図３－51／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　ユーザサービス
情報パラメータフィールド

　ユーザサービス情報パラメータフィールドのサブフィールドで使われるコー
ドは標準ＪＴ－Ｑ９３１伝達能力が情報要素で定義される。
3.59　ユーザテレサービス情報　　【規定しない】
3.60　ユーザ・ユーザ表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.61　ユーザ・ユーザ情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.63　ＣＣＳＳ　　【規定しない】
3.65　コールトランスファ参照　　【規定しない】
3.67　ループ抑止表示　　【規定しない】
3.70　相関ｉｄ　　【規定しない】
3.71　ＳＣＦｉｄ　　【規定しない】
3.73　着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.78　ＵＩＤ動作表示　　【規定しない】
3.79　ＵＩＤ能力表示　　【規定しない】
3.82　アプリケーション転送　　【規定しない】
3.86　着ディレクトリ番号（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.87　第一着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.88　発測地位置　　【規定しない】
3.88.1　楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.2　誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
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3.88.3　高度情報と誤差を含む点の形状記述　　【規定しない】
3.88.4　楕円体表面上の楕円の形状記述　　【規定しない】
3.88.5　楕円体扇形形状記述　　【規定しない】
3.88.6　多角形形状記述　　【規定しない】
3.88.7　高度情報を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.8  高度情報と楕円体誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.9　楕円体弧　　【規定しない】
3.96　リダイレクション能力 （国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.97　リダイレクション回数 （国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99　リダイレクション順方向情報（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99.3　リダイレクション実行表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99.4　リダイレクション起動理由　　【規定しない】
3.100　リダイレクション逆方向情報（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.100.3　リダイレクション起動理由　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.102　網機能種別　　【規定しない】
3.103　料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.104　課金情報
　課金情報パラメータフィールドのフォーマットを、図３－98／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３に示す。

図３－98／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　課金情報パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　フィールド構成は、課金情報種別パラメータの値がＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で
規定されている以外の場合は、網毎に規定する。

(1) 課金情報種別パラメータ値が「１１１１１１１０（課金レート転送）」の場
合　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
(2) 課金情報種別パラメータ値が「００００００１１（応用課金レート転送）」
の場合
▼課金情報パラメータフィールドのフォーマットは、図３－98Ｆ／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３で示される。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

　　１
拡　張 予　備 信号要素種別

　　１ａ
拡　張 予　備 予　　備（暫定）

　　１ｂ 拡　張 オペレーションクラス オペレーション種別

　　１ｃ 拡　張 課金者種別 料金収集方法

　　２
料金／レート表示

図３－98Ｆ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　課金情報パラメータフィールド

a)　拡張表示
　　０　次のオクテットに続く
　　１　最終オクテット
b)　信号要素種別：一対の信号のやりとりを識別するために送信される情報である。
　　０００　　予備
　　００１　　予備
　　０１０　　起動　　：実行すべきオペレーションを実行する。
　　０１１
　　　　　　　予備
　　１１１
c)　オペレーションクラス
　　００　　クラス１（報告なし）
　　０１
　　１０　　予備
　　１１
d)　オペレーション種別
　　０００００
　　　　　　　　　予備
　　００１０１
　　００１１０　　即時課金指示：課金契機を通知する。また、課金レート情

報を含めてもよい。
　　００１１１
　　　　　　　　　予備
　　１１１１１
e)　課金者種別
　　０００　　発信者課金
　　その他　　予備
f)　料金収集方法
　　００００　　加入者請求－正常
　　その他　　　予備
g)　料金／レート表示
　　００００００００　　予備

〜

〜

〜
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　　０００００００１　　予備
　　００００００１０　　料金／レート情報なし
　　００００００１１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１１１１１
▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.105　課金情報種別
　課金情報種別パラメータフィールドのフィールドを、図３－100／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－100／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

次のコードが課金情報種別パラメータフィールドで使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽００００００００
　　０００００００１　　　　網固有情報として留保
　　００００００１０　△
　　００００００１１　　　▼事業者間接続用柔軟課金▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００１００
　　　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　１０００００００

　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１１１０１　　△
　　１１１１１１１０　　　　課金レート転送
　▽１１１１１１１１　　　　予備△

3.106　契約者番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.107　移動通信用エンド情報転送　　【規定しない】
3.108　移動通信用呼番号　　【規定しない】
3.109　ＰＨＳ端末識別番号
　ＰＨＳ端末識別番号パラメータフィールドのフィールドを、図３－104／ＤｏＣ
ｏＭｏ－Ｑ７６３に示す。

図３－104／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
　　０００００００　　　予備
　　００００００１　　　加入者番号

〜

〜

〜
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　　０００００１０　　　不定
　　０００００１１　　　国内番号
　　００００１００　　　国際番号
　　００００１０１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１０１
　　１１１１１１０　　　網特有番号（網が提供するサービス特番）
　　１１１１１１１　　　予備
c)　番号計画表示
　　０００　　　予備
　　００１　　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告E．１６４）
　　０１０
　　０１１　　　予備
　　１００
　　１０１　　　国内使用のため留保
　　１１０　　▼予備▲
　　１１１　　　予備
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
　　００００　　ディジット０
　　０００１　　ディジット１
　　００１０　　ディジット２
　　００１１　　ディジット３
　　０１００　　ディジット４
　　０１０１　　ディジット５
　　０１１０　　ディジット６
　　０１１１　　ディジット７
　　１０００　　ディジット８
　　１００１　　ディジット９
　　１０１０
　　　　　　　　予備
　　１１１１
　▼最大１６桁▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲を規定していない】
　▽最上位桁のアドレス情報が最初に送出される。その後アドレス情報が連続
した４ビットフィールドで送られる。△
d)　フィラー
　アドレス情報の桁数が奇数の場合、フィラーコード“００００”が最後の
アドレス情報の後に挿入される。

3.110　発信者番号非通知理由　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.111　国内用リダイレクション理由　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.112　付加ユーザ種別
　付加ユーザ種別パラメータフィールドのフィールドを、図３－107／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３に示す。

〜

〜

〜
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図３－107／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
a)　付加ユーザ種別名
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１
　　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　　１０００００００
　　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　 予備
　　　１１１１１０１０
　　　１１１１１０１１　　移動系付加ユーザ種別３
　　　１１１１１１００　　移動系付加ユーザ種別２
　　　１１１１１１０１　　移動系付加ユーザ種別１
　　　１１１１１１１０　　固定系付加ユーザ種別１
　　　１１１１１１１１　　予備
b)　固定系付加ユーザ種別１：付加的なユーザ種別情報を設定
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　列車公衆
　　　００００００１０　　ピンク
　　　００００００１１
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
c)　移動系付加ユーザ種別１：サービスに関する情報を設定
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　移動通信（携帯自動車電話サービス）
　　　００００００１０　　移動通信（船舶電話サービス）
　　　００００００１１　　移動通信（航空機電話サービス）
　　　０００００１００　　移動通信（無線呼び出しサービス）
　　　０００００１０１　　ＰＨＳ通信（ＰＨＳサービス）
　　　０００００１１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
d)　移動系付加ユーザ種別２：通信方式に関する情報を設定
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　移動通信（大容量方式）
　　　００００００１０　　移動通信（Ｎ／Ｊ－ＴＡＣＳ）
　　　００００００１１　　移動通信（ＰＤＣ800MHz）
　　　０００００１００　　移動通信（ＰＤＣ1.5GHz）
　　　０００００１０１　　移動通信（Ｎ－ＳＴＡＲ衛星）
　　　０００００１１０　　移動通信（ｃｄｍａ Ｏｎｅ 800MHz）
　　　０００００１１１　　移動通信（イリジウム衛星）
　　　００００１０００　　移動通信（ＩＭＴ－2000）
　　　００００１００１　　▽ＰＨＳ通信（ＰＨＳ（活用型））△
　　　００００１０１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１

〜

〜

〜

〜

〜
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【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
e)　▽移動系付加ユーザ種別３：料金方式に関する情報を設定
　　　００００００００
　　　　　　　　　　　　 網固有情報として留保（注）
　　　１１１１１１１１
（注）網毎に規定される。△

3.113　課金情報遅延　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.114　事業者情報転送
　事業者情報転送パラメータフィールドのフィールドを、図３－109／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３に示す。

図３－109／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

a)　経由情報転送表示
　　００　　転送なし
　　０１　　順方向
　　１０　　逆方向
　　１１　　両方向
　（注）事業者情報転送パラメータが逆方向に転送される場合、本表示は意味

を持たない。なお、この場合“００”を設定する。
b)　事業者情報名
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００００００００　　予備
　　０００００００１
　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　１０００００００
　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１０１１１
　　１１１１１０００　▽移転元ＳＣＰ事業者情報△
　　１１１１１００１　▽移転先ＳＣＰ事業者情報△
　　１１１１１０１０　　ＳＣＰ事業者情報
　　１１１１１０１１　　発事業者情報
　　１１１１１１００　　着事業者情報
　　１１１１１１０１　　選択中継事業者情報
　　１１１１１１１０　　経由事業者情報
　　１１１１１１１１　　予備
3.115　輻輳制御済み通知情報　　【規定しない】
3.116　発測地速度情報　　【規定しない】
3.116.1　水平速度　　【規定しない】
3.116.2　水平垂直速度　　【規定しない】
3.116.3　誤差を含む水平速度　　【規定しない】
3.116.4　誤差を含む水平垂直速度　　【規定しない】
3.117　緊急通報呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

〜

〜

〜
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４．ＩＳＤＮユーザ部メッセージとコード　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

▼表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：アドレス完了（ＡＣＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

逆方向呼表示 3.5 Ｆ ２

オプション逆方向呼表示 3.37 Ｏ ３

理由表示 3.12 Ｏ ４～３６

ユーザ・ユーザ表示 3.60 Ｏ ３

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

課金情報 3.104 Ｏ ３～３６

課金情報種別 3.105 Ｏ ３

呼番号 3.8 Ｏ ９

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

課金情報遅延 3.113 Ｏ ３～４

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

(注)　35オクテットまでのみを提供する網がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：応答（ＡＮＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

逆方向呼表示 3.5 Ｏ ４

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

　▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：呼経過（ＣＰＧ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

イベント情報 3.21 Ｆ １

理由表示 3.12 Ｏ ４～３６

逆方向呼表示 3.5 Ｏ ４

オプション逆方向呼表示 3.37 Ｏ ３

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

課金情報 3.104 Ｏ ３～３６

課金情報種別 3.105 Ｏ ３

呼番号 3.8 Ｏ ９

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

課金情報遅延 3.113 Ｏ ３～４

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：回線群状態応答（ＣＱＲ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

範囲と状態　　 (注) 3.43 Ｖ ２

回線状態表示 3.14 Ｖ ２～３３

　注）状態サブフィールドを含まない。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

表４－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：回線群リセット確認（ＧＲＡ）

表４－６／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：コンフュージョン（ＣＦＮ）

表４－７／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：接続（ＣＯＮ）

表４－８／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：導通試験（ＣＯＴ）

▼表４－12／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：アドレス（ＩＡＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

接続特性表示 3.35 Ｆ １

順方向呼表示 3.23 Ｆ ２

発ユーザ種別 3.11 Ｆ １

通信路要求表示 3.54 Ｆ １

着番号 3.9 Ｖ ４～１３

発番号 3.10 Ｏ ４～１４

オプション順方向呼表示 3.38 Ｏ ３

転送元番号 3.44 Ｏ ４～１２
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着信転送情報 3.45 Ｏ ３～４

第一着番号 3.39 Ｏ ４～１２

ユーザ・ユーザ情報 3.61 Ｏ ３～１３１

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

ユーザサービス情報 3.57 Ｏ ４～１３

汎用番号 3.26 Ｏ ５～１５

着ディレクトリ番号（国内用） 3.86 Ｏ ５～１７

リダイレクション能力（国内用） 3.96 Ｏ ３

リダイレクション回数（国内用） 3.97 Ｏ ３

リダイレクション順方向情報（国内
用）

3.99 Ｏ ３～？
（５～？）

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

契約者番号 3.106 Ｏ ４～１２

呼番号 3.8 Ｏ ９

ＰＨＳ端末識別番号 3.109 Ｏ ４～１１

発信者番号非通知理由 3.110 Ｏ ３

国内用リダイレクション理由 3.111 Ｏ ３

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

緊急通報呼表示 3.117 Ｏ ３

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－13／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：切断（ＲＥＬ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

理由表示 3.12 Ｖ ３～３５

転送先番号 3.46 Ｏ ５～１４

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

国内用リダイレクション理由 3.111 Ｏ ３

リダイレクション回数（国内用） 3.97 Ｏ ３

リダイレクション逆方向情報（国内
用）

3.100 Ｏ ３～？
（５～？）

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－14／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：復旧完了（ＲＬＣ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－18／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：中断（ＳＵＳ）

再開（ＲＥＳ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

中断／再開表示 3.52 Ｆ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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表４－19／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：閉塞（ＢＬＯ）
　　　　　　　　閉塞確認（ＢＬＡ）
　　　　　　　　回線リセット（ＲＳＣ）
　　　　　　　　閉塞解除（ＵＢＬ）
　　　　　　　　閉塞解除確認（ＵＢＡ）

表４－20／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：回線群閉塞（ＣＧＢ）
　　　　　　　　回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ）
　　　　　　　　回線群閉塞解除（ＣＧＵ）
　　　　　　　　回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ）

表４－21／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：回線群リセット（ＧＲＳ）
　　　　　　　　回線群状態要求（ＣＱＭ）（国内用）

表４－25／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：ファシリティ（ＦＡＣ）

▼表４－29／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：分割（ＳＧＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

ユーザ・ユーザ情報 3.61 Ｏ ３～１３１

汎用番号 3.26 Ｏ ５～１５

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

表４－30／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：ループ抑止（ＬＯＰ）

表４－31／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：アプリケーション転送（ＡＰＭ）

表４－32／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：先行切断情報（ＰＲＩ）
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▼表４－34／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：課金（ＣＨＧ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

課金情報種別 3.105 Ｆ １

課金情報 3.104 Ｖ ２～３５

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

オプションパラメータ終了
表示

3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

付属資料Ａ　認識不可パラメータ値の処理の表
　　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　信号手順

１．概　説
1.1　本標準の範囲
▼本技術的条件集は当社との相互接続における▲ＩＳＤＮ接続の呼設定と呼解放
に関する基本的なＩＳＤＮユーザ部の信号手順について規定する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽全タイプの交換機に共通の動作だけを、最初に記述してある。交換機による差
異または付加的な動作は、そのタイプの交換機に適用される、独立した小節に記
述する。△
　本技術的条件集の２章に記述した手順は、基本呼に関連するものである（すな
わち付加サービスを含まない）。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽標準ＪＴ－Ｑ７６１では、すべてのＩＳＤＮユーザ部で（基本サービス及び付
加サービス）の信号方式機能の概要を示す。△
1.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
1.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
1.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
２．基本呼制御と信号手順
　付属資料Ｂの付図１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４から付図４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６４は、以下に記述したＩＳＤＮ呼設定シーケンスを表している。

2.1　完了の呼設定
2.1.1　順方向アドレス信号制御－一括転送制御
2.1.1.1　発交換機で必要な動作
a)　回線選択
　発交換機が発ユーザから完全な回線選択情報を受信し、その呼を後位交換
機へルーチングしてよいことが決定されたときには、最適ルートの空き回線
が選択され、後位交換機にアドレスメッセージ（ＩＡＭ）が送信される。

　適切なルーチング情報は、発交換機または遠隔データベースに蓄積されて
いる。

　どのルートを選択するかは、着番号、必要とされるコネクションタイプと、
必要とされる網の信号機能によって決まる。ルートの選択は、交換機に格納
されている情報または遠隔データベースからの読出情報を用いて発交換機が
行う。

　ディジタル加入者線の加入者の場合は、加入者からの呼設定メッセージに
伝達能力が含まれる。発交換機はこの伝達能力情報を分析して適当なコネク
ションタイプおよび網の信号機能を決める。伝達能力情報は、アドレスメッ
セージのユーザサービス情報パラメータにマッピングされる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ユーザテレサービス情報がアドレスメッセージに含まれるときは高位レイ
ヤ整合性情報が含まれるべきである。２つの高位レイヤ整合性情報要素を加
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入者線から受信すると優先ＨＬＣを運ぶ２番目に受信した情報要素はユーザ
テレサービス情報パラメータにマッピングされる。△
　加入者線インタフェースより受信した本情報は、通信路要求表示パラメー
タの値を設定するのに使用される。

　許容されているコネクションタイプとしては次のものがある。
　－音　声
　－3.1kHz オーディオ
　－64kbit/s非制限ディジタル情報
　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽－384kbit/s非制限ディジタル情報　　　マルチレート
　－1536kbit/s非制限ディジタル情報　　 コネクションタイプ△

　許容されている網の信号機能としては次のものがある。
　－ＩＳＵＰ１リンク希望し、必須である
　－ＩＳＵＰ１リンク希望するが必須ではない
　－ＩＳＵＰ１リンクを希望しない（任意の信号方式）

　発交換機が呼のルーチングに用いる情報（たとえば通信路要求表示、順方
向呼表示等）は、中継交換機が適切なルートを選択できるようにアドレスメ
ッセージに含まれる。アドレスメッセージは、その指示した回線が前位交換
機により捕捉されたことを意味している。

b)　アドレス情報送信シーケンス
▽国際呼に関するアドレス情報は国番号と国内番号の順に送信される。△
国内接続に関しては、アドレス情報は運営体によって要求された加入者番号
または国内番号になる。
国内では、パルス終了信号（ＳＴ）は、使用しない。

c)　アドレスメッセージ
　アドレスメッセージは着交換機へのルーチング及び着ユーザへの接続のた
めに必要な全情報を含んでいる。
　アドレスメッセージが、ＭＴＰ転送の上限である272オクテットを超える場
合は、分割メッセージ（ＳＧＭ）を使用し、分割される。（節2.1.12参照）
　アドレスメッセージはすべて、プロトコル制御表示（順方向呼表示パラメ
ータ）と通信路要求表示パラメータを含む。
　発交換機は、プロトコル制御表示とＩＳＵＰ１リンク希望表示内の各パラ
メータを設定し、以下を表示する。
(ⅱ)　No.７信号方式の利用可否
(ⅲ)　ＩＳＤＮユーザ部の利用可否
(ⅳ)　必要な網信号機能（例：ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須）

　ＩＳＵＰ１リンク希望表示は、要求されたベアラサービス、
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽テレサービス、△
および付加サービスに従って設定される。実際の設定は、サービスに対する
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要求条件に応じ、個々のケースで異なることもある。原則として、ＩＳＵＰ
がサービス上絶対必要である場合は、表示を「ＩＳＵＰ１リンクを希望し必
須である」に設定し、サービスがオプションであるがＩＳＵＰが望ましい場
合は「ＩＳＵＰ１リンクを希望するが必須ではない」に設定し、それ以外の
場合は「ＩＳＵＰ１リンクを希望しない」に設定する。アドレスメッセージ
内の１つ以上のパラメータによって要求される内最も厳しい条件に基づいて
表示を、「ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須」、「ＩＳＵＰ１リンクを希望する
が必須ではない」、「ＩＳＵＰ１リンクを希望しない」のどれかに設定する。
　接続特性表示は、選択された出回線の特性に基づき適切に設定される。
　通信路要求表示は、3.1kHz オーディオのような要求されたコネクションタ
イプを含む。
　また、発交換機はアドレスメッセージに次に示す情報も含めうる。

▼(ⅰ)  着交換機がエンド・エンド信号接続を行えるよう、呼番号（交換機の
局コードを含む）。
（ITU-T勧告Ｑ．７３０［16］参照）▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
(ⅱ)　発番号。（要求される前に着側に転送する場合）
(ⅲ)　付加サービス及び網ユーティリティに関連したその他の情報
　　　　アドレスメッセージにはアクセス転送パラメータを含むことがで

きる。

d)　パスの接続
▼出回線がパス接続できない場合を除き、非制限呼の場合は、逆方向パス接
続後直ちにアドレスメッセージを送出する。そして、応答信号の受信により
順方向のパス接続を行う。音声又は3.1kHzオーディオ呼については、両方向
のパス接続後直ちにアドレスメッセージを送信する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

e)　網プロテクション・タイマ
　発側交換機▼又は制御交換機▲はアドレスメッセージを送出した後、アド
レス完了メッセージ（ＡＣＭ）待ちタイマ（Ｔ７）を起動する。タイマ（Ｔ
７）タイムアウト時は、呼を切断し、発加入者に表示情報を返送する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.1.1.2　中継交換機の動作
a)　回線選択
　中継交換機はアドレスメッセージを受信すると、呼のルート選択を行うた
め、着番号と他のルーチング情報（節2.1.1.1ａ項）を分析する。中継交換機
が通信路要求表示に示されているコネクションタイプを用いて呼をルーチン
グできる場合には空きの中継交換回線を捕捉し、後位交換機へアドレスメッ
セージを送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽網内で中継交換機が、通信路要求表示パラメータで指定された種類のコネ
クションタイプのみを用いた呼のルーチングを行えない場合は、その交換機
は可能であれば伝達能力情報を含むユーザサービス情報及び／または、高位
レイヤ整合性情報を含むユーザ・テレサービス情報を調べ、適切なルートが
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選択できるか否かを判断してもよい。この場合、新規コネクションタイプが
適用されるのであれば、通信路要求表示パラメータは新規コネクションタイ
プに修正される。△

b)　アドレスメッセージのパラメータ
　前位交換機から受信した信号情報を、出ルートで使用される機能に基づい
て中継交換機が修正を行うことがある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽変更されうる信号情報は、接続特性表示である。アクセス転送パラメータ
やユーザサービス情報など、その他の信号情報はトランスペアレントに転送
される。入接続交換機から受信したアクセス転送パラメータによって運ばれ
る情報要素の順序は保持されるべきである。
　接続特性表示パラメータの衛星表示の値は、選択された出回線が衛星回線
であれば、増やされなければならない。そうでない場合は、表示を変更せず
にそのまま転送する。△

c)　パスの接続
▼出回線がパス接続できない場合を除いて、中継交換機で両方向のパス接続
がなされた後、アドレスメッセージが送信される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.1.6　着交換機の動作
a)　着ユーザの選択
　アドレスメッセージを受信すると、着交換機はその呼をどのユーザへ接続
するべきかを決定するため、着番号を分析する。交換機は、着加入者線の状
態を検査し、またその接続が許容されるか否かを検証するために各種の検査
を行う。
　これらの検査項目には、整合性の一致検査（たとえば付加サービスに関係
した検査）を含んでいる。

　接続が許可された場合、着交換機はユーザ網インタフェースプロトコルに従っ
て着ユーザを起動する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もし接続を構成する回線の内の１つ以上が、導通試験をする場合は、ユーザの
起動は導通試験良好表示を受信するまで待たされる。△
b)　アドレスメッセージの分割
　もしアドレスメッセージが、分割メッセージを使うことにより分割されて
いたら、呼設定情報の残りは待たされる。節2.1.12参照。

2.1.3　発番号
b)　国内網
▼発番号は、アドレスメッセージに含まれうる（節2.1.1.1ｃ項）。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.4　アドレス完了メッセージ▽、接続メッセージ
　アドレス完了メッセージ、または接続メッセージが、ＭＴＰの上限２７２オク
テットを超える場合は、分割メッセージにより分割される（節2.1.12参照) 。△
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

2.1.4.1　着交換機の動作
i)　着交換機が全部の着番号を受信したと判断すると、▼直ちに着交換機から
アドレス完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽導通試験が必要な場合は、導通試験正常性終了表示を受けるまで、着交換
機はアドレス完了メッセージの送出を待ち合わせる。（勧告Ｑ．７２４［１５］
７章参照）△

アドレス完了メッセージは以下の条件において着交換機から返送される。
1)　着側の加入者線インタフェースが非ＩＳＤＮの場合には着交換機は次に
示す動作を行う。
a)　着交換機は全部の着番号を受信しユーザが空きであることを知ると直
ちにアドレス完了メッセージが返送される。アドレス完了メッセージの
表示は以下に示すように設定される。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝非ＩＳＤＮ

b)　ＰＢＸまたは発ＩＤ通知端末等の場合には、全部の着番号を受信した
ことが分かると、直ちにアドレス完了メッセージが返送される。アドレ
ス完了メッセージの表示は以下に示すように設定される。
－着ユーザの状態＝表示なし
－ＩＳＤＮアクセス表示＝非ＩＳＤＮ

2)　着側の加入者線インタフェースがＩＳＤＮの場合には、以下の条件が適
用される。
a)　完全なアドレスを受信したという表示または、着交換機が完全な着番
号を受信したと判断する前に、着ＩＳＤＮ加入者線インタフェース側よ
り状態表示が受信されない場合には、アドレス完了メッセージに含まれ
る表示は次のように設定される。
－着ユーザの状態＝表示なし
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ

（注）この場合、着ユーザ呼出中の表示は呼経過メッセージに
より転送される（節2.1.5参照）。

b)　着交換機が、ＩＳＤＮ加入者線からの表示により着番号受信の完了を
判断した場合、アドレス完了メッセージに含まれる表示は、以下のよう
に設定される。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ

〔参考〕国内ではこのように設定することはないが、外国との接続におい
て、本表示が設定されてくることがある。（国際出接続時のみ）
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ⅱ)　ＩＳＤＮ加入者線インタフェースから、

－呼出中表示を受信しておらず、かつ
－着交換機がまだアドレス完了メッセージを返送していない
という条件のもとで、着ユーザが応答した（接続）ことを示す信号を加入者
線インタフェースより受信すると、着交換機から、接続メッセージを返送す
る。この接続メッセージには下記の表示が含まれる。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ
着交換機では、接続メッセージを送出する前に、パスを接続する。△

2.1.4.2　中継交換機の動作
　アドレス完了メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に対して対応す
るアドレス完了メッセージを送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽中継交換機でアドレス完了メッセージの代わりに接続メッセージを受信すると、
前位交換機に接続メッセージを送出する。△

2.1.4.6　発交換機の動作
a)　着ユーザ状態表示が「加入者空き」に設定されているアドレス完了メッセ
ージを受信すると、可能であれば呼出中表示を発ユーザに送出する。
　ＩＳＤＮアクセス表示が非ＩＳＤＮに設定されているアドレス完了メッセ
ージを受信すると発ユーザにこれを通知する。

b)　アドレス完了メッセージを受信すると、アドレス完了待ちタイマ（Ｔ７）
を停止する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽c)　接続メッセージが受信された場合には、アドレス完了待ちタイマ（Ｔ７）

は停止される（節2.1.7.6参照）。△

2.1.4.7　着交換機におけるパス接続及び応答待表示の送出
　着交換機での応答待表示（例：呼出音）の送出は、呼の種類により異なる。音
声と3.1kHz オーディオ又はアナログ被呼加入者への呼では、着ユーザからの呼出
中表示情報の受信時、あるいは着交換機内の情報から着側がインチャネルトーン
を送出しないか送出を禁止されていることがわかる場合、直ちに着交換機から発
側へのパスに応答待表示（呼出音）が送出される。
　トーンを送出するか否かにかかわらず、着交換機は着側からの接続表示受信時、
前位交換機への応答
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽／接続△
メッセージの送信前に、パス接続を行う。
　着ユーザがトーンの送出を行うので、着交換機が応答待表示を送出しない場合
は、着交換機は経過表示メッセージの受信時直ちに逆方向パスを接続する。
　応答時の完全なパス接続に関しては、節2.1.7に示す。
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2.1.4.8　相互接続がある場合のアドレス完了メッセージの返送
　アドレス完了メッセージは、もし交換機内正常性検査を適用するならば、検査
が行われるまで送信されない（勧告Ｑ．５４３［１２］参照) 。後位の網がアド
レス完了メッセージを返送できないときには、最後の№７信号方式交換機は、ア
ドレスメッセージの終了を以下の事項から判断すると、アドレス完了メッセージ
を生成し、送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　国内の番号計画で使用されている最大の桁数を受信することによって△
　c)　国内番号の分析により着ユーザへのルートを決定するために十分な桁数を

受信したことによって
▽d)後位網より、選択信号の終わりを受信することによって（例えば№５信号方

式では番号受信信号）△

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽正常処理において、後位網からのアドレス完了メッセージの受信遅延が予想さ
れる場合には、最後の№７信号方式交換機は、最後にアドレスメッセージを受信
した時から15秒～20秒（タイマ（Ｔ１１））経てからアドレス完了メッセージを送
信する。このタイムアウトの条件は節2.9.8.3の規定を考慮した上限値である。Ｔ
11が満了した時ＡＣＭが前位交換機へ送信される。Ｔ１１を起動する交換機はＴ
７を起動しない。さらに、応答待ちタイマ（Ｑ．１１８［10］節4.3.1）はＡＣＭ
送信時に開始するべきである。
△

2.1.4.9　アクセス配送表示　【規定しない】

2.1.5　呼経過メッセージ（基本呼）
　呼設定中に発側加入者に伝えるべき何らかの事象が発生した時は、アドレス完
了メッセージの送信後のみ（注）、呼経過メッセージをバックワードに返送するこ
とで通知する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もし、呼経過メッセージがメッセージ転送部の転送における２７２オクテット
の制限を越えるならば、分割メッセージの使用により、これを分割する。節2.1.12
を参照のこと。△
注）付加サービス等においては、アドレス完了メッセージの送信以前に呼経過メ
ッセージがバックワードに転送されることがある。この場合の発交換機での動
作は節2.1.5.3に記述される。

2.1.5.1　着交換機で必要な動作
　アドレス完了メッセージが送信済であり、引続き下記状況が発生すると、着交
換機から呼経過メッセージが送出される。この場合、
　－着側で呼出が行われたという表示が受信された時。
　　この時は、呼経過メッセージのイベント表示には、「呼出中」が設定される。
　－経過表示が着ユーザから受信された時。
　　この時は、呼経過メッセージのイベント表示には、「経過表示」が設定される。

　着ユーザから受信した表示に「経過識別子」が含まれている場合は、これを呼
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経過メッセージ内のアクセス転送パラメータ（公衆網内をそのまま転送される）
によって転送する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽着ユーザからの適切な経過表示を含んだ表示を受信した場合、着交換機は音声
パス接続を行ってもよい。節2.1.4.7を参照のこと。△
　呼接続に失敗し、アドレス完了メッセージの返送前にトーンやアナウンスを返
送する必要のある場合については、節2.2.4を参照のこと。

2.1.5.2　中継交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.1.5.3　発交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
▼2.1.5.4　インバンド情報送信局での動作
　アドレス完了メッセージ返送以前に発側にトーンを送信する局は、インバンド
情報利用可能を示す呼経過メッセージを逆方向に送信する。インバンド情報送信
後、後位にアドレスメッセージ送信時にはアドレス完了メッセージ制御局となる。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.1.7　応答メッセージ　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.1　着交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.2　中継交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.6　発交換機で必要な動作
　発交換機は接続完了を示す応答メッセージを受信すると、まだ接続されていな
ければ、順方向のパス接続を行う。
　発交換機が課金の制御交換機の場合、可能であれば、課金を開始してもよい。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽本規定は代表的なパス接続を示したものであり、網ごとに独自にパス接続を規
定できる。△

2.1.7.7　自動ユーザからの応答の返送
　自動応答機能を有するユーザに呼設定がなされた場合、呼出表示が省略される
ことがある。着交換機が応答表示を受信すると、▼応答メッセージを送信する。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.8　導通試験【規定しない】

2.1.9　課　金【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.11　中継網選択（国内使用)【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.12　簡易分割
　簡易分割手順は最大長を超えたメッセージの分割されたセグメントの転送のた
め、分割メッセージを使用する。オプション順方向呼表示
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽またはオプション逆方向呼表示△を含むメッセージはこの方法により分割可能
である。この手順は、その内容の長さが272オクテットを超え、544オクテット以
下の任意のメッセージの転送のためのメカニズムを提供する。
　本手順は以下のとおり。
a)　送信側交換機は、送信するメッセージがメッセージ転送部の制限272オクテ
ットを超えることを検出すると、最初のセグメントに含まれるメッセージに
続き直ちに送信される分割メッセージ中に、あるパラメータを送信すること
でメッセージ長を削減する。

b)　分割メッセージを使用して２番目のセグメント中で送信されてもよいパラ
メータは、ユーザ・ユーザ情報、
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽汎用ディジット、汎用通知、△
汎用番号及びアクセス転送パラメータである。もし、ユーザ・ユーザ情報、
【ＪＴ-Ｑ７６４では▽△を規定している】
汎用ディジット、△
汎用番号及びアクセス転送パラメータが最初のメッセージで運ぶことができ
ず、２つともが分割メッセージにも設定不可能ならば、ユーザ・ユーザ情報
は廃棄される。

c)　送信側交換機はオプション順方向呼▽設定△表示▽またはオプション逆方
向呼設定表示△に簡易分割表示を設定し、付加情報が利用可能であることを
指示する。

d)　加入者交換機▼または中継交換機▲で付加情報が利用可能であることを指
示するための簡易分割表示を設定したメッセージを受信すると、交換機は分
割メッセージを待つためにタイマＴ３４を起動する。

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
e)　分割メッセージを受信すると、タイマＴ３４を停止し、呼処理を継続する。
f)　２番目のセグメントを含む分割メッセージの前に以下にリストされた以外
のメッセージを受信した場合、交換機は２番目のセグメントが紛失したかの
ように反応すべきである。即ち、タイマＴ３４を停止し、呼処理を継続する。
　メッセージは次のとおり。
▼－　閉塞
　－　閉塞確認
　－　閉塞解除
　－　閉塞解除確認
　－　回線群状態要求
　－　回線群状態要求応答 ▲

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
g)　タイマＴ３４のタイムアウト後、呼の処理は進み、受信した２番目のセグ
メントを含む分割メッセージは廃棄される。

▼i)　期待されない分割メッセージを受信した場合には、
分割メッセージを廃棄する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.2　不完了呼設定
　呼設定の任意の時点で、接続が完了できないならば、交換機は（適用可能なら
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ば）、次の動作を行う。
a)　発ユーザに（インチャネルまたはアウトチャネルで）表示を返送する（節
2.2.4参照）、

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　呼設定のため、再ルーチングを試行する、△
　または、
　c)　前位及び／または後位交換機に対し復旧手順を起動する（節2.2.1参照）。

2.2.1　切断メッセージを生成し、送信する交換機の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠
する】

2.2.2　中継交換機の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.2.3　制御交換機の動作
　切断メッセージを前位または後位交換機から受信すると、接続パスの解放を開
始する。更に可能であれば、以下のいずれかの処理を行う。
　a)　発ユーザに接続不可の表示（インチャネルまたはアウトチャネルの）を返

送する（節2.2.4参照）。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　ルートを替え、呼設定を再度試みる。△
　c)　切断メッセージを前位または後位交換機に送信することで復旧手順を開始

する（節2.2.1参照）。
　上記a)の場合、インチャネル情報が理由表示パラメータとともに供給される旨
の表示を、呼経過メッセージまたはアドレス完了メッセージにて送信する。理由
表示値は、制御交換機により適用されるインチャネルトーンまたはアナウンスと
同様な方法で呼設定の失敗の理由を反映すべきである（節2.2.4参照）。
　制御交換機で回線再選択の準備ができると、復旧完了メッセージを前位または
後位交換機に送信する。

2.2.4　トーン及びアナウンス
　トーン及びアナウンスが適用できるかどうかは、通信路の要求表示に基づき決
定される。トーン及びアナウンスは次の通信路の要求の時、適用可能である。
　－音声
　－3.1kHz オーディオ

　呼設定に失敗し、制御交換機の後位にある交換機から発ユーザにインバンドト
ーンまたはアナウンスを返送する必要がない場合、この交換機は切断メッセージ
を制御交換機に送信する。理由表示値は制御交換機により適用されるインバンド
トーンまたはアナウンスの場合と同様な方法で呼設定の失敗の理由を反映すべき
である。
　呼設定に失敗し、交換機または着ユーザから発ユーザにインチャネルトーンま
たはアナウンスを返送しなければならない場合、その交換機または着ユーザはイ
ンチャネルトーンまたはアナウンスを送信パスに接続する。インチャネルトーン
またはアナウンスを提供する交換機においてタイムアウトが発生した場合、交換
機は前位交換機に理由表示番号♯31（その他の正常）の切断メッセージを送信す
る。
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　前位交換機にアドレス完了メッセージを返送済の時は、インチャネルトーン情
報が理由表示パラメータとともに与えられている旨を示す呼経過メッセージを前
位交換機に返送する（節2.1.5参照）。理由表示値はインチャネルトーンまたはア
ナウンスに適用されたと同様な方法で呼失敗の理由を反映すべきである。
　前位交換機にアドレス完了メッセージが返送されていない時は、理由表示パラ
メータとオプション逆方向呼表示パラメータ内に設定された「インチャネル情報」
表示を持つアドレス完了メッセージを発交換機に返送する。
理由表示値はインチャネルトーンまたはアナウンスに適用されたと同様な方法で
呼設定の失敗の理由を反映すべきである。
　特別なトーンまたはアナウンスが、ある交換機にのみ認識されるかまたは理由
表示値が規定されていないイベントのために適用されなければならない場合、理
由表示パラメータはアドレス完了メッセージにも呼経過メッセージにも含まれな
い。応答メッセージはこの場合、返送されてはならない。
　前位交換機にとって、理由表示パラメータがアドレス完了メッセージまたは呼
経過メッセージに含まれることは呼設定の不完了を意味する。相互接続が起き、
インチャネルトーンまたはアナウンスが相互接続点以遠の交換機から返送される
場合、理由表示パラメータは設定が不完了に終わる呼には含まれない。
▼ビジートーンまたは空番号トーキは理由表示を設定した切断メッセージの返送
で発側交換機から返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.3　正常の呼解放【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.3.1　発ユーザにより起動された切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.2　着ユーザ起動の切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.3　網起動の切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.4　アドレスメッセージ内情報の保存と廃棄
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽呼接続に係わる各交換機は呼設定の間、送信した（発交換機の場合）、または受
信した（中継または着交換機の場合）アドレスメッセージ情報を保存する。保存
する情報はアドレスメッセージ中の全てのパラメータを含み、そして、もし、ア
ドレスメッセージが分割されているならば、以降の分割メッセージ中の全てのパ
ラメータを含む。呼設定の間にパラメータ値が変わるならば、アドレスメッセー
ジ情報の内容は更新される。△
　アドレスメッセージ情報は、以下の場合にメモリから廃棄される。
a)　発交換機において、アドレス完了メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が受信され、発ユーザが新たな呼設定を必要とする付加サービスを要求して
いない時。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽発ユーザが付加サービスに契約している時の情報の廃棄については、ＪＴ
－Ｑ７３Ｘ〔17〕で規定する。△

b)　中継交換機でアドレス完了メッセージ
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が受信された時。

c)　着交換機でアドレス完了メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が送出され、着ユーザが新規の呼設定を必要とする付加サービスに加入して
いない時。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽着ユーザが付加サービスに契約している時の情報の廃棄についてはＪＴ－
Ｑ７３Ｘ〔17〕で規定する。△

　また、呼が既に切断され、かつ自動再試行が行われない場合も、情報は廃棄さ
れる。
2.3.5　先行切断情報転送　　【規定しない】
2.4　中断／再開
2.4.1　中　断
　中断メッセージは呼を解放しないで通信の一時的中断を指示する。このメッセ
ージは通話中／データ転送中にのみ受け付けられる。
　中断メッセージは、相互接続ノードからの終話表示またはアナログ着ユーザか
らのオンフック状態に応じて網が生成する。

a)　着交換機または相互接続交換機の動作
　相互接続交換機が終話信号を受信したり、または着交換機がオンフック状
態を受信すると、これらの交換機は前位交換機に中断（網起動）メッセージ
を▼送出する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

b)　中継交換機の動作
　中断メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に中断メッセージを
送出する。

c)　制御交換機（その他制御交換機）の動作
　オンフック状態、終話表示または中断メッセージを受信すると、制御交換
機ではオフフック状態、再応答表示、再開（網起動）メッセージまたは切断
メッセージの受信を確認するため、タイマ（Ｔ６）を起動▼する。
　タイマＴ６の値は、２～４秒とする▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　タイマ（Ｔ６）のタイムアウト時は節2.4.3の手順が適用される。

2.4.2　再　開【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.4.3　タイマＴ６のタイムアウト
　再接続要求または再開（網起動）メッセージがタイマ（Ｔ６）以内に受信され
ない場合、タイマを開始した交換機は両側に切断手順を開始する。切断メッセー
ジには理由表示値♯16を使用する。

2.7　エコー制御手順【規定しない】
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2.8　網機能
2.8.1　自動再試行【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
2.8.2　回線▽および回線群△の閉塞と閉塞解除
　回線の閉塞（閉塞解除）メッセージ▽および回線群閉塞（回線群閉塞解除）メ
ッセージ△は、通話路装置または保守システムが、回線の障害時にまたは試験実
施時に、相手局にて回線にトラヒックを加えないようにする（トラヒックを戻す）
ために設けられている。
　ＩＳＤＮユーザ部で制御される回線は両方向運用の機能を有するため、閉塞メ
ッセージ▽または回線群閉塞メッセージ△は、両方の交換機から送出することが
できる。１つの閉塞メッセージ▽または回線群閉塞メッセージ△を受信すると、
閉塞解除メッセージ▽または適当な回線群閉塞解除メッセージ△をそれぞれ受信
するまで、当該回線に対して試験呼以外の呼を疎通しない。しかし入試験呼につ
いては拒否せずに処理する。▼ただし、伝送路故障時の閉塞状態においては、試
験呼も拒否される。▲また、閉塞メッセージ▽もしくは回線群閉塞メッセージ△
を送出した交換機からの出接試験呼も処理する。非試験アドレスメッセージは異
常状態とする〔節2.8.2.3xivを参照〕。閉塞、閉塞解除▽、また回線群閉塞、回線
群閉塞解除△の各メッセージに対しては、それぞれ閉塞確認、閉塞解除確認▽、
また適当な回線群閉塞確認、回線群閉塞解除確認△メッセージを用いて常に確認
手順が取られる。これらの確認メッセージは、閉塞または閉塞解除の適切な動作
がとられるまでは送出されない。切断メッセージを受信しても閉塞メッセージを
解除し、障害の可能性のある回線を運用に供するようにすべきではない。閉塞回
線▽または回線群△は、一方の交換機では閉塞解除確認メッセージ▽または適当
な回線群閉塞解除メッセージ△を送出した時点で、他方の交換機では閉塞解除確
認メッセージ▽または適当な回線群閉塞解除メッセージ△を受信した時点で運用
に戻される。
▽マルチレート呼における回線の使用は、閉塞／閉塞解除手順に影響しない。閉
塞／閉塞解除手順は、呼毎ではなく、回線単位に適用される。△
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
2.8.2.1　閉塞メッセージ受信時のその他の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.8.2.2　回線群閉塞及び閉塞解除メッセージ【規定しない】

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
2.8.2.3　閉塞▽及び回線群閉塞△の異常手順
　回線群閉塞／閉塞解除手順にて発生する異常状態に対処するため、次の手順を
設ける。
　ⅰ) 【規定しない】

　ⅱ) 【規定しない】

　ⅲ) 【規定しない】

　ⅳ） 【規定しない】
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　ⅴ） 【規定しない】

　ⅵ） 【規定しない】

　ⅶ） 【規定しない】

　ⅷ） 【規定しない】

　ⅸ） 【規定しない】

　ⅹ） 閉塞された回線に対して閉塞メッセージを受信した場合は、閉塞確認メ
ッセージを送信する。

　xⅰ） 閉塞解除された回線に対して閉塞解除メッセージを受信した場合は、閉
塞解除確認メッセージを送信する。

　xⅱ) 閉塞メッセージに対する確認メッセージとして期待していない閉塞確認
メッセージを受信した場合、
－自局閉塞されている回線に関する閉塞確認メッセージは、廃棄される。
－自局閉塞されていない回線に対するメッセージの場合は、▼閉塞解除
メッセージが送信される。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

　xⅲ） 閉塞解除メッセージに対する確認メッセージとして期待されていない閉
塞解除確認メッセージを受信した場合、
－自局閉塞されていない回線に対して受信した閉塞解除確認メッセージ
は、廃棄される。

－自局閉塞されている回線に対するメッセージの場合は、▼閉塞メッセ
ージが送信される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

　xⅳ） 他局閉塞状態の回線で非試験アドレスメッセージを受信した場合は、回
線の他局閉塞状態を解除し、その回線が自局閉塞もされていない場合は、
アドレスメッセージは通常通り処理される。自局閉塞されている場合は、
アドレスメッセージは廃棄される。これは、保守閉塞、ハードウェア閉
塞、またはその両方のいずれに対しても適用される。しかしながらこれ
は回線を閉塞解除する方法としては好ましいものではない。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽xⅴ） 交換機がＩＳＤＮユーザ部の制御対象ではない回線を示す回線群閉塞

（閉塞解除）メッセージを受信しても、それらの回線は無視される（た
だし、そのメッセージのラベルに示されている回線はこの限りではない）。
△

2.8.3　回線群状態要求
2.8.3.1　概　要【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
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2.8.3.2　回線状態の解釈
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　回線状態要求手順のために状態が定義されており、これらは下記▼３つの▲主
要な範疇に分類される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　　１．未実装及び過渡状態
　　２．呼処理状態
　　３．保守閉塞状態
　▽４．ハードウェア閉塞状態△
　未実装及び過渡状態の２状態は他の状態とオーバーラップすることはない。

　呼処理状態には、下記が含まれる。
　　１．空
　　２．入回線として使用中
　　３．出回線として使用中

　保守閉塞状態には、下記が含まれる。
　　１．非閉塞
　　２．相手局閉塞
　　３．自局閉塞
　　４．両局閉塞

▽ハードウェア閉塞状態には、下記が含まれる。
　　１．非閉塞
　　２．相手局閉塞
　　３．自局閉塞
　　４．両局閉塞△

　ＩＳＤＮユーザ部にとって使用できない回線は、「未実装」である。この回線で
は呼処理または保守作業を実施することはできない。これは独立な状態であって
他の状態とオーバーラップすることはない。
　「過渡状態」は、呼処理または保守動作における過渡的状態を示している。
呼処理では、以下の場合、過渡状態となる。
a)　アドレスメッセージを送出した後で、最初の逆方向メッセージを待ってい
る時▽（中断呼を、回線群状態要求の観点から過渡状態とすべきか否かは、
更に考察の必要がある。）△

b)　切断メッセージを送出した後で、復旧完了メッセージを待っている時、

　過渡的保守状態は、交換機が▽（群）△閉塞／閉塞解除メッセージを送出した
後で、相手交換機から適切な▽（群）△閉塞／閉塞解除確認メッセージを待って
いる時をいう。
　また回線（群）リセットメッセージが確認される迄の間は、その回線状態は過
渡状態にある。
　「空」状態は、実装されており、話中ではない回線の呼処理状態をいう。「入回
線として使用中」または「出回線として使用中」は、安定した呼処理状態である。
　▽ハードウェア又は△保守の「相手局閉塞」状態とは、相手交換機が閉塞を起
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動した旨、交換機がマークした状態をいう。保守閉塞状態は「空」、「入回線とし
て使用中」または「出回線として使用中」の各状態と共存することができる。▽
ハードウェア閉塞状態は、ハードウェア閉塞が要求された段階で直ちに呼を切断
する為、「空」呼処理状態とのみ共存することができる。△
　▽ハードウェアまたは△保守の「自局閉塞」状態は、自局交換機が相手交換機
に対して閉塞を起動し、適切な確認を受信した旨マークした状態をいう。保守閉
塞状態は「空」、「入回線として使用中」または「出回線として使用中」の各状態
と共存することができる。▽ハードウェア閉塞状態は、ハードウェア閉塞が要求
された段階で直ちに呼を切断する為、「空」呼処理状態とのみ共存することができ
る。△

　回線群状態要求手順を開始するには、送出側交換機は、状態要求対象回線をル
ーチングラベルおよび範囲フィールドに表示した回線群状態要求メッセージを送
出する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もしこの回線群状態要求に対する応答を、タイマＴ２８のタイムアウト前に受
信することができなければ、保守システムにその旨通知しなければならない。△
　受信交換機は、回線群状態要求メッセージを処理し、対象の回線状態を回線状
態表示に設定した回線群状態応答メッセージを返送する。

2.8.3.2Ａ　回線状態の解釈【規定しない】

2.8.3.3Ａ　検査手順【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.8.3.3Ａ.1　呼処理状態に誤りがある場合の措置
▼１．自局が出側回線使用中または入側回線使用中で、相手局が未実装の場合
　　　・回線を空きにする。
　　　・当社ＬＳと接続時は復旧完了メッセージを送出する。
　２．自局が回線未実装で相手局が出側回線使用中または入側回線使用中の場合
　　　・回線状態が一致したものとみなす。
　３．自局が回線空きで、相手局が出側回線使用中または入側回線使用中の場合
　　　・相手局側で回線を空きにするため切断メッセージを送出する。
　４．自局が回線使用中で、相手局が回線空きの場合
　　　・切断メッセージを送出する。
　　　・復旧完了メッセージ受信後自局の回線を空きにする。
　５．両局とも入側回線使用中または出側回線使用中の場合
　　　・回線を切断するため、切断メッセージを送出する。
　　　・復旧完了メッセージ受信後回線を空きにする。
　６．自局が空きで、相手局が未実装または自局が未実装で、相手局が空きの場合
　　　・回線状態が一致したものとみなす。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.8.3.3Ａ.2　保守状態において誤りがあった場合の措置
▼１．自局では相手局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・自局側の閉塞状態を解除する。
　　　・保守システムに通報する。
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　２．自局が相手局閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で自局閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージ

を送出する。
　　　・当社ＬＳとの接続において自局が伝送路故障中の相手局閉塞の場合は自

局側を両局閉塞とする。
　３．自局が自局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で相手局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを

送出する。
　４．自局が自局閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・自局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　５．相手局が相手局閉塞で、自局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で非閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージを

送出する。
　６．相手局が相手局閉塞で、自局が相手局閉塞の場合
　　　・相手局側で非閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージを

送出し、自局側を非閉塞とする。
　　　・当社ＬＳとの接続において自局が伝送路故障中の相手局閉塞の場合は自

局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　７．相手局が相手局閉塞で、自局が両局閉塞の場合
　　　・自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　８．相手局が自局閉塞で、自局が非閉塞の場合
　　　・自局側を相手局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　９．相手局が自局閉塞で、自局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で両局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを送

出する。
　10．相手局が自局閉塞で、自局が自局閉塞の場合
　　　・相手局側で両局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを送

出し、自局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　11．自局が非閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で自局閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージ

を送出し、自局側を相手局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　12．自局が両局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で相手局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを

送出し、自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　13．自局が非閉塞で、相手局が未実装の場合
　　　・自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　14．上記以外の場合
　　　・回線状態は一致したものとみなす。
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　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9　異常状態
2.9.1　二重捕捉【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.9.1.1　制御不可の時間【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.9.1.2　二重捕捉の検出
　二重捕捉は交換機がアドレスメッセージを送出した回線に対して有効な逆方向
メッセージを受信する前にアドレスメッセージを受信することにより検出できる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽回線群の中には64kbit/sコネクションタイプとマルチレートコネクションタイ
プが混在することがあるため、異なるコネクションタイプの呼による二重捕捉が
起こり得る。この場合、これらのアドレスメッセージは異なる回線番号を持つこ
ともある。△

2.9.1.3　防止動作
　二重捕捉の発生を小さくするためにいくつかの回線選択法が考えられる。次に
２つの方法を示す。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽マルチレートコネクションタイプを提供する両方向運用回線群に対しては（以
下に示される）方法１だけを使用するべきである。マルチレートコネクションタ
イプを提供しない両方向運用回線群に対しては、方法１と方法２のいずれを使用
しても良い。△
それぞれの方法の適用領域および２つの方法がうまく相互接続できるかどうかに
ついては今後検討が必要である。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽回線選択の他の方法もこれら２つの方法のいずれかが他端で適用されたときに
同程度の二重捕捉の防止効果があるならば適用できる。△
　　－方法１

　両方向運用回線群のそれぞれの交換機で回線の選択順位を逆にする。
　　－方法２

　両方向運用回線群を制御している交換機は、制御権を有する回線群に対して優
先権を持つ（節2.9.1.4参照）。この回線群については最も早く解放された回線が
選択される（ファーストイン、ファーストアウト）。また、両方向運用回線群を制
御している交換機は制御権を有していない回線群に対して非優先権を持つ。この
非優先回線群については、優先権を持つすべての回線が使用中なら最も遅く解放
された非優先回線が選択される（ラストイン、ファーストアウト）。
　呼制御の点から両方向回線群はサブグループに分割される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽№７信号方式が長い伝搬時間を有する信号リンクを使用する場合には防止動作
を取る必要がある。△
▼なお、当社網の各交換機では、方法２を適用する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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2.9.1.4　二重捕捉の検出時に取るべき動作
▼各交換機は、両方向運用の回線群の半分について制御権を有することになる。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
二重捕捉を検出すると、回線の制御権を有する交換機によって処理される呼は続
行して処理され、受信したアドレスメッセージは無視される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽このアドレスメッセージが分割メッセージにより分割されていた場合、その第
２セグメント（分割メッセージ）も無視される。
　次のいかなる後続番号も無視される。△
　これらの条件下では制御交換機によって処理される呼は完了される。制御権を
有しない交換機によって処理される呼は中止され、回線は解放される。切断メッ
セージは送出されない。非制御交換機は同一または代替ルートに対して自動再試
行を行う。
　制御交換機は以下のように決定される。
a)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽マルチレートコネクションタイプではない呼の場合は、△
各交換機は両方向運用回線群の半分の回線について制御権を有する。大きい
信号局コードを有する交換機は偶数番号を持つ全回線（回線番号）に対して
制御権を有し、もう一方の交換機は奇数の回線に対して制御権を有する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　異なるコネクションタイプの呼の場合は、

64kbit/s回線の回線数の大きい方の呼を処理している交換機が制御交換機
となる。

c)　同じマルチレートコネクションタイプの呼の場合は、
　その呼で要求されている64kbit/s回線の回線数で回線番号を割り、この演
算の整数部分が結果として取られる（すなわち、端数は捨てられる）。
－　その結果が偶数の場合は大きい信号局コードを有する交換機がそのコネ
クションを制御する。
－　その結果が奇数の場合は小さい信号局コードを有する交換機がそのコネ
クションを制御する。
△

2.9.2　交換機間ディジタル回線の伝送警告処理
　伝送システムの障害を検出すると通話路装置に通知する障害通知機能を有する
完全ディジタル回線が交換機間に設定されている場合には、通話路装置は障害継
続中は該回線の選択を禁止する。

2.9.3　回線および回線群のリセット【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.9.3.1　回線リセットメッセージ
　影響を受けた回線が少ない場合にはそれぞれの回線に対して回線リセットメッ
セージを送出する必要がある。回線リセットメッセージを受信すると影響を受け
ない交換機は次の動作を行う。
a)　受信交換機が呼設定中または通信中の場合に、この回線に対して出側また
は入側交換機として動作している場合には受信メッセージを切断メッセージ
として受け付け、回線を空き状態とした後で復旧完了メッセージを送ること
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により応答する。
b)　回線が空き状態の場合には受信メッセージを切断メッセージとして受け付
け復旧完了メッセージを送出することにより応答する。

c)　以前に閉塞メッセージを送出した場合または前述したように回線をリセッ
トできない場合には閉塞メッセージを返送する。入呼または出呼として処理
中の場合には、呼は解放され回線は空き（閉塞中）状態となる。▼切断メッ
セージまたは復旧完了メッセージに続き、閉塞メッセージが送出される。▲
閉塞メッセージの場合には影響を受けた交換機は確認メッセージを返送する
必要がある。
　確認メッセージが受信されない場合には節2.9.4の再送手順を実行する必
要がある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

d)　以前に閉塞メッセージを受信していた場合に、当該回線で出接続中又は呼
設定を行おうとしている呼を解放するとともに、閉塞状態を解除し、回線を
空き状態とし、復旧完了メッセージで応答する。

e)　アドレスメッセージ送出後でかつ逆方向メッセージ受信前に回線リセット
メッセージを受信した場合には回線を解放し、適切な回線があれば他の回線
に対して自動再試行を実行する。

f)  回線リセットメッセージ送出後、回線リセットメッセージを受信した場合、
復旧完了メッセージで応答する。回線は、▼空き状態とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

g)　適切な方法（例・解放）により、その回線に接続されている回線を解放す
る。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽h)　回線リセットメッセージがマルチレートコネクションタイプで使用されて

いる回線を示した場合はさらに、この回線リセットメッセージで示されてい
る回線以外で当該呼に使用されている回線をすべて解放するために、それら
の回線に対する回線リセットメッセージ（もしくは、回線群リセットメッセ
ージ）を影響を受けた交換機に送出する。あるいは、もうひとつの方法とし
て、この回線リセットメッセージを受信した交換機が、当該回線のリセット
手順を終える前に、通常の解放手順を用いて、この回線リセットメッセージ
に示されている回線以外に当該呼に使用されている回線の解放を行っても
よい。△

　影響を受けた交換機はその後回線リセットメッセージに対する応答にもとづい
てメモリを再生し、受信したメッセージに対して正常時と同じ動作を行う。すな
わち、閉塞メッセージに対して、閉塞確認メッセージが返される。回線リセット
メッセージに対して▼10秒（Ｔ１６）▲以内に応答としての復旧完了メッセージ
の受信がない場合には回線リセットメッセージを再送する必要がある。回線リセ
ットメッセージの送出後、▼１分（Ｔ１７）▲以内に応答がない場合には保守シ
ステムに通報する必要がある。しかし、回線リセットメッセージの送出は保守の
介入が起こるまで▼１分（Ｔ１７）▲間隔で続行する必要がある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.3.2　回線群リセットメッセージ
　多数の回線または全回線がメモリ破壊により影響を受けた場合、新しい呼に対
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してそれらを使用可能にするため回線群リセットメッセージを使用する必要があ
る。
　回線群リセットメッセージでリセットされる回線の最大数は、▼12▲に制限さ
れる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　回線群リセットメッセージを受信するとメモリ破壊の影響を受けない交換機は
次の動作を行う。
▼なお、回線群リセットメッセージを送信する場合は、回線番号の若番からシー
ケンシャルに制御を行う。（回線群リセット確認メッセージ受信後に次の回線群
リセットメッセージを送信する）▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
a)　回線を空き状態とする。
b)　【規定しない】
c)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　使用可能な回線の状態表示ビット▽又は、ハードウェア障害のために閉塞
されている回線の状態表示ビット△を“０”に設定し、また保守の目的で閉
塞された全回線の状態表示ビットを“１”に設定された回線群リセット確認
メッセージで応答する。

d)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　以前に当該回線群の中の１つ以上の回線に対して閉塞メッセージ▽または
回線群閉塞メッセージ△を受信している場合には、閉塞状態を解除し当該回
線を使用可にする。

e)　回線群リセットメッセージまたは回線リセットメッセージを送出後に回線
群リセットメッセージを受信した場合には、適切な確認メッセージ受信後、
当該回線を使用可にする。

f)　相互に連結されている回線群を解放するために、適切なメッセージが送信
されるべきである。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽g)　回線群リセットメッセージがマルチレートコネクションタイプで使用され

ている回線を示した場合はさらに、この回線群リセットメッセージで示され
ている回線以外で当該呼に使用されている回線をすべて解放するために、そ
れらの回線に対する回線リセットメッセージ（もしくは、回線群リセットメ
ッセージ）を影響を受けた交換機に送出する。あるいは、もうひとつの方法
として、この回線群リセットメッセージを受信した交換機が、当該回線のリ
セット手順を終える前に、通常の解放手順を用いて、この回線群リセットメ
ッセージに示されている回線以外に当該呼に使用されている回線の解放を
行ってもよい。△

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　影響を受けた交換機は受信した▽回線群閉塞メッセージ、△回線群リセット確
認メッセージにもとづいてメモリ内容を再構成する。▽交換機は受信した回線群
閉塞メッセージに対しては正常時と同様な手順で応答する。△
　回線群リセットメッセージに対する確認信号が▼10秒（Ｔ２２）▲以前に受信
されない場合には、回線群リセットメッセージは再送される必要がある。確認メ
ッセージが回線群リセットメッセージの最初の送出時から▼１分（Ｔ２３）▲以
内に受信されない場合には、保守システムに通報する必要がある。しかし、回線



技別 4－72

群リセットメッセージの送出は保守介入があるまで▼１分（Ｔ２３）▲間隔で続
行する必要がある。
　正しい確認メッセージは、範囲情報とルーチングラベル中に示される回線番号
について、回線群リセットメッセージに一致している必要がある。回線群リセッ
トメッセージと回線群リセット確認メッセージの両方のルーチングラベル中の回
線番号は、ＩＳＤＮユーザ部が制御している回線に属している必要がある。
　▼回線群リセットメッセージと回線群リセット確認メッセージの範囲で示され
る回線番号は、ＩＳＤＮユーザ部が制御している回線に属さない場合がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.3.3　異常回線群リセットメッセージ手順
ⅰ) 許容回線数以上のリセットを表示した回線群リセットメッセージを受信した

交換機はそのメッセージを破棄する。
ⅱ) 送信した回線群リセットメッセージに対して正しい回線群リセット確認メッ

セージが受信できない場合、その確認メッセージを破棄する。
ⅲ) ＩＳＤＮユーザ部の制御下にない回線のリセットを要求した回線群リセット

メッセージ▼を受信した場合、回線群リセットメッセージを処理し、回線群
リセット確認メッセージを返送する。この場合、回線群リセット確認メッセ
ージには「閉塞状態」を設定する。また、ＩＳＤＮユーザ部の制御下にない
回線番号を範囲に含む回線群リセット確認メッセージを受信した場合、その
メッセージを処理する。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.4　閉塞／閉塞解除手順の誤り
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

　交換機は閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線群閉塞解除）
メッセージ△に対する応答として適切な確認メッセージを▼４～15秒（Ｔ１２、
Ｔ１４）▲以内に受信できなかった場合には閉塞（閉塞解除）メッセージ▽また
は回線群閉塞（回線群閉塞解除）メッセージ△を再送する（節2.8.2参照）。最初
の閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線群閉塞解除）メッセー
ジ△送出後▼１分（Ｔ１３、Ｔ１５）▲以内に確認が受信されない場合には保守
警報を出す必要がある。閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線
群閉塞解除）メッセージ△は保守介入および当該通信回線が運用から外される（ま
たは、運用に戻される）まで▼１分▲間隔で送出し続けなければならない。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.5　不合理信号情報の受信
　信号方式のメッセージ転送部（ＭＴＰ）では、メッセージの順序逆転、二重配
送の発生率は小さい。（勧告Ｑ．７０６［１４］参照）しかし、信号リンクレベル
での見逃し誤りおよび交換機異常により曖昧もしくは不適当な信号情報メッセー
ジが発生することがある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

　▽不合理信号情報、又は予期しない信号情報もまた、網内の異なった交換機間
での信号プロトコルの拡充のレベル差の為、交換機で受信されることがある。
　より拡充された版のプロトコルを使用している交換機は、その交換機より低水
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準の交換機に対してその交換機のサポートしているプロトコル定義以外の情報を
送出する場合がある。△
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　以下に示される手順は、閉塞▽、回線群閉塞△、回線群リセットに対する手順
を含んでいない。これらの手順は各々節2.8.2.3、節2.8.3.3に包含されている。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽以下のものはメッセージフォーマット誤りであるとみなされる。
a)　メッセージ長が、固定長必須部、可変長必須ポインタ及びオプションパラ
メータの開始ポインタの為に要求されたオクテット長に満たない。

b)　可変長必須またはオプションパラメータの開始ポインタが、メッセージ長
を越えている。

c)　可変長必須またはオプションパラメータ長表示が、全メッセージ長の超過
をもたらしている。

　メッセージフォーマット誤りが検出されると、メッセージは廃棄される。

　注：メッセージが認識される時のみ、フォーマット誤りは検出される。

　フォーマット誤りの検出の目的で、メッセージ長は以下のいずれかで解釈され
る。
(ⅰ) 受信メッセージ長、又は、
(ⅱ) 最大メッセージ長（272オクテット）

　解釈(ⅰ)は解釈(ⅱ)で発見できないエラーを検出できるので、解釈(ⅰ)が望ましい。
しかし、受信メッセージ長が、ＭＴＰによってそのユーザに渡されることをＭＴ
Ｐ標準には含まれていない。△

2.9.5.1　予期しないメッセージの処理
　予期しないメッセージとは、この交換機において提供されたセット内にあるメ
ッセージ種別コードを含むが、現在の呼の状態で受信されることが期待されてい
ないメッセージである。
　予期しないメッセージを受信した場合、回線状態のあいまいさをなくすため以
下の動作を実行する。
a)　空き状態の回線に切断メッセージを受信した場合には、復旧完了メッセー
ジで応答する。

b)　空き状態の回線に復旧完了メッセージを受信した場合には、このメッセー
ジは廃棄される。

c)　切断メッセージを送出していない使用中回線に▼復旧完了メッセージが受
信された場合▲には、回線は解放され切断メッセージが送出される。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽d)　分割メッセージを受信し、かつ呼により回線捕捉されている場合には、簡

易分割表示に分割が示されていないならば分割メッセージは廃棄される。
e)　切断メッセージを受信していないマルチレートコネクションタイプの呼に
よる使用中回線の一つから復旧完了メッセージを受信した場合には、その呼
は開放され、全回線を空きとし、その呼に使用された複数64kbit/s回線の最



技別 4－74

低位回線番号を示した切断メッセージが送出される。△
f)　他の予期しない信号メッセージが受信された場合には次に示す動作を実行
する。
－回線が空きの場合には回線リセットメッセージを送出する。
－回線が呼により捕捉されており、呼設定に必要な逆方向メッセージ受信後
の場合には
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ｃ）項に記述されているように特定の場合を除き、△
予期しない信号メッセージを廃棄する。
－回線が呼により捕捉されており、呼設定に必要な逆方向メッセージ受信前
の場合には回線リセットメッセージを送出する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽（又は、マルチレートコネクションタイプの呼の場合は、回線群リセッ
トメッセージまたは複数のリセット回線メッセージが送出される。）△
　回線が入呼により捕捉されている場合、相互に接続されている回線は解
放される。回線が出側の呼により捕捉されている場合には、他の回線によ
り自動再試行を行う。

▼g)　ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で規定されるプロトコル制御表示のコード値の不
一致によって引き起こされる不合理な信号メッセージが逆方向の呼設定メ
ッセージに含まれて受信され、その不一致の状態が影響されるパラメータを
低いネットワーク機能と想定することによって一致させられるならば、当該
呼はサービス要求を満足する限り継続を許容すべきである。▲

▼あるケース(節2.9.1参照)を除いて、受信された他の期待されないメッセージは、
廃棄される。信号情報廃棄により呼が完結できない場合には、呼は最終的にはタ
イマの満了により解放される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.9.5.2　認識不可信号情報メッセージとパラメータ受信時の一般的要求
▼通常、交換機は、隣接交換機が適用している信号方式もしくはそのバージョン
を認識している。しかし、▲交換機が認識不可情報、即ち識別不可能なメッセー
ジ、パラメータ種別やパラメータ値を受信する場合がある。これは通常、網内の
他交換機で使用される信号方式の拡充に起因されることが典型的である。▼認識
不可とインプリメントしていない機能の区別はしない。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽これらの場合、以下のコンパチビリティ手順が引き続く網動作を保証するため、
起動される。△
　認識不可情報受信時の手順では、以下を用いる。
▽－認識不可情報と同じメッセージで受信されたコンパチビリティ情報
　－コンフュージョンメッセージ△
　－切断メッセージ
　－復旧完了メッセージ
▽－理由表示パラメータ：以下の理由表示番号が用いられる。
　　－（♯97） メッセージ種別未定義または未提供、廃棄
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　　－（♯99） 情報要素／パラメータ未定義または未提供、廃棄
　　－（♯103）未定義、又は未提供のパラメータの通過（注）
　　－（♯110）認識不可能なパラメータを持つメッセージの廃棄

注：この理由表示値はＴＴＣ標準第Ⅲ巻　第２分冊（第７版）のＩＳＤＮユー
ザ部から受信される場合があるが、本標準のＩＳＤＮユーザ部からは生成
されない。

　上記理由表示値は、全て診断情報フィールドを含み理由表示値に依存し、認識
不可パラメータ名、メッセージ種別コード、またはメッセージ種別コードおよび
認識不可パラメータ名のいずれかを含んでいる。△
　手順は以下の仮定に基づく
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ⅱ）フォワードコンパチビリティ情報は、異なる交換機では違う指示を含む。

二種類の交換機があり、それはタイプＡおよびタイプＢの交換機である。タ
イプＡとタイプＢ交換機がなしうる機能的なタイプの分類を以下に示す。そ
れは、呼毎に決定する。機能的なタイプへの交換機の分類は呼の間に例えば
付加サービスのために変わることができる。
タイプＡ：
－発側交換機、すなわち、公衆網より呼を生成する交換機である。
－着側交換機、すなわち、公衆網での呼が到着する交換機である。
－相互接続交換機、すなわち、ＩＳＤＮユーザ部と他ユーザ部、又は他信
号方式で相互接続される交換機である。

タイプＢ：
中継交換機、即ち、中継ノードとして動作を行う交換機のことである。
△

　ⅳ）全てのインプリメンテーションにおいて最小限、▼表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６４で規定されている全てのメッセージ▲を認識できる必要がある。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　ⅴ）【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

交換機が、認識不可能なメッセージもしくはパラメータ▼又はパラメータ値
▲を受信したことを示す
▽コンフュージョン、△切断▽、復旧完了△を受信した場合、異なる機能レ
ベルの交換機との相互動作であると仮定する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
本詳細は、節2.9.5.3を参照。

　ⅵ）全ての受信されうる認識不可メッセージは、オプションパラメータとして
コード化されたパラメータのみを含む。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽新規メッセージは、固定長必須または可変長必須パラメータを含まない。
△

▼これらのメッセージの受信でとられる動作は呼の状態及び影響を受けるサービ
スに起因する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽コンパチビリティ情報が無いメッセージで、かつ認識不可のメッセージを受信
した場合そのメッセージは廃棄されコンフュージョンメッセージが送出される。
　認識不可能なパラメータやメッセージを受信した時、パラメータコンパチビリ
ティ情報パラメータや、メッセージコンパチビリティ情報パラメータのそれぞれ
に含まれたいくつかの対応する動作指示を交換機は探すべきである。パラメータ
コンパチビリティ情報パラメータは、二つ以上のパタメータに対するコンパチビ
リティ動作指示を含んでもよい。メッセージコンパチビリティ情報パラメータは、
完全なメッセージの処理に対する明確な動作指示を含んでいる。
　適切なコンパチビリティパラメータによる動作指示を交換機側が認識出来ない
場合、あるいはそのコンパチビリティパラメータがメッセージ中にない場合、交
換機の動作は基本動作に従う。その詳細は節2.9.5.3に示されている。
　指示表示はブーリアン表示のセットである。以下の一般的ルールは、これらの
動作指示の分析に適用される。
ⅰ） 呼に対する交換機の役割、即ちタイプＡ、又はタイプＢ交換機の設定内

容により表示の一部のみが検査され、無視される部分もある。
　タイプＢ交換機のみ、「中継交換機転送表示」を検査する。その表示が「中
継交換機解釈」に設定されていれば、他の表示は無視される。その表示が
「終端ノード解釈」に設定されていれば、要求された動作が行われる。
　タイプＡ交換機は常に残りの表示を判断し、即ちその表示は「中継交換
機転送表示」を除いた全ての表示である。結果として「終端ノード解釈」
はあらゆる種類の交換機、即ちタイプＡとタイプＢ交換機は、動作指示表
示を解釈しなければならないという事を意味している。

ⅱ） 「予備」として示された動作指示表示は検証されない。これらはＩＳＤ
Ｎユーザ部の将来のバージョンにて使用されうるが、その場合でも、現在
定義されている動作指示表示には適正な値が定義される。これにより、将
来さらに多くの動作指示が定義されても後方コンパチビリティに問題が生
じないことを保証する。

ⅲ） 交換機は、コンパチビリティ動作を行う前に、その呼に対してどの交換
機タイプなのかを決定しなければならない。

ⅳ） タイプＢ交換機では、「中継交換機転送表示」が「中継交換機解釈」に設
定されている場合、認識不可情報は透過的に通過されなければならない。

ⅴ） 認識不可情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機において「呼解
放表示」が「呼を解放する」に設定されている場合、呼は解放される。タ
イプＡ交換機において「呼解放表示」が「呼を解放する」に設定されてい
る場合、呼は解放される。

ⅵ） 認識不可情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機又は、タイプＡ
交換機において、「呼解放表示」が「呼を解放しない」に設定されている場
合、以下のケースが適用される。
－「メッセージ廃棄表示」または「パラメータ廃棄表示」が「メッセー
ジを廃棄する／パラメータを廃棄する」に設定されている場合、その
メッセージまたはパラメータは動作指示により廃棄される。

－そして次に、「通知送信表示」が「通知を送信する」に設定されている
場合コンフュージョンメッセージが認識不可情報を送出した交換機に
対して送出される。

ⅶ） 認識不可パラメータの場合には、動作指示は、認識不可パラメータもし
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くはそれを含むメッセージのどちらかを廃棄する事を要求することが可能
である。この手順は送出側交換機が、そのメッセージをこのパラメータ無
しで処理を続けることに応じられないことを決定する場合のために提供さ
れる。

ⅷ）　 １つのパラメータが同一メッセージ中に２つ以上含まれている場合には、
パラメータコンパチビリティ情報パラメータの動作指示表示は可能なコー
ディングの中で最も厳しい組合せに従って設定される。（即ち動作指示表
示内のビット情報「１」は有効である。）

ⅸ） １つのメッセージが、同時に２つ以上の手順のために使用されたり、関
連する標準に記述されているメッセージコンパチビリティ情報パラメータ
の動作指示表示のコーディングが異なる場合には、動作指示表示は可能な
コーディングの中で最も厳しい組合せに従って設定される。（即ち動作指
示表示内のビット情報「１」は有効である。）

ⅹ） タイプＡ交換機において、「通過」がメッセージ又はパラメータに設定さ
れていたが、「通過」が不可である場合、「通過不可表示」及び▼「通知送
信表示」▲がチェックされる。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
xⅰ） 例えば、再試行の場合、ＩＡＭのパラメータが廃棄された表示を持つコ

ンフュージョンメッセージが送信または通過されるならば、このパラメー
タは新しいアドレスメッセージで送信されない。

xⅱ） 交換機がパラメータコンパチビリティ情報パラメータに従う「メッセー
ジ廃棄」動作指示を適用するならば、交換機は第１セグメントとタイマＴ
34がスタートした時に関係している分割メッセージを廃棄する。

xⅲ） 認識不可情報が広帯域／狭帯域相互接続点で受信されたならば、広帯域
／狭帯域相互接続表示がチェックされる。

xⅳ） コンパチビリティ情報を受信した時の処理を下表に明記する。
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表10／ＪＴ－Ｑ７６４　メッセージコンパチビリティ情報パラメータ受信時

動作指示
表示

Ｂ Ｃ Ｄ

要　　　求　　　動　　　作

０
０

０
１

×
０

１
×

０
１

１
×

メッセージ通過（注１）、（注２）、（注３）
メッセージ廃棄

メッセージ廃棄、通知送信
呼解放

ビット　Ｂ：呼解放表示
０　呼を解放しない
１　呼を解放する

ビット　Ｃ：通知送信表示
０　通知を送信しない
１　通知を送信する

ビット　Ｄ：メッセージ廃棄表示
０　メッセージを廃棄しない（通過）
１　メッセージを廃棄する

　通過が設定されている（ビットＤ ＝０）が通過不可ならばビットＣとＥがチェ
ックされる

ビット　Ｅ：通過不可表示
０　呼解放
１　情報廃棄

ビット　ＧＦ：広帯域／狭帯域相互接続表示
００　通過
０１　信号破棄
１０　呼解放
１１　予約、「００」と想定

注１：「×」＝無視
注２：タイプＢ交換機や国際関門交換機に適用する。他の交換機（例えば、発

側、着側、相互接続交換機）は要求動作を決定するためビットＥをチェッ
クする。

注３：メッセージを通過する場合には、通知は一切送出せずビットＣは無視さ
れる。



技別 4－79

表11／ＪＴ－Ｑ７６４　パラメータコンパチビリティ情報パラメータ受信時

指示識別子

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
要　　　求　　　動　　　作

０
０
０
０
０
０
０
１

×
０
０
０
１
１
１
×

０
０
１
１
０
１
１
×

０
１
０
１
１
０
１
×

パラメータ通過（注２）
パラメータ廃棄
メッセージ廃棄
メッセージ廃棄
パラメータ廃棄で通知送信有り
メッセージ廃棄で通知送信有り
メッセージ廃棄で通知送信有り
呼解放

ビット　Ｂ：呼解放表示
０　呼を解放しない
１　呼を解放する

ビット　Ｃ：通知送信表示
０　通知を送信しない
１　通知を送信する

ビット　Ｄ：メッセージ廃棄表示
０　メッセージを廃棄しない（通過）
１　メッセージを廃棄する

ビット　Ｅ：パラメータ廃棄表示
０　パラメータを廃棄しない（通過）
１　パラメータを廃棄する

通過が設定されている（ビットＤ＝０かつビットＥ＝０）が通過不可ならばビッ
トＣとＦとＧがチェックされる

ビット　ＧＦ：通過不可表示
００　呼解放
０１　情報廃棄
１０　パラメータを廃棄する
１１　1993年版で予約､｢00｣と想定

ビット　ＪＩ：広帯域／狭帯域相互接続表示
００　通過
０１　信号破棄
１０　呼解放
１１　パラメータ破棄

注１：「×」＝無視
注２：タイプＢ交換機や国際関門交換機に適用する。他の交換機（例えば、発

側、着側、相互接続交換機）は要求動作を決定するためビットＥをチェッ
クする。

注３：メッセージを通過する場合には、通知は一切送出せずビットＣは無視さ
れる。
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△
2.9.5.3　認識不可メッセージ又はパラメータの処理
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽コンフュージョン、切断又は復旧完了メッセ－ジ受信の応答としてコンフュー
ジョンメッセージを送出してはならない。受信したコンフュージョン、復旧完了
メッセージの中に認識不可パラメータがある場合は廃棄する。コンフュージョン、
の中に認識不可な必須パラメータが有る場合、そのメッセージは結果として廃棄
される。△

2.9.5.3.1　認識不可メッセージ
▼交換機で認識不可メッセージを受信した場合は、当該メッセージを廃棄する。

注：表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に含まれないメッセージは、認識不可とみ
なしてよい。最低限全てのインプリメンテーションは、表Ｘ／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６４で規定される全てのメッセージを認識可能としなければなら
ない。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽1)　タイプＡ交換機の動作

a)　コンパチビリティパラメータ受信
　受信した「メッセージコンパチビリティ情報パラメータ」の動作指示に
より、認識不可メッセージを受信したタイプＡ交換機は、以下のいずれか
を行う。
　－メッセージ透過転送（注１）
　－メッセージ廃棄
　－メッセージ廃棄とコンフュージョン送出
　－呼解放

（注１）：メッセージの透過転送は、メッセージがＩＳＵＰ92版又はそれ以
降のバージョンの時のみ適用される。

　切断とコンフュージョンメッセージは、メッセージ種別コードを含む診
断情報フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は
未提供、廃棄」を含む。

b)　コンパチビリティパラメータ未受信
　交換機が認識不可メッセージを「メッセージコンパチビリティ情報パラ
メータ」無しに受信した場合、そのメッセージは廃棄されコンフュージョ
ンメッセージが返送される。コンフュージョンメッセージは、メッセージ
種別コードを含む診断情報フィールドが続く理由表示番号♯97「メッセー
ジ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含む。

（注２）：表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に含まれない全てのメッセー
ジは、認識不可とみなされる。すべてのインプリメンテーションは、
最低限表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に規定されているメッセー
ジを認識しなければならない。
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　2)　タイプＢ交換機の動作
a)　コンパチビリティパラメータ受信
　受信した「メッセージコンパチビリティ情報パラメータ」の動作指示に
より、認識不可メッセージを受信したタイプＢ交換機は、以下のいずれか
を行う。
　－メッセージ透過転送（注）
　－メッセージ廃棄
　－メッセージ廃棄とコンフュージョン送出
　－呼解放
　コンフュージョンメッセージは、メッセージ種別コードを含む診断情報
フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は未提供、
廃棄」を含む。
　切断メッセージは、メッセージ種別コードを伴う診断情報フィールドが
続く理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含
む。
（注３）：表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に含まれない全てのメッセー

ジは、認識不可とみなされる。すべてのインプリメンテーションは、
最低限表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に規定されているメッセー
ジを認識しなければならない。

b)　コンパチビリティパラメータ未受信
　交換機が認識不可メッセージを「メッセージコンパチビリティ情報パラ
メータ」無しに受信した場合、そのメッセージは廃棄されコンフュージョ
ンメッセージが返送される。コンフュージョンメッセージは、メッセージ
種別コードを含む診断情報フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセー
ジ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含む。△

2.9.5.3.2　認識不可パラメータ
▼交換機が、認識不可パラメータを受信し、検出した場合、その呼が継続できる
か否かによって採られる動作が違ってくる。
　その呼が処理可能でなければ、切断メッセージが送信される。
　呼が継続可能であれば、その呼は処理され、メッセージは前位（後位）交換機
に送信される。認識不可パラメータ自身は、中継交換機では中継され、エンド交
換機及び関門交換機では廃棄される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.5.3.3　認識不可パラメータ値
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽標準ＪＴ－Ｑ７６３［１９］の中で「予備」、「留保」、又は「国内使用」として
示された任意のパラメータ値は認識不可とみなされてもよい。△
　認識可能なパラメータであるが、その内容を認識できないパラメータを受信し
検出した交換機は、以下に規定される動作を行う。
a)　認識不可必須パラメータ値
▼交換機が、認識不可必須パラメータ値を受信し、検出した場合、その呼が
継続可能かどうかによって採られる動作は違ってくる。
　その呼が継続可能であれば、認識不可パラメータ値は、保証されない。
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　その呼が継続不可能な場合は切断メッセージが返送される。
　認識不可必須パラメータ値を含んだ切断メッセージを受信した場合は、復
旧完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽認識不可必須パラメータ値は「ＴＴＣ標準第Ⅲ巻　第２分冊（第７版）　Ｉ
ＳＤＮユーザ部」のメッセージで規定されたパラメータに対してのみ起こり
得る。本「ＩＳＤＮユーザ部」は新しいメッセージには必須パラメータを含
まない。
　交換機が、認識不可必須パラメータ値を受信し検出した場合、交換機のタ
イプにより取るべき動作は、付表Ａ－２／ＪＴ－Ｑ７６３［１９］と付表Ａ
－３／ＪＴ－Ｑ７６３に依存する。
　認識不可必須パラメータ値を含みパラメータコンパチビリティ情報を含ま
ない切断メッセージを受信した場合、取るべき動作は前述の表に記述される。
△

b)　認識不可オプションパラメータ値
▼交換機が、認識不可オプションパラメータ値を受信し、検出した場合、そ
の呼が継続可能かどうかによって採られる動作は違ってくる。
　その呼が継続可能であれば、認識不可オプションパラメータ値は、保証さ
れない。
　その呼が継続不可能な場合は、切断メッセージが返送される。
　認識不可オプションパラメータ値を含んだ切断メッセージを受信した場合
は、復旧完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽認識不可パラメータに関する手順を適用する。各パラメータ値の為の特別
なコンパチビリティ情報フィールドは存在しない。パラメータに含まれる全
てのパラメータ値に対してパラメータのコンパチビリティ情報を適用する。
　標準ＪＴ－Ｑ７６３［１９］で既に規定されているオプションパラメータ
内に認識不可パラメータ値を受信し検出された場合、その動作は標準ＪＴ－
Ｑ７６３［１９］に含まれる表による。△
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▼
表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　認識される最低限の信号

アドレス完了
応答
閉塞
閉塞確認
呼経過
回線群リセット
回線群リセット確認
アドレス
切断
復旧完了
回線リセット
再開
中断
閉塞解除
閉塞解除確認

▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.9.5.4　認識不可情報送信を通知する応答の処理手順【規定しない】

2.9.5.5　不合理情報処理に対する手順【規定しない】

2.9.6　復旧完了メッセージの受信不可－タイマＴ１及びＴ５
　復旧完了メッセージが切断メッセージに応答してタイマ（Ｔ１）以内に受信で
きない時には交換機は切断メッセージを再送する。
▼ただし、当社網から再送する切断メッセージに設定する理由表示は最初に送出
したものと異なる場合がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
　最初の切断メッセージの送出時、▼１分▲タイマ（Ｔ５）を開始させる。この
タイマ（Ｔ５）のタイムアウト以前に復旧完了メッセージを受信できない時には、
交換機は次の動作を行う。
　ⅰ) 回線リセットメッセージを送出する。
　ⅱ) 保守システムに警報を送出する。
　ⅲ) 回線を運用からはずす。
　ⅳ) 回線リセットメッセージの送出を保守者介入があるまで▼１分▲間隔で続

行する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.8　他の失敗状態

2.9.8.1　切断メッセージに対して切断不可の場合【規定しない】

2.9.8.2　呼失敗
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　呼設定が失敗し他の▼メッセージが適用できない場合には、呼障害表示▲が切
断メッセージに含まれて転送される（節2.2参照）。№７信号方式交換機で切断メ
ッセージを受信すると切断メッセージを前位交換機へ送る。適用信号方式に機能
がないため切断メッセージを返送できない場合には適切な信号すなわちトーンま
たはアナウンスが前位交換機へ送出される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.8.3　異常切断条件
　節2.3で規定されている正常切断の条件が満たされない場合でも次に示す条件
で呼は切断される。
a)　制御交換機
　交換機は次の動作を行う。
－最終のアドレスメッセージ送出後20～30秒以内にアドレスおよびルーチ
ング情報の正常解放の条件に合わない場合には全装置とコネクションを
解放する。

　（注）制御交換機の種別は網ごとに規定できる。

c)　中継交換機
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　交換機は、以下に示す場合には全装置とコネクションを解放し、切断メッ
セージを返送する。
▽－アドレスメッセージ受信後10～15秒以内に導通試験メッセージを受信

できないとき、または△
　－▽最終の△アドレスメッセージ送出後20～30秒以内に節2.3に規定され

ているアドレス及びルーチング情報の正常解放の条件に合わないとき。
　　切断メッセージの手順は節2.2.2に詳述されている。

2.11　自動輻輳制御【規定しない】

2.15　信号長オーバメッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.20　発測地位置手順【規定しない】



技別 4－85

付属資料Ａ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
ＩＳＤＮユーザ部のタイマ

　付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に、ＩＳＤＮユーザ部のタイマ値の一覧を示す。

▼付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　ＩＳＤＮユーザ部のタイマ（１／２）

記号 タイムア
ウト値

起動条件 正常停止条件 タイムアウト時 関連章

Ｔ１ ４～10秒 切断メッセー
ジ送出時

復旧完了メッセ
ージ受信

切断メッセージの再送、
及びタイマＴ１起動

2.9.6
2.2
2.3

Ｔ２ ３分 制御交換機が
中断メッセー
ジ（ユーザ起
動）を受信時

制御交換機が再
開メッセージ
（ユーザ起動）
を受信

切断手順の起動 JT-Q733.4
［26］

Ｔ５ １分 最初の切断メ
ッセージを送
出時

復旧完了メッセ
ージを受信

回線リセットメッセー
ジの送出、保守システム
への通知、回線をサービ
ス状態からはずし、タイ
マＴ１を停止、タイマＴ
１７を起動

2.9.6

Ｔ６ ２～４秒 制御交換機が
中断メッセー
ジ（網起動）
を受信

再開メッセージ
（網起動）又は
切断メッセージ
を受信

切断手順の起動 2.4.1
2.4.2
2.4.3

Ｔ７ 20～30秒 最後のアドレ
スメッセージ
の送出時

通常のアドレス
及びルーチング
情報を廃棄可能
な状態となった
時

関連全装置、コネクショ
ンの解放(切断メッセー
ジ送出)

2.1.1
2.1.2
2.1.4
2.9.8.3

Ｔ１２ ４～15秒 閉塞メッセー
ジの送出時

閉塞確認メッセ
ージ受信時

閉塞メッセージの再送
タイマＴ１２起動

2.9.4

Ｔ１３ １分 閉塞メッセー
ジの最初の送
出時

閉塞確認メッセ
ージ受信時

閉塞メッセージの再送。
保守システムへの通報｡
タイマＴ１２停止､タイ
マＴ１３起動

2.9.4

Ｔ１４ ４～15秒 閉塞解除メッ
セージの送出
時

閉塞解除確認メ
ッセージの受信
時

閉塞解除メッセージ再
送。Ｔ１４起動

2.9.4

Ｔ１５ １分 閉塞解除メッ
セージの最初
の送出時

閉塞解除確認メ
ッセージの受信
時

閉塞解除メッセージ再
送、保守システムへの通
報、Ｔ１４停止、Ｔ１５
起動

2.9.4
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付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　ＩＳＤＮユーザ部のタイマ（２／２）

記号 タイムア
ウト値

起動条件 正常停止条件 タイムアウト時 関連章

Ｔ１６ 10秒 タイマＴ５の
タイムアウト
時以外の回線
リセットメッ
セージの送出
時

確認受信時 (復
旧完了メッセー
ジ受信時）

回線リセットメッセ
ージの再送、Ｔ１６起
動

2.9.3.1

Ｔ１７ １分 回線リセット
メッセージの
最初の送出時

確認受信時 保守システムへの通
報、回線リセットメッ
セージの再送、Ｔ１６
停止、Ｔ１７起動

2.9.3.1

Ｔ２２ 10秒 回線群リセッ
トメッセージ
の送出時

回線群リセット
確認メッセージ
の受信時

回線群リセットメッ
セージ再送、Ｔ２２起
動

2.9.3.2

Ｔ２３ １分 回線群リセッ
トメッセージ
の最初の送出
時

回線群リセット
確認メッセージ
の受信時

回線群リセットメッ
セージ再送、保守シス
テムへの通報、Ｔ２２
停止、Ｔ２３起動

2.9.3.2

Ｔ３４ ２～４秒 簡易分割表示
を含むIAMメ
ッセージを受
信時

分割メッセージ
の受信

呼処理を続ける 2.1.12

▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
付属資料Ｂ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
基本呼制御信号手順
　付図Ｂ－１～４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４にＩＳＤＮの呼設定シーケンスを示
す。
付図Ｂ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　通常の完了呼（一括転送）
【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ７６４　信号長オーバメッセージを含む完了呼
【規定しない】
注１）呼出メッセージは、自動応答端末では網に対して返送しないときがあ

る。このような条件下では応答が受信されると、応答メッセージは通
信パスの接続が完了されるとすぐに送られる。

注２）ＩＳＤＮ内での電話呼に対して、着交換機は加入者が空きであること
を知ると直ちに呼出音を送出する。アクセスインタフェースに接続さ
れたＰＡＢＸの場合、ＰＡＢＸ内で生成されるインバンドの着呼表示
を発ユーザに返送するために通信路の早期スルーコネクトのオプショ
ンがある。データ呼に対しては送出されない。

注５）アクセスプロトコルの例は、ポイントツーポイント形式の場合だけで
ある。
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付図Ｂ－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　正常の呼解放【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料Ｆ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
理由表示値【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料Ｈ（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
状　態　遷　移　図
注）▼本状態遷移図には規定していない信号、プリミティブ、タイマ、信号手順

を含んでいる。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の記述が異なる】

１．概　要
　本付録は、ＩＴＵ－Ｔ仕様記述言語（ＳＤＬ）に従った状態遷移図により本仕
様で規定された信号手順を記述する。機能的記述を容易にするため、ＩＳＤＮユ
ーザ部（ＩＳＤＮ－ＵＰ）手順は、付図１－１／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参考例とす
る。）▲に示される主機能ブロックに分割されている。機能ブロックは、以下のと
おりである。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
　なお、本付録のＳＤＬ図と本文の記述が不一致の場合は、本文を正しいものと
して用いる。

1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）
　ＳＰＲＣは、ＩＳＤＮ－ＵＰメッセージをレベル３（ＳＣＣＰ又はＭＴＰ）
に渡すための手順及び受信ＩＳＤＮ－ＵＰメッセージを他ＩＳＤＮ－ＵＰ機
能ブロックに分配するための手順を提供する。

2)　呼処理制御（ＣＰＣ）
　ＣＰＣは、ユーザ要求に従った基本回線交換サービスを実現するための呼
制御手順を提供する。

3)　回線監視制御（ＣＳＣ）
　ＣＳＣは、保守目的のための回線監視制御及び異常状態からの回復のため
の手順を提供する。

２．記述の規制
a)　外部入力及び出力は、相手交換機との相互動作、ＳＰＲＣと他機能ブロッ
クとの相互動作のため使用される。内部入力及び出力は、各機能ブロック内
の相互動作、例．タイマ満了の制御を表示するため、使用される。これらの
相互動作のため、入力及び出力の記号は、付図１－２／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参
考例とする。）▲に示したものを使用する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

b)　入力及び出力記号は、生成機能ブロックと相手機能ブロック名の頭字語の
一部とその間の矢印を含む、例．閉塞ＢＬＳ→ＣＰＣ。

c)  上の規則に従ったＳＤＬ図の簡単な例が付図１－３／ＪＴ－Ｑ７６４▼
（参考例とする。）▲に示されている。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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３．略語、タイマ及びプリミティブ
3.1　略　語
▼付表１－１～３／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）：付表１－１／ＪＴ－Ｑ７６４
2)　呼処理制御（ＣＰＣ）：付表１－２／ＪＴ－Ｑ７６４
3)　回線監視制御（ＣＳＣ）：付表１－３／ＪＴ－Ｑ７６４

3.2　タイマ
　ＩＳＤＮ－ＵＰ　ＳＤＬ図で用いられるタイマは、付表１－４／ＪＴ－Ｑ７６
４▼（参考例とする。）▲に示される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

3.3　プリミティブ
　呼制御（ＣＣ）とＩＳＤＮ－ＵＰ間インタフェースで使用されるプリミティブ
は、付表１－５／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参考例とする。）▲に示される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

４．状態遷移図とＳＤＬ図
　各ＩＳＤＮ－ＵＰの主機能ブロックは、さらに幾つかの機能ブロックに分割さ
れる。各主機能ブロックに対する機能図と簡単な状態遷移図が以下に示される。
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）

▼付図１－４、５／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－４／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－５／ＪＴ－Ｑ７６４

2)　呼処理制御（ＣＰＣ）
▼付図１－６～９／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－６／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－７／ＪＴ－Ｑ７６４～付図１－９／ＪＴ－Ｑ７６４

3)　回線監視制御
▼付図Ｈ．10～18－Ｂ／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－10／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－11／ＪＴ－Ｑ７６４～付図Ｈ．18―Ｂ／ＪＴ－Ｑ７
６４

　ＩＳＤＮ－ＵＰ　ＳＤＬ図は、３ブロックアプローチを基本に記述されている。
このアプローチにおいて、コネクトスルー、回線選択、ディジット分析のような
信号と独立な機能を提供する呼制御（ＣＣ）は、ＩＳＤＮ－ＵＰの範囲外である。
これらの機能は、章１－４でのみ記述されている。
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）

▼付図１－19、20／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－メッセージ送信制御(MSDC) ：付図1-19/JT-Q764
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－メッセージ分配制御(MDSC) ：付図1-20/JT-Q764
2)　呼処理制御（ＣＰＣ）

▼付図１－21、22／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－入側呼処理制御(CPCI) ：付図1-21/JT-Q764
－出側呼処理制御(CPCO) ：付図1-22/JT-Q764
－入側簡易分割制御(SSCI) ：付図H.23-A/JT-Q764【規定しない】
－出側簡易分割制御(SSCO) ：付図H.24-A/JT-Q764【規定しない】

3)　回線監視制御（ＣＳＣ）
▼付図１－25、26、33～36、39、40／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－閉塞／閉塞解除送信(BLS) ：付図1-25/JT-Q764
－閉塞／閉塞解除受信(BLR) ：付図1-26/JT-Q764
－保守回線群閉塞／閉塞解除送信(MGBS)

：付図1-27/JT-Q764【規定しない】
－保守回線群閉塞／閉塞解除受信(MGBR)

：付図1-28/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害自局閉塞(HLB) ：付図1-29/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害相手局閉塞(HRB)

：付図1-30/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害回線群閉塞／閉塞解除送信(HGBS)

：付図1-31/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害回線群閉塞／閉塞解除受信(HGBR)

：付図1-32/JT-Q764【規定しない】
－回線リセット送信(CRS) ：付図1-33/JT-Q764
－回線リセット受信(CRR) ：付図1-34/JT-Q764
－回線群リセット送信(CGRS) ：付図1-35/JT-Q764
－回線群リセット受信(CGRR) ：付図1-36/JT-Q764
－回線群状態要求送信(CQS) ：付図1-39/JT-Q764
－回線群状態要求受信(CQR) ：付図1-40/JT-Q764
－簡易分割手順(SSC) ：付図H.41/JT-Q764【規定しない】

付属資料ａ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
事業者間料金精算方式【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料ｂ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
輻輳制御に対する二重制御の防止【規定しない】

付属資料ｃ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
優先接続における固定塗替で選択された事業者名の音声通知手順【規定しない】

付属資料ｄ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
緊急通報呼の発信手順【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
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補足資料１

ＧＲＳ送出シーケンス

　以下に示す回線状態及び呼処理状態は、ＧＲＳ送信、ＧＲＡ受信後に閉塞要因
を再度検出した場合の処理（ＢＬＯの送受信）までを一連の処理と見なし、それ
らが終了した時点の状態を示している。
　なお、閉塞要因を再度検出できない場合は、この限りではない。

ＧＲＳ送信前 ＧＲＳ送信後
項

番
（Ａ）

①回線状態
②呼処理状態

（Ｂ）
①回線状態
②呼処理状態

（Ａ）
①回線状態
②呼処理状態

（Ｂ）
①回線状態
②呼処理状態

シ
｜
ケ
ン
ス
番
号

１
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

２
①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

Ⅰ

３
①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

Ⅱ

４
①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

Ⅱ

５
①非閉塞

②出側回線使用中
①非閉塞

②入側回線使用中
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

６
①非閉塞

②入側回線使用中
①非閉塞

②出側回線使用中
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

シーケンスⅠ

（Ａ）

ＧＲＳ（RANGE=11）

ＧＲＡ（STATUS*）

（Ｂ）

  10秒

＊：０＝保守閉塞でない

シーケンスⅡ

（Ａ）

ＧＲＳ（RANGE=11）

ＧＲＡ（STATUS**）

（Ｂ）

10秒

＊＊：１＝保守閉塞である
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補足資料２

回線群リセット処理及び回線照合処理の仕様

１．回線群リセット処理について

①　回線群リセット処理を実行する際に処理可能な範囲フィールド（ＲＡＮＧ
Ｅ）は、ＧＲＳ送信、受信時ともＲＡＮＧＥ＝11以内（１～11）で12回線以
内である。

②　ＧＲＳの送信はシーケンシャル方式（注１）とする。ＭＧＳでのみＧＲＳ
受信は、シーケンシャル方式及びパラレル方式（注２）何れの方式も受信可
能であるが、どちらの方式を受信するか設定が必要となる。なおパラレル方
式で受信した場合、ＣＣの負荷により規定タイマ（ＧＲＡ待ちタイマ（Ｔ２
２））内にＧＲＡの返送ができない可能性がある。

③　対向している複数の相手局に対して一斉にＧＲＳを送信する。
④　ＧＲＳ内のＣＩＣには、先頭のＣＩＣを設定する。ただし、そのＣＩＣが
未実装及び実装（工事中）の回線に対しては処理をスキップし、実装（現用、
削除待機）の回線が先頭ＣＩＣとなるようにする。

⑤　未実装回線がＣＩＣとして設定されているＧＲＳ受信時は、そのメッセー
ジは破棄せず、ＧＲＡを返送する。
（ＧＲＳが相手局で破棄された場合、Ｔ２２タイムアウトによるＧＲＳの再
送を行う。同時に、最初のＧＲＳ送信時、Ｔ２３タイマ（１分）をスタート
し、Ｔ２３タイムアウトにより保守者にエラーメッセージを出力する。保守
者はコマンド投入によりＧＲＳの再送を停止し、再送停止後はシステムが自
律的に次のＧＲＳを送信する。）

⑥　実装回線をＣＩＣとするＧＲＳ送信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線が含まれることがある。

⑦　実装回線をＣＩＣとするＧＲＳ受信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線が含まれる場合でも、該当するＧＲＳは受信可能と
する。また、未実装回線に対して返送するＧＲＡの状態フィールド上に設定
するコードはＭＧＳの場合は“１”とする。

⑧　ＧＲＡ待ちタイマ（Ｔ２２）は、約10ｓ（ＧＲＳ送信後も約10ｓ）となっ
ている。

⑨　ＧＲＡ返送に約５sを要する。（ＲＡＮＧＥ＝11の場合）

（注１）シーケンシャル方式
送信時：ＧＲＳを送信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを受信してから次のＧ

ＲＳを送信する方式
受信時：ＧＲＳを受信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを送信する前に次のＧ

ＲＳを受信した場合処理ができない方式

（注２）パラレル方式
送信時：ＧＲＳを送信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡの受信とは無関係に次

のＧＲＳを送信する方式
受信時：ＧＲＳを受信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを送信する前に次のＧ

ＲＳを受信しても処理が可能である方式
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２．回線照合処理について

①　回線照合処理を実行する際に処理可能な範囲フィールド（ＲＡＮＧＥ）は、
ＭＧＳでは、ＣＱＭ送信時 ＲＡＮＧＥ＝29以内で30回線（０～29）以内と
し、受信時 ＲＡＮＧＥ＝31以内で32回線（０～31）以内とする。

②　ＣＱＭは、送受信ともパラレル方式（注３）である。
　ただし、ＭＧＳではシーケンシャル方式（注４）による受信も可能である。

③　処理単位は、ＤＰＣ毎（若番順）とする。
④　ＣＱＭ内のＣＩＣには、先頭のＣＩＣが設定される。ただし、そのＣＩＣ
が未実装及び実装（工事中）の回線に対しては処理をスキップし、実装（現
用、削除待機）の回線が先頭ＣＩＣになるようにする。

⑤　未実装回線がＣＩＣとして設定されているＣＱＭ受信時は、ＭＧＳではそ
のメッセージは廃棄され、その範囲フィールド内に指定される回線について
は、該当する範囲フィールド内の回線照合処理への移行が行われない。

⑥　実装回線をＣＩＣとするＣＱＭ受信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線、工事中回線が含まれる場合、その回線に対して返
送するＣＱＲの回線状態表示フィールドには「００００００１１：未実装」
を設定する。

⑦　回線群状態要求起動方法については、１日１回とし、ＭＧＳの起動時刻は
午後10時とする。

（注３）パラレル方式
送信時：ＣＱＭを送信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲの受信とは無関係に次

のＣＱＭを送信する方式
受信時：ＣＱＭを受信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを送信する前に次のＣ

ＱＭを受信しても処理が可能である方式

（注４）シーケンシャル方式
送信時：ＣＱＭを送信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを受信してから次のＣ

ＱＭを送信する方式
受信時：ＣＱＭを受信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを送信する前に次のＣ

ＱＭを受信した場合処理ができない方式
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補足資料３

回線照合処理の仕様（呼処理状態・保守状態が不一致の場合）

１．呼処理状態が不一致の場合

　呼処理状態が不一致のパターンについては下記の表中に数字を記入している。

相手局
自局

入側回線
使用中

出側回線
使用中

空 未実装

入側回線使用中 １ － ２ ３

出側回線使用中 － ４ ５ ６

空 ７ ８ － ９

未実装 10 11 12 －

・表中の数字は以下の表で示すパターンと一致する。
・－は、呼処理状態が一致した場合を示す。

ＣＱＭ送信前の両局状態 不一致に対する処理後の状態

ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局 ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局

パタ
ーン

ＣＱＭ送信局で
の処理

入側回線使用中 未実装 空 未実装 ３

出側回線使用中 未実装 空 未実装 ６

何もしない

未実装 入側回線使用中 未実装 入側回線使用中 10

未実装 出側回線使用中 未実装 出側回線使用中 11

何もしない

空 入側回線使用中 空 空 ７

空 出側回線使用中 空 空 ８

ＲＥＬ送信

入側回線使用中 空 空 空 ２

出側回線使用中 空 空 空 ５

ＲＥＬ送信

入側回線使用中 入側回線使用中 空 空 １

出側回線使用中 出側回線使用中 空 空 ４

ＲＥＬ送信

空 未実装 空 未実装 ９

未実装 空 未実装 空 12

何もしない
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２．保守状態が不一致の場合

　保守状態が不一致のパターンについては下記の表中に数字を記入している。

相手局
自局

非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 両局閉塞 過渡状態 未実装

非閉塞 ０ １＊ ２ ３＊ ０ ４

自局閉塞 ５ ６＊ ０ ７＊ ０ ０

相手局閉塞 ８＊ ０ ９＊ 10 ０ ０

両局閉塞 11＊ 12 13＊ ０ ０ ０

過渡状態 ０ ０ ０ ０ ０ ０

未実装 ０ ０ ０ ０ ０ ０

・表中の数字は以下の表で示すパターンと一致する。
・＊：保守者通知(メッセージ出力)
・パターン０：　ＣＱＭ送信局では何も行わない。
・どちらか一方の局が過渡状態にあるとき、呼処理状態照合、閉塞状態照
合において両局の状態は一致しているものとしてＣＱＭ送信局では何も
行わない。
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ＣＱＭ送信前の両局状態 不一致に対する処理後の状態

ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局 ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局

パタ
ーン

ＣＱＭ送信局での
処理

相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 非閉塞 ８ 非閉塞を設定

非閉塞 未実装 自局閉塞 未実装 ４

両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 13

自局閉塞を設定

自局閉塞 非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 ５

両局閉塞 自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 12

ＢＬＯ送信

非閉塞 相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 ２

相手局閉塞 両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 10

ＵＢＬ送信

非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 １ 相手局閉塞を設定

自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 ７ 両局閉塞を設定

非閉塞 両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 ３ 相手局閉塞を設
定、ＵＢＬ送信

自局閉塞 自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 ６ 両局閉塞を設定、
ＢＬＯ送信

相手局閉塞 相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 ９ 非閉塞を設定、Ｕ
ＢＬ送信

両局閉塞 非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 11 自局閉塞を設定、
ＢＬＯ送信
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補足資料４

回線二重捕捉時のシーケンス

二重捕捉後の自動再試行

Ａ　局　　Ｂ　局　　　優先局（α局）　　　非優先局（β局）　　　Ｃ　局　Ｄ　局

①β局はＣＩＣを変えＩＡＭ２を再送する。

②β局がある回数ＣＩＣを変えてＩＡＭ２を再送しても衝突が回避されない場
合はＣ局に対してＲＥＬ（理由種別：＃34）を送信し、呼を切断する。

両局で衝突検出

ＩＡＭ２を再送

ＩＡＭ２を廃棄

ＩＡＭ１ ＩＡＭ２

ＩＡＭ１

ＩＡＭ１
(CIC=a)

ＩＡＭ２
(CIC=a)○

↑
衝突発生

ＩＡＭ２

ＩＡＭ２
(CIC=b)



技術的条件集別表５

ＳＣＣＰ仕様
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技術的条件集別表５（ＳＣＣＰ仕様）の記述に関する留意事項

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数 (制定月日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１ ＪＴ－Ｑ７１１ 第２版 (１９９７年４月２３日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１２ ＪＴ－Ｑ７１２ 第３版 (１９９７年４月２３日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３ ＪＴ－Ｑ７１３ 第９版 (２００５年８月２５日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４ ＪＴ－Ｑ７１４ 第３版 (１９９７年４月２３日)

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、
その具体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、
ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。

１）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】
▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △

３）当社で規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】

４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】

５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、
あるいは適用しない事項
【規定しない】

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。
　ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応
しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちら
も規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セクシ
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ョン番号が連続しない場合がある。

５．本別表は形態、分類にまたがる共通的な事項について記述しており、各形態、
分類に閉じて特記する必要がある事項についてはその旨を技術的条件集本文中
に記述している。
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１　信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能

1.　序　論　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.　ＳＣＣＰで提供されるサービス　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2　コネクションレスサービス
　ＳＣＣＰはＳＣＣＰユーザに信号コネクションを設定せずに信号網経由で信号
メッセージを転送する能力を提供する。ＭＴＰが有している機能に加え、ＳＣＣ
Ｐは「ルーチング」機能が提供できなければならない。この「ルーチング」機能
は着信アドレスをＭＴＰサービスの信号局コードにマップする。
　このマッピング機能は、各々のノードで提供されるか、ネットワークに分散に
されるか、あるいはある特定の翻訳センタで提供される。
【ＪＴ－Ｑ７１１では▽△を規定している】
▽
ＳＣＣＰは、１つのＭＴＰメッセージで転送できないユーザデータを分割／再組
立する能力も含んでいる。詳細は標準ＪＴ－Ｑ７１４の４．１．１節にある。
△
　サブシステムと信号局の一方もしくは両方が輻輳及び利用できないようなある
特別の状況では、コネクションレスメッセージは配送されるかわりに廃棄される
ことがある。もしＳＣＣＰユーザがメッセージが送達されない旨を通知されるこ
とを希望する場合、ＳＣＣＰへのプリミティブの返送オプションパラメータに「エ
ラー時メッセージ返送」が設定されなければならない。

2.2.1　概　説　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2　コネクションレスサービスのプリミティブとパラメータ
2.2.2.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2　パラメータ
2.2.2.2.1　アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2.2　順序制御　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2.3　返送オプション
　「返送オプション」パラメータは転送上の問題に遭遇しているメッセージの処
理を決定するために使われる。
　「返送オプション」は以下の値をとりうる。
　－エラー時メッセージ廃棄
　－エラー時メッセージ返送
　もしＳＣＣＰユーザが返送オプションパラメータを提供しない場合、ＳＣＣＰ
はエラー時メッセージ廃棄を仮定する。
▼
　ＴＣＡＰにおいて対話種別がＴＣ－終了、ＴＣ－アボートおよびＴＣ－単方向
に設定された場合は『エラー時、メッセージ廃棄』に、それ以外の場合には『エ
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ラー時、メッセージ返送』に設定される。
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】

2.2.2.2.4　返送理由
　「返送理由」パラメータはメッセージが最終着信先に送達されなかった理由を
判別する。
　「返送理由」は以下の値を取りうる。
－アドレスの性質上翻訳不可
－特殊なアドレスのため翻訳不可
－サブシステム輻輳
－サブシステム障害
－未実装ユーザ
▼
－ネットワーク障害
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲の規定が異なる】
－ネットワーク輻輳
【ＪＴ－Ｑ７１１では▽△を規定している】
▽
－無資格
－メッセージ転送時のエラー
－ローカル処理時のエラー
－着側での再組立不可
－ＳＣＣＰ障害
－ホップカウンタ違反
－分割機能サポートせず
－分割失敗
△

2.2.2.2.5　ユーザデータ　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.3　プリミティブ
2.2.2.3.1　ユニットデータ　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.3.2　通　知　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】
▼
2.2.2.3.3　インプリメント上の整理
　インプリメントにおいては、「順序制御」として以下の２つのパラメータで実現
する。

　－　プロトコルクラス
　　順序保証サービスを希望するかどうかを示す。
　－　信号リンク選択番号（ＳＬＳ）
　　順序保証サービスを希望する場合に、ＭＴＰ部に指示する信号リンクを指定
するのに使用する。

　また、ＳＣＣＰ部が信号フォーマットを作成する上で必要になる「信号バイト



技別 5－5

数」、「メッセージ種別」および共通線輻輳の場合等に必要になる信号の優先度を
表す「優先度表示」を追加している。
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】

3.　ＭＴＰから提供されるサービス
3.1　解　説　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2　プリミティブとパラメータ
　プリミティブとパラメータを、表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１に示す。

表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１　メッセージ転送部サービスプリミティブ

 ▼

プリミティブ

ジェネリック名 特定名称
パラメータ

ＭＴＰ－転送 要求 ＯＰＣ
ＤＰＣ
ＳＬＳ ａ）
ＳＩＯ
ＰＲＩ
ユーザデータ ｃ）

表示 ＯＰＣ
ＤＰＣ
ＳＬＳ ａ）
ＳＩＯ
ユーザデータ ｃ）

ＭＴＰ－休止
（ストップ）

表示 影響されるＤＰＣ

ＭＴＰ－再開
（スタート）

表示 影響されるＤＰＣ

ＭＴＰ－状態表示 表示 影響されるＤＰＣ
理由ｂ）

 ▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲の規定が異なる】

　ａ）ＭＴＰユーザは、このパラメータがＭＴＰによって負荷分散に使用される
ことを考慮しなければならない。そのため、ＳＬＳ値はできるだけ均等に
設定しなければならない。ＭＴＰは、同一ＳＬＳコードを含むメッセージ
の順序正しい送達を（高い確率で）保証する。
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　ｂ）理由パラメータは、現在、次の値を持つ。
　　（ⅰ）信号網輻輳（レベル）
  　　　　このレベル値は、標準ＪＴ－Ｑ７０４に規定された輻輳プライオリテ

ィを使用した場合に適用する。

　ｃ）選択されたＭＴＰ－ＳＡＰが標準ＪＴ－Ｑ７０１・・・ＪＴ－Ｑ７０７に
記述されるＭＴＰであるならば、「ユーザデータ」パラメータは、標準ＪＴ
－Ｑ７０３節２．３．８に定義される。

3.2.1　転　送　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.2　休　止　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.3　再　開　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.4　状態表示　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

4.　ＳＣＣＰにより提供される機能　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１２　ＳＣＣＰメッセージの定義および機能

1.　信号接続制御部メッセージ　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.20　ユニットデータ（ＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.21　ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ）
　ユニットデータサービスメッセージは、ＵＤＴが着信先まで到達できないこと
を、ＵＤＴを送信した発信元のＳＣＣＰに通知するために用いる。
【ＪＴ－Ｑ７１２では▽△を規定している】
▽
例外的、かつプロトコルインタワーキングを考慮し、ＵＤＴＳはＸＵＤＴメッセ
ージの応答と等しく用いられる時がある。
△
ＵＤＴにおけるオプションフィールドが「エラー時メッセージ返送」に設定され
ているときのみ、ＵＤＴＳメッセージを配送する。
　このメッセージは、コネクションレスプロトコルクラスの０および１で用いる。

1.22　拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.23　拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠す
る】

2.　ＳＣＣＰパラメータ
2.1　発／着信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.2　データ　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.3　オプションパラメータ終了　【規定しない】

2.4　プロトコルクラス　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.5　返送理由　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.6　ホップカウンタ　【規定しない】

2.7　分　割　【規定しない】

3.　メッセージにおけるフィールドの包含　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰフォーマットとコード

1.　概　要
▼
　ＳＣＣＰのメッセージは、図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示したフォー
マットの信号ユニットにより、信号データリンク上を伝送される。
　ＳＣＣＰ用のサービス表示（Service Indicator）は、“００１１”とコーディ
ングされる。
　ＳＣＣＰメッセージを含む各メッセージ信号ユニット（ＭＳＵ）の信号情報
フィールド（ＳＩＦ）は、複数のオクテットで構成される。
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 　　　ＤＰＣ

 　　　ＯＰＣ
ラ
ベ
ル

ル
ー
チ
ン
グ  　ＳＬＳ

 　メッセージ種別コード 固必
 定須
 長部    　プロトコルクラス

 　着信アドレスポインタ

 　発信アドレスポインタ

ポ
イ
ン
タ
部  　データ部ポインタ

 　着信アドレス内容長

     　アドレス表示

 　　　　ＤＰＣ

 　　　　ＳＳＮ

着
信
ア
ド
レ
ス
部

 　着グローバルタイトル

   発信アドレス内容長

 　  　アドレス表示

   　　　ＯＰＣ

 　　　　ＳＳＮ

 発
 信
 ア
 ド
 レ
 ス
 部

 　発グローバルタイトル

 　　　データ内容長

可
変
長
必
須
部

デ
ー
タ
部  　　　　データ

　　　★　メッセージ種別コード

　　　　メッセージ種別コードは、１オクテ
　　　ットのフィールドで構成され、全ての
　　　メッセージに対して必須である。
　　　　メッセージ種別コードは、各ＳＣＣ
　　　Ｐメッセージの機能及びフォーマット
　　　をユニークに定義している。

　　　★　固定長必須部

　　　　特定のメッセージに対して、必須で
　　　固定長のパラメータは、固定長必須部
　　　に含まれる。パラメータの位置、長さ
　　　及び順序は、メッセージ種別毎に固有
　　　に定義されている。従って、パラメー
　　　タ名及び長さ表示は、固定長必須部に
　　　は、含まれない。

　　　★　可変長必須部

　　　　各パラメータの名称及びポインタが
　　　現れる順序は、メッセージ種別によっ
　　　て決まっている。従って、可変長必須
　　　部には、パラメータの名称は、含まれ
　　　ない。ポインタは、各パラメータの開
　　　始位置を表すために用いられる。
　　　　パラメータの数及びポインタの数は
　　　メッセージ種別毎に固有に定義されて
　　　いる。

　　　★　付加部（ＵＤＴには含まれない）

　　　　付加部は、特定のメッセージ種別に
　　　おいて、現れても現れなくてもよいパ
　　　ラメータを含んでいる。
　　　　付加パラメータには、パラメータ名
　　　（１オクテット）及び長さ表示（１オ
　　　クテット）がパラメータの内容に先立
　　　って含まれる。
　　　　全ての付加パラメータが送られた後
　　　ａｌｌ‘０’の「付加パラメータの終
　　　了」オクテットが転送される。このオ
　　　クテットは、付加パラメータがメッセ
　　　ージ内に存在する場合のみ含まれる。

図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　 ＳＣＣＰメッセージフォーマット例（ＵＤＴ）
(Example of SCCP message format (UDT))
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　移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマットについては、信号を送受する目的と
送受されるノードによって決まる図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３および表１
－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３の各信号に対応するＳＣＣＰ信号フォーマットの
例を図１－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示す。

 　　　　ＤＰＣ

 　　　　ＯＰＣ

 

ラ
ベ
ル

ル
ー
チ
ン
グ  　ＳＬＳ

 メッセージ種別：ＵＤＴ 固必
 定須
 長部  プ ロ ト コ ル ク ラ ス           

 着信アドレス部ポインタ

 発信アドレス部ポインタ

 ポ
 イ
 ン
 タ
 部  　データ部　ポインタ

   着信アドレス内容長

 　　アドレス表示

 　　　ＳＳＮ

 着
 信
 ア
 ド
 レ
 ス
 部  着グローバルタイトル

   発信アドレス内容長

 　　アドレス表示

 　　　ＳＳＮ

 発
 信
 ア
 ド
 レ
 ス
 部  発グローバルタイトル

 　　データ内容長

 可
 変
 長
 必
 須
 部

デ
ー
タ
部
 　　　データ

⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫、⑬の場合

ＶＭＳＣ←→ＧＬＲ／ＨＬＲ（網間）

ＶＭＳＣ←→ＶＭＳＣ（網間）

での信号送受

①～⑥のＳＣＣＰ信号フォーマットは
網独自に規定する。

図１－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　 移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマット
(Signal formats in mobile communications network)
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①G／VMSCからHLR／GLRへの信号送出（網内）
②HLR／GLRからG／VMSCへの信号送出（網内）
③VMSC間の信号転送（網内）
④基地局（BS）又は基地局制御装置からVMSCへの信号送出（網内）
⑤VMSCから基地局（BS）又は基地局制御装置への信号送出（網内）
⑥基地局（BS）又は基地局制御装置間での信号転送（網内）（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
⑦VMSC間の信号転送（網間）
⑧VMSCからHLRへの信号送出（網間）
⑨HLRからVMSCへの信号送出（網間）
⑩HLRからGLRへの信号転送（網間）
⑪GLRからHLRへの信号転送（網間）
⑫GLRからGMSCへの信号転送（網間）
⑬GMSCからGLRへの信号転送（網間）
⑭GMSC間の信号転送（網間）

図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　移動通信網内通信種別

HLR

GLR

GLR

HLR
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VMSC

VMSCVMSCGMSC
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⑪

⑪
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①
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①②

①②

①
②

⑬
⑫

①②

⑭

⑧
⑨

⑦

③

BS他 BS他

④
⑤
⑥
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表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰのアドレス（SCCP address）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

信
号
局
番
号

－ － － － － － －

着ＧＭ
ＳＣ信
号局番
号

着
ア
ド
レ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
タ
イ
ト
ル

着網番
号＋着
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

加入者
番号

着網番
号＋着
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

ローミ
ング番
号又は
着網番
号＋着
ＧＬＲ
信号局
番号

加入者
番号又
は着網
番号＋
着ＨＬ
Ｒ信号
局番号

着網番
号

着網番
号＋着
ＧＬＲ
信号局
番号

－

信
号
局
番
号

－ － － － － － －

発ＧＭ
ＳＣ信
号局番
号

発
ア
ド
レ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
タ
イ
ト
ル

網内通信のＳＣ
ＣＰのアドレス
は事業者固有と
する。

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

発網番
号＋発
ＨＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＨＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＧＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＧＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

－

▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
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1.1　メッセージ種別コード　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.2　フォーマッティング原則　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.3　固定長必須部　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.4　可変長必須部　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.5　オプション部　【規定しない】

1.6　オプションパラメータの終了オクテット　【規定しない】

1.7　転送順序　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.8　予備ビットのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.9　国内用メッセージ種別とパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

2.　基本部のコーディング
2.1メッセージ種別のコーディング
　メッセージ種別のコーディングは、表２－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示さ
れる。

表２－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰメッセージ種別

メッセージ種別 クラス 節 コード

０ １ ２ ３

UDT ユニットデータ Ｘ Ｘ 4.10 ００００  １００１

UDTS ユニットデータサービス x1 x1 4.11 ００００  １０１０

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

XUDT 拡張ユニットデータ Ｘ Ｘ 4.18 ０００１  ０００１

XUDTS 拡張ユニットデータサービス x1 x1 4.19 ０００１  ００１０

△
　Ｘ：本プロトコルクラス中のメッセージ種別
　x1： プロトコルクラスパラメータは欠如している

2.2　長さ表示のコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

2.3　ポインタのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】
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3.　ＳＣＣＰパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.1　オプションパラメータ終了　【規定しない】

表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰパラメータ名コード

パラメータ名 節 パラメータ名コード
８７６５  ４３２１

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

オプションパラメータ終了 3.1 ００００  ００００

△

着信アドレス 3.4 ００００  ００１１

発信アドレス 3.5 ００００  ０１００

プロトコルクラス 3.6 ００００  ０１０１

返送理由 3.12 ００００  １０１１

データ 3.16 ００００  １１１１

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

  分割 3.17 ０００１  ００００

  ホップカウンタ 3.18 ０００１  ０００１

△

3.4　着信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.1　アドレス識別子　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.2　アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.2.1　信号局コード
　信号局コードの場合、それは２オクテットで表現される（図３－４／ＤｏＣｏ
Ｍｏ－Ｑ７１３参照）。
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　　　　　　 ▼
　　　　８　７　６　５　４　３　２　１

 　Ｓ

 　　　 LSB

 　　　　Ｍ

 MSB 　　　　　 LSB
 オクテット１

 　　　　　　Ｕ

MSB 　 LSB MSB 　　　 LSB
 
MSB
 オクテット２

　　　　　　 ▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

図３－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３    信号局コードのフォーマット

3.4.2.2　サブシステム番号
　サブシステム番号（ＳＳＮ）はＳＣＣＰのユーザ機能を示し、使用される場合
次のような１オクテットにコード化される。
▼
ビット　８７６５４３２１
　　　　００００００００　ＳＳＮ不明／未使用
　　　　００００００１０　ＣＣＩＴＴのため留保
　　　　００００００１１　ＩＳＵＰ
　　　　０００００１０１　ＭＡＰ
　　　　０００００１１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　　１１１１１１１１
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.4.2.3　グローバルタイトル　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】
3.4.2.3.1　グローバルタイトル識別子＝０００１
　グローバルタイトル識別子が“０００１”の場合、グローバルタイトルのフォー
マットは図３－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示される。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

奇／遇 アドレス識別子の種別 オクテット１

アドレス情報 オクテット２と続き

図３－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“０００１”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

　オクテット１の１ビットから７ビットまではアドレス識別子の種別（NAI）であ
り、次のようにコード化される。

UB UU

〜



技別 5－16

　ビット　７６５４３２１
　　　　　０００００００　　予備
　　　　　００００００１　　加入者番号
　　　　　０００００１０　　国内使用のため留保
　　　　　０００００１１　　国内番号
　　　　　００００１００　　国際番号
　　　　　００００１０１
　　　　　　　から　　　　予備
　　　　　１１１１１１１

　オクテット１の８ビット目は奇数／偶数識別子を含み、次のようにコード化さ
れる。

　ビット　８
　　　　　０　　アドレス数字が偶数個
　　　　　１　　アドレス数字が奇数個

　オクテット２とそれ以降に、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示すように
アドレス数字による番号と必要に応じてフィラーを含む。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

第２数字 第１数字 オクテット２

第４数字 第３数字 オクテット３

…

フィラー

（必要な場合）

第ｎ数字 オクテットｍ

図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　グローバルタイトルのアドレス情報
　　　　　　　　　　　　　　　 （BCDコーディング則の場合）

　各アドレス数字は次のようにコード化される。

００００　　数字の０
０００１　　数字の１
００１０　　数字の２
００１１　　数字の３
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０１００　　数字の４
０１０１　　数字の５
０１１０　　数字の６
０１１１　　数字の７
１０００　　数字の８
１００１　　数字の９
１０１０　　予備
▼
１１０１　　コード13（注）
１１１０　　コード14（注）

（注）コード13、14は、ローミングユーザを識別する場合にのみ用いられる。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

　アドレス数字が奇数個の場合、フィラーコード“００００”が最後のアドレス
数字の後に挿入される。

3.4.2.3.2　グローバルタイトル識別子＝００１０
　図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３はグローバルタイトル識別子が“００１０”
の場合のフォーマットを示している。
　翻訳タイプ（TT）は、適当な翻訳機能にメッセージを送信するために使用され
る１オクテットフィールドである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

翻訳タイプ オクテット１

グローバルタイトルのアドレス情報 オクテット２と続き

図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“００１０”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

　このオクテットが使用されない時には、“００００００００”にコード化される。
“１１１１１１１１”コードは、拡張用に留保される。

　グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合は、国内用のみであり、
国際用には使用されない。グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の割
り当ては国内マターである。
　このグローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合に、翻訳タイプは、
アドレス情報をコード化するのに使用されるコーディング体系と番号計画をも暗
示する。
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　コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下のとおり
とする。
▼

ＩＴＵ－Ｔ固有領域
　００００００００

　１１０１１１１１

ＴＴＣ固有領域

　１１１０００００

　　予備

　１１１０１００１

　１１１０１０１０　網番号＋信号局コード（移動通信）

　１１１０１０１１　網番号（移動通信）

　１１１０１１００　移動機ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１０１　加入者ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１１０  移動機番号（移動通信）

　１１１０１１１１  加入者番号（移動通信）

網特有領域
　１１１１００００

　１１１１１１１０

　１１１１１１１１１　保留
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

▼
　アドレス情報は、二進化十進数（ＢＣＤ）でコーディングする場合、グローバ
ルタイトル値はオクテット２から始まり、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３の
ように符号化される。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】

3.4.2.3.3　グローバルタイトル識別子＝００１１
　図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３はグローバルタイトルが“００１１”の場
合のフォーマットを示している。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

翻訳タイプ オクテット１

番号計画 コーディング体系 オクテット２

グローバルタイトルのアドレス情報 オクテット３と続き

図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“００１１”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

〜

〜

〜
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　番号計画は以下のようにコード化される。

ビット　８７６５
　　　　００００　　未定
　　　　▼
　　　　０００１　　ＩＳＤＮ／電話番号計画（勧告Ｅ．１６４）
　　　　００１０　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　００１１　　データ番号計画（勧告Ｘ．１２１）
　　　　０１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ．６９）
　　　　▼
　　　　０１０１　　船舶番号計画（勧告Ｅ．２１０、２１１）
　　　　０１１０　　自動車番号計画（勧告Ｅ．２１２）
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　０１１１　　ＩＳＤＮ／移動体の番号計画（勧告Ｅ．２１４）
　　　　１０００
　　　　　から　　予備
　　　　１１０１
　　　　▼
　　　　１１１０　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　１１１１　　留保

　コーディング体系は以下のようにコード化される。

ビット　４３２１
　　　　００００　　未定
　　　　０００１　　ＢＣＤ、数字が奇数個
　　　　００１０　　ＢＣＤ、数字が偶数個
　　　　▼
　　　　００１１　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　０１００
　　　　　から　　予備
　　　　１１１０
　　　　１１１１　　留保

　コーディング体系が２進化１０進数の場合には、オクテット４から始まるグ
ローバルタイトルアドレス情報が、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３のように
コード化される。
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　グローバルタイトルが００１１のために割り当てることができる翻訳タイプの
範囲は、次のように示される。

　なお、コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下の
通りとする。
　▼

ＩＴＵ－Ｔ固有領域
　００００００００

　１１０１１１１１

ＴＴＣ固有領域

　１１１０００００

　　予備

　１１１０１００１

　１１１０１０１０　網番号＋信号局コード（移動通信）

　１１１０１０１１　網番号（移動通信）

　１１１０１１００　移動機ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１０１　加入者ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１１０  移動機番号（移動通信）

　１１１０１１１１  加入者番号（移動通信）

網特有領域
　１１１１００００

　１１１１１１１０

　　　　　　　　　　　　　　１１１１１１１１　保留
　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.4.2.3.4　グローバルタイトル識別子＝０１００　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.5　発信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.6　プロトコルクラス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.12　返送理由
　ユニットデータサービスメッセージまたは拡張ユニットデータサービスメッ
セージの中で、「返送理由」パラメータフィールドは１オクテットフィールドで
メッセージ返送理由を含む。ビット１－８は以下のようにコード化されている。

ビット　８７６５４３２１
　　　　００００００００　　アドレスの性質上翻訳不可
　　　　０００００００１　　特殊なアドレスのため翻訳不可
　　　　００００００１０　　サブシステム輻輳
　　　　００００００１１　　サブシステム障害
　　　　０００００１００　　未実装ユーザ
　　　　▼
　　　　０００００１０１　　ネットワーク障害
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

〜

〜

〜
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　　　　０００００１１０　　ネットワーク輻輳
　　　　０００００１１１　　無資格
　　　　▼
　　　　００００１０００
　　　　　　　から　　　　　予備
　　　　１１１１１１１１
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.16　データ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.17　分割　【規定しない】

3.18　ホップカウンタ　【規定しない】

4.　ＳＣＣＰメッセージとコード
4.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

4.10　ユニットデータ（ＵＤＴ）
　ＵＤＴメッセージは次のものを含む。
　－ルーチングラベル
　－３つのポインタ
　－表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３で示されるパラメータ

表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　メッセージ種別：ユニットデータ

　　　▼

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

　 メッセージ種別 2.1 Ｆ １

　 プロトコルクラス 3.6 Ｆ １

　 着信アドレス 3.4 Ｖ ３（最小の場合）

　 発信アドレス 3.5 Ｖ ２（最小の場合）

　 データ  3.16 Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須
　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

4.11　ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ）
　ＵＤＴＳメッセージは次のものを含む。
　－ルーティングラベル
　－３つのポインタ
　－表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３で示されるパラメータ
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表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　メッセージ種別：ユニットデータサービス

　　　▼

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

　　メッセージ種別 2.1 Ｆ １

　　返送理由  3.12 Ｆ １

　　着信アドレス 3.4 Ｖ ３（最小の場合）

　　発信アドレス 3.5 Ｖ ２（最小の場合）

　　データ  3.16 Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須
　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

4.18　拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

4.19　拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ）　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠す
る】



技別 5－23

付録１：移動通信用　着信アドレス、発信アドレスの構成　【ＪＴ－Ｑ７１３に
　　　　準拠する】

付録２：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成
　　　（１つの信号網相互接続点により信号網接続を行う場合）　【規定しない】

付録３：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成　【規定しない】
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▼
付録４：移動網において使用されるグローバルタイトル

　移動網内、網間において送受される回線非対応信号に含まれるグローバルタイ
トルは送受される内容によってコーディングが異なる。

(1)　網間におけるＨＬＲアクセス、ＧＬＲアクセス等の場合
　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場合
に相当する。
　(a)　⑧の着グローバルタイトル（加入者番号）
　(b)　⑩の着グローバルタイトル（加入者ローミング番号）
　(c)　⑪の着グローバルタイトル（加入者番号）
　(d)　⑫の着グローバルタイトル（網番号）

コーディングは以下の規則に従う。

・『グローバルタイトル表示』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タイ
プ、番号計画、コーディング体系を含む）を使用する。
・『翻訳タイプ』は、それぞれの着グローバルタイトルに対応するものを選択する。
・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。
・アドレス情報は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合には『コーディング体
系』を０００１＝ＢＣＤ（奇数桁）、偶数の場合には００１０＝ＢＣＤ（偶数桁）
とする。
・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。

　　　　　           ８　７　６　５　４　３　２　１

第２アドレス  第１アドレス

第４アドレス  第３アドレス

第６アドレス  第５アドレス

ﾌｨﾗｰ（必要時）  第2n-5アドレス

オクテット３

オクテット４

オクテット５

オクテットｎ

付図４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　アドレス情報フォーマット

(2)　網間においてグローバルタイトルとして網番号＋信号局コードを使用する場
合
　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場合
に相当する。
　(a)　⑦の発着グローバルタイトル
　(b)　⑧の発グローバルタイトル
　(c)　⑨の発着グローバルタイトル
　(d)　⑩の発着グローバルタイトル
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　(e)　⑪の発着グローバルタイトル
　(f)　⑫の発グローバルタイトル
　(g)　⑬の発着グローバルタイトル

コーディングは以下の規則に従う。

・『グローバルタイトル識別子』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タ
イプ、番号計画、コーディング体系を含む）を使用する。
・『翻訳タイプ』は、０００００１１０＝網番号＋信号局コードを使用する。
・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。
・アドレス情報のうち、網番号の部分は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合
には『コーディング体系』を０００１＝ＢＣＤ（奇数桁）、偶数の場合には００
１０＝ＢＣＤ（偶数桁）とする。網番号に続いて信号局番号として２オクテッ
トが設定される。
　　信号局コードのフォーマットは、ＭＴＰ、ＳＣＣＰのアドレス情報を構成す
る信号局コードと同じものである。
・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。

　　　　　　　　　    ８　７　６　５　４　３　２　１

第２アドレス 第１アドレス

第４アドレス 第３アドレス

第６アドレス 第５アドレス

ﾌｨﾗｰ（必要時） 第2n-5アドレス

　　　　　　　網
　　　　　　　番
　　　　　　　号

　　　　　　　　

信号局番号

オクテット３

オクテット４

オクテット５

オクテットｎ

オクテットｎ＋１

オクテットｎ＋２

付図４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　アドレス情報フォーマット（②の場合）

　網番号（オクテット３～ｎ）が奇数桁の場合、フィラーコード（００００）が
上図のフィラー部分に挿入される。

(3)　その他の場合
　　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場
合に相当する。
　(a)　④の発グローバルタイトル
　(b)　⑤の着グローバルタイトル
　(c)　⑥の発着グローバルタイトル

　グローバルタイトルのコーディングは、各事業者個別に規定することとする。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰ手順

1.　概　論
1.1　信号接続制御手順の一般的特性
1.1.1　目　的　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.2　プロトコルクラス
　ネットワークサービスを提供する為に、ＳＣＣＰによって用いられるプロトコ
ルは、次に示すように２つのプロトコルクラスに細分化される。
　－　クラス０：基本コネクションレスクラス
　－　クラス１：順序制御（ＭＴＰ）コネクションレスクラス
　コネクションレスプロトコルクラスは、ＸＵＤＴ、もしくはＵＤＴメッセージ
のユーザデータフィールドにおいて、一つのネットワークサービスデータユニッ
ト（ＮＳＤＵ）を転送するため、必要な機能を提供する。
▼
　ＮＳＤＵの最大の長さは、２５５オクテット（注：ＳＣＣＰの発着信アドレス
としてグローバルタイトルを含まない場合）に制限される。これは、プロトコル
クラス０と１では分割／組立制御を提供しないためである。
▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】

1.1.2.1　プロトコルクラス０　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.2.2　プロトコルクラス１　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.3　コンパチビリティおよび認識不可情報の処理　【規定しない】

1.3　コネクションレスサービス手順の概観
1.3.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.3.2　分割／再組立　【規定しない】

1.4　ＳＣＣＰの構造と仕様内容　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.　アドレッシングおよびルーチング
2.1　ＳＣＣＰアドレッシングの原則　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2　ＳＣＣＰルーチング原則　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2.1　ＭＴＰによって転送されたＳＣＣＰメッセージの受信　【ＪＴ－Ｑ７１４
に準拠する】

2.2.2　コネクションオリエンテッド制御部またはコネクションレス制御部からＳ
ＣＣＰルーチング制御へのメッセージ

　メッセージの宛先を示すアドレス情報は、コネクションレス制御部からＳＣＣ
Ｐルーチング制御部が受信した各内部メッセージにより与えられる。
　ＸＵＤＴ、ＵＤＴメッセージの場合、アドレス情報は「Ｎ－ユニットデータ」



技別 5－27

要求プリミティブに含まれる「着信アドレス」パラメータから得る。

　このアドレス情報は、次のような形式になる。
　▼
　2)　ＤＰＣ＋以下のいずれか
　　　a)　０でないＳＳＮ
　　　b)　ＧＴ
　　　c)　ＧＴ＋０でないＳＳＮ
　3)　０でないＳＳＮを伴う、あるいは伴わないＧＴ
　▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】
　２），３）の形式はコネクションレスメッセージに適用される。
2.2.2.1　ＤＰＣがある場合　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2.2.2　ＤＰＣがない場合　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.3　ＳＣＣＰルーチング　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.4　グローバルタイトル翻訳　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.7　「発信アドレス」の扱い方　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.8　ルーチング障害　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.　コネクションレス手順　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.1　データ転送　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.1.1　分割／再組立　【規定しない】

4.2　メッセージ返送手順　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.3　シンタックスエラー　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

付録資料Ｃ　　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】
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▼
付録資料Ｅ

ＵＤＴＳメッセージ返送(Return of UDTS message)

　ＵＤＴＳメッセージ生成時、ＵＤＴメッセージの発信アドレスと着信アドレス
を単純に入れ換える。この場合、着信アドレスと発信アドレスの長さが異なるよ
うなことがあれば、着信アドレスポインタ、発信アドレスポインタを変更する。
また、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＯＰＣには、ＵＤＴＳ生成局の信号局コード
が設定され、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＤＰＣにはＵＤＴＳメッセージの着信
アドレスを翻訳して決定される。
　付図Ｅ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４に、ＵＤＴメッセージに対するＵＤＴＳ
メッセージの生成法を示す。

ＵＤＴ ＵＤＴＳ生成時 ＵＤＴＳ送信時

ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ

ﾒｯｾｰｼ゙ 種別 UDT ﾒｯｾｰｼ゙ 種別  UDTS ﾒｯｾｰｼ゙ 種別  UDTS

ﾌ゚ ﾛﾄｺﾙｸﾗｽ 〔 返 送 理 由 〕        〔 返 送 理 由 〕        

着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ（注）

発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ

ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ

着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長

ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示

信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙

ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号

発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長

ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示

信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙

ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号

ﾃ゙ ｰﾀ内容長 ﾃ゙ ｰﾀ内容長 ﾃ゙ ｰﾀ内容長

ﾃ゙ ｰﾀ内容

 　　変更

 　　変更

　　　　　　

  　　入
  　　れ
  　　換
  　　え

 　　　　　　

 
ﾃ゙ ｰﾀ内容

 　　変更
（必要なら）

ﾃ゙ ｰﾀ内容

付図Ｅ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４　　ＵＤＴＳメッセージの生成法
(Set up of parameters in UDTS message)

（注）ＵＤＴＳ生成は、発着信アドレスの内容の入替えであるため、着信アドレ
スポインタの変更はない。

▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】
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接続シーケンス



（1）

シーケンス番号一覧
１．対地域事業者インタフェース

対選択中継事業者インタフェース
対国際事業者インタフェース

分類 シーケンス番号 呼種別 ページ

１ 当社デジタル移動端末発
→他社アナログ端末着

技別６－１

２ 当社デジタル移動端末発（音声・3.1kオー
ディオ）
→他社ＩＳＤＮ端末着

技別６－２

基本
(当社網発信)

ＰＴ－Ａ

３ 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64k
非制限）
→他社ＩＳＤＮ端末着

技別６－３

１ 他社アナログ/ＩＳＤＮ端末発（音声・3.1k
オーディオ）
→当社デジタル移動端末着

技別６－４基本
(協定事業者
網発信)

ＰＴ－Ｂ

２ 他社ＩＳＤＮ端末発（64k非制限）
→当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

技別６－５

１ 当社デジタル移動端末発
→他社０ＡＢ０着課金（アナログ端末）

技別６－６

２ 当社デジタル移動端末発
→他社０ＡＢ０着課金（ＩＳＤＮ端末）

技別６－７

３ 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64k
非制限）
→他社０ＡＢ０着課金（ＩＳＤＮ端末）

技別６－８

４ 当社デジタル移動端末発
→他社０ＡＢ０発課金（アナログ端末）

技別６－９

５ 当社デジタル移動端末発
→他社０ＡＢ０発課金（ＩＳＤＮ端末）

技別６－10

高度サービス
(当社網発信)

ＰＴ－Ｃ

６ 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64ｋ
非制限）
→他社０ＡＢ０発課金（ＩＳＤＮ端末）

技別６－11

１ 他社端末発
→当社遠隔制御

技別６－12

２ 当社デジタル移動端末発
→他社アナログ端末着

技別６－13

インチャネル
追加ダイヤル

ＰＴ－Ｄ

３ 当社デジタル移動端末発
→他社デジタル端末着

技別６－14



（2）

２．対移動体事業者インタフェース

分類 シーケンス番号 呼種別 ページ

１ 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（音声・
3.1kオーディオ）
→他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

技別６－15基本
(当社網発信）

ＰＴ－Ｅ

２ 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64ｋ
非制限）
→他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

技別６－16

１ 他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（音声・
3.1kオーディオ）
→当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

技別６－17基本
(協定事業者
網発信）

ＰＴ－Ｆ

２ 他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64k
非制限）
→当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

技別６－18



（3）

３．対地域事業者インタフェース
対選択中継事業者インタフェース
対国際事業者インタフェース
対移動体事業者インタフェース

分類 シーケンス番号 呼種別 ページ

１ 不完了ＡＣＭ受信
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－19

２ 不完了ＣＰＧ受信
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－20

不完了 ＰＴ－Ｇ

３ 空き番号トーキ
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－21

１ ＡＡＴ接続（強制切断なし）
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－22

２ ＡＡＴ接続（強制切断あり）
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－23

試験 ＰＴ－Ｈ

３ ＬＰＴ接続
当社発→他社着、他社発→当社着

技別６－24

１ ＭＮＰ転送方式接続
（当社が番号管理事業者網）

技別６－25ＭＮＰ
転送方式

ＰＴ－Ｉ

２ ＭＮＰ転送方式接続
（当社が移転先網）

技別６－26

１ ＭＮＰリダイレクション方式接続
（当社が発信網）

技別６－27

２ ＭＮＰリダイレクション方式接続
（当社が番号管理事業者網）

技別６－28

ＭＮＰ
リダイレクシ
ョン方式

ＰＴ－Ｊ

３ ＭＮＰリダイレクション方式接続
（当社が移転先網）

技別６－29

（凡例）本シーケンスでは、
・デジタル移動端末とはＰＤＣ端末及びＩＭＴ端末を示す。
・デジタル（ＰＤＣ）移動端末とはＰＤＣ端末を示す。
・デジタル（ＩＭＴ）移動端末とはＩＭＴ端末を示す。



技別 6－1

ＰＴ Ａ１ 呼種別 当社デジタル移動端末発  ⇒  他社アナログ端末着

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けかつ発側網でタイムアウトの場合のシーケンス

▉

発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＬＥＲＴ

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ
ＤＩＳＣ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

ＲＢＴ

ＳＵＳ

ＲＥＳＴ６タイムアウト *

当社デジタル移動端末

＊：T6タイムアウ
トは着信網でも
検出する。(検出
時は着側網から
REL送出)

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ



技別 6－2

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉
発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＡＬＥＲＴ）

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ
ＤＩＳＣ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル移動端末

（ＣＰＧ）

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＰＴ Ａ２ 呼種別 当社デジタル移動端末発（音声・3.1ｋHzオーディオ）  ⇒  他社ＩＳＤＮ端末着

ＲＢＴ



技別 6－3

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉
発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＡＬＥＲＴ）

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ
ＤＩＳＣ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル移動端末

（ＣＰＧ）

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＰＴ Ａ３ 呼種別 当社デジタル(ＩＭＴ）移動端末発（６４ｋ非制限）  ⇒  他社ＩＳＤＮ端末着



技別 6－4

ＰＴ Ｂ１ 呼種別  他社アナログ/ＩＳＤＮ端末発（音声・3.1ｋHzオーディオ）　⇒ 当社デジタル移動端末着

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉
発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＢＴ

当社デジタル移動端末

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＳＥＴＵＰ

ＡＬＥＲＴ

ＣＰＧ＊

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

＊：ＣＰＧは複数
回送信する場合
がある



技別 6－5

ＰＴ Ｂ２ 呼種別 他社ＩＳＤＮ端末発（64ｋ非制限）　⇒  当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＮＭ

ＣＯＮＮ

ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＳＥＴＵＰ

ＡＬＥＲＴ

ＣＰＧ＊

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

＊：ＣＰＧは複数
回送信する場
合がある

当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末



技別 6－6

ＰＴ Ｃ１ 呼種別 当社デジタル移動端末発⇒０ＡＢ０着信課金（アナログ端末）

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けかつ発側網でタイムアウトの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＬＥＲＴ

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

ＲＢＴ

ＳＵＳ

ＲＥＳＴ６タイムアウト*

当社デジタル移動端末

ＢＴ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

（ＣＰＧ）＊
＊：CPGは複数回
設定される場
合がある。

＊：T6タイムアウト
は着信網でも検
出する。(検出時
は着側網からREL
送出)



技別 6－7

ＰＴ Ｃ２ 呼種別 当社デジタル移動端末発⇒０ＡＢ０着信課金（ＩＳＤＮ端末）

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＬＥＲＴ

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル移動端末

ＣＰＧ＊

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＲＢＴ

＊：CPGは複数回
設定される場
合がある。



技別 6－8

ＰＴ Ｃ３ 呼種別 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発(64k非制限)⇒０ＡＢ０着信課金（ＩＳＤＮ端末）

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＬＥＲＴ

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末

ＣＰＧ＊

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

＊：CPGは複数回
設定される場
合がある。



技別 6－9

ＰＴ Ｃ４ 呼種別

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＳＵＳ

ＲＥＳＴ６タイムアウト*

ＢＴ

＊：T6タイムアウト
は着信網でも検
出する。(検出時
は着側網からREL
送出)

当社デジタル移動端末発⇒０ＡＢ０発信課金（アナログ端末）

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＡＬＥＲＴ）

ＣＯＮＮ
ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル移動端末

ＣＰＧ※

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＲＢＴ

（ＣＨＧ）

※：CPGは複数回
設定される場
合がある。



技別 6－10

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＡＬＥＲＴ）

ＣＯＮＮ
ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル移動端末

ＣＰＧ※

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

ＲＢＴ

（ＣＨＧ）

※：CPGは複数回
設定される場
合がある。

ＰＴ Ｃ５ 呼種別 当社デジタル移動端末発⇒０ＡＢ０発信課金（ＩＳＤＮ端末）



技別 6－11

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉ 発信網 着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＡＬＥＲＴ）

ＣＯＮＮ
ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＲＬＣ
ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末

ＣＰＧ※

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ　ＣＯＭＰ

ＣＯＮＮ　ＡＣＫ

（ＣＨＧ）

※：CPGは複数回
設定される場
合がある。

ＰＴ Ｃ６ 呼種別 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発(64k非制限)⇒０ＡＢ０発信課金（ＩＳＤＮ端末）



技別 6－12

ＰＴ Ｄ１ 呼種別 他社端末発　⇒当社遠隔制御

ガイダンス

発呼者先掛けの場合のシーケンス

タイムアウトの場合のシーケンス

着信網発信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＮＭ

ＳＤＴ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

各種情報

（契約移動機番号・暗証番号）

遠隔操作（ＰＢ信号）

（ＰＢ信号）



技別 6－13

ＰＴ Ｄ２ 呼種別 当社デジタル移動端末発　⇒他社アナログ端末着

ガイダンス等

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信網発信網

ＩＡＭ

ＡＣＭまたはＣＰＧ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

各種情報

ＲＢＴ

（ＰＢ信号）

（ＡＣＭ）

ＡＮＭ

通信中

着信者先掛けかつ発信網でタイムアウト場合のシーケンス

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＳＵＳ

ＲＥＳＴ６タイムアウト *

＊：T6タイムアウト
は着信網でも検出
する。(検出時は着
側網からREL送出)



技別 6－14

ＰＴ Ｄ３ 呼種別 当社デジタル移動端末発　⇒他社デジタル端末着

ガイダンス等

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

着信網発信網

ＩＡＭ

ＡＣＭまたはＣＰＧ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

各種情報
（ＰＢ信号）

（ＡＣＭ）

ＡＮＭ

通信中

（ＣＰＧ）

ＲＢＴ



技別 6－15

ＰＴ Ｅ１ 呼種別 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発⇒他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉
着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＣＨＧ）

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

発信網当社デジタル(ＩＭＴ)移動端末

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

（ＣＰＧ）※

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＡＬＥＲＴ

ＲＢＴ

※ＣＰＧは複数
回送信される
場合がある



技別 6－16

ＰＴ Ｅ２ 呼種別 当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発（64k非制限）⇒他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

▉
着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

（ＣＨＧ）

ＣＯＮＮ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＤＩＳＣ

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

発信網当社デジタル(ＩＭＴ)移動端末

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

（ＣＰＧ）※

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＡＬＥＲＴ

※ＣＰＧは複数
回送信される
場合がある



技別 6－17

 通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

（ＣＰＧ）※※ＣＰＧは複数
回送信される
場合がある

ＲＢＴ

ＣＯＮＮ

ＤＩＳＣ

ＡＬＥＲＴ

ＰＴ Ｆ１ 呼種別 他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発⇒当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

着信網発信網 ▉

当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末

ＳＥＴＵＰ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ



技別 6－18

ＰＴ Ｆ２ 呼種別 他社デジタル（ＩＭＴ）移動端末発(64k非制限)⇒当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末着

 通信中

発呼者先掛けの場合のシーケンス

着信者先掛けの場合のシーケンス

着信網

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＡＮＭ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

（ＣＰＧ）※※ＣＰＧは複数
回送信される
場合がある

発信網

ＣＯＮＮ

ＤＩＳＣ

ＡＬＥＲＴ

▉

当社デジタル（ＩＭＴ）移動端末

ＳＥＴＵＰ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ

ＤＩＳＣ

ＲＥＬ

ＲＥＬ ＣＯＭＰ



技別 6－19

ＰＴ Ｇ１ 呼種別 不完了ＡＣＭ受信：当社発→他社着、他社発→当社着

発信網 着信網

ＡＣＭ※１

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＩＡＭ

発呼者先掛けの場合のシーケンス

トーキ聴取タイマ満了時のシーケンス

ＲＬＣ

ＲＥＬ※２

※１　不完了ＡＣＭとして理由表示を設定
※２　トーキ聴取タイマ満了による着信者側掛けの場合は理由表示＃３１を設定

トーキ



技別 6－20

ＰＴ Ｇ２ 呼種別 不完了ＣＰＧ受信：当社発→他社着、他社発→当社着

※１　不完了ＣＰＧとして理由表示を設定
※２　トーキ聴取タイマ満了による着信者側掛けの場合は理由表示＃３１を設定

発信網 着信網

ＡＣＭ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＩＡＭ

発呼者先掛けの場合のシーケンス

トーキ聴取タイマ満了時のシーケンス

ＲＬＣ

ＲＥＬ※２

トーキ

ＣＰＧ※１



技別 6－21

ＰＴ Ｇ３ 呼種別 空き番号トーキ接続：当社発→他社着、他社発→当社着

着信網発信網

ＲＥＬ ※１

ＩＡＭ

※１　理由表示＃１（欠番）を設定

空き番号トーキ

発呼者先掛けの場合のシーケンス

トーキ聴取タイマ満了時のシーケンス

発信端末

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＥＬ

ＲＬＣ



技別 6－22

ＰＴ Ｈ１ 呼種別 ＡＡＴ接続（強制切断なし）：当社発→他社着、他社発→当社着

ＡＮＭ

ＡＣＭ

発信網

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＩＡＭ

着信網（ＡＡＴ）

トーン

約６秒

ＲＢＴ

同時

（ＢＬＡ）※

（ＢＬＯ）※

（ＵＢＡ）※

（ＵＢＬ）※

※ 当社からの発信時には送信

　　他社からの発信時は、発信網での処理による



技別 6－23

ＰＴ Ｈ２ 呼種別 ＡＡＴ接続（強制切断あり）：当社発→他社着、他社発→当社着

ＡＮＭ

ＡＣＭ

発信網

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＩＡＭ

着信網（ＡＡＴ）

トーン

約６秒

ＲＢＴ

同時

タイムアウト
約５０～６０秒

（ＢＬＡ）※

（ＢＬＯ）※

（ＵＢＡ）※

（ＵＢＬ）※

※ 当社からの発信時には送信

　　他社からの発信時は、発信網での処理による



技別 6－24

ＰＴ Ｈ３ 呼種別 ＬＰＴ接続：当社発→他社着、他社発→当社着

ＡＮＭ

ＡＣＭ

発信網

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＩＡＭ

着信網（ＬＰＴ）

ビットパターン折り返し

ビットパターン送出

ビットパターン返送

（ＢＬＡ）※

（ＢＬＯ）※

（ＵＢＡ）※

（ＵＢＬ）※

※ 当社からの発信時には送信

　　他社からの発信時は、発信網での処理による
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ＰＴ I１ 呼種別 ＭＮＰ転送方式接続（当社が番号管理事業者網）

発信網 番号管理事業者網
（当社）

移転先網

ＩＡＭ

ＩＡＭ

ＡＣＭ

ＣＰＧ＊１

ＣＰＧ＊１

ＲＢＴ＊２

ＡＮＭ

ＡＮＭ

通信中

ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＬＣ

発先掛

着先掛 ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＬＣ

＊１　複数回送信される場合がある
＊２　音声、3.1kオーディオの場合のみ（64k非制限は除く）

ＡＣＭ

（ＳＧＭ）
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ＰＴ I２ 呼種別 ＭＮＰ転送方式接続（当社が移転先網）

発信網

ＣＰＧ＊１

ＣＰＧ＊１

ＲＢＴ＊２

ＡＮＭ

ＡＮＭ

通信中

ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＬＣ

発先掛

着先掛 ＲＥＬ

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＲＬＣ

ＡＣＭ

ＡＣＭ

番号管理事業者網 移転先網
（当社）

ＩＡＭ

ＩＡＭ

（ＳＧＭ）

＊１　複数回送信される場合がある
＊２　音声、3.1kオーディオの場合のみ（64k非制限は除く）

（ＳＧＭ）



技別 6－27

ＰＴ J１ 呼種別 ＭＮＰリダイレクション方式接続（当社が番号管理事業者網）

発信網
（リダイレクション実行網）

ＡＣＭ

Ｒ－ＩＡＭ

ＩＡＭ

Ｒ－ＲＥＬ

ＣＰＧ＊１

ＲＢＴ＊２

ＡＮＭ

通信中

ＲＥＬ

ＲＬＣ

発先掛

着先掛
ＲＥＬ

ＲＬＣ

番号管理事業者網
（当社）

＊１　複数回送信される場合がある
＊２　音声、3.1kオーディオの場合のみ（64k非制限は除く）

移転先網
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ＰＴ J２ 呼種別 ＭＮＰリダイレクション方式接続（当社が移転先網）

発信網
（リダイレクション実行網）

ＣＰＧ＊１

ＲＢＴ＊２

ＡＮＭ

通信中

ＲＥＬ

ＲＬＣ

発先掛

着先掛
ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＡＣＭ

番号管理事業者網

Ｒ－ＩＡＭ

ＩＡＭ

Ｒ－ＲＥＬ

＊１　複数回送信される場合がある
＊２　音声、3.1kオーディオの場合のみ（64k非制限は除く）

⇒

移転先網
（当社）

（ＳＧＭ）
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ＰＴ J３ 呼種別 ＭＮＰリダイレクション方式接続（当社が発信網）

発信網
（当社／リダイレクション実行網）

ＣＰＧ＊１

ＲＢＴ＊２

ＡＮＭ

通信中

ＲＥＬ

ＲＬＣ

発先掛

着先掛

ＲＥＬ

ＲＬＣ

ＡＣＭ

番号管理事業者網

Ｒ－ＩＡＭ

ＩＡＭ

Ｒ－ＲＥＬ

移転先網

＊１　複数回送信される場合がある
＊２　音声、3.1kオーディオの場合のみ（64k非制限は除く）
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〔参照した規格一覧〕
・TTC標準　JT-G707　第5版　同期ディジタルハイアラーキのNNI
・TTC標準　JT-G783　第3版　SDH多重変換装置の警報系・切替系の動作
・TTC標準　JT-G957　第3版　SDH多重系光インタフェース条件

・ITU-T勧告　G.707　Network node interface for the synchronous digital hierarchy
(SDH)

・ITU-T勧告　G.783　Characteristics of synchronous digital hierarchy (SDH)
equipment functional blocks

・ITU-T勧告　G.841　Types and characteristics of SDH network protection
architectures

・ITU-T勧告　G.957　Optical interfaces for equipments and systems relating to the
synchronous digital hierarchy

・JIS規格　JIS C 6835　石英系シングルモード光ファイバ素線
・JIS規格　JIS C 5973　F04形単心光ファイバコネクタ

〔用語〕
本別表中の記述において使用する「送信」「受信」の定義は以下のとおりである。
・｢送信」：当社網から直接協定事業者網へ流れる信号の方向のこと
・｢受信」：直接協定事業者網から当社網へ流れる信号の方向のこと

1.　インタフェース規定点
　　　本インタフェース条件を規定するポイントは図1の通りである。

2.　物理的条件
　2.1　ケーブル

本インタフェースに適用するケーブルは、1.3μm帯の波長を使用する場合は
ＳＭ型光ファイバケーブルとし、1.5μm帯の波長を使用する場合はＤＳＭ型光
ファイバケーブルとする。なお、ＳＭ型光ファイバケーブルはJIS C6835
SSMA-9.5/125相当の光ファイバ素線を使用し、ＤＳＭ型光ファイバケーブルは
JIS C6835 SSMB-8/125相当の光ファイバ素線を使用する。

　2.2　コネクタ
本インタフェースに適用するコネクタは、原則、JIS C 5973（F04形単心光フ
ァイバコネクタ）であり、プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損
失が0.5dB以下）、接続時の反射減衰量は22dB以上とする。

3.　電気／光学的条件
　3.1　50M信号局間用（1.31µm）
　　　　光パラメータ条件を表１に示す。
　3.2　150M信号局間用（1.31µm）
　　　　光パラメータ条件を表２に示す。
　3.3　2.4G信号局内用（1.31µm）
　　　　光パラメータ条件を表３に示す。
　3.4　2.4G信号局間用（1.31µm）
　　　　光パラメータ条件を表４に示す。
　3.5　2.4G信号局間用（1.55µm）
　　　　光パラメータ条件を表５に示す。
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4.　論理的条件
　4.1　フレーム構成
　　4.1.1　多重化構造

本インタフェースに適用される多重化構造は、TTC標準JT-G707または
ITU-T勧告G.707に準拠する。

　　4.1.2　フレームフォーマット
STM-0、STM-1、STM-16、VC-3、TUG-2、VC-2、VC-11信号のフレームフォー
マットを図４～図10に示す。

　　4.1.3　オーバーヘッドバイトの定義
本インタフェースに適用するオーバーヘッドバイトの定義を表６～表13
に示す。

　　4.1.4　フレーム同期方式
STM-0、STM-1、STM-16信号のフレーム同期方式を表14に示す。

　4.2　警報インタフェース条件
　　4.2.1　警報検出解除条件

本インタフェースにおける警報検出解除条件を表15～表21に示す。
　　4.2.2　警報転送

本インタフェースにおける警報転送機能を図11～図12に示す。
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表１　50M信号局間用（1.31µm）の光パラメータ条件

項　目 規　格

インタフェース速度 51.84Mbit/s（STM-0）

適用伝送路コード L-0.1

伝送符号 スクランブルド２値NRZ符号

発光条件
正論理「1」は発光
正論理「0」は非発光

波長範囲 1280～1335nm

符号誤り率 １×10-10以下

平均送信電力 -５～０dBm

送信光パルスマスク 図２参照

光源 MLM/SLM

消光比 10dB以上

最大受光電力（平均値） -10dBm以上

最小受光電力（平均値） -34dBm以下

送信側光ジャック
／受信側光ジャック

光学的条件規定点

伝送装置

図１　インタフェース規定点

物理的条件規定点

配線盤

ジャック プラグプラグ
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表2　150M信号局間用（1.31µm）の光パラメータ条件

項　目 規　格

インタフェース速度 155.52Mbit/s（STM-1）

適用伝送路コード L-1.1

伝送符号 スクランブルド２値NRZ符号

発光条件 正論理「1」は発光
正論理「0」は非発光

波長範囲 1280～1335nm

符号誤り率 １×10-10以下

平均送信電力 -５～０dBm

送信光パルスマスク 図２参照

光源 MLM/SLM

消光比 10dB以上

最大受光電力（平均値） -10dBm以上

最小受光電力（平均値） -34dBm以下

表３　2.4G信号局内用（1.31µm）の光パラメータ条件

項　目 規　格

インタフェース速度 2488.32Mbit/s（STM-16）

適用伝送路コード I-16

伝送符号 スクランブルド２値NRZ符号

発光条件 正論理「1」は発光
正論理「0」は非発光

波長範囲 1266～1360nm

符号誤り率 １×10-10以下

平均送信電力 -10～-３dBm

送信光パルスマスク 図３参照

光源 MLM

消光比 8.2dB

最大受光電力（平均値） -３dBm以上

最小受光電力（平均値） -18dBm以下
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表４　2.4G信号局間用（1.31µm）の光パラメータ条件

項　目 規　格

インタフェース速度 2488.32Mbit/s（STM-16）

適用伝送路コード L-16.1

伝送符号 スクランブルド２値NRZ符号

発光条件 正論理「1」は発光
正論理「0」は非発光

波長範囲 1280～1335 nm

符号誤り率 １×10-10以下

平均送信電力 -２～+３dBm

送信光パルスマスク 図３参照

光源 SLM

消光比 8.2dB

最大受光電力（平均値） -９dBm以上

最小受光電力（平均値） -27dBm以下

表５　2.4G信号局間用（1.55µm）の光パラメータ条件

項　目 規　格

インタフェース速度 2488.32Mbit/s（STM-16）

適用伝送路コード L-16.2

伝送符号 スクランブルド２値NRZ符号

発光条件 正論理「1」は発光
正論理「0」は非発光

波長範囲 1500～1580 nm

符号誤り率 １×10-10以下

平均送信電力 -２　～+３dBm

送信光パルスマスク 図３参照

光源 SLM

消光比 8.2dB

最大受光電力（平均値） -９dBm以上

最小受光電力（平均値） -28dBm以下
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縦軸：相対値
横軸：×１／155.2 ［μs］（STM-1の場合）
　　　×１／ 51.84［μs］（STM-0の場合）

適用範囲　　：局間 （51.84および155.52Mbit/s）
測定条件　　：F-3dBが伝送ビットレート×0.75の４次トムソンフィルタ

図2　STM-0およびSTM-1信号のパルスマスク

【測定系】

被試験
インタフェース
OUT

減衰器※ 波形測定器光電気変換
5次トムソンフィルタ

　※減衰器は必要に応じて用いる。

変換器

(0, 1.2)

(0, 1.0)

(0.15, 0.8)(-0.15, 0.8)

(0.35, 0.5)(-0.35, 0.5)

(0.15, 0.2)(-0.15, 0.2)
(0.5, 0)(-0.5, 0)

(0,0)

(0,-0.2)

1 time slot

（51.84／155.52 Mbit/s）

※※

※※カットオフ周波数（－３ｄＢ減衰点）が入力公称ビットレートの０．７５倍であること。

論理“１”の平均レベル

論理“０”の平均レベル
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1 time slot
（2488.32 Mbit/s）

（0,1.25）

（0,1.00）

（0.1,0.75）（-0.1,0.75）

（0.1,0.25）（-0.1,0.25）

（0,0）

（0.5,0）（-0.5,0）

（0,-0.25）

適用範囲　　：局間、局内（2488.32Mbit/s）
測定条件　　：F-3dBが伝送ビットレート×0.75の４次トムソンフィルタ
試験パターン：スクランブルド２値

図３　STM-16信号のパルスマスク

論理“１”の平均レベル

論理“０”の平均レベル
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図４　STM-0　フレームフォーマット

表６　STM-0　セクションオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

A1, A2 フレーム同期 A1：[11110110]b、A2：[00101000]b

C1 フレーム識別番号 [00000001]b

B1 中継セクションの誤り監視 前フレームの全ビットのBIP-8演算結果

E1 中継セクションの音声打合せ 64kbit/s PCMの音声信号（オーダワイヤ）

F1 中継セクションの故障特定 故障検出中間中継器番号と検出警報

D1～D3 中継セクションのデータ通信
（未使用）

192kbit/sのデータ信号

B2 セクションの誤り監視 前フレームの第１行から３行のSOHを除
く全ビットのBIP-8演算結果

K1,
K2(b1～b5)

セクション切替系の制御 切替要求要因、切替元伝送路等

K2(b6～b8) セクション状態の転送 正常：[000]b、FERF：[110]b、AIS：[111]b

D4～D12 多重セクションのデータ通信
（未使用）

576kbit/sのデータ信号

Z1～Z2 予備（未使用） 全ビット「1」b

セクシ
ョン
管理情
報
(SOH)

E2 端局セクションの音声打合せ 64kbit/s　PCMの音声信号（オーダワイヤ）

H1, H2 VC-3先頭位置指示
正負スタッフ指示

VC-3先頭位置
スタッフ制御等

AU-3
ポイン
タ

H3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、ペイロード収容

（注）セクション管理情報(SOH)の第１行（A1、A2、C1）を除き、生成多項式：Ｘ７＋
Ｘ６＋１（TCMでは、Ｘ７＋Ｘ５＋１）でスクランブルする。スクランブル方式は
全ビット「1」へのリセット形で、リセット位置は第１行の４バイト目のMSBで
ある。

A1 A2 C1

B1 E1 F1

D1 D2 D3

H1 H2 H3

B2 K1 K2

D4 D5 D6

D7 D8 D9

D10 D11 D12

Z1 Z2 E2

90バイト

９
行

〕 AU-3ポインタ

本領域に1個のVC-3及び固定スタッフが収
容され、先頭位置は、H1、H2により指示
される。

セクション管理情報（SOH）

3バイト 87バイト
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図５　STM-1　フレームフォーマット

表７　STM-1　セクションオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

A1, A2 フレーム同期 A1：[11110110]b、A2：[00101000]b

C1 フレーム識別番号 [00000001]b

B1 中継セクションの誤り監視 前フレームの全ビットのBIP-8演算結果

E1 中継セクションの音声打合せ 64kbit/s　PCMの音声信号（オーダワイヤ）

F1 中継セクションの故障特定 故障検出中間中継器番号と検出警報

D1～D3 中継セクションのデータ通信
（未使用）

192kbit/sのデータ信号

B2 セクションの誤り監視 前フレームの第１行から３行のSOHを除く
全ビットのBIP-24演算結果

K1,
K2(b1～b5)

セクション切替系の制御 切替要求要因、切替元伝送路等

K2(b6～b8) セクション状態の転送 正常：[000]b、FERF：[110]b、AIS：[111]b

D4～D12 多重セクションのデータ通信
（未使用）

576kbit/sのデータ信号

Z1～Z2 予備（未使用） 全ビット「1」b

セクシ
ョン
管理情
報
(SOH)

E2 端局セクションの音声打合せ 64kbit/s　PCMの音声信号（オーダワイヤ）

H1, H2 VC-3先頭位置指示
正負スタッフ指示

VC-3先頭位置
スタッフ制御等

AU-3
ポイン
タ

H3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、ペイロード収容

（注）セクション管理情報（SOH）の第１行の９バイト(A1、A1、A1～C1、+、+)を除き、
生成多項式：Ｘ７＋Ｘ６＋１（TCMでは、Ｘ７＋Ｘ５＋１）でスクランブルする。
スクランブル方式は全ビット「1」へのリセット形で、リセット位置は第１行
の10バイト目のMSBである。

A1 A1 A1 A2 A2 A2 C1 ＋ ＋

B1 E1 F1

D1 D2 D3

H1 H1 H1 H2 H2 H2 H3 H3 H3

B2 B2 B2 K1 K2

D4 D5 D6

D7 D8 D9

D10 D11 D12

Z1 Z1 Z1 Z2 Z2 Z2 E2

９
行

〕

＋＝未使用（全ビット「1」） ＝「10101010」

270バイト
261バイト9バイト

AU-3ポインタ

本領域に3個のVC-3及び固定ス
タッフがバイト多重され、
各々の先頭位置は、H1、H2、
により指示される。

セクション管理情報（SOH）
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図６　VC-3　フレームフォーマット

表８　VC-3　パスオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

J1 VC-3パスの導通監視 64kbit/sのデータ信号

B3 VC-3パスの誤り監視
前フレームVC-3の全ビットのBIP-8演算結
果

C2 シグナルラベル（未使用） [00000001]b

G1(b1～b4) VC-3送信パスの誤り監視 VC-3のBIP-8(B3)による誤り検出個数

G1(b5) VC-3送信パス状態の転送
送信パス正常：[0]b
送信パス故障(BAIS)：[1]b

G1(b6～b8) 未使用 [111]b

F2 保守用 64kbit/sのデータ信号

H4(b7, b8) TUマルチフレーム番号の指示 TUマルチフレーム番号1:[00]の現れるフレ
ームの次フレーム
TUマルチフレーム番号2:[01]の現れるフレ
ームの次フレーム
TUマルチフレーム番号3:[10]の現れるフレ
ームの次フレーム
TUマルチフレーム番号4:[11]の現れるフレ
ームの次フレーム

パス管
理情報
(POH)

Z3～Z5 予備 全ビット「1」

J1

B3

C2

G1

F2

H4

Z3

Z4

Z5

1ﾊﾞｲﾄ 84バイト

９
行

〔本領域に7個のTUG-2がバイト多重される。〕

VC-3パス管理情報（POH）

85バイト
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（注1）VC-2の場合、V1※、V2※、V3※、V4※にVC-2データが収容される
（注2）VC-3パス管理情報（POH）のH4（B7 , B8）：
       TUマルチフレーム番号１：[00]の現れるフレームの次のフレーム
       TUマルチフレーム番号２：[01]の現れるフレームの次のフレーム
       TUマルチフレーム番号３：[10]の現れるフレームの次のフレーム
       TUマルチフレーム番号４：[11]の現れるフレームの次のフレーム

図７　TUG-2　フレームフォーマット

表９　TUポインタのバイトの定義

記　号 用　途 内　容

V1, V2
VC-11/VC-2先頭位置指示
正負スタッフ指示

VC-11/VC-2先頭位置、スタッフ制御等

V3 負スタッフ用バイト 負スタッフ時、VC-11／VC-2を収容

TUポイ
ンタ

V4 予備 [11111111]b（一例）

V1 V1 V1 V1

V2 V2 V2 V2

V3 V3 V3 V3

V4 V4 V4 V4

12バイト

0μs＞

＜125μs

1

2

3

4

TUマルチフレーム番号

９
行

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4  #1 #2 #3
VC-2   #1   #1   #1   #1  #1  #1  #1   #1   #1  #1   #1   #1

※ ※ ※

※ ※ ※

※ ※ ※

※ ※ ※

＜250μs

＜375μs

＜500μs

VC-11

９
行

９
行

９
行

#4
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 VC-2

V5 iiiiiiir (24×8) i R

R 10ooooir (24×8) i R

8i 10ooooir (24×8) i R

R 10iiirir (24×8) i

R iiiiiiir (24×8) i R

R 10ooooir (24×8) i R

8i 10ooooir (24×8) i R

R 10iiirir (24×8) i

R iiiiiiir (24×8) i R

R 10ooooir (24×8) i R

8i 10ooooir (24×8) i R

R 10iiirir (24×8) i

R iiiiiiir (24×8) i R

R 10ooooir (24×8) i R

8i 10ooooir (24×8) i R

R 10iiirir (24×8) i

図８　VC-2　フレームフォーマット

表10　VC-2　パスオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

V5(b1, b2) VC-2パスの誤り監視 前フレームVC-2の全ビットのBIP-2演算結果

V5(b3) VC-2送信パスの誤り監視
VC-2のBIP-2 誤り検出状態
誤りなし：[0]b、誤りあり：[1]b

V5(b4) 未使用 [1]b

V5(b5～b7) 未使用 [001]b

V5(b8) VC-2送信パス状態転送 正常：[0]b、送信パス故障(BAIS)：[1]b

i 6.312Mbit/s信号の収容 6.312Mbit/s信号の収容

o 未使用 [1]b

r 固定スタッフ [1]b

パス管
理情報
(POH)

R 固定スタッフ [11111111]b

＜0μs

＜250μs

＜125μs

＜375μs

＜500μs

（注1） 125μs当り789ビット分の領域を用
いて6.312Mbit/s信号を伝送するモ
ード（ビット同期モード）である。

（注2） TUG-2に収容するVC-2の先頭位置
（V5）は、TU-2ポインタV1、V2によ
り指示される。
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図９　VC-11　フレームフォーマット

表11　VC-11　パスオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

V5(b1, b2) VC-11パスの誤り監視 前フレームVC-11の全ビットのBIP-2演算結果

V5(b3) VC-11送信パスの誤り監視 VC-11のBIP-2誤り検出状態
誤りなし：[0]b、誤りあり：[1]b

V5(b4) 未使用 [1]b

V5(b5～b7) 未使用 [001]b

V5(b8) VC-11送信パス状態転送 送信パス正常：[0]b
送信パス故障(BAIS)：[1]b

W(b1～b2) 未使用 [10]b（一例）

W(b3～b6)
バイト同期モード時：シグナリング転送
ビット同期モード時：未使用

バイト同期モード時：シグナリング転送
ビット同期モード時：[1111]b

W(b7)
バイト同期モード時：未使用
ビット同期モード時：主信号を収容

バイト同期モード時：不定
ビット同期モード時：主信号を収容

W(b8) 未使用 [1]b

パス管
理情報
(POH)

R 固定スタッフ [11111111]b

V5

・
・

・
・

・
・

・
・

b1

VC-11
0μs＞

＜125μs

＜250μs

＜375μs

＜500μs

（注2）

（注1）125μs当り24CH（1CH：64kbit/s換
算）とシグナリングを伝送するモー
ド（バイト同期モード）である。
TUG-2に収容されるVC-11の先頭位置
は、TU-11ポインタV1、V2により指
示される。

W
CH1
CH2

CH24
R
W
CH1
CH2

CH24
R
W
CH1
CH2

CH24
R
W
CH1
CH2

CH24

b1

b2

b2

b3 1 0 0 1 b8

iST2 ST3 ST4ST1 1

STマルチフレーム構成
（８マルチフレーム）

0/1

S1

S5

S4

S6

S3

S2

BAIS
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A1 
B1 
D1 
H1 
B2 
D4 
D7 
D10 
S1 

A1 A1 A1 A1 A1 A2 A2 A2 A2 A2 A2 J0 Z0 + + + + 
     E1      F1      
     D2      D3      
H1 H1 H1 H1 H1 H2 H2 H2 H2 H2 H2 H3 H3 H3 H3 H3 H3 
B2 B2 B2 B2 B2 K1      K2      
     D5      D6      
     D8      D9      
     D11      D12      
      ※     E2      

M1    
AUポインタ 

15バイト 

+ 

 

＝未使用（同符号が連続しないこと） 

＝未使用（don't care） 

144バイト 

９
行 

 
 
 
 
SOH 

4,176バイト 

   
 
VC3 
+固定 
スタ
ッフ 

  VC3 POH 

×48 

86バイト 
J1 
B3 
C2 
G1 
F2 
H4 
F3 
K3 
N1 

 
 
 
 
VC4 ×16 

J1 
B3 
C2 
G1 
F2 
H4 
F3 
K3 
N1 

260バイト 

AU3 
マッピング
の場合 ： 

AU4 
マッピング
の場合 ： 

VC4 POH 

 
 
 
 

VC4-4c ×4 

J1 
B3 
C2 
G1 
F2 
H4 
F3 
K3 
N1 

1,043バイト 

AU4-4c 
マッピング
の場合 ： 

VC4-4c POH 

 
 
 
 

VC4-16c ×1 

J1 
B3 
C2 
G1 
F2 
H4 
F3 
K3 
N1 

4,175バイト 

AU4-16c 
マッピング
の場合 ： 

VC4-16c POH 

固
定
ス
タ
ッ
フ 

固
定
ス
タ
ッ
フ 

図10　STM-16　フレームフォーマット
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表12　STM-16セクションオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

A1、A2 フレーム同期 A1：[11110110]b、A2：[00101000]b

J0 中継セクショントレース
（未使用）

送信：[00000001]b　受信：無視

Z0 予備（未使用） 送信：[00000010～00010000、10101010]b
受信：無視

B1 中継セクションの誤り監
視（BIP-8）

前フレームの全ビットのBIP-8演算結果

E1 中継セクションのオーダ
ワイヤ

PCM音声信号または未使用
（送信：[11111111]b　受信：無視）

F1 中継セクションの故障
（未使用）

送信：[00000000]b　受信：無視

D1～D3 中継セクションのデータ
通信（未使用）

送信：[11111111]b　受信：無視

B2 多重セクションの誤り監
視（BIP-384）

前フレームのSOHの上３行を除く全ビット
のBIP-384演算結果

K1、K2(b1
～b5)

セクション切替系の制御 切替動作はITU-T G.841 Annex Bに準拠

K2(b6～b8) セクション状態の転送 正常時：[000]b　RDI：[110]b
AIS：[111]b

D4～D12 多重セクションのデータ
通信（未使用）

送信：[11111111]b　受信：無視

S1(b1～b4) 未使用 送信：[1111]b　受信：無視

S1(b5～b8) 未使用 送信：[1111]b　受信：無視

M1 対向局B2誤り個数表示

セクシ
ョン管
理情報
(SOH)

E2 端局セクションのオーダ
ワイヤ

PCM音声信号または未使用
（送信：[00000000]b　受信：無視）

H1(b1～b4) New Data Flag

H1(b5、b6) AUサイズ（ss bit） 送信：[00010000]b　受信：[00010000]b

H1(b7、b8)

H2
ポインタ値

AUポイ
ンタ

H3 スタッフビット
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表13　STM-16内パスオーバーヘッドバイトの定義

記　号 用　途 内　容

J1 パストレース（未使用） 送信：スルー　受信：無視

B3 パス誤り監視（BIP-8） 送信：スルー
受信：前フレームのB3演算結果

C2 シグナルラベル 送信：スルー　受信：無視

G1(b1～b4) パス対局誤り表示（REI）送信：スルー　受信：無視

G1(b5) パス対局状態転送（RDI）送信：スルー　受信：無視

G1(b6～b8) 未使用 送信：スルー　受信：無視

F2 未使用 送信：スルー　受信：無視

H4 未使用 送信：スルー　受信：無視

F3 未使用 送信：スルー　受信：無視

K3 未使用 送信：スルー　受信：無視

パス管
理情報
(POH)

N1 未使用 送信：スルー　受信：無視

表14　フレーム同期方式

項目 フレーム同期パターン パターン探索法・パターン照合法
フレーム同期保護
（注１、２）

STM-1信号 A1：11110110
A2：00101000

・１ビット即時シフト方式
・A1、A1、A2、A2の32ビット同時照
合方式

・リセット方式
・前方５段
・後方２段

STM-0信号 A1：11110110
A2：00101000

・１ビット即時シフト方式
・A1、A2の16ビット同時照合方式

・リセット方式
・前方：５段
・後方：２段

STM-16
信号

A1：11110110
A2：00101000

・１ビット即時シフト方式または
同等の性能の方式

・A1、A1、A2、A2の32ビット同時照
合方式

・リセット方式
・前方５段
・後方２段

（注１） 前方ｎ段とは、フレーム同期状態においてフレーム同期パターン照合結果、
ｎ回連続不一致を検出したとき、フレーム同期復帰過程に移ることをいう。

（注２） 後方ｍ段とは、フレーム同期復帰過程においてフレーム同期パターン照合結
果、ｍ回連続一致を検出したとき、フレーム同期状態に移ることをいう。
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表15　STM-0信号警報検出解除条件

警報種別 警報検出条件 警報解除条件

REC 入力断又はフレ
ーム同期はずれ

入力信号断
フレーム同期はずれ

フレーム同期復帰

AIS 受信セクション
故障

K2のb6～b8＝[111]を連続３回受
信

K2のb6～b8≠[111]を連続３回受
信

FERF 送信セクション
故障

K2のb6～b8＝[110]を連続３回受
信

K2のb6～b8≠[110]を連続３回受
信

MAJ
ERR
(B2)

誤り率劣化
(B2)

BIP-8(B2)により検出した伝送路
誤り率が10-5以上で発出し、10-7

以下で発出しない

BIP-8(B2)により検出した伝送路
誤り率が10-7以下で解除し、10-5

以上で解除しない

ERR
MON
(B2)

誤り発生
(B2)

１秒間に、BIP-8(B2)により誤り
を１個以上検出

１秒間に、BIP-8(B2)により誤り
を検出しない

表16　STM-1信号警報検出解除条件

警報種別 警報検出条件 警報解除条件

REC 入力断又はフレ
ーム同期はずれ

入力信号断
フレーム同期はずれ

フレーム同期復帰

AIS 受信セクション
故障

K2のb6～b8＝[111]を連続３回受
信

K2のb6～b8≠[111]を連続３回受
信

FERF 送信セクション
故障

K2のb6～b8＝[110]を連続３回受
信

K2のb6～b8≠[110]を連続３回受
信

MAJ
ERR
(B2)

誤り率劣化
(B2)

BIP-24(B2)により検出した伝送
路誤り率が10-5以上で発出し、
10-7以下で発出しない

BIP-24（B2）により検出した伝送
路誤り率が10-7 以下で解除し、
10-5 以上で解除しない

ERR
MON
(B2)

誤り発生
(B2)

１秒間に、BIP-24(B2)により誤り
を１個以上検出

１秒間に、BIP-24(B2)により誤り
を検出しない
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表17　VC-3パス警報検出解除条件

警報種別 警報検出条件 警報解除条件

REC ポインタ異常 前フレームの装置内SS及びポイ
ンタ値と受信SS及びポインタ値
の連続９回不一致

H1、H2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[10]b
　ポインタ値：0-782
 （注）または
　NDF=[1001]b
　SS=[--]b（任意）
　ポインタ値：
　　全ビット[1]
を同一値連続３回受信

AIS 受信パス故障 H1、H2の全ビット[1]を連続３回
受信

H1、H2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[10]b
　ポインタ値： 0-782
 （注）または
　NDF=[1001]b
　SS=[--]b（任意）
　ポインタ値：
　全ビット[1]
を同一値連続３回受信

BAIS 送信パス故障 G1のb5=[1]を連続３回受信 G1のb5=[0]を連続３回受信

ERR
MON

受信パス誤り発生
(B3)

１秒間に、BIP-8(B3)により誤り
を１個以上検出

１秒間に、BIP-8(B3)により誤り
を検出しない

BBBBERR
MON

送信パス誤り発生
(FEBE)

１秒間に、G1のb1～b4により転送
された送信パスの誤りを１個以
上検出

１秒間に、G1のb1～b4により転送
された送信パスの誤りを検出し
ない

（注）「または」以降の解除条件で、必ずしも解除しなくてもよい。
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表18　VC-2パス警報検出解除条件

警報種別 警報検出条件 警報解除条件 記　事

REC ポインタ異常 前フレームの装置内
SS及びポインタ値と
受信SS及びポインタ
値の連続９回不一致

V1、V2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[00]b
　ポインタ値：0-427
または同一TUG-2内のあ
るTU-11において
　NDF=[0110]b
　SS=[11]b
　ポインタ値：0-103
 （注）または
　NDF=[1001]b
　SS=[--]b（任意）
　ポインタ値：
　全ビット[1]
を同一値連続３回受信

VC-2でポインタ
異常状態に入っ
た場合、VC-2ポイ
ンタ異常の解除
条 件 及 び VC-11
ポインタ異常の
解除条件を待つ。
ただしVC-2 ポイ
ンタ異常が解除
されるまではVC-
2ポインタ異常と
する。

AIS 受信パス故障 V1、V2の全ビット[1]
を連続３回受信

V1、V2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[00]b
　ポインタ値：0-427
または同一TUG-2内のあ
るTU-11において
　NDF=[0110]b
　SS=[11]b
　ポインタ値：0-103
 （注）または
　NDF=[1001]b
　SS=[--]b（任意）
　ポインタ値：
　　全ビット[1]
を同一値連続３回受信

VC-2でAIS状態に
入った場合、VC-
2AISの解除条件
及びVC-11AIS の
解除条件を待つ。
ただしVC-2AISが
解除されるかま
たは VC-11AIS が
解除されるまで
は VC-2AIS と す
る。

BAIS 送信パス故障 V5のb8=[1]を連続３
回受信

G1のb8=[0]を連続３回受
信

ERR
MON

受信パス誤り発生
(V5)

１秒間に、BIP-2(V5)
により誤りを１個以
上検出

１秒間に、BIP-2(V5)によ
り誤りを検出しない

BERR
MON

送信パス誤り発生
(FEBE)

１秒間に、V5のb3によ
り転送された送信パ
スの誤りを１個以上
検出

１秒間に、V5のb3により
転送された送信パスの誤
りを検出しない

（注）「または」以降の解除条件で、必ずしも解除しなくてもよい。
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表19　VC-11パス警報検出解除条件

警報種別 警報検出条件 警報解除条件

REC ポインタ異常 前フレームの装置内SS及びポイ
ンタ値と受信SS及びポインタ値
の連続９回不一致

V1、V2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[11]b
　ポインタ値：0-103
を同一値連続３回受信

AIS 受信パス異常 V1、V2の全ビット[1]を連続３回
受信

V1、V2が以下のとき
　NDF=[0110]b
　SS=[11]b
　ポインタ値：0-103
を同一値連続３回受信

BAIS 送信パス故障 V5のb8=[1]を連続3回受信 V5 のb8=[0]を連続３回受信

ERR
MON

受信パス誤り発生
(V5)

１秒間に、BIP-2(V5)により誤り
を１個以上検出

１秒間に、BIP-2(V5)
により誤りを検出しない

BERR
MON

送信パス誤り発生
(FEBE)

１秒間に、V5のb3により転送され
た送信パスの誤りを１個以上検
出

１秒間に、V5のb3により転送され
た送信パスの誤りを検出しない
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表20　STM-16信号警報検出解除条件（1/2）

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件

LOS － － 光入力断 光入力回復
SPI

TF － － 光出力断 光出力回復

LOF － － OOFを3msec継続
OOF 解除状態を
3msec継続

RST

MS-AIS

LOS、LOFを検出後、
250μsec以内にス
クランブル前の
STM-16（RSOHを除
く）にALL「1」を
送出

LOS、LOFを解除後、
250μsec以内に解
除

－ －

MS-AIS － －

デスクランブル後
のK2バイトのb6～
b8＝｢111｣を5フレ
ーム連続受信

デスクランブル後
のK2バイトのb6～
b8≠｢111｣を5フレ
ーム連続受信

MS-DEG
(B2 SD)

－ －
B2により検出した
誤り率が、10-6以上
で検出

B2により検出した
誤り率が、10-7以下
で解除

MS-EXC
(B2 ERR)

－ －
B2により検出した
誤り率が、10-3以上
で検出

B2により検出した
誤り率が、10-4以下
で解除

MS-RDI

MS-AIS検出時に、
スクランブル前の
STM-NのK2のb6～b8
＝｢110 ｣を250μ
sec以内に送出

MS-AIS 回復時に
250μsec以内に送
出解除

デスクランブル後
のK2バイトのb6～
b8＝｢110｣を5フレ
ーム連続受信

デスクランブル後
のK2バイトのb6～
b8≠｢110｣を5フレ
ーム連続受信

AU-AIS

MS-AISを検出後、
250μsec以内にス
クランブル前の全
AUの全ビット（AU
ポインタを含む）
にALL｢1｣を送出

MS-AIS 回復時に
250μsec以内に送
出解除

MST

MS-REI
B2不一致時、M1に
B2演算結果を送出

１フレーム毎に解
除

M1を検出
１フレーム毎に解
除
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表21　STM-16信号警報検出解除条件（2/2）

レイヤ 警報項目 送出方法 送出解除条件 警報検出条件 警報解除条件

AU-LOP
AUポインタがLOP
状態に遷移

左記状態以外

MSA

AU-AIS

AU-LOP検出時に、
250μsec以内にAU
の全ビット（AUポ
インタを含む。SOH
は正常）にALL｢1｣
を送出

AU-LOP 回復時に
250μsec以内に送
出解除

AUポインタがAIS
状態に遷移

正常値ポインタを
3フレーム連続受
信 ま た は NDF-
enable＋正常オフ
セット値を受信
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図11　STM-0／STM-1警報転送図

● ：検出
○ ：生成
●※ ：警報検出禁止の設定が可能である。
○※ ：警報生成禁止の設定が可能である。
●※※ ：B3、V5（b1, b2）の監視単位時間ごとに検出する。
※ ：交換機間で転送される。（検出、生成の条件は装置により異な

　る）
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●
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●
●
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※HG BAIS
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○
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図12　STM-16警報転送図

●：検出 ○：生成
注1：警報処理を行い、MS-DEG/MS-EXC(B2SD/B2ERR)として使用する。
注2：警報処理は行わず、パフォーマンスモニタとして使用する。
注3：オプション設定時のみAU-AISおよびMS-RDIを生成する。

SPI RST MSPMST MSA HCS

●
TF

●
LOS

○
MS-AIS

●
LOF

○
AU-AIS

●
MS-AIS

○
MS-RDI

●
B2(注1)

○
MS-REI

●
AU-AIS

●
AU-LOP

○
AU-AIS

●
MS-RDI

●
B3(注2)

(注3)
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１．削除
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1.　はじめに
　本別表９－１－１項は、対パケットデータ直収接続に関する直接協定事業者（以
下 直収回線等接続事業者といいます）インタフェースにおける移動無線装置直収
パケット交換機（以下直収パケット交換機といいます）～直収回線等接続事業者ノ
ード間のアクセス制御プロトコルに関する仕様を規定します。

1.1　システム構成
　システムの構成概要図を図1.1-1に示します。直収パケット交換機～直収回線等
接続事業者ノード間のアクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機と直収回線
等接続事業者ノード（ＧＴＰ－Ｃ処理装置）の間で規定されます。

（※１）ＧＴＰ－Ｃ処理機能を有するＧＴＰ－Ｃプロトコル終端ノード
図1.1-1　システム構成概要図（アクセス制御プロトコルＧＴＰ－Ｃ）

1.2　プロトコルスタック
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間におけるプロトコルスタ
ックとしてＧＴＰ－Ｃを使用する場合を図1.2-1に示します。

直収パケット交換機 直収回線等接続事業者
ノード

GTP-C GTP-C

UDP UDP

IP IP

L1/L2 L1/L2

図1.2-1　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間のプロトコルスタック
（アクセス制御プロトコルＧＴＰ－Ｃ）

1.3　適用規定
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するGTP-Cプロトコ
ルは、3GPP TS29.060に準拠します。

直収パケ
ット交換機

直収回線等接
続事業者ノー
ド(※１)

ＧＴＰ－Ｃ
プロトコル

移動無線装置ＤＴＥ
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2.　（欠番）
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3.　（欠番）
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4.　（欠番）
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5.　アクセス制御機能概要(GTP-C)

5.1　概要
　アクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード
においてGTP-Cプロトコルを用いてアクセス制御を行うための信号を規定します。
アクセス制御は以下の4つの機能で構成されます。
・接続処理
・接続終了処理
・直収パケット交換機変更
・ノード監視処理

5.2　コネクション
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で規定するアクセス制御
プロトコルはGTP-Cプロトコルを用いるため、下位層にUDPを使用します。そのため
コネクションの確立・切断は行いません。

(1) タイマ及びリクエスト送信回数
　アクセス制御プロトコルで用いるＧＴＰ－Ｃインタフェースのタイマ詳細一
覧を表5.2-1に示します。また、ＧＴＰ－Ｃインタフェースのリクエスト送信回
数一覧を表5.2-2に示します。

表5.2-1　タイマ詳細一覧（ＧＴＰ－Ｃインタフェース）※

名称 概要 タイマ値

Create PDP context
Response 待ちタイマ

Create PDP context Request送出時に起動さ
れるタイマ。タイムアウト時にリクエスト回
数再送いたします。

10秒

Delete PDP context
Response 待ちタイマ

Delete PDP context Request送出時に起動さ
れるタイマ。タイムアウト時にリクエスト回
数再送いたします。

5秒

Update PDP context
Response 待ちタイマ

Update PDP context Request送出時に起動さ
れるタイマ。タイムアウト時にリクエスト回
数再送いたします。

5秒

Echo Response待ちタ
イマ

Echo Request送出時に起動されるタイマ。タ
イムアウト時にリクエスト回数再送いたし
ます。

60秒

※：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に設定
されるタイマになります。
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表5.2-2　リクエスト送信回数一覧（ＧＴＰ－Ｃインタフェース）※１

名称 概要 回数※２

Create PDP context
Request送信回数

Create PDP context Request 送信時の同一
ノードに対する送信回数。

7回

Delete PDP context
Request送信回数

Delete PDP context Request 送信時の同一
ノードに対する送信回数。

13回

Update PDP context
Request送信回数

Update PDP context Request 送信時の同一
ノードに対する送信回数。

13回

Echo Request 送信回数 Echo Request 送信時の同一ノードに対する
送信回数

3回

※１：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に再
送される回数になります

※２：初回送信分を含みます

5.3　接続処理
(1) 処理概要
　移動無線装置より回線接続が要求された場合、直収パケット交換機より直収回
線等接続事業者ノードに対してCreate PDP Context Requestを送信します。Create
PDP Context Requestを受信した直収回線等接続事業者ノードは、Create PDP
Context Requestの情報要素により接続可否判定を行います。接続を許容する場
合には、直収回線等接続事業者ノードより直収パケット交換機に対してCreate
PDP Context Responseを送信します。Create PDP Context Responseを受信した
直収パケット交換機では回線接続応答を移動無線装置へ送信することにより、回
線を接続します。接続を非許容にする場合には接続非許容を示すcauseを設定し
たCreate PDP Context Responseを送信します。なお、同一の移動無線装置から
同時に複数回線接続はできません。

(2) 複数の直収回線等接続事業者ノードと接続する場合の処理
　ユーザが接続先として指定するAPN１アドレスに対し最大８台(※１)の直収回
線等接続事業者ノードに分散させることが可能です。直収パケット交換機は、各
ノードを回線接続時にラウンドロビンで選択いたします。5.2項記載のリトライ
処理で規定回数リトライアウトしたノードに対しては、以降の移動無線装置から
の接続要求時の選択対象外（※２）となりますが、他に選択可能なノードが無い
場合は全てのノードを選択対象とします。また、他に選択可能なノードが無い場
合に限り選択するノードを別途設定することを可能とします。再度選択する契機
は、対象ノードからのCreate PDP context Response / Delete PDP context
Response / Delete PDP Context Request / Update PDP context Response / Echo
Response / Echo Request を受信時、又は30分経過後、直収パケット交換機の再
開後等となります。Create PDP Context Request を受信した直収回線等接続事
業者ノードから特定のCause(※３)を設定したCreate PDP Context Responseを受
信すると直収パケット交換機は、別の接続可能な直収回線等接続事業者ノードに
対しCreate PDP Context Requestを再送いたします。1度の回線接続要求につき
最大３回の接続先ノード選択を行います。
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※１： 直収回線等接続事業者１ノードにつき一つのGTP-C用ノードＩＰアドレス
を付与することを前提といたします。（複数のノードを論理的に一つのノード
としＧＴＰ－Ｃ用ノードアドレスを一つ付与する場合は、直収パケット交換機
で分散をいたしません）

※２：Create PDP context Response / Delete PDP context Response / Update
PDP context Response 各ＧＴＰ－Ｃ信号応答待ちリトライアウトが３回発生
すると選択対象外ノードとして登録されます。
　Echo ResponseＧＴＰ－Ｃ信号応答待ちリトライアウトが１回発生すると選
択対象外ノードとして登録されます。
　リトライアウト後は、移動無線装置に対し接続非許容を示す信号を送信いた
します。

※３：別のノードに再送するcause設定値 (No Resource Available / All dynamic
PDP addresses are occupied / No memory is available / missing or unknown
APN / System failure)

(3) 接続処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用する接続処理対
象信号を表5.3-1に示します。

表5.3-1　接続処理対象信号

制御信号 方向 備考

Create PDP context Request 直収パケット交換機 →
直収回線等接続事業
者ノード

Create PDP context Response 直収パケット交換機 ←
直収回線等接続事業
者ノード

5.4　接続終了処理(移動無線装置主導)
(1) 処理概要
　移動無線装置より回線切断が要求された場合、直収パケット交換機より直収回
線等接続事業者ノードに対してDelete PDP Context Requestを送信します。Delete
PDP Context Requestを受信した直収回線等接続事業者ノードは、切断に必要な
処理を実施し、直収パケット交換機に対し、Delete PDP Context Responseを送
信します。

(2) タイムアウト時の処理
　表5.2-2記載の動作をいたします。リトライアウト後は、送信を停止し移動無
線装置との間の回線を切断いたします。

(3) 接続終了処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用する接続終了処
理対象信号を表5.4-1に示します。
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表5.4-1　接続終了処理対象信号

制御信号 方向 備考

Delete PDP context Request 直収パケット交換機 →
直収回線等接続事業
者ノード

Delete PDP context Response 直収パケット交換機 ←
直収回線等接続事業
者ノード

5.5　接続終了処理(直収回線等接続事業者ノード主導)
(1) 処理概要
　直収回線等接続事業者ノードより接続終了を要求する場合、直収回線等接続事
業者ノードより直収パケット交換機に対してDelete PDP Context Requestを送信
します。Delete PDP Context Requestを受信した直収パケット交換機は、切断に
必要な処理を実施し、直収回線等接続事業者ノードに対し、Delete PDP Context
Responseを送信します。

(2) 接続終了処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用する接続終了処
理対象信号を表5.5-1に示します。

表5.5-1　接続終了処理対象信号

制御信号 方向 備考

Delete PDP context Request 直収パケット交換機 ←
直収回線等接続事業
者ノード

Delete PDP context Response 直収パケット交換機 →
直収回線等接続事業
者ノード

5.6　直収パケット交換機変更
(1) 処理概要
　通信中に移動無線装置の移動に伴い接続処理を実施する直収パケット交換機
が変更された場合、変更後の直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノー
ドに対し、Update PDP context Requestを送信し直収パケット交換機が変更され
たことを通知いたします。直収回線等接続事業者ノードは、変更処理を実施後変
更後の直収パケット交換機に対しUpdate PDP context Responseを返送いたしま
す。

(2) タイムアウト時の処理
　表5.2-2記載の動作をいたします。リトライアウト後は、送信を停止し移動無
線装置との間の回線を切断いたします。

(3) 直収パケット交換機変更対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用する直収パケッ
ト交換機変更対象信号を表5.6-1に示します。
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表5.6-1　直収パケット交換機変更対象信号

制御信号 方向 備考

Update PDP context Request 直収パケット交換機 →
直収回線等接続事業
者ノード

Update PDP context Response 直収パケット交換機 ←
直収回線等接続事業
者ノード

5.7　ノード監視処理
(1) 処理概要
　直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード間で双方向に相手ノード
の正常性確認のためGTP Echoを使用してヘルスチェックを行います。ＧＴＰ－Ｃ
処理部の正常性を確認するためＧＴＰ－Ｃ用のノードＩＰアドレスを使用して
信号送受を行います。双方向で確認を行うため双方のノードがそれぞれEcho
Request を送信し、受信側は正常であれば、Echo Responseを返送いたします。

(A) 直収パケット交換機が直収回線等接続事業者ノードを監視
　直収パケット交換機は、直収回線等接続事業者ノードの正常性を確認するため
直収回線等接続事業者ノードへの接続が行われたことを契機にEcho Request の
送信を開始いたします。送信間隔は、５分となります。

(B) 直収回線等接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視
　直収回線等接続事業者ノードは、直収パケット交換機の正常性を確認するため
Echo Request の送信を行います。送信間隔は、当社直収パケット交換機が輻輳
しないよう5分以上の間隔をあけることとします。

(2) タイムアウト時の処理
(A) 直収回線等接続事業者ノードからEcho Responseが返送されなかった場合
　表5.2-2記載の動作をいたします。リトライアウト後は、該当の直収回線等接
続事業者ノードと通信中の回線を切断いたします。また、以降該当ノードへの
Echo Request 送信を停止いたします。再度該当ノードへのEcho Requestを送信
再開する契機は、該当ノードからのEcho Request 受信時、直収パケット交換機
が再開時（該当ノードと通信中の回線がある場合。通信中回線が無かった場合、
再開後該当ノードへ回線接続が行われた時）、該当ノードへの通信中回線が無く
なった後、該当ノードへの回線接続が行われた時になります。

(B) 直収パケット交換機からEcho Responseが返送されなかった場合
　必要回数リトライを行いリトライアウト後に直収回線等接続事業者ノード内
で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断いたします。

(3) ノード監視処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するノード監視
処理対象信号を表5.7-1示します。
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表5.7-1 ノード監視処理対象信号

制御信号 方向 備考

Echo Request 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

Echo Response 直収パケット交換機
←
→
直収回線等接続事業
者ノード

5.8　IPアドレス払い出し処理
　DTEへのIPアドレスの払い出しは、接続処理時に行われます。直収回線等接続事
業者ノードが任意にIPアドレス(※)を指定し払い出しを実施します。
(※)　IPv4のみサポートいたします
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6.　ＧＴＰ－Ｃパケット
　本項記載において特に記述がない場合はGTP-C標準3GPP TS29.060に準拠するもの
とします。

6.1　GTP-Cパケット構成
　GTP-Cパケットは、Version、Protocol Type、Extension Header flag、Sequence
number flag、N-PDU Number flag、Length、TEID、Sequence Number、N-PDU Number、
Next Extension Headerからなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定す
る情報要素部分から構成されます。
　GTP-Cパケットの構成及びGTP-Cパケットの構成要素概要を図6.1-1及び表6.1-1
に示します。

８                                                   １

Version PT
Reser
ve

E S PN １

Message Type ２

Length
３
４

Tunnel Endpoint Identifier(TEID)
５
:
８

Sequence Number
９
10

N-PDU Number 11

Next Extension Header Type 12

payload
13
:

図6.1-1　GTP-Cパケットの構成

共通部分

情報要素部分
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表6.1-1　GTP-Cパケットの構成要素概要

項番 情報要素 参照 情報長 内容

１ Version 6.1.1 3bit GTPのバージョンを示します

２ PT(Protocol
Type)

6.1.2 １bit プロトコルタイプ(GTPあるいはGTP’)を示
します

３ Reserve ― 1bit 予約領域 0を設定します

４ E(Extension
Header flag)

6.1.3 1bit 拡張ヘッダの設定有無を示します

５ S(Sequence
number flag)

6.1.4 1bit シーケンスナンバの設定有無を示します

６ PN(N-PDU
Number flag)

6.1.5 1bit N-PDUナンバーの設定有無を示します

７ Message Type 6.1.6 1octet GTPのメッセージ種別を示します

８ Length 6.1.7 2octet Payload部の情報長を示します

９ TEID 6.1.8 4octet 回線接続時に払い出される回線を識別す
る番号になります

10 Sequence
Number

6.1.9 2octet GTP-CのRequestとResponseを対応させる
トランザクションIDとして使用されます

11 N-PDU Number 6.1.10 1octet N-PDU番号が設定されます

12 Next Extension
Header Type

6.1.11 1octet 次に続くExtension フィールドの存在有無
及び種別を示します

13 payload 6.2 各GTP-Cメッセージ個別のパラメータ設定
に使用します。

6.1.1　Version(バージョン)
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのバージョ
ンを示します。GTP verion1 のみ使用いたします。Version設定値を表6.1-2に示し
ます。

表6.1-2　Version設定値の説明

bit 8 7 6 情報長 備考

0 0 0 GTP version 0 未使用

0 0 1 GTP version 1 使用
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6.1.2　PT（プロトコルタイプ）
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのプロトコ
ルタイプを示します。GTPのみ使用いたします。PT設定値を表6.1-3に示します。

表6.1-3　PT設定値の説明

bit 5 情報長 備考

0 GTP’ 未使用

1 GTP 使用

6.1.3　E（拡張ヘッダフラグ）
　拡張ヘッダの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事業者
ノード間では拡張ヘッダを設定いたしません。拡張ヘッダフラグ設定値を表6.1-4
に示します。

表6.1-4　拡張ヘッダフラグ設定値の説明

bit 3 情報長 備考

0 拡張ヘッダフィールドが存在しない 使用

1 拡張ヘッダフィールドが存在する 未使用

6.1.4　S（シーケンスナンバフラグ）
　シーケンスナンバの存在有無を示します。ＧＴＰ－Ｃを使用する場合必須で、設
定いたします。シーケンスナンバ設定値を表6.1-5に示します。

表6.1-5　シーケンスナンバ設定値の説明

bit 2 情報長 備考

0 シーケンスナンバが存在しない 未使用（※）

1 シーケンスナンバが存在する 使用

※：ＧＴＰ－Ｃプロトコルの場合

6.1.5　PN（N-PDUナンバーフラグ）
　N-PDUナンバーの設定有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事
業者ノード間ではN-PDUナンバーを設定いたしません。N-PDUナンバーフラグ設定値
を表6.1-6に示します。
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表6.1-6　 N-PDUナンバーフラグ設定値の説明

bit 1 情報長 備考

0 N-PDUナンバーフィールドが存在しない 使用

1 N-PDUナンバーフィールドが存在する 未使用

6.1.6　Message Type（メッセージ種別）
　Message Typeフィールドは、GTP-Cパケットのタイプを識別します。直収パケッ
ト交換機はサポート外のMessage Typeを持つGTP-Cパケットを受信した場合、信号
を破棄もしくは、エラー応答します。直収パケット交換機でサポートするGTP-Cパ
ケットのメッセージ種別を6.1-7に示します。

表6.1-7　GTP-Cパケットのメッセージ種別一覧

項番 メッセージ名 メッセージ種別値 備考

１ Echo Request １ 使用

２ Echo Response ２ 使用

３ Version Not Supported ３ 未使用

４ Create PDP Context Request 16 使用

５ Create PDP Context Response 17 使用

６ Update PDP Context Request 18 使用

７ Update PDP Context Response 19 使用

８ Delete PDP Context Request 20 使用

９ Delete PDP Context Response 21 使用

10 PDU Notification Request 27 未使用

11 PDU Notification Response 28 未使用

12 PDU Notification Reject Request 29 未使用

13 PDU Notification Reject Response 30 未使用

14 Supported Extension Headers Notification 31 未使用

15 Send Routing Information for GPRS Request 32 未使用

16 Send Routing Information for GPRS Response 33 未使用

17 Failure Report Request 34 未使用

18 Failure Report Response 35 未使用

19 Note MS GPRS Present Request 36 未使用
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20 Note MS GPRS Present Response 37 未使用

21 Identification Request 48 未使用

22 Identification Response 49 未使用

23 SGSN Context Request 50 未使用

24 SGSN Context Response 51 未使用

25 SGSN Context Acknowledge 52 未使用

26 Forward Relocation Request 53 未使用

27 Forward Relocation Response 54 未使用

28 Forward Relocation Complete 55 未使用

29 Relocation Cancel Request 56 未使用

30 Relocation Cancel Response 57 未使用

31 Forward SRNS Context 58 未使用

32 Forward Relocation Complete Acknowledge 59 未使用

33 Forward SRNS Context Acknowledge 60 未使用
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6.1.7　Length（Payload情報長）
　Lengthフィールドは、Payload長を示すために用いられGTP-Cパケット全体長から
先頭の8オクテットを減算した値が設定されます(一律8オクテットで減算するため
Sequence Number, N-PDU Number, Next Extension Header Typeが、設定されてい
る場合は、Payload長に加えられます)。

6.1.8　TEID
　TEIDフィールドは、回線接続(PDP確立)時もしくは、直収パケット交換機変更時
に直収パケット交換機及び直収回線等接続事業者ノード内ユニークに払い出され
る回線(PDP)を識別する番号となります。直収パケット交換機で払い出したGTP-C用
のTEID値は、Create PDP context RequestのPayload部のパラメータ[TEID Control
Plane] (直収パケット交換機変更時は、Update PDP context RequestのPayload部
のパラメータ[TEID Control Plane]に設定されます)に設定して直収回線等接続事
業者ノードに渡されます。直収回線等接続事業者ノードで払い出されたGTP-C用の
TEID値は、Create PDP context ResponseのPayload部のパラメータ[TEID Control
Plane]（直収パケット交換機変更時は、Update PDP context ResponseのPayload部
のパラメータ[TEID Control Plane]に設定されます)に設定して直収パケット交換
機に渡されます。TEID（共通部分の設定）の構成及び設定値を図6.1-2、表6.1-8に
示します。

８                                                   １
Tunnel Endpoint Identifier(1st octet) １
Tunnel Endpoint Identifier(2nd octet) ２
Tunnel Endpoint Identifier(3rd octet) ３
Tunnel Endpoint Identifier(4th octet) ４

図6.1-2　TEID（共通部分の設定）の構成

表6.1-8　 TEID（共通部分の設定）の設定値

信号名 設定値

Create PDP context Request 0が設定されます

Create PDP context Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Delete PDP context Request 直収回線等接続事業者ノードが払い出したTEIDを設定
されます

Delete PDP context Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます
(切断対象回線が存在しなかった場合は、0が設定されま
す)

Update PDP context Request 直収回線等接続事業者ノードが払い出したTEIDを設定
されます

Update PDP context Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Echo Request 0が設定されます

Echo Response 0が設定されます
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6.1.9　Sequence Number（シーケンスナンバ）
　Sequence Numberフィールドは、GTP-CのRequest MessageとResponse Messageを
対応付けさせるためのトランザクションIDとして使用されます。Request受信後に
Responseを返送する時にRequestに設定されたSequence Number をコピーして
ResponseのSequence Number に設定いたします。シーケンスナンバの構成を図6.1-3
に示します。

８                                                   １
Sequence Number(1st octet) １

Sequence Number(2nd octet) ２

図6.1-3　シーケンスナンバの構成

6.1.10　N-PDU Number
　N-PDU Numberフィールドは、使用しないため0を設定いたします。

6.1.10　Next Extension Header Type
　Next Extension Header Typeフィールドは、Extensionフィールドを設定しない
ため0を設定いたします。

6.2　GTP-CパケットのPayload
　各GTP-CパケットのPayloadに設定されるパラメータは表6.2-1に従い記述されま
す。

表6.2-1　 GTP-CパケットのPayloadに設定されるパラメータ一覧の説明

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

パラメータ
名を記述し
ます。

参照す
る項を
示しま
す。

Attributesの設
定種別を示しま
す。
○記号一覧
M（Mandatory）：
　　必須
O（Optional）：
　　オプション

パラメータが固定長
であるか可変長であ
るかを示します。
○記号一覧
F (Fixed length）：
　　　　　　固定長
V (Variable length):
　　　　　　可変長

パラメータの情報
長を示します。
単位は[Octet]です。

6.2.1　Echo Request
　Echo Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘルス
チェックを行うため双方から送信されます。Echo Requestのパラメータを表6.2-2
及び表6.2-3に示します。
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表6.2-2　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V 未設定

表6.2-3　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V Don’t care

6.2.2　Echo Response
　Echo Responseは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘル
スチェックを行うため双方から送信されるEcho Request の応答の信号となります。
Echo Responseのパラメータを表6.2-4及び表6.2-5に示します。

表6.2-4　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.4 M F 1
交換機が再開した場合
にインクリメントして
設定されます

Private Extension ― O V 未設定

表6.2-5　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.4 M F 1 Don’t care

Private Extension ― O V Don’t care
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6.2.3　Create PDP Context Request
　Create PDP Context Requestは、直収パケット交換機に対して移動無線装置から
接続要求があった際、回線接続(PDP確立)を行うために直収回線等接続事業者ノー
ドに送信されます。Create PDP context Requestのパラメータを表6.2-6に示しま
す。

表6.2-6　 Create PDP Context Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

IMSI 7.2 M F 8
接続要求を行ったユーザのIMSI
を設定いたします

Routing Area Identity ― O F 6 未設定

Recovery 7.4 M F 1
交換機が再開した場合にインク
リメントして設定されます

Selection mode 7.5 M F 1
移動機が指定したAPNを選択した
かどうかを設定します

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

7.6 M F 4
GTP-U用に割り当てたTEIDを設定
します

Tunnel Endpoint
Identifier Control
Plane

7.7 M F 4
GTP-C用に割り当てたTEIDを設定
いたします

NSAPI 7.9 M F 1

移 動無線装置が、接続要求
(Activate PDP context Request)
に設定された値を透過設定しま
す

Linked NSAPI ― O F 1 未設定

Charging
Characteristics

― O F 2 未設定

Trace Reference ― O F 1 未設定

Trace Type ― O F 1 未設定

End User Address 7.11 M V

移動無線装置が指定したPDPアド
レスを設定いたします。但し、動
的割り当て、PPP接続時には、PDP
アドレスフィールドを設定いた
しません。
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Access Point Name 7.12 M V

移 動 無 線 装 置 が 接 続 要 求
(Activate PDP context Request)
に設定したAPNを設定します。
Operator-ID(.mnc010.mcc440.
gprs)が付与されていない場合
は、付与後設定いたします。

Protocol
Configuration Options

7.13 O V

移 動無線装置が、接続要求
(Activate PDP context Request)
に設定した場合、透過設定を行い
ます

SGSN Address for
signalling

7.14 M F 4
GTP-C送受用のＩＰアドレスを設
定いたします

SGSN Address for user
traffic

7.14 M F 4
GTP-U送受用のＩＰアドレスを設
定いたします

MSISDN 7.15 M V 7～9
接 続要求を行ったユーザの
MSISDNを設定いたします

Quality of Service
Profile

7.16 M F 15
直収パケット交換機と移動無線
装置との間でネゴシエートした
値を設定いたします。

TFT ― O V 未設定

Trigger Id ― O V 未設定

OMC Identity ― O V 未設定

IMEI(SV) 7.17 O F 8

IMEI(SV)通知機能を利用する直
収回線等接続事業者に移動機か
らIMEI(SV)が通知された場合に
設定いたします。

Private Extension ― O V 未設定
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6.2.4　Create PDP Context Response
　Create PDP Context Responseは、直収パケット交換機からCreate PDP Context
Request受信後、接続を許容・非許容に関わらず直収回線等接続事業者ノードから
直収パケット交換機に送信されます。接続を許容させる場合は、causeパラメータ
に”Request Accepted”を設定いたします。非許容にする場合は、”Request Accepted”
以外の非許容cause値を設定いたします。Create PDP context Responseのパラメー
タを表6.2-7に示します。

表6.2-7　 Create PDP Context Responseのパラメータ
方向：直収回線等接続事業者ノード→直収パケット交換機

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.1 M F 1

Reordering required 7.3 O F 1 Don’t care

Recovery 7.4 O F 1

直収回線等接続事業者ノードが
再開し再開カウンタを更新した
場合に設定いたします（更新しな
い場合も設定可能です）

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

7.6 O F 4

直収回線等接続事業者ノードが
割り当てたGTP-U用のTEIDを設定
い た し ま す 。 Cause=”Request
Accepted”の時に設定されます。

Tunnel Endpoint
Identifier Control
Plane

7.7 O F 4

直収回線等接続事業者ノードが
割り当てたGTP-C用のTEIDを設定
い た し ま す 。 Cause=”Request
Accepted”の時に設定されます。
設定されなかった場合は、Tunnel
Endpoint Identifier Data Ⅰと
同値をGTP-C用にも使用いたしま
す。

Charging ID 7.10 O F 4

直収パケット交換機で回線の課
金記録を特定するIDとして直収
回線等接続事業者ノード内でユ
ニークなIDが付与されます。
Cause=”Request Accepted”の時に
設定されます。

End user address 7.11 O V
PDP_TYPE=IPかつ、動的IPアドレ
ス 割 当 及 び Cause=”Request
Accepted”の時に設定されます。
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Protocol
Configuration Options

7.13 O V

直収回線等接続事業者ノードが、
移動無線装置に対し渡す必要が
ある情報を設定いたします。直収
パケット交換機は、移動無線装置
に対し接続応答(Activate PDP
context Ack)送信時に透過に設定
いたします。

GGSN Address for
signalling

7.14 O F 4
GTP-C送受用のＩＰアドレスを
Cause=”Request Accepted”の時に
設定いたします

GGSN Address for user
traffic

7.14 O F 4
GTP-U送受用のＩＰアドレスを
Cause=”Request Accepted”の時に
設定いたします

Quality of Service
Profile

7.16 O F 15

直収回線等接続事業者ノードで
ネ ゴ シ エ ー ト し た 値 を
Cause=”Request Accepted”の時に
設定いたします

Charging Gateway
Address

― O V Don’t care

Private Extension ― O V Don’t care
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6.2.5　Delete PDP context Request
　Delete PDP context Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノ
ード間回線切断を行うために送信されます。移動機主導で回線切断を行う場合、直
収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ送信されます。直収接続事業
者主導で切断を行う場合、直収回線等接続事業者ノードから直収パケット交換機に
対して送信されます。Delete PDP context Requestのパラメータを表6.2-8及び表
6.2-9に示します。

表6.2-8　 Delete PDP context Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Teardown Ind 7.8 M F 1

同一ユーザが同一無線装置ＩＰ
アドレスで複数の回線を張って
いた場合に全回線を切断するか
識別するために使用します。当
社交換機では同一ユーザが複数
回線を張ることはできません

NSAPI 7.9 M F 1

同一ユーザが複数の回線を張っ
ていた場合に切断する回線を識
別 す る た め に Create PDP
context Request に設定された
NSAPIを設定します

Private Extension ― O V 未設定

表6.2-9　 Delete PDP context Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Teardown Ind 7.8 O F 1

同一ユーザが同一無線装置ＩＰ
アドレスで複数の回線を張って
いた場合に全回線を切断するか
識別するために使用します。当
社交換機では同一ユーザが複数
回線を張ることはできません
Don’t care

NSAPI 7.9 M F 1

同一ユーザが複数の回線を張っ
ていた場合に切断する回線を識
別 す る た め に Create PDP
context Request に設定された
NSAPIを設定します

Private Extension ― O V Don’t care
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6.2.6　Delete PDP context Response
　Delete PDP context Responseは、直収パケット交換機もしくは、直収回線等接
続事業者ノードから送信されたDelete PDP context Request に対する応答信号と
なります。移動機主導で回線切断を行う場合、直収回線等接続事業者ノードから直
収パケット交換機へ送信されます。直収接続事業者主導で切断を行う場合、直収パ
ケット交換機から直収回線等接続事業者ノードに対して送信されます。Delete PDP
context Responseのパラメータを表6.2-10及び表6.2-11に示します。

表6.2-10　 Delete PDP context Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.1 M F 1

回線切断を受付ける場合は
“Request Accepted” 存在しない
回線(PDP)を指定された場合
は、”Non existent”を設定します

Private Extension ― O V 未設定

表6.2-11　 Delete PDP context Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.1 M F 1

回線切断を受付ける場合は
“Request Accepted” 存在しない
回線(PDP)を指定された場合
は、”Non existent”を設定しま
す。

Private Extension ― O V Don’t care
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6.2.7　Update PDP Context Request
　Update PDP Context Requestは、通信中に移動無線装置が移動を行い接続処理を
行う直収パケット交換機が変更となった場合に新しい直収パケット交換機と直収
回線等接続事業者ノードとの間で新たに回線接続を行うために送信されます。
Update PDP context Requestのパラメータを表6.2-12に示します。

表6.2-12　 Update PDP Context Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

IMSI 7.2 O F 8 未設定

Routing Area Identity ― O F 6 未設定

Recovery 7.4 M F 1
交換機が再開した場合にインク
リメントして設定されます

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

7.6 M F 4
移動先の直収パケット交換機で
GTP-U用に割り当てたTEIDを設
定します

Tunnel Endpoint
Identifier Control
Plane

7.7 M F 4
移動先の直収パケット交換機で
GTP-C用に割り当てたTEIDを設
定いたします

NSAPI 7.9 M F 1
回 線 接 続 時 に Create PDP
context Requestに設定した値と
同値が設定されます

Trace Reference ― O F 2 未設定

Trace Type ― O F 2 未設定

SGSN Address for
signalling

7.14 M F 4
GTP-C送受用のＩＰアドレスを
設定いたします

SGSN Address for user
traffic

7.14 M F 4
GTP-U送受用のＩＰアドレスを
設定いたします

Quality of Service
Profile

7.16 M F 15
通信開始時にネゴシエートした
値を設定いたします。

TFT ― O V 未設定

Trigger Id ― O V 未設定

OMC Identity ― O V 未設定

User Location
Information

― O V 未設定

Private Extension ― O V 未設定
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6.2.8　Update PDP Context Response
　Update PDP Context Responseは、直収パケット交換機からUpdate PDP Context
Request受信後、許容・非許容に関わらず直収回線等接続事業者ノードから直収パ
ケット交換機に送信されます。接続を許容させる場合は、causeパラメータ
に”Request Accepted”を設定いたします。非許容にする場合は、”Request Accepted”
以外の非許容cause値を設定いたします。Update PDP context Responseのパラメー
タを表6.2-13に示します。

表6.2-13　 Update PDP Context Responseのパラメータ
方向：直収回線等接続事業者ノード→直収パケット交換機

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.1 M F 1

Recovery 7.4 O F 1

直収回線等接続事業者ノードが
再開し再開カウンタを更新した
場合に設定いたします（更新し
ない場合も設定可能です）

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

7.6 O F 4

直収回線等接続事業者ノードが
割り当てたGTP-U用のTEIDを設
定いたします。Cause=”Request
Accepted”の時に設定されます。

Tunnel Endpoint
Identifier Control
Plane

7.7 O F 4

直収回線等接続事業者ノードが
割り当てたGTP-C用のTEIDを設
定いたします。Cause=”Request
Accepted”の時に設定されます。
設定されなかった場合は、
Tunnel Endpoint Identifier
Data Ⅰと同値をGTP-C用にも使
用いたします。

Charging ID 7.10 O F 4

直収パケット交換機で回線の課
金記録を特定するIDとして直収
回線等接続事業者ノード内でユ
ニークなIDが付与されます。
Cause=”Request Accepted”の時
に設定されます。

GGSN Address for
signalling

7.14 O F 4
GTP-C送受用のＩＰアドレスを
Cause=”Request Accepted”の時
に設定いたします

GGSN Address for user
traffic

7.14 O F 4
GTP-U送受用のＩＰアドレスを
Cause=”Request Accepted”の時
に設定いたします
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Quality of Service
Profile

7.16 O F 15

直収回線等接続事業者ノードで
ネ ゴ シ エ ー ト し た 値 を
Cause=”Request Accepted”の時
に設定いたします

Charging Gateway
Address

― O V Don’t care

Private Extension ― O V Don’t care
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7.　GTP-Cパケット構成要素
　  直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードとの間で使用するＧＴＰ－Ｃ
payloadパラメータの一覧を表7-1に示します

表7-1　GTP-Cパラメータ一覧

値 パラメータ名 備考

1 Cause 使用

2 IMSI 使用

3 Routing Area Identity 未使用

4 Temporary Logical Link Identity 未使用

5 P-TMSI 未使用

6-7 Spare 未使用

8 Reordering Required 使用

9 Authentication Triplet 未使用

10 Spare 未使用

11 MAP Cause 未使用

12 P-TMSI Signature 未使用

13 MS Validated 未使用

14 Recovery 使用

15 Selection Mode 使用

16 Tunnel Endpoint Identifier DataⅠ 使用

17 Tunnel Endpoint Identifier Control Plane 使用

18 Tunnel Endpoint Identifier DataⅡ 未使用

19 Teardown Ind 使用

20 NSAPI 使用

21 RANAP Cause 未使用

22 RAB Context 未使用

23 Radio Priority SMS 未使用

24 Radio Priority 未使用

25 Packet Flow id 未使用

26 Charging Characteristics 未使用
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27 Trance Reference 未使用

28 Trace Type 未使用

29 MS Not Reachable Reason 未使用

117-126 Reserved 未使用

127 Charging ID 使用

128 End User Address 使用

129 MM Context 未使用

130 PDP Context 未使用

131 Access Point Name 使用

132 Protocol Configuration Options 使用

133 GSN Address 使用

134 MSISDN 使用

135 Quality of Service Profile 使用

136 Authentication Quintuplet 未使用

137 Traffic Flow Template 未使用

138 Target Identification 未使用

139 UTRAN Transparent Container 未使用

140 RAB Setup Information 未使用

141 Extension Header Type List 未使用

142 Trigger id 未使用

143 OMC Identity 未使用

239-250 Reserved 未使用

251 Charging Gateway Address 未使用

252-254 Reserved 未使用

255 Private Extension 未使用
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7.1　Cause
　Causeは２オクテットで構成され、Create PDP context Response / Delete PDP
context Response / Update PDP context Response 送信時にRequest信号を許容・
非許容の意思を示します。Causeのフォーマット及び情報要素を図7.1-1、表7.1-1、
表7.1-2に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 1 オクテット１

Res
bit

Rej
bit

Cause オクテット２

図7.1-1　Causeフォーマット

表7.1-1　Cause情報要素

設定許容信号
※

値 Cause名称

C D U

備考

128 Request accepted ○ ○ ○ 要求を許容し
た場合に設定

192 Non-existent ○ ○

193 Invalid message format ○ ○

194 IMSI not known

195 MS is GPRS Detached

196 MS is not GPRS Responding

197 MS Refuses

198 Version not Supported

199 No resources available ○

200 Service not supported

201 Mandatory IE incorrect ○ ○ ○

202 Mandatory IE missing ○ ○ ○

203 Optional IE incorrect ○ ○ ○

204 System failure ○ ○

205 Roaming restriction

206 P-TMSI Signature mismatch
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207 GPRS connection suspended

208 Authentication failure

209 User authentication failed ○

210 Context not found

211 All dynamic PDP addresses are occupied ○

212 No memory is available ○

213 Relocation failure

214 Unknown mandatory extension header

215 Semantic error in the TFT operation ○ ○

216 Syntactic error in the TFT operation ○ ○

217 Semantic errors in packet filter(s) ○ ○

218 Syntactic errors in packet filter(s) ○ ○

219 Missing or unknown APN ○

220 Unknown PDP address or PDP type ○

221 PDP context without TFT already activated ○

※：C→Create PDP context Response, D→Delete PDP context Response, U→Update
PDP context Responseを示します

表7.1-2　Cause(Request bit/Reject bit)構成要素

値

Req bit Rej bit

名称 備考

0 0 要求 未使用

0 1 未定義 未使用

1 0 許容 Cause=”Request
Accepted”の場合に設定
されます

1 1 非許容 Cause=”Request
Accepted”以外の場合に
設定されます
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7.2　IMSI
　IMSIは９オクテットで構成され、接続ユーザを識別するために使用されます。
IMSIのフォーマットを図7.2-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 2 オクテット１

Identity digit 2 Identity digit 1 オクテット２

Identity digit 4 Identity digit 3 オクテット３

Identity digit 6 Identity digit 5 オクテット４

Identity digit 8 Identity digit 7 オクテット５

Identity digit 10 Identity digit 9 オクテット６

Identity digit 12 Identity digit 11 オクテット７

Identity digit 14 Identity digit 13 オクテット８

1 1 1 1 Identity digit 15 オクテット９

図7.2-1　IMSIフォーマット
   使用されないIMSI digit は、”1111”とコード化されます。
   IMSIは、ITU-T E.212の形式で以下の通り構成されます。

MCC(Mobile Country Code)+ MNC(Mobile Network Code)
+ MSIN(Mobile Subscriber Identification Number)
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7.3　Reordering Required
　Reordering Requiredは２オクテットで構成され、GTP-U信号の順序保証送信制御
を要求するために使用されます。本パラメータ値は、当社交換機では評価いたしま
せん。Reordering Requiredのフォーマット及び情報要素を図7.3-1、表7.3-1に示
します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 8 オクテット１

1     1    1    1    1    1    1

Reor
deri
ng
Requ
ired
Valu
e

オクテット２

図7.3-1　 Reordering Requiredフォーマット

表7.3-1　 Reordering Required構成要素

値 名称 備考

0 No(要求なし)

1 Yes(要求あり)

7.4　Recovery
　Recoveryは２オクテットで構成され、接続ノードの再開有無の判断に使用されま
す。再開カウンタが設定され、再開後に値をインクリメントして設定いたします
（256まで達すると0に戻ります）。Recoveryのフォーマットを図7.4-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 14 オクテット１

再開カウンタ オクテット２

図7.4-1　 Recoveryフォーマット
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7.5　Selection Mode
　Selection Modeは２オクテットで構成され、移動機が指定したAPNを選択したか
を示します。Selection Modeのフォーマット及び情報要素を図7.5-1、表7.5-1に示
します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 15 オクテット１

1    1    1    1    1    1
Selection
Mode Value

オクテット２

図7.5-1　 Selection Modeフォーマット

表7.5-1　 Selection Mode構成要素

値 名称 備考

00 MS or network provided APN,
subscribed verified

未使用

01 MS provided APN, subscription
not verified

使用

10 Network provided APN,
subscription not verified

未使用

7.6　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ
　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰは５オクテットで構成され、直収パケット
交換機または直収回線等接続事業者ノードで払い出したGTP-U用のTEIDが設定され
ます。Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰのフォーマットを図7.6-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 16 オクテット１

Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ Value
オクテット２
～５

図7.6-1　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰフォーマット
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7.7　Tunnel Endpoint Identifier Control Plane
　Tunnel Endpoint Identifier Control Planeは５オクテットで構成され、直収パ
ケット交換機または直収回線等接続事業者ノードで払い出したGTP-C用のTEIDが設
定されます。Tunnel Endpoint Identifier Control Planeのフォーマットを図7.7-1
に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 17 オクテット１

Tunnel Endpoint Identifier Control Plane Value
オクテット２
～５

図7.7-1　Tunnel Endpoint Identifier Control Planeフォーマット

7.8　Teardown Ind
　Teardown Indは２オクテットで構成され、同一ユーザが同一移動無線装置ＩＰア
ドレスで複数の回線を張っていた場合に全回線を切断するか識別するために使用
します。Teardown Indのフォーマット及び情報要素を図7.8-1、表7.8-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 19 オクテット１

1     1     1     1     1     1    1

Tear
down
Ind
Valu
e

オクテット２

図7.8-1　Teardown Indフォーマット

表7.8-1　Teardown Ind構成要素

値 名称 備考

0 No 未使用

1 Yes 当社交換機は同一ユー
ザが複数回線を張れな
いためYesを設定いたし
ます。
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7.9　NSAPI
　NSAPIは２オクテットで構成され、同一ユーザが複数の回線を張る場合の回線を
識別する番号として使用します。NSAPIの値は、回線接続要求時(Activate PDP
Context Request)に移動無線装置から通知された値を使用いたします。NSAPIのフ
ォーマットを図7.9-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 20 オクテット１

0     0     0     0 NSAPI Value オクテット２

図7.9-1　 NSAPIフォーマット

7.10　Charging ID
　Charging IDは５オクテットで構成され、直収パケット交換機で回線の課金記録
を特定するIDとして直収回線等接続事業者ノード内でユニークなIDが付与されま
す。0は予約されているため設定されません。Charging idのフォーマットを図7.10-1
に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 127 オクテット１

Charging ID Value
オクテット２
～５

図7.10-1　 Charging IDフォーマット
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7.11　End User Address
　End User Addressは４オクテット以上で構成され、移動無線装置に付与するＩＰ
アドレスの指定等パケットネットワークのアクセスに必要な情報が設定されます。
End User Addressのフォーマット及び情報要素を図7.11-1、表7.11-1、表7.11-2に
示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 128 オクテット１

Length
オクテット２
～３

1     1     1     1 PDP Type Organization オクテット４

PDP Type Number オクテット５

PDP Address
オクテット６
～９

図7.11-1　End User Addressフォーマット

表7.11-1　PDP Type Organization構成要素

値 名称 備考

0000 ETSI PDP_TYPE=PPPのときに
設定されます

0001 IETF PDP_TYPE=IPのときに設
定されます

1111 PDP_TYPE指定無し 移動無線装置が接続要
求時に指定した時に限
り Create PDP context
Requestにされます

表7.11-2　PDP Type Number構成要素

値 名称 備考

0000 0000 PDP_TYPE指定無し PDP Type Organization
が、”1111”のときに設定
されます

0000 0001 PDP_TYPE=PPP PPPを使用する場合

0010 0001 PDP_TYPE=IP(IPv4) PPPを使用しない場合

0101 0111 PDP_TYPE=IP(IPv6) 未使用
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　PDP Addressフィールドは、Create PDP context Request に設定されている場合、
移動無線装置側からIPアドレスを指定する場合に設定されます。PDP Type Number
が、”0000 0001”もしくは、”0000 0000”の場合もしくは、PDP Type Numberが、”0010
0001”かつ直収接続事業者がIPアドレスを割り当てる場合は、Create PDP context
Request のEND User Address には、PDP Addressフィールド自体が設定されません。
　Create PDP context Response の END User AddressのPDP Addressは、PDP Type
Numberが、”0010 0001”のときに設定されます。
　PDP Address のコーディングは、RFC791に従います。

7.12　APN(Access Point Name)
　APNは２４オクテット以上で構成され、接続先ネットワークを識別するために使
用されます。APNのフォーマットを図7.12-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 131 オクテット１

Length
オクテット２
～３

APN Value
オクテット４
～

図7.12-1　 APNフォーマット

APN valueは、移動無線装置から接続要求時に受信したAPNを設定いたします（末
尾に.mnc010.mcc440.gprsが付与されていなかった場合は、直収パケット交換機に
て付与して設定いたします）
APNは、各Labelを「.」で区切り “Label1.Label2.Label3….mnc010.mcc440.gprs”

の形式となります。SPNに相当する”Label1.Label2.Label3…”は、32オクテット以内
となります。各Labelには、アルファベット「A～Z/a～z」及び数字「0～9」、ハイ
フン「-」が使用可能となります。
また、SPN部は、”rac”,”lac”,”sgsn”,rnc”以外の文字列で始め、”.gprs”以外の文

字列で終える必要があります。

APN value のコーディングは、「Label1の文字長」＋「Label1のASCIIコード」＋
「Label2の文字長」＋「Label2のASCIIコード」＋・・・となります。

(APN valueの設定例)
APN「abc.def.ghi.mnc010.mcc440.gprs」
⇒ 0x03 0x61 0x62 0x63
0x03 0x64 0x65 0x66
0x03 0x67 0x68 0x69

   0x06 0x6d 0x6e 0x63 0x30 0x31 0x30
0x06 0x6d 0x63 0x63 0x34 0x34 0x30
0x04 0x67 0x70 0x72 0x73
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7.13　Protocol Configuration Options
　Protocol Configuration Optionsは、移動無線装置と直収回線等接続事業者ノー
ドとの間で規定される情報の転送のために使用されます。直収パケット交換機は、
移動無線装置から接続要求時に本パラメータを受信した場合、Create PDP context
Request に透過で設定いたします。Create PDP Context Responseに本パラメータ
が設定された場合、移動無線装置へ接続応答時に透過で設定いたします。Protocol
Configuration Optionsの使用方法の詳細は、3GPP TS27.060及びTS29.061を参照願
います。Protocol Configuration Optionsのフォーマットを図7.13-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 132 オクテット１

Length
オクテット２
～３

Protocol Configuration Options Value
オクテット４
～

図7.13-1　Protocol Configuration Optionsフォーマット

7.14　GSN Address
　GSN Addressは、７オクテットで構成され、直収パケット交換機と直収回線等接
続事業者ノードとの間でGTP-C及びGTP-Uプロトコルの転送に使用されるＩＰアド
レスを設定いたします。当社交換機は、IPv4アドレスのみサポートいたします。GSN
Addressのフォーマットを図7.14-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 133 オクテット１

Length
オクテット２
～３

GSN Address Value
オクテット４
～７

図7.14-1　 GSN Addressフォーマット

GSN Address Valueのコーディングは、RFC791に従います。
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7.15　MSISDN(MS International PSTN/ISDN Number)
　MSISDNは、10オクテットで構成され、ユーザの電話番号が設定されます。番号は、
国番号(Country Code:日本81)を含めて設定されます(電話番号が、09012345678の
場合MSISDNは、819012345678になります)。使用されないMSISDN digit は、”1111”
とコード化されます。MSISDNのフォーマットを図7.15-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 134 オクテット１

Length
オクテット２～
３

1

Nature of
address
indicator

(001)

Numbering plan
indicator

(0001)

オクテット４

MSISDN digit 2 MSISDN digit 1 オクテット５

MSISDN digit 4 MSISDN digit 3 オクテット６

MSISDN digit 6 MSISDN digit 5 オクテット７

MSISDN digit 8 MSISDN digit 7 オクテット８

MSISDN digit10 MSISDN digit 9 オクテット９

MSISDN digit12 MSISDN digit11 オクテット１０

MSISDN digit14 MSISDN digit13 オクテット１１

1111 MSISDN digit15 オクテット１２

図7.15-1　MSISDNフォーマット
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7.16　Quality of Service Profile
　Quality of Service Profileは１８オクテットで構成され、回線接続時のQoSが
設定されます。Quality of Service Profileのフォーマット及び情報要素を図7.16-1、
表7.16-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 135 オクテット１

Length
オクテット２
～３

Allocation/Retention Priority オクテット４

0    0 Delay Class
Reliability
Class

オクテット５

Peak throughput 0
Precedence
Class

オクテット６

0    0    0 Mean throughput オクテット７

Traffic class
Delivery
order

Delivery of
erroneous SDU

オクテット８

Maximum SDU size オクテット９

Maximum bit rate for uplink オクテット10

Maximum bit rate for downlink オクテット11

Residual BER SDU error ratio オクテット12

Transfer delay
Traffic
Handling
Priority

オクテット13

Guaranteed bit rate for uplink オクテット14

Guaranteed bit rate for downlink オクテット15

0　　0　　0
Spare

Signalling
Indication

Source Statistics
Descriptor

オクテット16

Maximum bit rate for downlink(extended) オクテット17

Guaranteed bit rate for downlink(extended) オクテット18

図7.16-1　 Quality of Service Profileフォーマット
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表7.16-1　Allocation/Retention Priority構成要素

値 備考

2 Create PDP Context
Request での設定値

2以外 未使用

　オクテット４以降は、Create PDP Context Requestでは、移動無線装置と直収パ
ケット交換機との間でネゴシエートした値を設定いたします。 Create PDP Context
Responseでは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードとの間でネゴシ
エートした値が設定されます。QoSネゴシエーションについては、3GPP TS23.107に
従います。

　QoSネゴシエーションにおいて、Create PDP Context ResponseのMaximum bit rate、
Maximum bit rate(extended)に関してサポートする値を表7.16-2、表7.16-3に示し
ます。

表7.16-2　Maximum bit rateの設定値

Uplink GTP設定値 Downlink GTP設定値

64Kbps 01000000 64Kbps 01000000

384Kbps 01101000 128Kbps 01001000

5440Kbps 11001100 384Kbps 01101000

3648Kbps 10110000

7232Kbps 11101000

※Uplink/Downlinkは全ての組合せで可能
※速度は無線装置でのデータサイズ換算値（MAC-hsのユーザデータレート）

表7.16-3　Maximum bit rate(extended)の設定値

Downlink GTP設定値

14000Kbps 00110110

※Maximum bit rate for downlink(extended)を用いる場合は、互換性を考慮し、
Maximum bit rate for downlinkには「11111110」(8640Kbps)を設定します。

※速度は無線装置でのデータサイズ換算値（MAC-hsのユーザデータレート）
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7.17　IMEI(SV)
　IMEI(SV)は１１オクテットで構成され、ユーザのIMEI(SV)が設定されます。
IMEI(SV)のフォーマットを図7.17-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 154 オクテット１

Length
オクテット２
～３

IMEI(SV)
オクテット４
～１１

図7.17-1　IMEI(SV)フォーマット
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8.　ＵＤＰ／ＩＰパケット
　GTP－Cプロトコルの転送には、UDP(RFC768)/IP(RFC791)を使用いたします。本項
では、GTP-Cプロトコル転送に特化した事項を記載いたします。

8.1　UDP構成
　UDPフォーマットを図8.1-1に示します。

 bit
0               7 8              15 16             23 24             31

Source Port number（※１) Destination Port number（※１)
Length Check sum

GTP-Cプロトコル

図8.1-1　 UDPフォーマット

※１：GTP-Cを使用する場合のRequestメッセージのDestination Port numberは、2123
を用います。対応するResponseメッセージ送信時は、request受信時のSource Port
number、Destination Port numberを入れ替えて設定いたします。

8.2　IP構成
　IPフォーマットを図8.2-1に示します。

 bit
0               7 8              15 16             23 24             31
Version IHL TOS Length

identification Flags
(※１）

Fragment Offset
(※１）

Time to live Protocol(※2) Header Checksum
Source Address(※3）

Destination Address(※3）
UDP

図8.2-1　 IPフォーマット(※4)

※１：フラグメント機能を使用いたしません
※２：User Datagram(17)が設定されます
※３：GTP-C用のノードIPアドレスを設定いたします。
※４：IPのオプションフィールドは設定いたしません
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プロトコル仕様
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1.　はじめに
　本別表９－１－２項は、対パケットデータ直収接続に関する直接協定事業者（以
下直収回線等接続事業者といいます）インタフェースにおける移動無線装置直収パ
ケット交換機（以下直収パケット交換機といいます）～直収回線等接続事業者ノー
ド間のユーザデータ転送プロトコルに関する仕様を規定します。GTP-Userプロトコ
ル(以下GTP-Uプロトコルといいます)を用いてデータ転送を行います。本プロトコ
ルはアクセス制御プロトコルとしてGTP-Cプロトコルを用いた時のユーザデータ転
送する場合に使用されます。

1.1　システム構成
　システムの構成概要図を図1.1-1に示します。直収パケット交換機～直収接続事
業者ノード間のアクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機と直収回線等接続
事業者ノード（ＧＴＰ－Ｕ処理装置）の間で規定されます。

（※１）ＧＴＰ－Ｕ処理機能を有するＧＴＰ－Ｕプロトコル終端ノード
図1.1-1　システム構成概要図

1.2　プロトコルスタック
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間におけるプロトコルスタ
ックを図1.2-1に示します。

直収パケット交換機 直収回線等接続事業者
ノード

GTP-U GTP-U

UDP UDP

IP IP

L1/L2 L1/L2

図1.2-1　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間のプロトコルスタック

1.3　適用規定
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するGTP-Uプロトコ
ルは、3GPP TS29.060に準拠します。

直収パケ
ット交換機

直収回線等接
続事業者ノー
ド(※１)

ＧＴＰ－Ｕ
プロトコル

移動無線装置
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2.　ユーザデータ転送機能概要

2.1　概要
　ユーザデータ転送プロトコルは、直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノ
ードにおいてGTP-Uプロトコルを用いてユーザデータの転送を行うための信号を規
定します。ユーザデータ転送に関連する機能は以下の3つの機能で構成されます。
・ユーザデータ転送処理
・エラーデータ処理
・ノード監視処理

2.2　コネクション
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で規定するユーザデータ
転送プロトコルはGTP-Uプロトコルを用いるため、下位層にUDPを使用します。その
ためコネクションの確立・切断は行いません。

(1) タイマ及びリクエスト送信回数
　ＧＴＰ－Ｕインタフェースのタイマ詳細一覧を表2.2-1に示します。また、Ｇ
ＴＰ－Ｕインタフェースのリクエスト送信回数一覧を表2.2-2に示します。

表2.2-1　タイマ詳細一覧（ＧＴＰ－Ｕインタフェース）※

名称 概要 タイマ値

Echo Response待ちタ
イマ

Echo Request送出時に起動されるタイマ。タイム
アウト時にリクエスト回数再送いたします。

60秒

※：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に設定さ
れるタイマになります。

表2.2-2　リクエスト送信回数一覧（ＧＴＰ－Ｕインタフェース）※１

名称 概要 回数※２

Echo Request 送信回数 Echo Request 送信時の同一ノードに対する送信
回数

2回

※１：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に再送
される回数になります

※２：初回送信分を含みます
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2.3　ユーザデータ転送処理
(1) 処理概要
　アクセス制御プロトコル（GTP-C）を使用して回線接続を行った後、直収パケ
ット交換機は、移動無線装置からユーザデータを受信すると接続処理において直
収回線等接続事業者ノードに払い出されたGTP-U用のTEIDを付与したG-PDUメッ
セージにカプセリングを行い直収回線等接続事業者ノードに転送いたします。ま
た、直収回線等接続事業者ノードから接続処理において直収パケット交換機で払
い出したGTP-U用のTEIDを付与したG-PDUメッセージでカプセリングされたユー
ザデータを受信すると移動無線装置との間に接続処理時に張られた回線に対し
ユーザデータを転送いたします。

　　また、直収パケット交換機では無通信監視タイマを保持しており、直収パケッ
ト交換機～移動無線装置間の無通信を監視しております。無通信監視で用いるタ
イマ詳細一覧を表2.3-1に示します。

表2.3-1　タイマ詳細一覧（無通信監視）

名称 概要 設定範囲※1 推奨値

無通信監視
タイマ

無通信監視タイマは直収パケット交換機が保持
し、直収パケット交換機～移動無線装置間で規
定されます。本タイマは直収パケット交換機～
移動無線装置間の無通信を監視します。
本タイマがタイムアウトした場合には、直収パ
ケット交換機が該当移動無線装置との回線を切
断します。また、直収パケット交換機～直収回
線等接続事業者ノード間の回線も切断します。

60分 －

　　※１：タイマ値は変更される場合があります。

(2) ユーザデータ転送処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するユーザデー
タ転送処理対象信号を表2.3-2に示します。

表2.3-2　ユーザデータ転送対象信号

制御信号 方向 備考

G-PDU 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

2.4　エラーデータ処理
(1) 処理概要
　直収パケット交換機は、G-PDU受信時に送信元IPアドレスとTEIDの組み合わせ
が、接続処理時に割り当て時に記憶した組み合わせと同じかチェックを行います。
記憶した内容と異なれば、回線を切断済みと判断しG-PDUの送信元IPアドレスに
対しError indication を送信いたします。Error indication を受信した直収回
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線等接続事業者ノードは、Error indication 受信時に該当IPアドレスとTEIDの
組み合わせを持つ回線を切断いたします。
　直収回線等接続事業者ノードは、G-PDU受信時に送信元IPアドレスとTEIDの組
み合わせが、接続処理時に割り当て時に記憶した組み合わせと同じかチェックを
行います。記憶した内容と異なれば、回線を切断済みと判断しG-PDUの送信元IP
アドレスに対しError indication を送信いたします。Error indication を受信
した直収パケット交換機は、Error indication 受信時に該当IPアドレスとTEID
の組み合わせを持つ回線を切断いたします。

(3)エラーデータ処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するエラーデー
タ処理対象信号を表2.4-1に示します。

表2.4-1　エラーデータ処理対象信号

制御信号 方向 備考

Error indication 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

2.5　ノード監視処理
(1) 処理概要
　直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード間で双方向に相手ノード
の正常性確認のためGTP Echoを使用してヘルスチェックを行います。ＧＴＰ－Ｕ
処理部の正常性を確認するためＧＴＰ－Ｕ用のノードＩＰアドレスを使用して
信号送受を行います。双方向で確認を行うため双方のノードがそれぞれEcho
Request を送信し、受信側は正常であれば、Echo Responseを返送いたします。

(A) 直収パケット交換機が直収回線等接続事業者ノードを監視
　直収パケット交換機は、直収回線等接続事業者ノードの正常性を確認するため
直収回線等接続事業者ノードへの接続が行われたことを契機にEcho Request の
送信を開始いたします。送信間隔は、５分となります。

(B) 直収回線等接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視
　直収回線等接続事業者ノードは、直収パケット交換機の正常性を確認するため
Echo Request の送信を行います。送信間隔は、当社直収パケット交換機が輻輳
しないよう5分以上の間隔をあけることとします。

(2) タイムアウト時の処理
(A) 直収回線等接続事業者ノードからEcho Responseが返送されなかった場合
　表2.2-2記載の動作をいたします。リトライアウト後は、該当の直収回線等接
続事業者ノードと通信中の回線を切断いたします。また、以降該当ノードへの
Echo Request 送信を停止いたします。再度該当ノードへのEcho Requestを送信
再開する契機は、該当ノードからのEcho Request 受信時、直収パケット交換機
が再開時（該当ノードと通信中の回線がある場合。通信中回線が無かった場合、
再開後該当ノードへ回線接続が行われた時）、該当ノードへの通信中回線が無く
なった後、該当ノードへの回線接続が行われた時になります。
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(B) 直収パケット交換機からEcho Responseが返送されなかった場合
　必要回数リトライを行いリトライアウト後に直収回線等接続事業者ノード内
で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断いたします。

(3) ノード監視処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するノード監視
処理対象信号を表2.5-1示します。

表2.5-1 ノード監視処理対象信号

制御信号 方向 備考

Echo Request 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

Echo Response 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード
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3.　ＧＴＰ－Ｕパケット
　本項記載において特に記述がない場合はGTP-U標準3GPP TS29.060に準拠するもの
とします。

3.1　GTP-Uパケット構成
　GTP-Uパケットは、Version、Protocol Type Extension Header flag、Sequence
number flag、N-PDU Number flag、Length、TEID、Sequence Number、N-PDU Number、
Next Extension Headerからなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定す
る情報要素部分から構成されます。
　GTP-Uパケットの構成及びGTP-Uパケットの構成要素概要を図3.1-1及び表3.1-1
に示します。

８                                                   １

Version PT
Reser
ve

E S PN １

Message Type ２

Length
３
４

Tunnel Endpoint Identifier(TEID)
５
:
８

Sequence Number(※1)
9
10

N-PDU Number(※2) 11

Next Extension Header Type(※2) 12

payload
13
:

※１：Sequence Number は、Echo Request/Response 送信時のみ設定されます。
※２：Sequence Number 未設定時は、設定されません。

図3.1-1　GTP-Uパケットの構成

共通部分

情報要素部分
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表3.1-1　GTP-Uパケットの構成要素概要

項番 情報要素 参照 情報長 内容

１ Version 3.1.1 3bit GTPのバージョンを示します

２ PT(Protocol
Type)

3.1.2 １bit プロトコルタイプ(GTPあるいはGTP’)を示
します

３ Reserve ― 1bit 予約領域 0を設定します

４ E(Extension
Header flag)

3.1.3 1bit 拡張ヘッダの設定有無を示します

５ S(Sequence
number flag)

3.1.4 1bit シーケンスナンバの設定有無を示します

６ PN(N-PDU
Number flag)

3.1.5 1bit N-PDUナンバーの設定有無を示します

７ Message Type 3.1.6 1octet GTPのメッセージ種別を示します

８ Length 3.1.7 2octet Payload部の情報長を示します

９ TEID 3.1.8 4octet 回線接続時に払い出される回線を識別す
る番号になります

10 Sequence
Number

3.1.9 2octet Echo Request/Response 時以外は設定され
ません。

11 N-PDU Number 3.1.10 1octet Echo Request/Response 時以外は設定され
ません。

12 Next Extension
Header Type

3.1.11 1octet Echo Request/Response 時以外は設定され
ません。

13 payload 3.2 各GTP-Uメッセージ個別のパラメータ設定
に使用します。

3.1.1　Version(バージョン)
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのバージョ
ンを示します。GTP version1 のみ使用いたします。Version設定値を表3.1-2に示
します。

表3.1-2　Version設定値の説明

bit 8 7 6 情報長 備考

0 0 0 GTP version 0 未使用

0 0 1 GTP version 1 使用



技別 9－1－2－8

3.1.2　PT（プロトコルタイプ）
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのプロトコ
ルタイプを示します。GTPのみ使用いたします。PT設定値を表3.1-3に示します。

表3.1-3　PT設定値の説明

bit 5 情報長 備考

0 GTP’ 未使用

1 GTP 使用

3.1.3　E（拡張ヘッダフラグ）
　拡張ヘッダの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事業者
ノード間では拡張ヘッダを設定いたしません。拡張ヘッダフラグ設定値を表3.1-4
に示します。

表3.1-4　拡張ヘッダフラグ設定値の説明

bit 3 情報長 備考

0 拡張ヘッダフィールドが存在しない 使用

1 拡張ヘッダフィールドが存在する 未使用

3.1.4　S（シーケンスナンバフラグ）
　シーケンスナンバの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続
事業者ノード間のGTP-U信号ではシーケンスナンバを設定いたしません。シーケン
スナンバ設定値を表3.1-5に示します。

表3.1-5　シーケンスナンバ設定値の説明

bit 2 情報長 備考

0 シーケンスナンバが存在しない 使用

1 シーケンスナンバが存在する 未使用

3.1.5　PN（N-PDUナンバーフラグ）
　N-PDUナンバーの設定有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事
業者ノード間ではN-PDUナンバーを設定いたしません。N-PDUナンバーフラグ設定値
を表3.1-6に示します。

表3.1-6　 N-PDUナンバー設定値の説明

bit 1 情報長 備考

0 N-PDUナンバーフィールドが存在しない 使用

1 N-PDUナンバーフィールドが存在する 未使用
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3.1.6　Message Type（メッセージ種別）
　Message Typeフィールドは、GTP-Uパケットのタイプを識別します。直収パケッ
ト交換機はサポート外のMessage Typeを持つGTP-Uパケットを受信した場合、信号
を破棄します。直収パケット交換機でサポートするGTP-Uパケットのメッセージ種
別を表3.1-7に示します。

表3.1-7　GTP-Uパケットのメッセージ種別一覧

項番 メッセージ名 メッセージ種別値 備考

１ Echo Request １ 使用

２ Echo Response ２ 使用

３ Error Indication 26 使用

４
Supported Extension Headers
Notification

31
未使用

５ G-PDU 255 使用

3.1.7　Length（Payload情報長）
　Lengthフィールドは、Payload長を示すために用いられGTP-Uパケット全体長から
先頭の8オクテットを減算した値が設定されます(一律8オクテットで減算するため
Sequence Number, N-PDU Number, Next Extension Header Typeが、設定されてい
る場合は、Payload長に加えられます)。

3.1.8　TEID
　TEIDフィールドは、回線接続(PDP確立)時もしくは、直収パケット交換機変更時
に直収パケット交換機及び直収回線等接続事業者ノード内ユニークに払い出され
る回線(PDP)を識別する番号となります。直収パケット交換機で払い出したGTP-U用
のTEID値は、Create PDP context RequestのPayload部のパラメータ[TEID Data I](直
収パケット交換機変更時は、Update PDP context RequestのPayload部のパラメー
タ[TEID Data I]に設定されます)に設定して直収回線等接続事業者ノードに渡され
ます。直収回線等接続事業者ノードで払い出されたGTP-U用のTEID値は、Create PDP
context ResponseのPayload部のパラメータ[TEID Data I]（直収パケット交換機変
更時は、Update PDP context ResponseのPayload部のパラメータ[TEID Data I]に
設定されます)に設定して直収パケット交換機に渡されます。TEID（共通部分の設
定）の構成及び設定値を図3.1-2、表3.1-8に示します。

８                                                   １
Tunnel Endpoint Identifier(1st octet) １

Tunnel Endpoint Identifier(2nd octet) ２

Tunnel Endpoint Identifier(3rd octet) ３
Tunnel Endpoint Identifier(4th octet) ４

図3.1-2　TEID（共通部分の設定）の構成



技別 9－1－2－10

表3.1-8　TEID（共通部分の設定）の設定値

信号名 設定値

G-PDU 送信先のノードが回線接続処理時に払い
出したGTP-U用TEIDを設定いたします

Error indication 0が設定されます

Echo Request 0が設定されます

Echo Response 0が設定されます

3.1.9　Sequence Number（シーケンスナンバ）
　Sequence Numberフィールドは、GTP-UのEcho Request MessageとResponse Message
を対応付けさせるためのトランザクションIDとして使用されます。Request受信後
にResponseを返送する時にRequestに設定されたSequence Number をコピーして
ResponseのSequence Number に設定いたします。Sequence Numberの構成を図3.1-3
に示します。

８                                                   １
Sequence Number(1st octet) １

Sequence Number(2nd octet) ２

図3.1-3　 Sequence Numberの構成

3.1.10　N-PDU Number
　N-PDU Numberフィールドは、使用しないため0を設定いたします。Sequence Number
が設定されていない場合は、本フィールド自体が存在しません。

3.1.11　Next Extension Header Type
　Next Extension Header Typeフィールドは、Extensionフィールドを設定しない
ため0を設定いたします。Sequence Numberが設定されていない場合は、本フィール
ド自体が存在しません。
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3.2　GTP-UパケットのPayload
　各GTP-UパケットのPayloadに設定されるパラメータは表3.2-1に従い記述されま
す。

表3.2-1　 GTP-UパケットのPayloadに設定されるパラメータ一覧の説明

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

パラメータ
名を記述し
ます。

参照す
る項を
示しま
す。

Attributesの設
定種別を示しま
す。
○記号一覧
M（Mandatory）：
　　必須
O（Optional）：
　　オプション

パラメータが固定長
であるか可変長であ
るかを示します。
○記号一覧
F (Fixed length）：
　　　　　　固定長
V (Variable length):
　　　　　　可変長

パラメータの情報
長を示します。
単位は[Octet]です。

3.2.1　Echo Request
　Echo Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘルス
チェックを行うため双方から送信されます。Echo Requestのパラメータを表3.2-2
及び表3.2-3に示します。

表3.2-2　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V 未設定

表3.2-3　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V Don’t care
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3.2.2　Echo Response
　Echo Responseは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘル
スチェックを行うため双方から送信されるEcho Request の応答の信号となります。
Echo Responseのパラメータを表3.2-4及び表3.2-5に示します。

表3.2-4　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 4.1 M F 1 0を設定

Private Extension ― O V 未設定

表3.2-5　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 4.1 M F 1 Don’t care

Private Extension ― O V Don’t care

3.2.3　Error Indication
　Error Indicationは、回線接続時に記憶した接続先ノードIPアドレスとTEIDの組
み合わせ先と異なるG-PDUメッセージを受信した時にG-PDU送信ノードに対し送信
されます。Error Indicationのパラメータを表3.2-6に示します。

表3.2-6　 Error Indicationのパラメータ
方向：直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

4.2 M F 4
G-PDU受信時に設定されていたTEID
を設定します

GSN Address 4.3 M F 4
G-PDU受信時に設定されていた宛先
IPアドレスを設定します

Private Extension ― O V 未設定
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3.2.4　G-PDU
　G-PDUは、接続した回線で、ユーザデータを転送するためデータをカプセリング
して送受信するためのメッセージになります。G-PDUのパラメータを表3.2-7に示し
ます。

表3.2-7　 G-PDUのパラメータ
方向：直収回線等接続事業者ノード⇔直収パケット交換機

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

ユーザデータ 4.4 M V

移 動 無 線 装 置 が 送 受 す る PPP
(PDP_TYPE=PPP の 場合 )又は、 IP
(PDP_TYPE=IPの場合)より上位のプ
ロトコルがカプセル化されて設定
されます。
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4.　構成要素
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードとの間で使用するＧＴＰ－
Ｕ payloadパラメータの一覧を表4-1に示します

表4-1　GTP-U payloadパラメータ一覧

値 パラメータ名 備考

1 Cause 未使用

2 IMSI 未使用

3 Routing Area Identity 未使用

4 Temporary Logical Link Identity 未使用

5 P-TMSI 未使用

6-7 Spare 未使用

8 Reordering Required 未使用

9 Authentication Triplet 未使用

10 Spare 未使用

11 MAP Cause 未使用

12 P-TMSI Signature 未使用

13 MS Validated 未使用

14 Recovery 使用

15 Selection Mode 未使用

16 Tunnel Endpoint Identifier DataⅠ 使用

17 Tunnel Endpoint Identifier Control Plane 未使用

18 Tunnel Endpoint Identifier DataⅡ 未使用

19 Teardown Ind 未使用

20 NSAPI 未使用

21 RANAP Cause 未使用

22 RAB Context 未使用

23 Radio Priority SMS 未使用

24 Radio Priority 未使用

25 Packet Flow id 未使用

26 Charging Characteristics 未使用
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27 Trance Reference 未使用

28 Trace Type 未使用

29 MS Not Reachable Reason 未使用

117-126 Reserved 未使用

127 Charging ID 未使用

128 End User Address 未使用

129 MM Context 未使用

130 PDP Context 未使用

131 Access Point Name 未使用

132 Protocol Configuration Options 未使用

133 GSN Address 使用

134 MSISDN 未使用

135 Quality of Service Profile 未使用

136 Authentication Quintuplet 未使用

137 Traffic Flow Template 未使用

138 Target Identification 未使用

139 UTRAN Transparent Container 未使用

140 RAB Setup Information 未使用

141 Extension Header Type List 未使用

142 Trigger id 未使用

143 OMC Identity 未使用

239-250 Reserved 未使用

251 Charging Gateway Address 未使用

252-254 Reserved 未使用

255 Private Extension 未使用
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4.1　Recovery
　Recoveryは２オクテットで構成され、接続ノードの再開有無の判断に使用されま
す。直収パケット交換機は、一律０を設定いたします。Recoveryのフォーマットを
図4.1-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 14 オクテット１

再開カウンタ オクテット２

図4.1-1　 Recoveryフォーマット

4.2　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ
　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰは５オクテットで構成され、G-PDUの共通
パラメータで設定された値と同値が同フォーマットで設定されます。Tunnel
Endpoint Identifier Data Ⅰのフォーマットを図4.2-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 16 オクテット１

Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ Value
オクテット２
～５

図4.2-1　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰフォーマット

4.3　GSN Address
　GSN Addressは、７オクテットで構成され、G-PDU受信時のIPの宛先IPアドレスに
設定されたIPアドレスと同値を設定します。当社交換機は、IPv4アドレスのみサポ
ートいたします。GSN Addressのフォーマットを図4.3-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 133 オクテット１

Length
オクテット２
～３

GSN Address Value
オクテット４
～７

図4.3-1　 GSN Addressフォーマット

GSN Address Valueのコーディングは、RFC791に従います。
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4.4　ユーザデータ
　ユーザデータは、G-PDUにカプセリングされて転送されます。

(A) PDP_TYPE=IP接続時のユーザデータ転送プロトコルスタック
　DTE/移動無線装置～直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間に
おけるプロトコルスタックを図4.4-1に示します。

DTE/移動無線装
置

直収パケット交
換機

直収回線等接続
事業者ノード等

L4以上 L4以上

IP(※) IP(※)

GTP-U GTP-U

UDP UDP

IP(注) IP(注)

L1/L2 L1/L2

(※)IPv4のみサポートいたします
図4.4-1　PDP_TYPE=IP接続時のプロトコルスタック

(B) PDP_TYPE=PPP接続時のユーザデータ転送プロトコルスタック
　DTE/移動無線装置～直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間に
おけるプロトコルスタックを図4.4-2に示します。

DTE/移動無線装
置

直収パケット交
換機

直収回線等接続
事業者ノード等

L4以上 L4以上

IP IP

PPP PPP

GTP-U GTP-U

UDP UDP

IP(注) IP(注)

L1/L2 L1/L2

図4.4-2　PDP_TYPE=PPP接続時のプロトコルスタック

(注) G-PDU転送に使用されるIPは、フラグメント機能をサポートいたしません。GTP-U
より上位のユーザデータ部のMTUサイズを調整し、フラグメントしないようにDTE/
移動無線装置⇔直収回線等接続事業者ノード等の間で設定する必要があります。
IP/UDP/GTP-U(payload部含む)のデータ長は、原則1500オクテット以下にする必要
がありますが、それを超える場合は別途当社と協議の上決定することとします。

無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル

無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル



技別 9－1－2－18

5.　ＵＤＰ／ＩＰパケット
　GTP-Uプロトコルの転送には、UDP(RFC768)/IP(RFC791)を使用いたします。本項
では、GTP-Uプロトコル転送に特化した事項を記載いたします。

5.1　UDP構成
　UDPフォーマットを図5.1-1に示します。

 bit
0               7 8              15 16             23 24             31

Source Port number（※１) Destination Port number（※１)
Length Check sum

GTP-Uプロトコル

図5.1-1　 UDPフォーマット

※１：GTP-UのEcho RequestメッセージのDestination Port numberは、2152を用い
ます。対応するResponseメッセージ送信時は、request受信時のSource Port
number、Destination Port numberを入れ替えて設定いたします。G-PDU/Error
Indication 送信時のDestination Port number は、2152を使用いたします。

5.2　IP構成
　IPフォーマットを図5.2-1に示します。

 bit
0               7 8              15 16             23 24             31
Version IHL TOS Length

identification Flags
(※１）

Fragment Offset
(※１）

Time to live Protocol(※２) Header Checksum
Source Address(※３）

Destination Address(※３）
UDP

図5.2-1　 IPフォーマット(※４)

※１：フラグメント機能を使用いたしません
※２：User Datagram(17)が設定されます
※３：GTP-U用のノードIPアドレスを設定いたします。
※４：IPのオプションフィールドは使用いたしません
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シーケンス
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シーケンス番号一覧
(アクセス制御プロトコルGTP-C/ユーザデータ転送プロトコルGTP-U)

分類 分類
番号

シーケン
ス番号

種別 ページ

１ 接続処理成功 技別9-1-3-3

２ 回線接続失敗 接続先再選
択

技別9-1-3-4

３ 回線接続失敗 技別9-1-3-5

接続処理

Ｏ

４ Create PDP context
Requestリトライアウト

技別9-1-3-6

１ 回線切断成功 技別9-1-3-7接続終了処理(移動無線
装置起動) Ｐ ２ Delete PDP context

Request リトライアウト
技別9-1-3-7

１ 回線切断成功 技別9-1-3-8接続終了処理(直収回線
等接続事業者網起動) Ｑ ２ 回線切断失敗 該当回線無

し
技別9-1-3-8

１ 変更成功 技別9-1-3-9

２ 変更失敗 技別9-1-3-10

直収パケット交換機変
更

Ｒ

３ Update PDP context
Request リトライアウト

技別9-1-3-10

１ 直収パケット交換機 ユー
ザデータ転送成功

技別9-1-3-11ユーザデータ転送

Ｓ
２ 直収パケット交換機 ユー

ザデータ転送受信失敗
技別9-1-3-11

３ 直収回線等接続事業者ノ
ード ユーザデータ転送受
信失敗

技別9-1-3-12

４ 直収パケット交換機　無
通信監視タイマのタイム
アウト

技別9-1-3-12

監視制御 １ GTP-C 定期監視制御 技別9-1-3-13

２ GTP-U 定期監視制御 技別9-1-3-14
Ｔ

３ 直収パケット交換機 Echo
Request リトライアウト

技別9-1-3-15
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１ 直収パケット交換機再開 技別9-1-3-16再開

Ｕ ２ 直収回線等接続事業者ノ
ード再開

技別9-1-3-17
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接続処理 Ｏ１ 接続処理成功

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Create PDP context Request

Create PDP context Response
(cause=Request accepted)

回線接続要求

回線接続応答

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理
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接続処理 Ｏ２ 接続処理失敗　接続先再選択

Create PDP Context Req.

回線接続要求

１回目
１回の発信
につき最大
２回再選択
します

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等
接続事業者
ノード3

直収回線等
接続事業者
ノード2

直収回線等
接続事業者
ノード1

Create PDP Context Res.
(cause=※)

Create PDP Context Res.
(cause=※)

Create PDP Context Req.

Create PDP Context Req.

Create PDP Context Res.
(cause=accepted)

※：下記causeを受信した場合直収回線等接続事業者ノードの再選択を行う
（選択可能なノードが存在した場合のみ）
・No resources available
・All dynamic PDP address are occupied
・No memory is available
・Missing or unknown APN
・System failure

２回目

３回目

回線接続応答

発信

接続先ノード選択処理

接続先ノード再選択処理

接続先ノード再選択処理
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接続処理 Ｏ３ 接続処理失敗

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Create PDP context Request

Create PDP context Response
(cause=※)

回線接続要求

回線接続拒否

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理

※：causeが、下記の場合
Unknwon PDP address or PDP type
User authentication field
Semantic error in the TFT operation
Syntactic error in the TFT operation
Semantic errors in packet filter(s)
Syntactic errors in packet filters(s)
Mandatory IE incorrect
Mandatory IE Missing
Optional IE incorrect
Invalid message format
PDP context without TFT already activated

下記causeを受信し他の直収回線等接続事業者ノードが選択可能な場合は、
ノード再選択を実施いたします。

・No resources available
・All dynamic PDP address are occupied
・No memory is available
・Missing or unknown APN
・System failure
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接続処理 Ｏ４ Create PDP context Requestリトライアウト

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Create PDP context Request

回線接続要求

回線接続拒否

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理

10秒間Create PDP context Response
を受信しなかった場合、Create PDP
context Requestを再送します。
再送回数最大6回
リトライアウト後接続拒否となります



技別 9－1－3－7

接続終了処理
（移動無線装置起動）

Ｐ１ 回線切断成功

接続終了処理
（移動無線装置起動）

Ｐ２ Delete PDP context Requestリトライアウト

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Delete PDP context Request

Delete PDP context Response

回線切断要求

回線切断応答

直収回線等接続
事業者ノード

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Delete PDP context Request

回線切断要求

回線切断応答

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理

5秒間Delete PDP context Responseを
受信しなかった場合、Delete PDP
context Requestを再送します。

再送回数最大12回

リトライアウト後に移動無線装置との
間の回線が切断されます
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接続終了処理
（直収回線等接続
事業者網起動）

Ｑ１ 回線切断成功

接続終了処理
（直収回線等接続
事業者網起動）

Ｑ２ 回線切断失敗 該当回線無し

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Delete PDP context Request

Delete PDP context Response
(cause=Request accepted)回線切断要求

回線切断応答

直収回線等接続
事業者ノード

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

Delete PDP context Request

Delete PDP context Response
(cause=Non existent)

直収回線等接続
事業者ノード

IP/TEID/NSAPI 等回線
を識別する番号を検索
実施した結果回線無し
となった場合
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直収パケット
交換機変更

Ｒ１ 変更成功

エリア移動通知

DTE/移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

通信中移動無線装置の移動に伴い収容される直収パケット交換機の移動を伴
った場合にUpdate PDP Context Req.が送信されます

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Update PDP Context Req.

Update PDP Context Res.
(cause=Request Accepted)

エリア移動通知応答
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直収パケット
交換機変更

Ｒ２ 変更失敗

※：Request Accepted 以外

直収パケット
交換機変更

Ｒ３ 変更失敗

エリア移動通知

DTE/移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Update PDP Context Req.

Update PDP Context Res.
(cause=※)

エリア移動失敗　切断

エリア移動通知

DTE/移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Update PDP Context Req.
５秒間Update PDP context Response
を受信しなかった場合、Update PDP
context Requestを再送します。

再送回数最大12回

リトライアウト後切断となります

エリア移動失敗　切断
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ユーザデータ転送 Ｓ１ 直収パケット交換機 ユーザデータ転送成功

ユーザデータ転送 Ｓ２ 直収パケット交換機 ユーザデータ転送受信失敗

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ)

直収回線等接続
事業者ノード

G-PDU(ユーザデータ)
ユーザデータ

ユーザデータ

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ転送)

Error Indication

直収回線等接続
事業者ノード

IP/TEIDを検索した結
果回線無しとなった場
合
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ユーザデータ転送 Ｓ３ 直収回線等接続事業者ノード ユーザデータ転送受信失敗

ユーザデータ転送 Ｓ４ 直収パケット交換機 無通信監視タイマのタイムアウト

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ転送)

Error Indication
(TEID,GSN address)

直収回線等接続
事業者ノード

該当のTEID/GSN address
と括りついた回線を切断

ユーザデータ

回線切断

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ)

直収回線等接続
事業者ノード

G-PDU(ユーザデータ)
ユーザデータ

ユーザデータ

タイマ監視

回線切断処理
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監視制御 Ｔ１ GTP-C 定期監視制御

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

GTP-C Echo Request

直収回線等接続
事業者ノード

GTP-C Echo Request

GTP-C Echo Response

GTP-C Echo Response

対向する直収回線等接
続事業者ノードと接続
している呼がある場合
にGTP-C用のノードIP
アドレスに対し定期的
に送信します

５分
GTP-C Echo Request

GTP-C Echo Response

５分

該当ノードと接続中の
回線がある限り５分間
隔で実施

GTP-C Echo Request

GTP-C Echo Response

…
…
…
…
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監視制御 Ｔ２ GTP-U 定期監視制御

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機

GTP-U Echo Request

直収回線等接続
事業者ノード

GTP-U Echo Request

GTP-U Echo Response

GTP-U Echo Response

対向する直収回線等接
続事業者ノードと接続
している呼がある場合
にGTP-U用のノードIP
アドレスに対し定期的
に送信します

５分
GTP-U Echo Request

GTP-U Echo Response

５分

該当ノードと接続中の
回線がある限り５分間
隔で実施

GTP-U Echo Request

GTP-U Echo Response

…
…
…
…
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監視制御 Ｔ３ 直収パケット交換機 Echo Request リトライアウト

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

GTP-C or GTP-U Echo Request

回線切断

…
…

１分間Echo Responseを受信しなかっ
た場合、Echo Requestを再送します。

再送回数

　GTP-C 2回

　GTP-U 1回

リトライアウト後該当ノードと接続
している回線は切断となります。
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再開 Ｕ１ 直収パケット交換機再開

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

Create PDP context Request(Recovery=A+1)
or Update PDP context Request(Recovery=A+1)
or GTP-C Echo Response(Recovery=A+1)

再開前のRecovery設定
値をインクリメントし
て設定します

再開発生

Create PDP context Request(Recovery=A)
or Update PDP context Request(Recovery=A)
or GTP-C Echo Response(Recovery=A)
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再開 Ｕ２ 直収回線等接続事業者ノード再開

DTE/移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

Create PDP context Response(Recovery=A+1)
or Update PDP context Response(Recovery=A+1)

直収回線等接続事業者
ノードIP毎にRecovery
値を記憶します

再開発生

Create PDP context Response (Recovery=A)
or Update PDP context Response(Recovery=A)

記憶しているRecovery
値と異なった値が来た
場合、該当のノードIP
と接続中の回線を切断
します。

回線切断

…
…
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1.　はじめに
本別表10-1-1項は、対パケットデータ直収LTE接続に関する直接協定事業者（以

下直収回線等接続事業者といいます）インタフェースにおける移動無線装置直収パ
ケット交換（以下直収パケット交換機といいます）～直収回線等接続事業者ノード
間のアクセス制御プロトコルに関する仕様を規定します。

1.1　システム構成
システムの構成概要図を図1.1-1に示します。直収パケット交換機～直収回線等接
続事業者ノード間のアクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機と直収回線等
接続事業者ノード（GTPv2-C処理装置）の間で規定されます。

（※1）GTPv2-C処理機能を有するGTPv2-Cプロトコル終端ノード
図1.1-1　システム構成概要図（アクセス制御プロトコルGTPv2-C）

1.2　プロトコルスタック
直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間におけるプロトコルスタッ
クとしてGTPv2-Cを使用する場合を図1.2-1に示します。

直収パケット交換幾 直収回線等接続
事業者ノード

ＧＴＰｖ２－Ｃ ＧＴＰｖ２－Ｃ
ＵＤＰ ＵＤＰ
ＩＰ ＩＰ

Ｌ１／Ｌ２ Ｌ１／Ｌ２

図1.2-1　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間の
プロトコルスタック（アクセス制御プロトコルGTPv2-C）

1.3　適用規定
直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するGTPv2-Cは、3GPP
TS29.274に準拠し、特に記述がない場合はｖ11.5.0を参照するものとします。

直収パケット

交換機

直収回線等

接続事業者

ノード（※１）

ＤＴＥ 移動無線

装置

ＧＴＰｖ２－Ｃ

プロトコル
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2.　（欠番）
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3.　（欠番）
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4.　（欠番）
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5　アクセス制御機能概要(GTPv2-C)

5.1　システム構成
アクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード
においてGTPv2-Cプロトコルを用いてアクセス制御を行うための信号を規定します。
アクセス制御は以下の5つの機能で構成されます。
・ノード監視処理(Echo Request/Echo Response)
・セッション設定処理(Create Session Request/Create Session Response)
・ベアラ更新処理(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response)
・セッション削除処理(Delete Session Request/Delete Session Response)
・ベアラ切断処理(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response)

5.2　コネクション
直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で規定するアクセス制御

プロトコルはGTPv2-Cプロトコルを用いるため、下位層にUDPを使用します。そのた
めコネクションの確立・切断は行いません。

(1) タイマ及びリクエスト送信回数
　アクセス制御プロトコルで用いるGTPv2-Cインタフェースのタイマ詳細一覧を
表5.2-1に示します。また、GTPv2-Cインタフェースのリクエスト送信回数一覧を
表5.2-2に示します。

表5.2-1　タイマ詳細一覧(GTPv2-Cインタフェース)※

名称 概要 タイマ値

Echo Response
待ちタイマ

Echo Request送出時に起動されるタイマ。タ
イムアウト時にリクエスト回数再送します。

20秒

Create Session Response
待ちタイマ

Create Session Request送出時に起動される
タイマ。タイムアウト時にリクエスト回数再
送します。

3秒

Modify Bearer Response
待ちタイマ

Modify Bearer Request送出時に起動される
タイマ。タイムアウト時にリクエスト回数再
送します。

3秒

Delete Session Response
待ちタイマ

Delete Session Request送出時に起動される
タイマ。タイムアウト時にリクエスト回数再
送します。

3秒

※　当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に設定さ
れるタイマになります。
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表5.2-2　リクエスト送信回数一覧(GTPv2-Cインタフェース)※1

名称 概要 回数※2

Echo Request
送信回数

Echo Request送出時の同一ノードに対する送
信回数。

6回

Create Session Request
送信回数

Create Session Request送出時の同一ノード
に対する送信回数。

3回

Modify Bearer Request
送信回数

Modify Bearer Request送出時の同一ノード
に対する送信回数。

3回

Delete Session Request
送信回数

Delete Session Request送出時の同一ノード
に対する送信回数。

3回

※１　当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に再送
される回数になります。

※２　初回送信分を含みます。

5.3　ノード監視処理(Echo Request/Echo Response)
(1) 処理概要
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で双方向に相手ノード
の正常性確認のためGTP Echoを使用してヘルスチェックを行います。GTPv2-C処
理部の正常性を確認するためGTPv2-C用のノードIPアドレスを使用して信号送受
を行います。双方向で確認を行うため双方のノードがそれぞれEcho Requestを送
信し、受信側は正常であれば、Echo Responseを返送します。

(A) 直収パケット交換機が直収回線等接続事業者ノードを監視
　直収パケット交換機は、直収回線等接続事業者ノードの正常性を確認するため
直収回線等接続事業者ノードへの接続を1つ以上保持している場合にEcho
Requestを送信します。送信間隔は、60秒となります。

(B) 直収回線等接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視
　直収回線等接続事業者ノードは、直収パケット交換機の正常性を確認するため
Echo Requestの送信を行います。送信間隔は、当社直収パケット交換機が輻輳し
ないように60秒以上の間隔をあけることとします。

(2) タイムアウト時の処理
(A) 直収回線等接続事業者ノードからEcho Responseが返信されなかった場合
　表5.2-2標記の回数送信します。リトライアウト後は、該当の直収回線等接続
事業者ノードと通信中の回線を切断します。また、以降該当ノードへのEcho
Request送信を停止します。再度該当ノードへのEcho Requestを送信再開する契
機は、該当ノードへの新たな回線接続が行われたときになります。

(B) 直収パケット交換機からEcho Responseが返信されなかった場合
　必要回数リトライを行いリトライアウト後に直収回線等接続事業者ノード内
で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断します。
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(3) ノード監視処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するノード監視
処理対象信号を表5.3-1に示します。

表5.3-1　ノード監視処理対象信号

制御信号 方向

Echo Request 直収パケット交換機
→
←

直収回線等接続事業者ノード

Echo Response 直収パケット交換機
→
←

直収回線等接続事業者ノード

5.4　セッション設定処理(Create Session Request/Create Session Response)
(1) 処理概要
　移動無線装置より接続要求された場合、直収パケット交換機より、直収回線等
接続事業者ノードに対してCreate Session Requestを送信します。Create Session
Requestを受信した直収回線等接続事業者ノードは、Create Session Requestの
情報要素により、接続可否判定を行います。接続を許容する場合には、直収回線
等接続事業者ノードより直収パケット交換機に対してCreate Session Response
を送信します。Create Session Responseを受信した直収パケット交換機では接
続応答を移動機無線装置へ送信することにより、回線を接続します。接続を非許
容にする場合には接続非許容を示すCauseを設定したCreate Session Responseを
送信します。

(2) 複数の直収回線等接続事業者ノードと接続する場合の処理
　ユーザが接続先として指定するAPN1アドレスに対し最大8台(※1)の直収回線
等接続事業者ノードに分散させることが可能です。直収パケット交換機は、回線
接続時に任意に各ノードを選択します。直収回線等接続事業者ノードには優先ま
たは非優先の設定をすることができ、通常時は優先設定されたノードを選択しま
す(※２)。直収回線等接続事業者ノードから特定のCause(※3)を設定したCreate
Session Responseを受信もしくは、5.2項記載のリトライ処理でタイムアウトす
ると直収パケット交換機は、別の接続可能な直収回線等接続事業者ノードに対し
Create Session Requestを再送します。1度の接続要求に付き最大2回の接続先ノ
ード選択を行います。

※１　直収回線等接続事業者1ノードにつき1つのGTPv2-C用ノードIPアドレスを
付与することを前提とします。(複数のノードを論理的に1つのノードとして
GTPv2-C用ノードアドレスを1つ付与する場合は、直収パケット交換機で分散し
ません。)

※２　優先設定できる直収回線等接続事業者ノードは1ノードのみです。
※３　別のノードに再送するCause設定値(No Resources Available / ALL Dynamic
Addresses are Occupied / No Memory Available / Missing or Unknown APN /
System Failure / APN access denied ? no subscription / Request
rejected(reason not specified))。

(3) セッション設定処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するセッション
設定処理対象信号を表5.4-1に示します。
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表5.4-1　セッション設定処理対象信号

制御信号 方向

Create Session Request 直収パケット交換機 → 直収回線等接続事業者ノード

Create Session Response 直収パケット交換機 ← 直収回線等接続事業者ノード

5.5　ベアラ更新処理(Modify Bearer Request/Modify Bearer Response)
(1) 処理概要
　通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更された場合、直収パケッ
ト交換機から直収回線等接続事業者ノードに対し、Modify Bearer Requestを送
信しベアラ情報が変更されたことを通知いたします。直収回線等接続事業者ノー
ドは、変更処理を実施後直収パケット交換機に対しModify Bearer Responseを返
送いたします。

(2) タイムアウト時の処理
　表5.2-2標記の回数送信します。リトライアウト後は、送信を停止し移動無線
装置との間の回線を切断します。

(3) ベアラ更新処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するベアラ更新
処理対象信号を表5.5-1に示します。

表5.5-1　ベアラ更新処理対象信号

制御信号 方向

Modify Bearer Request 直収パケット交換機 → 直収回線等接続事業者ノード

Modify Bearer Response 直収パケット交換機 ← 直収回線等接続事業者ノード

5.6　セッション削除処理(Delete Session Request/Delete Session Response)
(1) 処理概要
　移動無線装置より回線切断が要求された場合、直収パケット交換機より直収回
線等接続事業者ノードに対してDelete Session Requestを送信します。Delete
Session Requestを受信した直収回線等接続事業者ノードは、切断に必要な処理
を実施し、直収パケット交換機に対し、Delete Session Responseを送信します。

(2) タイムアウト時の処理
　表5.2-2標記の回数送信します。リトライアウト後は、送信を停止し移動無線
装置との間の回線を切断します。
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(3) セッション削除処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するセッション
削除処理対象信号を表5.6-1に示します。

表5.6-1　セッション削除処理対象信号

制御信号 方向

Delete Session Request 直収パケット交換機 → 直収回線等接続事業者ノード

Delete Session Response 直収パケット交換機 ← 直収回線等接続事業者ノード

5.7　ベアラ切断処理(Delete Bearer Request/Delete Bearer Response)
(1) 処理概要
　直収回線等接続事業者ノードより接続終了を要求する場合、直収回線等接続事
業者ノードより直収パケット交換機に対してDelete Bearer Requestを送信しま
す。Delete Bearer Requestを受信した直収パケット交換機は、切断に必要な処
理を実施し、直収回線等接続事業者ノードに対し、Delete Bearer Responseを送
信します。

(2) 接続終了処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するベアラ切断
処理対象信号を表5.7-1に示します。

表5.7-1　ベアラ切断処理対象信号

制御信号 方向

Delete Bearer Request 直収パケット交換機 ← 直収回線等接続事業者ノード

Delete Bearer Response 直収パケット交換機 → 直収回線等接続事業者ノード

5.8　IPアドレス払い出し処理

5.8.1　IPv4アドレス払い出し処理
　DTEへのIPv4アドレスの払い出しは、セッション設定処理時に行われます。直収
回線等接続事業者ノードが任意にIPアドレスを指定し払い出しを実施します。

5.8.2　IPv6アドレス払い出し処理
　DTEへのIPv6アドレスの払い出しは、セッション設定処理時に行われます。IPv6
アドレスのうち64bitのInterface-IdはDTE側で任意に設定することになります。直
収回線等接続事業者ノードが任意にIPv6 Prefixを指定し払い出しを実施します。

5.8.3　IPv4/IPv6アドレス払い出し処理
　IPv4とIPv6を同時に払い出す場合は、5.8.1, 5.8.2のそれぞれに従います。
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6.　GTPv2-Cパケット

6.1　GTPv2-Cパケット構成
　GTPv2-Cパケットは、Version、Protocol Type、TEID flag、Message Type、Message
Length、TEID、Sequence Numberからなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータ
を設定する情報要素部分から構成されます。
　GTPv2-Cパケットの構成及びGTPv2-Cパケットの構成要素概要を図6.1-1及び表
6.1-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Version P T Spare
2 Message Type
3
4

Message Length

5～8 Tunnel Endpoint Identifier(TEID)
9～11 Sequence Number
12 Spare
13～ Payload

図6.1-1　GTPv2-Cパケットの構成

表6.1-1　GTPv2-Cパケットの構成要素概要

項番 情報要素 参照 情報長 内容

1 Version 6.1.1 3bits GTPのバージョンを示します

2 P(Piggybacking flag) 6.1.2 1bit Piggybacking有無を示します

3 T(TEID flag) 6.1.3 1bit TEIDの設定有無を示します

4 Spare - 3bits 予約領域０を設定します

5 Message Type 6.1.4 1octet GTPのメッセージ種別を示します

6 Message Length 6.1.5 2octets Payload部の情報長を示します

7 TEID 6.1.6 4octets
回線接続時に払い出される回線を識
別する番号になります。T(TEID flag)
が1の場合のみ設定します。

8 Sequence Number 6.1.7 3octets
GTPv2-CのRequestとResponseを対応
させるトランザクションIDとして使
用されます

9 Payload 6.1.8 -
各GTPv2-Cメッセージ個別のパラメー
タ設定に使用します

情報要素
部分

共通部分



技別 10－1－1－11

6.1.1　Version(バージョン)
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのバージョ
ンを示します。GTP verion2 のみ使用いたします。Version設定値を表6.1.1-1に示
します。

表6.1.1-1　Version設定値の説明

bit 8 7 6 情報長 備考

0 0 0 GTP version 0 未使用

0 0 1 GTP version 1 未使用

0 1 0 GTP version 2 使用

6.1.2　P(Piggybacking flag)
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードで使用されるGTPのプロトコ
ルでのPiggybacking有無を示します。0(Piggybacking無)のみ使用いたします。
P(Piggybacking flag)設定値を表6.1.2-1に示します。

表6.1.2-1　P(Piggybacking flag)設定値の説明

bit 5 情報長 備考

0 Piggybacking無 使用

1 Piggybacking有 未使用

6.1.3　 T(TEID flag)
　TEIDの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード
間では、Echo Request、Echo ResponseとVersion Not Supported Indicationメッ
セージのGTPv2-CメッセージヘッダにはTEIDフィールドを設定いたしません。
T(TEID flag)設定値を表6.1.3-1に示します。

表6.1.3-1　T(TEID flag)設定値の説明

bit 3 情報長 備考

0 TEIDが存在しない 使用

1 TEIDが存在する 使用

6.1.4　Message Type
　Message Typeフィールドは、GTPv2-Cパケットのタイプを識別します。直収パケ
ット交換機はサポート外のMessage Typeを持つGTPv2-Cパケットを受信した場合、
信号を破棄もしくは、エラー応答します。直収パケット交換機でサポートする
GTPv2-Cパケットのメッセージ種別を表6.1.4-1に示します。
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表6.1.4-1　GTPv2-Cパケットのメッセージ種別一覧

項番 メッセージ名 メッセージ種別値 備考

１ Echo Request １ 使用

２ Echo Response ２ 使用

３ Version Not Supported Indication ３ 使用

４ Create Session Request 32 使用

５ Create Session Response 33 使用

６ Modify Bearer Request 34 使用

７ Modify Bearer Response 35 使用

８ Delete Session Request 36 使用

９ Delete Session Response 37 使用

10 Change Notification Request 38 未使用

11 Change Notification Response 39 未使用

12
Modify Bearer Command
(MME/SGSN to PGW – S11/S4, S5/S8)

64 未使用

13
Modify Bearer Failure Indication
(PGW to MME/SGSN – S5/S8, S11/S4)

65 未使用

14
Delete Bearer Command
(MME/SGSN to PGW – S11/S4, S5/S8)

66 未使用

15
Delete Bearer Failure Indication
(PGW to MME/SGSN – S5/S8, S11/S4))

67 未使用

16
Bearer Resource Command
(MME/SGSN to PGW – S11/S4, S5/S8)

68 未使用

17
Bearer Resource Failure Indication
(PGW to MME/SGSN – S5/S8, S11/S4)

69 未使用

18 Trace Session Activation 71 未使用

19 Trace Session Deactivation 72 未使用

20 Create Bearer Request 95 未使用

21 Create Bearer Response 96 未使用

22 Update Bearer Request 97 未使用

23 Update Bearer Response 98 未使用

24 Delete Bearer Request 99 使用
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25 Delete Bearer Response 100 使用

26 Delete PDN Connection Set Request 101 未使用

27 Delete PDN Connection Set Response 102 未使用

28 Update PDN Connection Set Request 200 未使用

29 Update PDN Connection Set Response 201 未使用

30 Resume Notification 164 未使用

31 Resume Acknowledge 165 未使用

32 PGW Downlink Triggering Notification 103 未使用

33 PGW Downlink Triggering Acknowledge 104 未使用

34 Suspend Notification 162 未使用

35 Suspend Acknowledge 163 未使用

6.1.5　Message Length（Payload情報長）
　Lengthフィールドは、Payload長を示すために用いられ、GTPv2-Cパケット全体長
から先頭の4オクテットを減算した値が設定されます(一律4オクテットで減算する
ため、TEID, Sequence Numberが、設定されている場合は、Payload長に加えられま
す)。

6.1.6　TEID
　TEIDフィールドは、回線接続時もしくは直収パケット交換機変更時に、直収パケ
ット交換機及び直収回線等接続事業者ノード内ユニークに払い出される回線を識
別する番号となります。
直収パケット交換機で払い出したGTPv2-C用のTEID値は、Create Session Request

のPayload部のパラメータ[Sender F-TEID for Control Plane] (直収パケット交換
機変更時は、Modify Bearer RequestのPayload部のパラメータ[Sender F-TEID for
Control Plane]に設定されます)に設定して直収回線等接続事業者ノードに渡され
ます。
直収回線等接続事業者ノードで払い出されたGTPv2-C用のTEID値は、Create

Session ResponseのPayload部のパラメータ[PGW S5/S8 F-TEID for PMIP based
interface or for GTP based Control Plane interface]に設定して直収パケット
交換機に渡されます。TEID（共通部分の設定）の構成及び設定値を図6.1.6-1、表
6.1.6-1に示します。

８                                                   １

Tunnel Endpoint Identifier(1st octet) １

Tunnel Endpoint Identifier(2nd octet) ２

Tunnel Endpoint Identifier(3rd octet) ３

Tunnel Endpoint Identifier(4th octet) ４

図6.1.6-1　TEID（共通部分の設定）の構成
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表6.1.6-1　 TEID（共通部分の設定）の設定値

信号名 設定値

Echo Request フィールド自体設定されません

Echo Response フィールド自体設定されません

Create Session Request 0が設定されます

Create Session Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Modify Bearer Request
直収回線等接続事業者ノードが払い出したTEIDを設定
されます

Modify Bearer Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Delete Session Request
直収回線等接続事業者ノードが払い出したTEIDを設定
されます

Delete Session Response 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Delete Bearer Request 直収パケット交換機が払い出したTEIDを設定されます

Delete Bearer Response
直収回線等接続事業者ノードが払い出したTEIDを設定
されます

6.1.7　Sequence Number（シーケンスナンバ）
　Sequence Numberフィールドは、GTPv2-CのRequest MessageとResponse Message
を対応付けさせるためのトランザクションIDとして使用されます。Request受信後
にResponseを返送する時にRequestに設定されたSequence Number をコピーして
ResponseのSequence Number に設定いたします。シーケンスナンバの構成を図
6.1.7-1に示します。

８                                                   １

Sequence Number (1st Octet) １

Sequence Number (2nd Octet) ２

Sequence Number (3rd Octet) ３

図6.1.7-1　シーケンスナンバの構成
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6.2　GTPv2-CパケットのPayload
　各GTPv2-CパケットのPayloadに設定されるパラメータは表6.2-1に従い記述され
ます。なお、パラメータの条件等は1.3 適用規定に従います。

表6.2-1　 GTPv2-CパケットのPayloadに設定されるパラメータ一覧の説明

情報長パラメ
ータ

参照 種別
F.V Oct

備考

パラメ
ータ名
を記述
します。

参照す
る項を
示しま
す。

Attributesの設定
種別を示します。
○記号一覧
M（Mandatory）：
　　必須
C（Conditional）：
条件付※

O（Optional）：
　　オプション
C0 （ Conditional-
Optional）：
条件付オプシ
ョン※

パラメータが固定長
であるか可変長であ
るかを示します。
○記号一覧
F (Fixed length）：
　　　　　固定長
V (Variable length):
　　　　　可変長

パラメータの情
報長を示します。
単位は[Octet]で
す。
固 定 部 分 (1 ～
4octets) は含ま
ない。

パラ
メー
タの
条件
等を
示し
ます。

6.2.1　Echo Request
　Echo Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘルス
チェックを行うため双方から送信されます。Echo Requestのパラメータを表6.2.1-1
及び表6.2.1-2に示します。

表6.2.1-1　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.3 M F 1

Sending Node Feature - CO V - 未設定

Private Extension - O V - 未設定
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表6.2.1-2　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.3 M F 1

Sending Node Feature - CO V - Don’t care

Private Extension - O V - Don’t care

6.2.2　Echo Response
　Echo Responseは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘル
スチェックを行うため双方から送信されるEcho Request の応答の信号となります。
Echo Responseのパラメータを表6.2.2-1及び表6.2.2-2に示します。

表6.2.2-1　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.3 M F 1

Sending Node Feature - CO V - 未設定

Private Extension - O V - 未設定

表6.2.2-2　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 7.3 M F 1

Cause 7.2 O V 2～6 Don’t care

Sending Node Feature - CO V - Don’t care

Private Extension - O V - Don’t care

6.2.3　Version Not Supported Indication
　Version Not Supported Indicationは、直収パケット交換機と直収回線等接続事
業者ノード間で送信側がサポートする最新のGTPv2バージョンを通知するため双方
からGTPv2ヘッダのみで送信されます。
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6.2.4　Create Session Request
　Create Session Requestは、直収パケット交換機に対して移動無線装置から接続
要求があった際、回線接続を行うために直収回線等接続事業者ノードへ送信されま
す。Create Session Requestのパラメータを表6.2.4-1に示します。

表6.2.4-1　Create Session Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

IMSI 7.1 M F 8

MSISDN 7.8 C V 6～8

Mobile Equipment
Identity (MEI)

7.7 C F 8

User Location
Information (ULI)

7.15 C V

Serving Network 7.14 C F 3

RAT Type 7.13 M F 1

Indication Flags 7.9 C V 4～6

Sender F-TEID for
Control Plane

7.16 M V -

PGW S5/S8 Address for
Control Plane or PMIP

- C V - 未設定

Access Point Name (APN) 7.4 M V -

Selection Mode 7.21 C F 1

PDN Type 7.19 C F 1

PDN Address Allocation
(PAA)

7.11 C V

Maximum APN Restriction 7.20 C F 1
0 (No Existing Contexts or
Restriction)を設定します

Aggregate MAX Bit Rate
（APN-AMBR）

7.5 C F 8

Linked EPS Bearer ID 7.6 C F - 未設定

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V -

Bearer Contexts to be
created

7.17 M V -
表6.2.4-2　 Bearer Context
to be createdのパラメータ参
照

Bearer Contexts to be
removed

7.17 C V - 未設定

Trace Information - C F - 未設定
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Recovery 7.3 C F 1

MME-FQ-CSID - C V - 未設定

SGW-FQ-CSID - C V - 未設定

ePDG-FQ-CSID - C V - 未設定

TWAN-FQ-CSID - C V - 未設定

UE Time Zone 7.22 CO F 2

User CSG Information - CO V - 未設定

Charging
Characteristics

- C F - 未設定

MME/S4-SGSN LDN - O V - 未設定

SGW LDN - O V - 未設定

ePDG LDN - O V - 未設定

TWAN LDN - O V - 未設定

Signalling Priority
Indication

- CO V - 未設定

UE Local IP Address - CO V - 未設定

UE UDP Port - CO V - 未設定

Additional Protocol
Configuration Options

- O V - 未設定

H(e)NB Local IP Address - CO V - 未設定

H(e)NB UDP Port - CO V - 未設定

MME/S4-SGSN Identifier - CO V - 未設定

TWAN Identifier - O V - 未設定

Private Extension - O V - 未設定
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表6.2.4-2　 Bearer Context to be createdのパラメータ

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

EPS Bearer ID 7.6 M F 5

TFT - O V - 未設定

S1-U eNodeB F-TEID - C V - 未設定

S4-U SGSN F-TEID - C V - 未設定

S5/S8-U SGW F-TEID 7.16 C V -

S5/S8-U PGW F-TEID - C V - 未設定

S12 RNC F-TEID - CO V - 未設定

S2b-U ePDG F-TEID - C V - 未設定

S2a-U TWAN F-TEID - C V - 未設定

Bearer Level QoS 7.12 M F 26
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6.2.5　Create Session Response
　Create Session Responseは、直収パケット交換機からCreate Session Request
を受信後、接続を許容・非許容に関わらず直収回線等接続事業者ノードから直収パ
ケット交換機に送信されます。接続を許容させる場合は、causeパラメータ
に”Request Accepted”を設定します。非許容にする場合は、”Request Accepted”以
外の非許容cause値を設定します。Create Session Responseのパラメータを表
6.2.5-1に示します。

表6.2.5-1　 Create Session Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.2 M V 2～6

Change Reporting Action - C F - Don’t Care

CSG Information
Reporting Action

- CO V - Don’t Care

H(e)NB Information
Reporting

- CO V - Don’t Care

Sender F-TEID for
Control Plane

7.16 C V - Don’t Care

PGW S5/S8 F-TEID for PMIP
based interface or for
GTP based Control Plane
interface

7.16 C V -

PDN Address Allocation
(PAA)

7.11 C V -

APN Restriction 7.20 C F 1

Aggregate Maximum Bit
Rate (APN-AMBR)

7.5 C F 8

Linked EPS Bearer ID 7.6 C F - Don’t Care

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V -

Bearer Contexts created 7.17 M V -
表 6.2.5-2 　 Bearer Context
createdのパラメータ参照

Bearer Contexts marked
for removal

7.17 C V - Don’t Care

Recovery 7.3 C F 1

Charging Gateway Name - C V - Don’t Care

Charging Gateway Address - C V - Don’t Care



技別 10－1－1－21

PGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

SGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

SGW LDN - O V - Don’t Care

PGW LDN - O V - Don’t Care

PGW Back-Off Time - O V - Don’t Care

Additional Protocol
Configuration Options

- O V - Don’t Care

Trusted WLAN IPv4
Parameters

- CO V - Don’t Care

Private Extension - O V - Don’t Care
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表6.2.5-2　 Bearer Context createdのパラメータ

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

EPS Bearer ID 7.6 M F 5

Cause 7.2 M V 2～6

TFT - O V - 未設定

S1-U SGW F-TEID - C V - 未設定

S4-U SGW F-TEID - C V - 未設定

S5/S8-U PGW F-TEID 7.16 C V -

S12 SGW F-TEID - C V - 未設定

S2b-U PGW F-TEID - C V - 未設定

S2a-U PGW F-TEID - C V - 未設定

Bearer Level QoS 7.12 C F 26

Charging Id 7.18 C F 8

Bearer Flags - O V - 未設定
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6.2.6　Modify Bearer Request
　Modify Bearer Requestは、通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変
更された場合、直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードに対し、
Modify Bearer Requestを送信しベアラ情報が変更されたことを通知いたします。
Modify Bearer Requestのパラメータを表6.2.6-1に示します。

表6.2.6-1　 Modify Bearer Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

ME Identity (MEI) 7.7 C V -
条件により設定される場合が
あります

User Location
Information (ULI)

7.15 C V - 未設定

Serving Network 7.14 C0 F -

RAT Type 7.13 C F 1

Indication Flags 7.9 C F - 未設定

Sender F-TEID for
Control Plane

7.16 C V -

Aggregate Maximum Bit
Rate (APN-AMBR)

7.5 C F - 未設定

Delay Downlink Packet
Notification Request

- C F - 未設定

Bearer Contexts to be
modified

7.17 C V -
表6.2.6-2　Bearer Context to
be modifiedのパラメータ参照

Bearer Contexts to be
removed

7.17 C V - 未設定

Recovery 7.3 C F 1

UE Time Zone 7.22 CO F 2

MME-FQ-CSID - C V - 未設定

SGW-FQ-CSID - C V - 未設定

User CSG Information - C0 V - 未設定

UE Local IP Address - CO V - 未設定

UE UDP Port - CO V - 未設定
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MME/S4-SGSN LDN - O V - 未設定

SGW LDN - O V - 未設定

H(e)NB Local IP Address - CO V - 未設定

H(e)NB UDP Port - CO V - 未設定

MME/S4-SGSN Identifier - CO V - 未設定

Private Extension - O V - 未設定
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表6.2.6-2　 Bearer Context to be modifiedのパラメータ

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

EPS Bearer ID 7.6 M F 5

S1 eNodeB F-TEID - C V - 未設定

S5/8-U SGW F-TEID 7.16 C V -

S12 RNC F-TEID - C V - 未設定

S4-U SGSN F-TEID - C V - 未設定
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6.2.7　Modify Bearer Response
　Modify Bearer Responseは、直収パケット交換機からModify Bearer Requestを
受信後、接続を許容・非許容に関わらず直収回線等接続事業者ノードから直収パケ
ット交換機に送信されます。接続を許容させる場合は、causeパラメータに”Request
Accepted”を設定します。非許容にする場合は、”Request Accepted”以外の非許容
cause値を設定します。Modify Bearer Responseのパラメータを表6.2.7-1に示しま
す。

表6.2.7-1　 Modify Bearer Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.2 M V 2～6

MSISDN 7.8 C V 6～8

Linked EPS Bearer ID 7.6 C F - Don’t Care

Aggregate Maximum Bit
Rate (APN-AMBR)

7.5 C F - Don’t Care

APN Restriction 7.20 C F - Don’t Care

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V -

Bearer Contexts modified 7.17 C V -
表 6.2.7-2 　 Bearer Context
modifiedのパラメータ参照

Bearer Contexts marked
for removal

7.17 C V - Don’t Care

Change Reporting Action - C V - Don’t Care

CSG Information
Reporting Action

- CO V - Don’t Care

H(e)NB Information
Reporting

- CO V - Don’t Care

Charging Gateway Name - C V - Don’t Care

Charging Gateway Address - C V - Don’t Care

PGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

SGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

Recovery 7.3 C F 1

SGW LDN - O V - Don’t Care
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PGW LDN - O V - Don’t Care

Indication Flags - CO V - Don’t Care

Private Extension - O V - Don’t Care
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表6.2.7-2　 Bearer Context modifiedのパラメータ

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

EPS Bearer ID 7.6 M F 5

Cause 7.2 M V 2～6

S1 SGW F-TEID - C V - 未設定

S12 SGW F-TEID - C V - 未設定

S4-U SGW F-TEID - C V - 未設定

Charging Id 7.18 C F 8

Bearer Flags - CO V - 未設定
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6.2.8　Delete Session Request
　Delete Session Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード
間回線切断を行うために送信されます。移動無線装置主導で回線切断を行う場合、
直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ送信されます。Delete
Session Requestのパラメータを表6.2.8-1に示します。

表6.2.8-1　 Delete Session Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.2 C V -
条件により設定される場合が
あります

Linked EPS Bearer ID
(LBI)

7.6 C F 1

User Location
Information (ULI)

7.15 C V - 未設定

Indication Flags 7.9 C F - 未設定

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V - 未設定

Originating Node - C F - 未設定

Sender F-TEID for
Control Plane

- O V - 未設定

UE Time Zone 7.22 CO F 2 未設定

Private Extension - O V - 未設定
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6.2.9　Delete Session Response
　Delete Session Responseは、直収パケット交換機から送信されたDelete Session
Requestに対する応答信号になります。Delete Session Responseのパラメータを表
6.2.9-1に示します。

表6.2.9-1　 Delete Session Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.2 M V 2～6

Recovery 7.3 C F 1

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V -

Private Extension - O V - Don’t Care
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6.2.10　Delete Bearer Request
　Delete Bearer Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード
間回線切断を行うために送信されます。直収回線等接続事業者ノード主導で回線切
断を行う場合、直収回線等接続事業者ノードから直収パケット交換機へ送信されま
す。Delete Bearer Requestのパラメータを表6.2.10-1に示します。

表6.2.10-1　 Delete Bearer Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Linked EPS Bearer ID
(LBI)

7.6 C F 1

EPS Bearer IDs 7.6 C F - Don’t Care

Failed Bearer Contexts 7.17 O V - Don’t Care

Procedure Transaction
Id (PTI)

- C F - Don’t Care

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V

PGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

SGW-FQ-CSID - C V - Don’t Care

Cause 7.2 C V - Don’t Care

Private Extension - O V - Don’t Care
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6.2.11　 Delete Bearer Response
　Delete Bearer Responseは、直収回線等接続事業者ノードから送信されたDelete
Bearer Requestに対する応答信号になります。Delete Bearer Responseのパラメー
タを表6.2.11-1に示します。

表6.2.11-1　 Delete Bearer Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Cause 7.2 M V 2～6

Linked EPS Bearer ID
(LBI)

7.6 C F 1

Bearer Contexts 7.17 C V - 未設定

Recovery 7.3 C F 1

MME-FQ-CSID - C V - 未設定

SGW-FQ-CSID - C V - 未設定

ePDG-FQ-CSID - C V - 未設定

TWAN-FQ-CSID - C V - 未設定

Protocol Configuration
Options (PCO)

7.10 C V -

UE Time Zone 7.22 O F 2 未設定

User Location Information - CO V -
条件により設定される場合が
あります

Private Extension - O V - 未設定
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7.　GTPv2-Cパケット構成要素
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間で使用するGTPv2-Cパラメ
ータの一覧を表7-1に示します

表7-1　GTPv2-Cパラメータ一覧

値 パラメータ 備考

0 Reserved 未使用

1 International Mobile Subscriber Identity (IMSI) 使用

2 Cause 使用

3 Recovery (Restart Counter) 使用

4 to 50 Reserved for S101 interface 未使用

51 to 70 Reserved for Sv interface 未使用

71 Access Point Name (APN) 使用

72 Aggregate Maximum Bit Rate (AMBR) 使用

73 EPS Bearer ID (EBI) 使用

74 IP Address 未使用

75 Mobile Equipment Identity (MEI) 使用

76 MSISDN 使用

77 Indication 使用

78 Protocol Configuration Options (PCO) 使用

79 PDN Address Allocation (PAA) 使用

80 Bearer Level Quality of Service (Bearer QoS) 使用

81 Flow Quality of Service (Flow QoS) 未使用

82 RAT Type 使用

83 Serving Network 使用

84 EPS Bearer Level Traffic Flow Template (Bearer TFT) 未使用

85 Traffic Aggregation Description (TAD) 未使用

86 User Location Information (ULI) 使用

87 Fully Qualified Tunnel Endpoint Identifier (F-TEID) 使用

88 TMSI 未使用

89 Global CN-Id 未使用
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90 S103 PDN Data Forwarding Info (S103PDF) 未使用

91 S1-U Data Forwarding Info (S1UDF) 未使用

92 Delay Value 未使用

93 Bearer Context 使用

94 Charging ID 使用

95 Charging Characteristics 未使用

96 Trace Information 未使用

97 Bearer Flags 未使用

98 Reserved 未使用

99 PDN Type 使用

100 Procedure Transaction ID 未使用

101 DRX Parameter 未使用

102 UE Network Capability 未使用

103 MM Context (GSM Key and Triplets) 未使用

104 MM Context (UMTS Key, Used Cipher and Quintuplets) 未使用

105 MM Context (GSM Key, Used Cipher and Quintuplets) 未使用

106 MM Context (UMTS Key and Quintuplets) 未使用

107
MM Context (EPS Security Context, Quadruplets and
Quintuplets)

未使用

108 MM Context (UMTS Key, Quadruplets and Quintuplets) 未使用

109 PDN Connection 未使用

110 PDU Numbers 未使用

111 P-TMSI 未使用

112 P-TMSI Signature 未使用

113 Hop Counter 未使用

114 UE Time Zone 使用

115 Trace Reference 未使用

116 Complete Request Message 未使用

117 GUTI 未使用
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118 F-Container 未使用

119 F-Cause 未使用

120 Selected PLMN ID 未使用

121 Target Identification 未使用

122 NSAPI 未使用

123 Packet Flow ID 未使用

124 RAB Context 未使用

125 Source RNC PDCP Context Info 未使用

126 UDP Source Port Number 未使用

127 APN Restriction 使用

128 Selection Mode 使用

129 Source Identification 未使用

130 Reserved 未使用

131 Change Reporting Action 未使用

132 Fully Qualified PDN Connection Set Identifier (FQ-CSID) 未使用

133 Channel needed 未使用

134 eMLPP Priority 未使用

135 Node Type 未使用

136 Fully Qualified Domain Name (FQDN) 未使用

137 Transaction Identifier (TI) 未使用

138 MBMS Session Duration 未使用

139 MBMS Service Area 未使用

140 MBMS Session Identifier 未使用

141 MBMS Flow Identifier 未使用

142 MBMS IP Multicast Distribution 未使用

143 MBMS Distribution Acknowledge 未使用

144 RFSP Index 未使用

145 User CSG Information (UCI) 未使用

146 CSG Information Reporting Action 未使用
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147 CSG ID 未使用

148 CSG Membership Indication (CMI) 未使用

149 Service indicator 未使用

150 Detach Type 未使用

151 Local Distiguished Name (LDN) 未使用

152 Node Features 未使用

153 MBMS Time to Data Transfer 未使用

154 Throttling 未使用

155 Allocation/Retention Priority (ARP) 未使用

156 EPC Timer 未使用

157 Signalling Priority Indication 未使用

158 Temporary Mobile Group Identity (TMGI) 未使用

159 Additional MM context for SRVCC 未使用

160 Additional flags for SRVCC 未使用

161 Reserved 未使用

162 MDT Configuration 未使用

163 Additional Protocol Configuration Options (APCO) 未使用

164 Absolute Time of MBMS Data Transfer 未使用

165 H(e)NB Information Reporting 未使用

166 IPv4 Configuration Parameters (IP4CP) 未使用

167 Change to Report Flags 未使用

168 Action Indication 未使用

169 TWAN Identifier 未使用

170 to 254 Spare. For future use. 未使用

255 Private Extension 未使用
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7.1　International Mobile Subscriber Identity (IMSI)
　IMSIは12オクテットで構成され、接続ユーザを識別するために使用されます。
IMSIのフォーマットおよび情報要素を図7.1-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 1 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Number digit 2 Number digit 1
6 Number digit 4 Number digit 3
7 Number digit 6 Number digit 5
8 Number digit 8 Number digit 7
9 Number digit 10 Number digit 9
10 Number digit 12 Number digit 11
11 Number digit 14 Number digit 13
12 1111 Number digit 15

図7.1-1　IMSIフォーマット

   使用されないIMSI digit は、”1111”とコード化されます。
   IMSIは、ITU-T E.164の形式で以下の通り構成されます。

MCC(Mobile Country Code)+ MNC(Mobile Network Code)
+ MSIN(Mobile Subscriber Identification Number)

7.2　Cause
　Causeは6から10オクテットで構成され、Create Session Response / Modify Bearer
Response / Delete Session Response / Delete Bearer Response 送信時にRequest
信号を許容・非許容の意思を示します。Delete Session Request送信時に設定する
場合は切断理由を示します。Causeのフォーマット及び情報要素を図7.2-1に示しま
す。

. Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 2 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Cause value
6 Spare PCE BCE CS
7 Type of the offending IE
8-9 Length
10 Spare Instance

図7.2-1　Causeフォーマット
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7.3　Recovery (Restart Counter)
　Recoveryは5オクテットで構成され、接続ノードの再開有無の判断に使用されま
す。再開カウンタが設定され、再開後に値をインクリメントして設定いたします
（255まで達すると0に戻ります）。Recovery の値の変化を検出した場合、 接続済
みのセッションを切断します。Recoveryのフォーマットおよび情報要素を図7.3-1
に示します。

. Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 3 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Recovery (Restart Counter)

図7.3-1　 Recoveryフォーマット

7.4　Access Point Name (APN)
　Access Point Name (APN)は、25オクテット以上で構成され、接続先ネットワー
クを識別するために使用されます。Access Point Name (APN)のフォーマットおよ
び情報要素を図7.4-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 71 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance

5 to (n+4) Access Point Name (APN)

図7.4-1　Access Point Name (APN)フォーマット

APN valueは、移動無線装置から接続要求時に受信したAPNを設定いたします（末
尾に.mncXXX.mccYYY.gprsが付与されていなかった場合は、直収パケット交換機に
て付与して設定いたします）
“Label1.Label2.Label3….mncXXX.mccYYY.gprs”の形式となります。mncXXX、

mccYYY 部分は IMSI から抽出した MNC/MCC を設定します。 APN-NI に相当す
る”Label1.Label2.Label3…”は、32オクテット以内となります。各Labelには、アル
ファベット「A～Z/a～z」及び数字「0～9」、ハイフン「-」、ピリオド「.」が使用
可能となります。
また、APN-NI部は、”rac”,”lac”,”sgsn”,rnc”以外の文字列で始め、”.gprs”以外の

文字列で終える必要があります。

APN value のコーディングは、「Label1の文字長」＋「Label1のASCIIコード」＋
「Label2の文字長」＋「Label2のASCIIコード」＋・・・となります。

(APN valueの設定例)
APN「abc.def.ghi.mnc010.mcc440.gprs」
⇒ 0x03 0x61 0x62 0x63
0x03 0x64 0x65 0x66
0x03 0x67 0x68 0x69
0x06 0x6d 0x6e 0x63 0x30 0x31 0x30
0x06 0x6d 0x63 0x63 0x34 0x34 0x30
0x04 0x67 0x70 0x72 0x73
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7.5　 Aggregate Maximum Bit Rate (AMBR)
　Aggregate Maximum Bit Rate (AMBR)は、12オクテットで構成され、最大転送速
度の総計が設定されます。Aggregate Maximum Bit Rate (AMBR)のフォーマットお
よび情報要素を図7.5-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 72 (decimal)

2 to 3 Length = 8
4 Spare Instance

5 to 8 APN-AMBR for uplink
9 to 12 APN-AMBR for downlink

図7.5-1　 Aggregate Maximum Bit Rate (AMBR)フォーマット

※3G無線アクセス利用時は、別表9  パケットデータ直収（IMT-2000）ユーザインタフ
ェースのMaximum bit rateのサポート値（制御値）に従います。

※上り最大転送速度の制御は、基地局装置の条件等によりCreate Session Response
に設定される値で行うことができない場合があります。

7.6　EPS Bearer ID (EBI)
　EPS Bearer ID (EBI)は、5オクテットで構成され、同一ユーザが複数の回線を張
る場合の回線を識別する番号として使用します。デフォルトベアラのみサポートし
ます。EPS Bearer ID (EBI)のフォーマットおよび情報要素を図7.6-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 73 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare (all bits set to 0) EPS Bearer ID (EBI)

6 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.6-1　EPS Bearer ID (EBI)フォーマット
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7.7　Mobile Equipment Identity (MEI)
　Mobile Equipment Identity (MEI)は、12オクテットで構成され、IMEISVが設定
されます。MEIのフォーマットおよび情報要素を図7.7-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 75 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Number digit 2 Number digit 1
6 Number digit 4 Number digit 3
7 Number digit 6 Number digit 5
8 Number digit 8 Number digit 7
9 Number digit 10 Number digit 9
10 Number digit 12 Number digit 11
11 Number digit 14 Number digit 13
12 Number digit 16 Number digit 15

図7.7-1　Mobile Equipment Identity (MEI)フォーマット

7.8　MSISDN
　MSISDNは、最大12オクテットで構成され、ユーザの電話番号が設定されます。番号
は、国番号(Country Code:日本81)を含めて設定されます(電話番号が、09012345678
の場合MSISDNは、819012345678になります)。使用されないMSISDN digit は、”1111”
とコード化されます。MSISDNのフォーマットおよび情報要素を図7.8-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 76 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Number digit 2 Number digit 1
6 Number digit 4 Number digit 3
7 Number digit 6 Number digit 5
8 Number digit 8 Number digit 7
9 Number digit 10 Number digit 9
10 Number digit 12 Number digit 11
11 Number digit 14 Number digit 13
12 1111 Number digit 15

図7.8-1　 MSISDNフォーマット
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7.9　Indication Flags
　Indication Flagsは、DAF (Dual Address Bearer Flag)が設定されます。移動無
線装置がPDN Type=IPv4v6を要求してきた場合、DAF=1を設定します。全てのFlagが
ゼロになる場合でも送信されることがあります。Indication Flagsのフォーマット
および情報要素を図7.9-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 77 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 DAF DTF HI DFI OI ISRSI ISRAI SGWCI
6 SQCI UIMSI CFSI CRSI P PT SI MSV
7 RetLoc PBIC SRNI S6AF S4AF MBMDT ISRAU CCRSI
8 Spare Spare Spare Spare Spare Spare CLII CPSR
9 Spare Spare Spare BDWI Spare PCRI Spare Spare
10 Spare EPCOSI CPOPCI Spare SllTF Spare Spare Spare

11 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.9-1　 Indication Flagsフォーマット

7.10　Protocol Configuration Options (PCO)
　Protocol Configuration Options (PCO)は、移動無線装置と直収回線等接続事業
者ノード間で規定される情報の転送のために使用されます。Protocol
Configuration Optionsの使用方法の詳細は、3GPP TS29.274v11.5.0及びTS 24.008v
8.7.0を参照願います。Protocol Configuration Options (PCO)のフォーマットを
図7.10-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 78 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance

5 to (n+4) Protocol Configuration Options (PCO)

図7.10-1　Protocol Configuration Options (PCO)フォーマット
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7.11　PDN Address Allocation (PAA)
　PDN Address Allocation (PAA)は、9オクテット以上で構成され、PDN Type、移
動無線装置に付与するＩＰアドレスの指定等パケットネットワークのアクセスに
必要な情報が設定されます。PDN Address Allocation (PAA)のフォーマットおよび
情報要素を図7.11-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 79 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare PDN Type

6 to (n+4) PDN Address and Prefix

図7.11-1　PDN Address Allocation (PAA)フォーマット

7.12　Bearer Quality of Service (Bearer QoS)
　Bearer Quality of Service (Bearer QoS)は、26オクテットで構成され、回線接
続時のQoSが設定されます。Bearer Quality of Service (Bearer QoS)のフォーマ
ットおよび情報要素を図7.12-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 80 (decimal)
2-3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare PCI PL Spare PVI
6 Label (QCI)

7 to 11 Maximum bit rate for uplink
12 to 16 Maximum bit rate for downlink
17 to 21 Guaranteed bit rate for uplink
22 to 26 Guaranteed bit rate for downlink
27 to
(n+4)

These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.12-1　Bearer Quality of Service (Bearer QoS)フォーマット
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7.13　RAT Type
　RAT Typeは、5オクテットで構成され、UTRAN(=1)もしくはEUTRAN (=6)が設定さ
れます。RAT Typeのフォーマットおよび情報要素を図7.13-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 82 (decimal)

2 to 3 Length = 1
4 Spare Instance
5 RAT Type

6 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.13-1　 RAT Typeフォーマット

7.14　Serving Network
　Serving Networkは、7オクテットで構成され、IMSIから抽出したMobile Country
Code (MCC)およびMobile Network Code (MNC)が設定されます。Serving Networkの
フォーマットおよび情報要素を図7.14-1、に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 83 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 MCC digit 2 MCC digit 1
6 MNC digit 3 MCC digit 3
7 MNC digit 2 MNC digit 1

8 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.14-1　Serving Networkフォーマット
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7.15　User Location Information (ULI)
　User Location Information (ULI)は、12オクテット以上で構成され、RAI (Routing
Area Identity)もしくは、ECGI (E-UTRAN Cell Global Identifier)もしくは、TAI
(Tracking Area Identity)とECGI (E-UTRAN Cell Global Identifier)の組合せが
設定されます。User Location Information (ULI)のフォーマットおよび情報要素
を図7.15-1、図7.15-2、図7.15-3、図7.15-4に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 86 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare LAI ECGI TAI RAI SAI CGI

a to a+6 CGI
b to b+6 SAI
c to c+6 RAI
d to d+4 TAI
e to e+6 ECGI
f to f+4 LAI
g to (n+4) These octet(s) is/are present only if

explicitly specified

図7.15-1　User Location Information (ULI)フォーマット

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
c MCC digit 2 MCC digit 1
c+1 MNC digit 3 MCC digit 3
c+2 MNC digit 2 MNC digit 1

c+3 to c+4 Location Area Code (LAC)
c+5 to c+6 Routing Area Code (RAC)

図7.15-2　 RAI (Routing Area Identity)フォーマット

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
d MCC digit 2 MCC digit 1
d+1 MNC digit 3 MCC digit 3
d+2 MNC digit 2 MNC digit 1

d+3 to d+4 Tracking Area Code (TAC)

図7.15-3　TAI (Tracking Area Identity)フォーマット
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Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
e MCC digit 2 MCC digit 1
e+1 MNC digit 3 MCC digit 3
e+2 MNC digit 2 MNC digit 1
e+3 Spare ECI

e+4 to e+6 ECI (E-UTRAN Cell Identifier)

図7.15-4　 ECGI (E-UTRAN Cell Global Identifier)フォーマット

7.16　Fully Qualified TEID (F-TEID)

Fully Qualified TEID (F-TEID)は、13オクテット以上で構成され、Interface Type、
TEID、IPアドレスが設定されます。Fully Qualified TEID (F-TEID)のフォーマット
および情報要素を図7.16-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 87 (decimal)

2to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 V4 V6 Spare Interface type

6 to 9 TEID / GRE Key
m to (m+3) IPv4 address
p to
(p+15)

IPv6 address

k to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.16-1　Fully Qualified TEID (F-TEID)フォーマット

7.17　Bearer Context

Bearer Contextは、送信する信号に応じてIEを設定します。詳細については、6.
GTPv2-Cパケットの各信号パラメータの備考欄を参照下さい。
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7.18　Charging ID

Charging IDは、8オクテットで構成され、直収パケット交換機で回線の課金記録
を特定するIDとして直収回線等接続事業者ノード内でユニークなIDが付与されます。
Charging IDフォーマットおよび情報要素を図7.18-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 94 (decimal)

2 to 3 Length = 4
4 Spare Instance
5-8 Charging ID value

9-(n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.18-1　 Charging IDフォーマット

7.19　PDN Type

PDN Typeは、5オクテットで構成され、IPv4、IPv6、IPv4v6のいずれかを設定しま
す。PDN Typeのフォーマットおよび情報要素を図7.19-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 99 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare PDN Type

6 to n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.19-1　 PDN Typeフォーマット

7.20　APN Restriction

APN Restrictionは、5オクテットで構成され、APNの規制レベルを示します。Maximum
APN Restrictionのフォーマットおよび情報要素を図7.20-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 127 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Restriction Type value

6 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.20-1　APN Restrictionフォーマット
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7.21　Selection Mode

Selection Modeは、5オクテットで構成され、移動機が指定したAPNを選択したか
を示します。Selection Modeのフォーマットおよび情報要素を図7.21-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 128 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Spare Selec.Mode

図7.21-1　Selection Modeフォーマット

7.22　UE Time Zone

UE Time Zoneは、6オクテットで構成され、協定世界時(UTC)と日本標準時(JST)との
時差および夏時間を示します。UE Time Zoneのフォーマットおよび情報要素を図7.22-1
に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Type = 114 (decimal)

2 to 3 Length = n
4 Spare Instance
5 Time Zone
6 Spare Daylight

Saving
Time

7 to (n+4) These octet(s) is/are present only if
explicitly specified

図7.22-1　UE Time Zoneフォーマット
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8.　UDP/IPパケット
GTPv2-Cプロトコルの転送には、UDP(RFC768)/IP(RFC791)を使用します。本項で

は、GTPv2-Cプロトコル転送に特化した事項を記載します。

8.1　UDP構成
UDPフォーマットを図8.1-1に示します。

bit
0 7 8 15 16 23 24 31

Source Port Number(※1) Destination Port Number(※1)
Length Check sum

GTPv2-Cプロトコル

図8.1-1　UDPフォーマット

（※１）GTPv2-Cを使用する場合のRequestメッセージのDestination Port Number
は、2123を使用します。対応するResponseメッセージ送信時は、Request
受信時のSource Port Number、Destination Port Numberを入れ替えて設
定します。

8.2　IP構成
IPフォーマットを図8.2-1に示します。

bit
0 7 8 15 16 23 24 31
Version IHL TOS Length

Identification Flags
(※1)

Fragment Offset
(※1)

Time to live Protocol(※2) Header Checksum
Source Address(※3)

Destination Address(※3)
UDP

図8.2-1　IPフォーマット(※4)

（※１）フラグメント機能を使用しません
（※２）User Datagram(17)が設定されます
（※３）GTPv2-C用のノードIPアドレスを設定します
（※４）IPのオプションフィールドは使用しません
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1.　はじめに
　　本別表10-1-2項は、対パケットデータ直収接続に関する直接協定事業者（以下直
収回線等接続事業者といいます）インタフェースにおける移動無線装置直収パケッ
ト交換機（以下直収パケット交換機といいます）～直収回線等接続事業者ノード間
のユーザデータ転送プロトコルに関する仕様を規定します。GTPv1-Userプロトコル
（以下GTPv1-Uプロトコルといいます）を用いてデータ転送を行います。本プロト
コルはアクセス制御プロトコルとしてGTPv2-Cプロトコルを用いた時のユーザデー
タ転送する場合に使用されます。

1.1　システム構成
　　システムの構成概要図を図1.1-1に示します。直収パケット交換機～直収回線等接
続事業者ノード間のアクセス制御プロトコルは、直収パケット交換機と直収回線等
接続事業者ノード（GTPv1-U処理装置）の間で規定されます。

　（※1）GTPv1-U処理機能を有するGTPv1-Uプロトコル終端ノード
図1.1-1　システム構成概要図

1.2　プロトコルスタック
　　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間におけるプロトコルスタッ
クを図1.2-1に示します。

直収パケット交換幾 直収回線等接続
事業者ノード

ＧＴＰｖ１－Ｕ ＧＴＰｖ１－Ｕ
ＵＤＰ ＵＤＰ
ＩＰ ＩＰ

Ｌ１／Ｌ２ Ｌ１／Ｌ２

図1.2-1　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間の
プロトコルスタック

1.3　適用規定
直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するGTPv1-Uは、3GPP
TS29.281に準拠し、特に記述がない場合はv11.5.0を参照するものとします。

直収パケット
交換機

直収回線等
接続事業者

ノード（※１）

移動無線
装置

GTPv1-U
プロトコル
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2.　ユーザデータ転送機能概要

2.1　概要
　ユーザデータ転送プロトコルは、直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノ
ードにおいてGTPv1-Uプロトコルを用いてユーザデータの転送を行うための信号を
規定します。ユーザデータ転送に関連する機能は以下の3つの機能で構成されます。
・ユーザデータ転送処理
・エラーデータ処理
・ノード監視処理

2.2　コネクション
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で規定するユーザデータ
転送プロトコルはGTPv1-Uプロトコルを用いるため、下位層にUDPを使用します。そ
のためコネクションの確立・切断は行いません。

(1) タイマ及びリクエスト送信回数
　GTPv1-Uインタフェースのタイマ詳細一覧を表2.2-1に示します。また、GTPv1-U
インタフェースのリクエスト送信回数一覧を表2.2-2に示します。

表2.2-1　タイマ詳細一覧（GTPv1-Uインタフェース）※

名称 概要 タイマ値

Echo Response待ちタ
イマ

Echo Request送出時に起動されるタイマ。タイム
アウト時にリクエスト回数再送いたします。

20秒

※：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に設定さ
れるタイマになります。

表2.2-2　リクエスト送信回数一覧（GTPv1-Uインタフェース）※１

名称 概要 回数※２

Echo Request 送信回数 Echo Request 送信時の同一ノードに対する送信
回数

6回

※１：当社直収パケット交換機から直収回線等接続事業者ノードへ信号送出時に再送
される回数になります

※２：初回送信分を含みます
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2.3　ユーザデータ転送処理
(1) 処理概要
　アクセス制御プロトコル（GTPv2-C）を使用して回線接続を行った後、直収パ
ケット交換機は、移動無線装置からユーザデータを受信すると接続処理において
直収回線等接続事業者ノードに払い出されたGTPv1-U用のTEIDを付与したG-PDU
メッセージにカプセリングを行い直収回線等接続事業者ノードに転送いたしま
す。また、直収回線等接続事業者ノードから接続処理において直収パケット交換
機で払い出したGTPv1-U用のTEIDを付与したG-PDUメッセージでカプセリングさ
れたユーザデータを受信すると移動無線装置との間に接続処理時に張られた回
線に対しユーザデータを転送いたします。

(2) ユーザデータ転送処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するユーザデー
タ転送処理対象信号を表2.3-1に示します。

表2.3-1　ユーザデータ転送対象信号

制御信号 方向 備考

G-PDU 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

2.4　エラーデータ処理
(1) 処理概要
　直収パケット交換機は、G-PDU受信時に送信元IPアドレスとTEIDの組み合わせ
が、記憶した組み合わせと同じかチェックを行います。記憶した内容と異なれば、
回線を切断済みと判断しG-PDUの送信元IPアドレスに対しError indication を送
信いたします。Error indication を受信した直収回線等接続事業者ノードは、
Error indication 受信時に該当IPアドレスとTEIDの組み合わせを持つ回線を切
断いたします。
　直収回線等接続事業者ノードは、G-PDU受信時に送信元IPアドレスとTEIDの組
み合わせが、記憶した組み合わせと同じかチェックを行います。記憶した内容と
異なれば、回線を切断済みと判断しG-PDUの送信元IPアドレスに対しError
indication を送信いたします。Error indication を受信した直収パケット交換
機は、Error indication 受信時に該当IPアドレスとTEIDの組み合わせを持つ回
線を切断いたします。

(3)エラーデータ処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するエラーデー
タ処理対象信号を表2.4-1に示します。

表2.4-1　エラーデータ処理対象信号

制御信号 方向 備考

Error indication 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード
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2.5　ノード監視処理
(1) 処理概要
　直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード間で双方向に相手ノード
の正常性確認のためGTP Echoを使用してヘルスチェックを行います。GTPv1-U処
理部の正常性を確認するためGTPv1-U用のノードＩＰアドレスを使用して信号送
受を行います。双方向で確認を行うため双方のノードがそれぞれEcho Request を
送信し、受信側は正常であれば、Echo Responseを返送いたします。

(A) 直収パケット交換機が直収回線等接続事業者ノードを監視
　直収パケット交換機は、直収回線等接続事業者ノードの正常性を確認するため
直収回線等接続事業者ノードへの接続が行われたことを契機にEcho Request の
送信を開始いたします。送信間隔は、60秒となります。

(B) 直収回線等接続事業者ノードが直収パケット交換機を監視
　直収回線等接続事業者ノードは、直収パケット交換機の正常性を確認するため
Echo Request の送信を行います。送信間隔は、当社直収パケット交換機が輻輳
しないよう60秒以上の間隔をあけることとします。

(2) タイムアウト時の処理
(A) 直収回線等接続事業者ノードからEcho Responseが返送されなかった場合
　表2.2-2記載の動作をいたします。リトライアウト後は、該当の直収回線等接
続事業者ノードと通信中の回線を切断いたします。また、以降該当ノードへの
Echo Request 送信を停止いたします。再度該当ノードへのEcho Requestを送信
再開する契機は、該当ノードへの新たな回線接続が行われた時になります。

(B) 直収パケット交換機からEcho Responseが返送されなかった場合
　必要回数リトライを行いリトライアウト後に直収回線等接続事業者ノード内
で該当直収パケット交換機と接続を行っている回線を切断いたします。

(3) ノード監視処理対象信号
　直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間で使用するノード監視
処理対象信号を表2.5-1に示します。

表2.5-1 ノード監視処理対象信号

制御信号 方向 備考

Echo Request 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード

Echo Response 直収パケット交換機
→
←
直収回線等接続事業
者ノード
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3.　GTPv1-Uパケット

3.1　GTPv1-Uパケット構成
　GTPv1-Uパケットは、Version、Protocol Type Extension Header flag、Sequence
number flag、N-PDU Number flag、Length、TEID、Sequence Number、N-PDU Number、
Next Extension Headerからなる共通部分と、信号毎に異なるパラメータを設定す
る情報要素部分から構成されます。
　GTPv1-Uパケットの構成及びGTPv1-Uパケットの構成要素概要を図3.1-1及び表
3.1-1に示します。

Bits
Octets 8 7 6 5 4 3 2 1
1 Version PT (*) E S PN
2 Message Type
3 Length (1st Octet)
4 Length (2nd Octet)
5 Tunnel Endpoint Identifier (1st Octet)
6 Tunnel Endpoint Identifier (2nd Octet)
7 Tunnel Endpoint Identifier (3rd Octet)
8 Tunnel Endpoint Identifier (4th Octet)
9 Sequence Number (1st Octet)1) 4)

10 Sequence Number (2nd Octet)1) 4)

11 N-PDU Number2) 4)

12 Next Extension Header Type3) 4)

13
：

Payload

図3.1-1　GTP-Uパケットの構成

(*)予備ビットで“0”として送信されるが、受信側ではDon’t Care。
1)“S”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定されます。
2）“PN”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定されます。
3）“E”フラグが“1”の場合、このフィールドは設定されます。
4）“S”、“PN”、“E”フラグのいずれか一つ以上でもセットされる場合に限り、この
フィールドは存在します。

共通部分

情報要素部分
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表3.1-1　GTPv1-Uパケットの構成要素概要

項番 情報要素 参照 情報長 内容

１ Version 3.1.1 3bit GTPのバージョンを示します

２ PT(Protocol
Type)

3.1.2 １bit プロトコルタイプ(GTPあるいはGTP’)を示します

３ Reserve ― 1bit 予約領域 0を設定します

４ E(Extension
Header flag)

3.1.3 1bit 拡張ヘッダの設定有無を示します

５ S(Sequence
number flag)

3.1.4 1bit シーケンスナンバの設定有無を示します

６ PN(N-PDU
Number flag)

3.1.5 1bit N-PDUナンバーの設定有無を示します

７ Message Type 3.1.6 1octet GTPのメッセージ種別を示します

８ Length 3.1.7 2octet Payload部の情報長を示します

９ TEID 3.1.8 4octet 回線接続時に払い出される回線を識別する番号
になります

10 Sequence
Number

3.1.9 2octet Echo Request/Response, Error Indication,
Supported Extension Headers
Notification時以外は設定されません。

11 N-PDU Number 3.1.10 1octet Echo Request/Response, Error Indication,
Supported Extension Headers
Notification時以外は設定されません。

12 Next
Extension
Header Type

3.1.11 1octet Echo Request/Response, Error Indication,
Supported Extension Headers
Notification時以外は設定されません。

13 Payload 3.2 各GTP-Uメッセージ個別のパラメータ設定に使用
します。

3.1.1　Version(バージョン)
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間で使用されるGTPのバージ
ョンを示します。GTP version1 のみ使用いたします。Version設定値を表3.1-2に
示します。

表3.1-2　Version設定値の説明

bit 8 7 6 情報長 備考

0 0 0 GTP version 0 未使用

0 0 1 GTP version 1 使用
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3.1.2　PT（プロトコルタイプ）
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間で使用されるGTPのプロト
コルタイプを示します。GTPのみ使用いたします。PT設定値を表3.1-3に示します。

表3.1-3　PT設定値の説明

bit 5 情報長 備考

0 GTP’ 未使用

1 GTP 使用

3.1.3　E（拡張ヘッダフラグ）
　拡張ヘッダの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事業者
ノード間では拡張ヘッダを設定いたしません。ただし、Error Indicationメッセー
ジについては、「1」に設定する場合がございます。拡張ヘッダフラグ設定値を表
3.1-4に示します。

表3.1-4　拡張ヘッダフラグ設定値の説明

bit 3 情報長 備考

0 拡張ヘッダフィールドが存在しない 使用

1 拡張ヘッダフィールドが存在する 使用

3.1.4　S（シーケンスナンバフラグ）
　シーケンスナンバの存在有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続
事業者ノード間のGTPv1-U信号ではシーケンスナンバを設定いたしません。ただし、
Echo Request, Echo Response, Error Indicationメッセージについては、「1」に
設定いたします。シーケンスナンバ設定値を表3.1-5に示します。

表3.1-5　シーケンスナンバ設定値の説明

bit 2 情報長 備考

0 シーケンスナンバが存在しない 使用

1 シーケンスナンバが存在する 使用

3.1.5　PN（N-PDUナンバーフラグ）
　N-PDUナンバーの設定有無を示します。直収パケット交換機と直収回線等接続事
業者ノード間ではN-PDUナンバーを設定いたしません。N-PDUナンバーフラグ設定値
を表3.1-6に示します。
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表3.1-6　 N-PDUナンバー設定値の説明

bit 1 情報長 備考

0 N-PDUナンバーフィールドが存在しない 使用

1 N-PDUナンバーフィールドが存在する 未使用

3.1.6　Message Type（メッセージ種別）
　Message Typeフィールドは、GTPv1-Uパケットのタイプを識別します。直収パケ
ット交換機はサポート外のMessage Typeを持つGTPv1-Uパケットを受信した場合、
信号を破棄します。直収パケット交換機でサポートするGTPv1-Uパケットのメッセ
ージ種別を表3.1-7に示します。

表3.1-7　GTPv1-Uパケットのメッセージ種別一覧

項番 メッセージ名 メッセージ種別値 備考

１ Echo Request １ 使用

２ Echo Response ２ 使用

３ Error Indication 26 使用

４
Supported Extension Headers
Notification

31
使用

５ G-PDU 255 使用

3.1.7　Length（Payload情報長）
　Lengthフィールドは、Payload長を示すために用いられGTPv1-Uパケット全体長か
ら先頭の8オクテットを減算した値が設定されます(一律8オクテットで減算するた
めSequence Number, N-PDU Number, Next Extension Header Typeが、設定されて
いる場合は、Payload長に加えられます)。

3.1.8　TEID
　TEIDフィールドは、回線接続時もしくは、直収パケット交換機変更時に直収パケ
ット交換機及び直収回線等接続事業者ノード内ユニークに払い出される回線を識
別する番号となります。直収パケット交換機で払い出したGTPv1-U用のTEID値は、
Create Session RequestのPayload部のパラメータ[S5/S8-U SGW F-TEID](直収パケ
ット交換機変更時は、Modify Bearer RequestのPayload部のパラメータ[S5/S8-U SGW
F-TEID]に設定されます)に設定して直収回線等接続事業者ノードに渡されます。直
収回線等接続事業者ノードで払い出されたGTPv1-U用のTEID値は、Create Session
ResponseのPayload部のパラメータ[S5/S8-U PGW F-TEID]（直収パケット交換機変
更時は、Create Session ResponseのPayload部のパラメータ[S5/S8-U PGW F-TEID]
に設定されます)に設定して直収パケット交換機に渡されます。TEID（共通部分の
設定）の構成及び設定値を図3.1-2、表3.1-8に示します。
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８                                                   １
Tunnel Endpoint Identifier(1st octet) １

Tunnel Endpoint Identifier(2nd octet) ２

Tunnel Endpoint Identifier(3rd octet) ３
Tunnel Endpoint Identifier(4th octet) ４

図3.1-2　TEID（共通部分の設定）の構成

表3.1-8　TEID（共通部分の設定）の設定値

信号名 設定値

G-PDU 送信先のノードが回線接続処理時に払い
出したGTPv1-U用TEIDを設定いたします

Error indication 0が設定されます

Echo Request 0が設定されます

Echo Response 0が設定されます

3.1.9　Sequence Number（シーケンスナンバ）
　Sequence Numberフィールドは、GTPv1-UのEcho Request MessageとResponse
Messageを対応付けさせるためのトランザクションIDとして使用されます。Request
受信後にResponseを返送する時にRequestに設定されたSequence Number をコピー
してResponseのSequence Number に設定いたします。Sequence Numberの構成を図
3.1-3に示します。

８                                                   １
Sequence Number(1st octet) １

Sequence Number(2nd octet) ２

図3.1-3　 Sequence Numberの構成

3.1.10　N-PDU Number
　N-PDU Numberフィールドは、使用しないため0を設定いたします。Sequence Number
が設定されていない場合は、本フィールド自体が存在しません。

3.1.11　Next Extension Header Type
　Next Extension Header Typeフィールドの設定内容は3GPP TS29.281 15.2 GTP-U
Extension Headerに従います。
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3.2　GTPv1-UパケットのPayload
　各GTPv1-UパケットのPayloadに設定されるパラメータは表3.2-1に従い記述され
ます。なお、パラメータの条件等は1.3 適用規定に従います。

表3.2-1　 GTPv1-UパケットのPayloadに設定されるパラメータ一覧の説明

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

パラメータ
名を記述し
ます。

参照す
る項を
示しま
す。

Attributesの設
定種別を示しま
す。
○記号一覧
M（Mandatory）：
　　必須
O（Optional）：
　　オプション

パラメータが固定長
であるか可変長であ
るかを示します。
○記号一覧
F (Fixed length）：
　　　　　　固定長
V (Variable length):
　　　　　　可変長

パラメータの情報
長を示します。
単位は[Octet]です。

パラ
メー
タの
条件
等を
示し
ます。

3.2.1　Echo Request
　Echo Requestは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘルス
チェックを行うため双方から送信されます。Echo Requestのパラメータを表3.2-2
及び表3.2-3に示します。

表3.2-2　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V 未設定

表3.2-3　Echo Requestのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Private Extension ― O V Don’t care
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3.2.2　Echo Response
　Echo Responseは、直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノード間でヘル
スチェックを行うため双方から送信されるEcho Request の応答の信号となります。
Echo Responseのパラメータを表3.2-4及び表3.2-5に示します。

表3.2-4　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機→直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 4.1 M F 1 0を設定

Private Extension ― O V 未設定

表3.2-5　Echo Responseのパラメータ
方向：直収パケット交換機←直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Recovery 4.1 M F 1 Don’t care

Private Extension ― O V Don’t care

3.2.3　 Supported Extension Headers Notification
　Supported Extension Headers Notificationは、サポートするExtensionヘッダ
のリストを通知するために送信されます。Supported Extension Headers
Notificationのパラメータを表3.2-6に示します。

表3.2-6　 Supported Extension Headers Notificationのパラメータ
方向：直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Extension Header
Type List

― M V

Extensionヘッダタイプのリストが
設定される。（直収パケット交換機
は、Extensionヘッダ未サポートの
ため、Type、Lengthのみ設定）
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3.2.4　Error Indication
　Error Indicationは、回線接続時に記憶した接続先ノードIPアドレスとTEIDの組
み合わせ先と異なるG-PDUメッセージを受信した時にG-PDU送信ノードに対し送信
されます。Error Indicationのパラメータを表3.2-7に示します。

表3.2-7　 Error Indicationのパラメータ
方向：直収パケット交換機⇔直収回線等接続事業者ノード

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

Tunnel Endpoint
Identifier Data Ⅰ

4.2 M F 4
G-PDU受信時に設定されていたTEID
を設定します

GTP-U Peer Address 4.3 M F 4
G-PDU受信時に設定されていた宛先
IPアドレスを設定します

Private Extension ― O V 未設定

3.2.5　G-PDU
　G-PDUは、接続した回線で、ユーザデータを転送するためデータをカプセリング
して送受信するためのメッセージになります。G-PDUのパラメータを表3.2-8に示し
ます。

表3.2-8　 G-PDUのパラメータ
方向：直収回線等接続事業者ノード⇔直収パケット交換機

情報長
パラメータ 参照 種別

F.V Oct
備考

ユーザデータ 4.4 M V
移動無線装置が送受するIPより上
位のプロトコルがカプセル化され
て設定されます。
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4.　構成要素
　直収パケット交換機と直収回線等接続事業者ノードとの間で使用するGTPv1-U
payloadパラメータの一覧を表4-1に示します

表4-1　GTPv1-U payloadパラメータ一覧

値 パラメータ名 備考

14 Recovery 使用

16 Tunnel Endpoint Identifier DataⅠ 使用

133 GSN Address 使用

141 Extension Header Type List 未使用

255 Private Extension 未使用

4.1　Recovery
　Recoveryは２オクテットで構成され、接続ノードの再開有無の判断に使用されま
す。直収パケット交換機は、一律０を設定いたします。Recoveryのフォーマットを
図4.1-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 14 オクテット１

Restart Counter オクテット２

図4.1-1　 Recoveryフォーマット

4.2　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ
　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰは５オクテットで構成され、G-PDUの共通
パラメータで設定された値と同値が同フォーマットで設定されます。Tunnel
Endpoint Identifier Data Ⅰのフォーマットを図4.2-1に示します。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 16 オクテット１

Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰ Value
オクテット２
～５

図4.2-1　Tunnel Endpoint Identifier Data Ⅰフォーマット
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4.3　 GTP-U Peer Address
　GTP-U Peer Addressは、７オクテットで構成され、G-PDU受信時のIPの宛先IPア
ドレスに設定されたIPアドレスと同値を設定します。当社交換機は、IPv4アドレス
のみサポートいたします。GTP-U Peer Addressのフォーマットを図4.3-1に示しま
す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Type = 133 オクテット１

Length
オクテット２
～３

GTP-U Peer Address Value
オクテット４
～７

図4.3-1　 GSN Addressフォーマット

GTP-U Peer Address Valueのコーディングは、RFC791に従います。

4.4　ユーザデータ
　ユーザデータは、G-PDUにカプセリングされて転送されます。

(A)ユーザデータ転送プロトコルスタック
　DTE/移動無線装置～直収パケット交換機～直収回線等接続事業者ノード間に
おけるプロトコルスタックを図4.4-1に示します。

DTE/移動無線装
置

直収パケット交
換機

直収回線等接続
事業者ノード等

L4以上 L4以上

IP IP

GTPv1-U GTPv1-U

UDP UDP

IP(注1) IP(注1)

L1/L2(注2) L1/L2(注2)

図4.4-1　プロトコルスタック

(注１) G-PDU転送に使用されるIPは、フラグメント機能をサポートいたしません。
GTPv1-Uより上位のユーザデータ部のMTUサイズを調整し、フラグメントしないよう
にDTE/移動無線装置⇔直収回線等接続事業者ノード等の間で設定する必要があり
ます。GTPv1-Uのpayload部のデータ長は、原則1500オクテット以下にする必要があ
りますが、それを超える場合は別途当社と協議の上、決定することとします。

(注２) 直収パケット交換機と直収回線等接続事業者の接続装置との接続では、
VLAN(IEEE 802.1Qに準拠)が利用可能なこと。

無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル無線プロトコル
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5.　UDP/IPパケット
GTPv1-Uプロトコルの転送には、UDP(RFC768)/IP(RFC791)を使用します。本項で

は、GTPv1-Uプロトコル転送に特化した事項を記載します。

5.1　UDP構成
UDPフォーマットを図5.1-1に示します。

bit
0 7 8 15 16 23 24 31

Source Port Number(※1) Destination Port Number(※1)
Length Check sum

GTPv1-Uプロトコル

図5.1-1　UDPフォーマット

（※１）GTPv1-Uを使用する場合のRequestメッセージのDestination Port Number
は、2152を使用します。対応するResponseメッセージ送信時は、Request
受信時のSource Port Number、Destination Port Numberを入れ替えて設
定します。Error Indication送信時のDestination Port Numberは、2152
を使用します。

5.2　IP構成
IPフォーマットを図5.2-1に示します。

bit
0 7 8 15 16 23 24 31
Version IHL TOS Length

Identification Flags
(※1)

Fragment Offset
(※1)

Time to live Protocol(※2) Header Checksum
Source Address(※3)

Destination Address(※3)
UDP

図5.2-1　IPフォーマット(※4)

（※１）フラグメント機能を使用しません
（※２）User Datagram(17)が設定されます
（※３）GTPv1-U用のノードIPアドレスを設定します
（※４）IPのオプションフィールドは使用しません



技術的条件集別表10－１－３

シーケンス
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直収パケット交換機～直収回線等接続事業者間で使用するアクセス制御プロトコル
GTPv2-Cに関するシーケンスは3GPP TS23.401v8.7.0に、準拠いたします。
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シーケンス番号一覧
(アクセス制御プロトコルGTPv2-C/ユーザデータ転送プロトコルGTPv1-U)

分類 分類番号 種別 ページ

１ 接続処理成功 技別10-1-3-3

２ 回線接続失敗 接続先再選択 技別10-1-3-4

３ 回線接続失敗 技別10-1-3-5

接続処理

Ｉ

４ Create Session Requestリトライアウト 技別10-1-3-6

１ 回線切断成功 技別10-1-3-7接続終了処
理
(移動無線装
置起動)

Ｊ
２ Delete Session Request リトライアウト 技別10-1-3-7

１ 回線切断成功 技別10-1-3-8接続終了処
理
(直収回線等
接続事業者
網起動)

Ｋ
２ 回線切断失敗 該当回線無し 技別10-1-3-8

１ 変更成功 技別10-1-3-9

２ 変更失敗 技別10-1-3-10

直収パケッ
ト交換機変
更 Ｌ

３ Modify Bearer Request リトライアウト 技別10-1-3-10

１
直収パケット交換機 ユーザデータ転送成
功

技別10-1-3-11

２
直収パケット交換機 ユーザデータ転送受
信失敗

技別10-1-3-11

ユーザデー
タ転送

Ｍ

３
直収回線等接続事業者ノード ユーザデー
タ転送受信失敗

技別10-1-3-12

１ GTPv2-C 定期監視制御 技別10-1-3-13

２ GTPv1-U 定期監視制御 技別10-1-3-14

監視制御

Ｎ

３
直収パケット交換機 Echo Request リトラ
イアウト

技別10-1-3-15

１ 直収パケット交換機再開 技別10-1-3-16再開
Ｏ

２ 直収回線等接続事業者ノード再開 技別10-1-3-17
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接続処理 Ｉ１ 接続処理成功

移動無線装置 直収パケット交換機

Create Session Request

Create Session Response
(cause=Request accepted)

回線接続要求

回線接続応答

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理
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接続処理 Ｉ２ 接続処理失敗　接続先再選択

※：下記causeを受信した場合直収回線等接続事業者ノードの再選択を行う
（選択可能なノードが存在した場合のみ）
・System failure
・No resources available
・Missing or unknown APN
・All dynamic addresses are occupied
・No memory available
・APN access denied – no subscription
・Request rejected

Create Session Req.

回線接続要求

１回目
１回の発信
につき最大
１回再選択
します

移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等
接続事業者
ノード2

直収回線等
接続事業者
ノード1

Create Session Res.
(cause=※)

Create Session Res.
(cause=※)

Create Session Req.
２回目

回線接続応答

発信

接続先ノード選択処理

接続先ノード再選択処理
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接続処理 Ｉ３ 接続処理失敗

移動無線装置 直収パケット交換機

Create Session Request

Create Session Response
(cause=※)

回線接続要求

回線接続拒否

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理

※：下記cause以外を受信した場合は、直収回線等接続事業者ノードが選択不
可能とみなし、回線接続を拒否いたします。

・System failure
・No resources available
・Missing or unknown APN
・All dynamic addresses are occupied
・No memory available
・APN access denied – no subscription
・Request rejected
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接続処理 Ｉ４ Create Session Requestリトライアウト

移動無線装置 直収パケット交換機

Create Session Request

回線接続要求

直収回線等接続
事業者ノード

接続先ノード選択処理

回線接続拒否

3秒間Create Session Responseを受信
しなかった場合、Create Session
Requestを再送します。
再送回数最大2回。
リトライアウト後、接続先再選択（Ｉ
２）もリトライアウトした場合、接続
拒否となります
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接続終了処理
（移動無線装置起動）

Ｊ１ 回線切断成功

接続終了処理
（移動無線装置起動）

Ｊ２ Delete Session Requestリトライアウト

移動無線装置 直収パケット交換機

Delete Session Request

Delete Session Response

回線切断要求

回線切断応答

直収回線等接続
事業者ノード

移動無線装置 直収パケット交換機

Delete Session Request

回線切断要求

回線切断応答

直収回線等接続
事業者ノード

3秒間Delete Session Responseを受信
しなかった場合、Delete Session
Requestを再送します。

再送回数最大2回

リトライアウト後に移動無線装置との
間の回線が切断されます
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接続終了処理（直収回線
等接続事業者網起動）

Ｋ１ 回線切断成功

接続終了処理（直収回線
等接続事業者網起動）

Ｋ２ 回線切断失敗 該当回線無し

移動無線装置 直収パケット交換機

Delete Bearer Request

Delete Bearer Response
(cause=Request accepted)

直収回線等接続
事業者ノード

回線切断要求

回線切断応答

移動無線装置 直収パケット交換機

Delete Bearer Request

Delete Bearer Response
(cause=Non existent)

直収回線等接続
事業者ノード

IP/TEID/EBI等回線を
識別する番号を検索実
施した結果回線無しと
なった場合
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直収パケット
交換機変更

Ｌ１ 変更成功

エリア移動通知

移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

通信中に移動無線装置の移動に伴いベアラ情報が変更された場合、直収パケッ
ト交換機から直収回線等接続事業者ノードに対し、Modify Bearer Requestを
送信しベアラ情報が変更されたことを通知いたします。

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Modify Bearer Request

Modify Bearer Response
(cause=Request Accepted)

エリア移動通知応答
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直収パケット
交換機変更

Ｌ２ 変更失敗（Request Accepted 以外）

※：Request Accepted 以外

直収パケット
交換機変更

Ｌ３ 変更失敗（リトライアウト）

エリア移動通知

移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Modify Bearer Request

Modify Bearer Response
(cause=※)

エリア移動失敗　切断

エリア移動通知

移動無線装置

移動元
直収パケット
交換機

移動先
直収パケット
交換機

直収回線等接続
事業者ノード

Modify Bearer Request
3秒間Modify Bearer Responseを受信し
なかった場合、Modify Bearer Request
を再送します。

再送回数最大2回

リトライアウト後切断となります

エリア移動失敗　切断



技別 10－1－3－11

ユーザデータ転送 Ｍ１ 直収パケット交換機 ユーザデータ転送成功

ユーザデータ転送 Ｍ２ 直収パケット交換機 ユーザデータ転送受信失敗

移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ)

直収回線等接続
事業者ノード

G-PDU(ユーザデータ)
ユーザデータ

ユーザデータ

移動無線装置 直収パケット交換機

G-PDU(ユーザデータ転送)

Error Indication

直収回線等接続
事業者ノード

IP/TEIDを検索した結
果回線無しとなった場
合
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ユーザデータ転送 Ｍ３ 直収回線等接続事業者ノード ユーザデータ転送受信失敗

移動無線装置 直収パケット交換機

Error Indication
(TEID,IP address)

直収回線等接続
事業者ノード

G-PDU(ユーザデータ転送)

該当のTEID/IP address
と括りついた回線を切断

ユーザデータ

回線切断
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監視制御 Ｎ１ GTPv2-C 定期監視制御

移動無線装置 直収パケット交換機

GTPv2-C Echo Request

直収回線等接続
事業者ノード

GTPv2-C Echo Request

GTPv2-C Echo Response

GTPv2-C Echo Response

対向する直収回線等接
続事業者ノードと接続
している呼がある場合
にGTPv2-C用のノード
IPアドレスに対し定期
的に送信します

60秒
GTPv2-C Echo Request

GTPv2-C Echo Response

60秒

該当ノードと接続中の
回線がある限り60秒間
隔で実施

GTPv2-C Echo Request

GTPv2-C Echo Response

…
…
…
…
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監視制御 Ｎ２ GTPv1-U 定期監視制御

移動無線装置 直収パケット交換機

GTPv1-U Echo Request

直収回線等接続
事業者ノード

GTPv1-U Echo Request

GTPv1-U Echo Response

GTPv1-U Echo Response

対向する直収回線等接
続事業者ノードと接続
している呼がある場合
にGTPv1-U用のノード
IPアドレスに対し定期
的に送信します

60秒
GTPv1-U Echo Request

GTPv1-U Echo Response

60秒

該当ノードと接続中の
回線がある限り60秒間
隔で実施

GTPv1-U Echo Request

GTPv1-U Echo Response

…
…
…
…
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監視制御 Ｎ３ 直収パケット交換機 Echo Request リトライアウト

移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

GTPv2-C or GTPv1-U Echo20秒間Echo Responseを受信しな
かった場合、Echo Requestを再送
します。

再送回数5回

リトライアウト後該当ノードと接
続している回線は切断となります

回線切断

…
…
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再開 Ｏ１ 直収パケット交換機再開

移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

GTPv2-C Message (Recovery=A+1)

再開前のRecovery設定
値をインクリメントし
て設定します

再開発生

GTPv2-C Message (Recovery=A)
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再開 Ｏ２ 直収回線等接続事業者ノード再開

移動無線装置 直収パケット交換機
直収回線等接続
事業者ノード

GTPv2-C Message (Recovery=A+1)

直収回線等接続事業者
ノードIP毎にRecovery
値を記憶します

再開発生

GTPv2-C Massage (Recovery=A)

記憶しているRecovery
値と異なった値が来た
場合、該当のノードIP
と接続中の回線を切断
します。

回線切断

…
…
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1.　はじめに
　本別表は、対国内接続事業者とのSMS相互接続で使用される制御信号プロトコル
に関する仕様を規定する。

1.1　適用規定
　本書で定義する技術仕様の範囲を次の通りとする。国内他接続事業者の交換
設備（MSC、SGSN、HLR、SMSCおよびこれに類する配信設備や受信設備を含む）
との接続に関するものとする。

 本別表は、以下に示す標準をベースドキュメントとして参照している。

信号（層）
本別表の参照3GPP／TTC標準の

標準番号
Releaseまたは版数

SMS 3GPP TS 23.040 Release 99に準拠

MAP 3GPP TS 29.002 Release 99に準拠

TCAP 3GPP TS 29.002
（ITU-T Q771-775）

Release 99(93版)に準拠

SCCP TTC JT-Q711～Q714 技術的条件集別表5 SCCP仕様参照

MTP TTC JT-Q701～Q704,Q707 技術的条件集別表3 MTP仕様参照

1.2　システム構成
　ショートメッセージサービス（SMS）におけるシステム構成を示す。

SMS送受信では次の3つの基本サービスより構成されており各々のネットワーク構
成は図1.2.1-1、図1.2.2-1、および図1.2.3-1に示される。

・SM-MO（Short Message Mobile Originated Point-to-Point）：MSからSMSCへショー
トメッセージを登録

・SM-MT（Short Message Mobile Terminated Point-to-Point）：SMSCからMSへショー
トメッセージを配信

・Alert-SC(Alert Service Centre)：HLRからSMSCへAlert情報を通知



技別 11－1－2

1.2.1　SM-MO

注１：SM-MO時のSMSCとはSMS-IWMSC、SMS-GMSCを含む、SMSを中継･蓄積・
配信を行う設備を示す。

図1.2.1-1　SM-MO時のシステム構成概要

1.2.2　SM-MT

注１：SM-MT時のSMSCとはSMS-GMSCを含む、SMSを中継･蓄積・配信を行
う設備を示す。

図1.2.2-1　SM-MT時のネットワーク構成概要

HLR

SMSC

MS

MSC/VLR

SGSN

HLR

SMSC

インタフェース
規定点

HLR

SMSC

MS

MSC/VLR

SGSN

HLR

SMSC

インタフェース
規定点
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1.2.3　Alert-SC

注１：Alert-SC時のSMSCとはSMS-IWMSCを含む、SMSを中継･蓄積・配信
を行う設備を示す。

図1.2.3-1 Alert-SC時のネットワーク構成概要

1.2.4　網間信号
　SMS相互接続において各事業者網間に流れるMAP信号を下表に示す。なお、マ
ルチコンポーネントでの送信も可能とする。

表1.2.4-1 網間にて送受信するMAP信号

No MAP信号 本書での略称 備考

１ MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM SRIforSM

２ MAP_SEND_ROUTING_INFO_SM_ACK SRIforSM_Ack (Nack) １項の応答

３ MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE MT_ForwardSM

４ MAP_MT_FORWARD_SHORT_MESSAGE_ACK MT_ForwardSM_Ack (Nack) ３項応答

５ MAP_ALERT_SERVICE_CENTER AlertSC

６ MAP_ALERT_SERVICE_CENTER_ACK AlertSC_Ack (Nack) ５項の応答

７ MAP_REPORT_SM_DELIVERY_STATUS ReportSMDeliveryStatus

８ MAP_REPORT_SM_DELIVERY_STATUS_ACK ReportSMDeliveryStatus
_Ack (Nack)

７項の応答

９ INFORM_SERVICE_CENTER InformSC １項の応答

SMSC
注1

MS

MSC/VLR

SGSN

HLR

SMSC

インタフェース
規定点
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1.3　プロトコルスタック
以下にプロトコルスタックを示す。

図1.3-1　SS7-Based_プロトコルスタック

1.3.1　MTP
　MTPレイヤは、MGSにて終端するため、MGSとのインタフェース仕様（「技術的条件
集別表３ MTP仕様」）に準じたフォーマットに従う。本節では、国内他事業者網～
当社網間でのMTP関連特記事項について記載する。

1.3.2　SCCP
　当社網での詳細仕様は、「技術的条件集別表５ SCCP仕様」を参照のこと。本節で
は、国内他事業者網～当社網間でのSCCP関連特記事項について記載する。事業者間
のSCCPメッセージは、中継のケースも含め、UDT/UDTSのみとする。

(1) 番号フォーマット
　次表以降に各網間信号におけるSCCP層の番号フォーマットを示す。転送仕様に
おける“A0CDE”プレフィックス番号及びGlobalTitle(GT)アドレスは、事業者間で
協議の上決定する。

接続事業者

MAP
TCAP

SCCP

MAP
TCAP

SCCP
MTP-3
MTP-2
MTP-1
PHY

MTP-3
MTP-2
MTP-1
PHY

当社
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表1.3.2-1　SRIforSM

SRIforSM
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画,
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD,数字が奇数個 or BCD,数
字が偶数個

Nature of Address
Indicator

0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス

SRIforSM
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画,
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0xDF 転送仕様

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD,
数字が偶数個

Nature of Address
Indicator

0000011 (bit) 国内番号

Address information A0CDE+MSN(NDC+SN) 転送仕様
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表1.3.2-2　SRIforSM_Ack (InformSC)

SRIforSM_ack,InformSC
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information HLRノード番号 HLRアドレス

SRIforSM_ack,InformSC
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス
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表1.3.2-3　MT_forwardSM

MTforwardSM
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス

MT_forwardSMCalled Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08または0x95 MSCまたはSGSN

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSCまたはSGSNアドレス
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表1.3.2-4　MT_forwardSM_Ack

MT_forwardSM_Ack
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08または0x95 MSCまたはSGSN

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSCまたはSGSNアドレス

MT_forwardSM_Ack
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス
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表1.3.2-5　AlertSC

AlertSC
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information HLRノード番号 HLRアドレス

AlertSC
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 SC（SMSC）アドレス
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表1.3.2-6 AlertSC_Ack

AlertSC_Ack
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス

AlertSC_ack
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGT に基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information HLRノード番号 HLRアドレス
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表1.3.2-7　ReportSMDeliveryStatus

ReportSMDeliveryStatus
Calling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス

ReportSMDeliveryStatus
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0xDF 転送仕様

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000011 (bit) 国内番号

Address information A0CDE+MSN(NDC+SN) 転送仕様
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表1.3.2-8　ReportSMDeliveryStatus_Ack

ReportSMDeliveryStatus_AckCalling Party Address（発番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x06 HLR

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information HLRノード番号 HLRアドレス

ReportSMDeliveryStatus_Ack
Called Party Address（着番）

適用 補足

Address Indicator

Routing Indicator 0 (bit) ルーチングはGTに基づく

Global Title Indicator 0100 (bit) GTは、翻訳タイプ、番号計画、
コーディング体系、アドレス
識別子の種別を含む

SSN Indicator 1 (bit) サブシステム番号が含まれる

PointCode Indicator 0 (bit) 信号局コードなし

PC 設定なし

SSN 0x08 MSC

Global Title

Translation Type 0x00 未使用

Numbering Plan 0001 (bit) ISDN/電話番号計画
（勧告E.163とE.164）

Encoding Scheme 0001 or 0010 (bit) BCD、数字が奇数個 or BCD、
数字が偶数個

Nature of Address Indicator 0000100 (bit) 国際番号

Address information MSCノード番号 MSC（SMSC）アドレス
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1.3.3　TCAP
　本文書では当社網IMT-2000システムにおける国内他接続事業者網～当社網間で
送受する回線非対応信号のTCAPプロトコルの特記事項を示す。

(1)　TCAP Handshake
　SCCPメッセージタイプ(UDT)において、MT_ForwardSMを送出する場合、ユーザ
データのサイズに応じてTCAP Handshakeを行う。More Messages to Sendによる
SMSの連続配信の場合においても、ユーザデータサイズに依存し、TCAP Handshake
の手順が実行される。

1.4　ネットワークタイマ
　当社網におけるネットワークタイマ値について、以下に示します。

1.4.1　MAPタイマ
表1.4.1-1　MAPのタイマ条件

タイマ

範囲 値
Operation 起動条件 正常停止条件

T・O時の
動作

ReportSMDelivery
Status

MAP_PEPORT_SM_DELIVERY
_STATUS_Reqプリミティ
ブ送信時

MAP_REPORT_SM_DELIVERY
_STATUS_ackプリミティ
ブ受信時

－

s
10
秒
AlertSC MAP_ALERT_SERVICE_CENT

RE_Reqプリミティブ送信
時

MAP_ALERT_SERVICE_CENT
RE_ackプリミティブ受信
時

信号再送
手順あり

m
15
秒

SRIforSM MAP_SEND_ROUTING_INFO_
FOR_SM_Reqプリミティブ
送信時

MAP_SEND_ROUTING_INFO_
FOR_SM_ackプリミティブ
受信時

－

ml
90
秒

MT_ForwardSM MAP_MT_FORWARD_SHORT_M
ESSAGE_Req
（ MAP_FORWARD_SM_Req）
プリミティブ送信時

MAP_MT_FORWARD_SHORT_M
ESSAGE_ack
（ MAP_FORWARD_SM_ack ）
プリミティブ受信時

－
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1.4.2　TCAPタイマ

表1.4.2-1　TCAPのタイマ条件

タイマ 設定値 記事

TCAP invokeタイマ － MAP operationタイマ値による

拒否待ちタイマ －

TCAP 対話確立タイマ 20秒

Next Message待ちタイマ 30秒

　上記のTCAPタイマの概念については、下図を参照のこと

1.4.3　SCCPのタイマ条件
表1.4.3-1　SCCPのタイマ条件

タイマ 設定値 参考勧告（範囲値）

T(conn est) 60秒 １～２分

T(ias) 10分 ５～10分

T(iar) 21分 11～21分

T(rel) 10秒 10～20秒

T(repeat rel) 10秒 10～20秒

T(int) 30秒 １分以内

T(reassembly) 10秒 10～20秒

1.4.4　MTPのタイマ条件
　MTPのタイマ条件は、「技術的条件集別表３_表12－１／DoCoMo-Q703レベル2各種
定数一覧」を参照のこと。

TC-END（GSM-MAP）

TC-BEGIN（GSM-MAP）

②拒否待ちタイ

送信ノード 受信ノード

 (GSM-MAP応答待ちタイマ)

①TC invokeタイマ

 Invoke id解放

 Invoke id解放
TC-END（GSM-MAP）

TC-CONTINUE（GSM-MAP）

TC-BEGIN（GSM-MAP）

TC-CONTINUE（GSM-MAP）

②拒否待ちタイマ

送信ノード 受信ノード

 Invoke id解放

 (GSM-MAP応答待ちタイマ)

①TC invokeタイマ

③TCAP 対話確立タイマ

 (GSM-MAP応答待ちタイマ)

①TC invokeタイマ

④Next Message待ちタイマ

②拒否待ちタイマ



技別 11－1－15

2.　SMS送信処理概要
　送受信の対象とするSMSは、サービス仕様の差分を調整するため、送信側接続事
業者と受信側接続事業者の処理機能の一覧とその分担を表2-1に示す。
　なお、下記の処理機能の区分は、最低限必要な機能を区分けしたに過ぎず、国内
接続事業者毎の内部処理を制約するものではない。

表2-1　SMS処理機能と各事業者分担

区分 処理機能 概要 分担

各国内接続事業者共通

Ａ メッセージ蓄積
メッセージを配信有効期限まで
蓄積する機能

送信側接続事業者

Ｂ 配信管理
蓄積されたメッセージの配信
リトライを管理

送信側接続事業者

Ｃ
文字コード変換（各事業者
独自絵文字）

各事業者独自文字コードの変換 送信側接続事業者

Ｄ 規制SMS判定
サービス仕様で定義される規制
SMSの配信規制

送信側接続事業者

Ｅ Reply Pathの無効化 Reply Pathの無効化機能 送信側接続事業者

Ｆ
文字コード変換（Unicode6
絵文字）

Unicode6絵文字コードの変換 受信側事業者

2.1　基本呼手順
　本章は基本呼手順のみを記載し、発生し得るメッセージシーケンスについては、
「技術的条件集別表11－３　シーケンスの一覧表及びシーケンス図」を参照のこと。

2.1.1　SM-MO
(1) 国内他接続事業者宛のSM-MO時、着ユーザの無効SMS判定を行う場合は、SRIforSM
を他網HLRに送信する。

2.1.2　SM-MT
(1) 送信側接続事業者のSMSCはSM-MT時、着ユーザの情報（在圏情報等）取得の為、
SRIforSMを他網HLRに送信する。

(2) 受信側接続事業者のHLRはSRIforSMを受信した場合、必要情報を付与した
SRIforSM_Ackを送信側接続事業者のSMSCに返送する。

(3) 送信側接続事業者のSMSCはSRIforSM_Ackを受信すると、SRIforSM_Ackの在圏情
報を基にMT_forwardSMを受信側接続事業者に送信する。

(4) 配信失敗時、受信側MSC/SGSNからMT_ForwardSM_Nackを受信した場合、送信側
接続事業者のSMSCは受信側接続事業者のHLRに対し、ReportSMDeliveryStatusを
送信する。

(5) 配信成功時、受信側MSC/SGSNからMT_ForwardSM_Ackを受信した場合、送信側接
続事業者のSMSCは受信側接続事業者のHLRに対し、ReportSMDeliveryStatusを送
信する。ReporsSMDeliveryStatusの送信を省略する送信側事業者の場合は
SRIforSMのRP-PRI=trueを設定すること。
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(6) 受信側接続事業者のHLRはSRIforSM Ack送信時、MWD（Message Waiting Data）
を通知するため、InformSCを発信側接続事業者のSMSCへ送信する。

(7) SMSCにおける再送条件は国内接続事業者間で共有すること。
2.1.3　AlertSC
(1)　一時的にMSがSMSを受信できない状態（端末圏外やMSメモリ不足等）から復帰
したと想定される場合、受信側接続事業者のHLRは送信側接続事業者のSMSCに対
してSMS配信を促すAlertSCを送信する。
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3.　SMSサービス管理：Short message service management services
　信号の扱いについては、SMS相互接続に関連した網間を流れるMAP信号のみ記載し、
以降に詳細を示す。

3.1　MAPプロトコル仕様
　網間での適用オペレーション定義および、パラメータ定義を別表11-2 GSM-MAPプ
ロトコル仕様に示す。
　なお、パラメータ設定条件は国内接続事業者間で共有すること。当社のパラメー
タ設定条件は別表11-2 GSM-MAPプロトコル仕様を参照のこと。

3.1.1　Private Extension設定方法（ASN.1）
　Extension Container パラメータは、3GPP_TS29.002に準拠したASN.1表記に基づ
き設定する。Private Extensionを網間で規定する場合は事業者間での協議の上で
決定する。合意されていない値は受信側接続事業者で無視すること。

3.1.2　網間対応Application Context
　網間対応のApplication Context(AC)を表3.1.2-1に示す。また、着ユーザが海外
在圏の場合に、在圏交換機が下位ACバージョンしかサポートしていない場合は、着
信側接続事業者側にて海外網とACバージョンネゴシエーションを行うが、その場合
でも、国内接続事業者間には表3.1.2-1のACバージョンで信号を送出すること。海
外網とのACバージョンネゴシエーション時のエラーマッピングは、表3.2-1 「ACバ
ージョンネゴシエーション時のエラーマッピング」を参照のこと。

表3.1.2-1　ACバージョン対応表

AC Name AC Version Operations Used

shortMsgAlertContext v2 alertSC

shortMsgMT-RelayContext v3 MT_forwardSM

shortMsgGatewayContext v3 SRIforSM
ReportSMDeliveryStatus
InformSC

3.2　エラーマッピング
　網間のエラーマッピング一覧は、接続事業者間で共有すること。当社のエラーマ
ッピング一覧を表3.2-2に「MAPエラーマッピング一覧」、および、表3.2-3に「TP-
FCSエラー一覧」を示す。
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er
vi
ce
Ce
nt
re

-
3

　
　

　
　

（
未
使
用
）
un
kn
ow
nS
er
vi
ce
Ce
nt
re

-
3

　
　

　
（
未
使
用
）
sc
Co
ng
es
ti
on

-
4

　
　

　
　

（
未
使
用
）
sc
Co
ng
es
ti
on

-
4

　
　

　
（
未
使
用
）
in
va
li
dS
me
-A
dd
re
ss

-
5

　
　

　
　

（
未
使
用
）
in
va
li
dS
me
-A
dd
re
ss

-
5

　
　

　
（
未
使
用
）
 S
ub
sc
ri
be
rN
ot
Sc
Su
bs
cr
ib
er

-
6

　
　

　
　

（
未
使
用
）
 S
ub
sc
ri
be
rN
ot
Sc
Su
bs
cr
ib
er

-
6

　
　

di
ag
no
st
ic
In
fo

TP
DU
未
設
定

-
-

　
　

　
di
ag
no
st
ic
In
fo

TP
DU
未
設
定

-
-

　
Su
bs
cr
ib
er
 b
us
y 
fo
r 
MT
 S
MS

　
0x
1f

-
　

Su
bs
cr
ib
er
 b
us
y 
fo
r 
MT
 S
MS

　
0x
1f

-

　
Il
le
ga
l 
su
bs
cr
ib
er

　
0x
09

-
　

Il
le
ga
l 
su
bs
cr
ib
er

　
0x
09

-

　
Il
le
ga
l 
eq
ui
pm
en
t

　
0x
0c

-
　

Il
le
ga
l 
eq
ui
pm
en
t

　
0x
0c

-

　
Da
ta
 M
is
si
ng

　
0x
23

-
　

Da
ta
 M
is
si
ng

　
0x
23

-
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表
3.
2-
2　
MA
Pエ
ラ
ー
マ
ッ
ピ
ン
グ
一
覧

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
一
覧

Er
ro
r 
Co
de
 (
16
進
)

Er
ro
r 
Co
de
 (
10
進
)

De
sc
ri
pt
io
n

SM
 D
el
iv
er
y 
 F
ai
lu
re

ca
us
e

SM
 D
el
iv
er
y 
Fa
il
ur
e 
ca
us
e

De
sc
ri
pt
io
n

備
考
（
主
な
エ
ラ
ー
発
生
事
由
）

0x
01

1
Un
kn
ow
n 
Su
bs
cr
ib
er

-
-

着
契
約
者
、
着
加
入
者
SM
S拒
否
設
定
、
相
互
接
続
契
約
NG

0x
05

5
Un
id
en
ti
fi
ed
 S
ub
sc
ri
be
r

-
-

未
加
入
者

0x
06

6
Ab
se
nt
Su
bs
cr
ib
er
_S
M

-
-

圏
外
や
パ
ー
ジ
処
理
を
含
む
HL
Rで
の
位
置
情
報
な
し

0x
09

9
Il
le
ga
l 
Su
bs
cr
ib
er

-
-

認
証
NG
/S
MS
フ
ィ
ル
タ
ー

0x
0b

11
Te
le
se
rv
ic
e 
No
t 
Pr
ov
is
io
ne
d

-
-

指
定
さ
れ
た
着
加
入
者
が
SM
MT
未
契
約

0x
0c

12
Il
le
ga
lE
qu
ip
me
nt

-
-

IM
EI
チ
ェ
ッ
ク
NG

0x
0d

13
Ca
ll
 B
ar
re
d

-
-

指
定
さ
れ
た
着
加
入
者
が
通
話
停
止
な
ど

0x
1f

15
CU
G-
Re
je
ct

-
-

　

0x
15

21
Fa
ci
li
ty
 N
ot
 S
up
po
rt
ed

-
-

指
定
さ
れ
た
着
加
入
者
の
在
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
に
SM
S能
力
が
無
い

0x
1b

27
Ab
se
nt
 S
ub
sc
ri
be
r

-
-

　

0x
1f

31
Su
bs
cr
ib
er
 B
us
y 
Fo
r 
MT
 S
MS

-
-

SM
-M
T配
信
時
の
サ
ー
ビ
ス
競
合
等

0
Me
mo
ry
 C
ap
ac
it
y 
Ex
ce
ed
ed

端
末
が
メ
モ
リ
フ
ル

1
Eq
ui
pm
en
t 
Pr
ot
oc
ol
 E
rr
or

端
末
か
ら
の
NG
（
メ
モ
リ
フ
ル
以
外
）
受
信
時
、
端
末
か
ら
の
RP
-A
CK
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

2
Eq
ui
pm
en
t 
No
t 
SM
S 
Eq
ui
pp
ed

端
末
に
SM
S能
力
が
無
い
場
合

0x
20

32
SM
 D
el
iv
er
y 
Fa
il
ur
e

3
un
kn
ow
nS
er
vi
ce
Ce
nt
re
r

　

4
sc
-C
on
ge
st
io
n

　

5
in
va
li
dS
ME
-A
dd
re
ss

　

6
su
bs
cr
ib
er
No
tS
C-
Su
bs
cr
ib
er

　

0x
21

33
Me
ss
ag
e 
Wa
it
in
g 
Li
st
 F
ul
l

-
-

MW
Dリ
ス
ト
が
フ
ル
の
場
合

0x
22

34
Sy
st
em
 F
ai
lu
re

-
-

シ
ス
テ
ム
に
異
常
が
発
生

0x
23

35
Da
ta
 M
is
si
ng

-
-

パ
ラ
メ
ー
タ
不
足

0x
24

36
Un
ex
pe
ct
ed
 D
at
a 
Va
lu
e

-
-

パ
ラ
メ
ー
タ
異
常

上
記
以
外
の
エ
ラ
ー
コ
ー
ド

－

応
答
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
時

備
考
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表
3.
2-
3　
TP
-F
CS
エ
ラ
ー
一
覧

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
一
覧

Ca
us
e 
Co
de
(1
6進
)

Ca
us
e 
Co
de
(1
0進
)

De
sc
ri
pt
io
n

備
考
（
主
な
エ
ラ
ー
発
生
事
由
）

0x
00
 -
 7
F

0～
12
7

Re
se
rv
ed

　

0x
80
 -
 8
F

12
8～
14
3

TP
-P
ID
 e
rr
or
s

　

0x
80

12
8

Te
le
ma
ti
c 
in
te
rw
or
ki
ng
 n
ot
 s
up
po
rt
ed

　

0x
81

12
9

Sh
or
t 
me
ss
ag
e 
Ty
pe
 0
 n
ot
 s
up
po
rt
ed

SM
Sタ
イ
プ
0未
サ
ポ
ー
ト

0x
82

13
0

Ca
nn
ot
 r
ep
la
ce
 s
ho
rt
 m
es
sa
ge

SM
S入
れ
替
え
不
可

0x
83
 -
 8
E

13
1～
14
2

Re
se
rv
ed

　

0x
8F

14
3

Un
sp
ec
if
ie
d 
TP
-P
ID
 e
rr
or

TP
-P
ID
エ
ラ
ー

0x
90
 -
 9
F

14
4～
15
9

TP
-D
CS
 e
rr
or
s

　

0x
90

14
4

Da
ta
 c
od
in
g 
sc
he
me
 (
al
ph
ab
et
) 
no
t 
su
pp
or
te
d

　

0x
91

14
5

Me
ss
ag
e 
cl
as
s 
no
t 
su
pp
or
te
d

メ
ッ
セ
ー
ジ
ク
ラ
ス

未
サ
ポ
ー
ト

0x
92
 -
 9
E

14
6～
15
8

Re
se
rv
ed

　

0x
9F

15
9

Un
sp
ec
if
ie
d 
TP
-D
CS
 e
rr
or

未
定
義
TP
-D
CS
エ
ラ
ー

0x
A0
 -
 A
F

16
0～
17
5

TP
-C
om
ma
nd
 E
rr
or
s

　

0x
A0

16
0

Co
mm
an
d 
ca
nn
ot
 b
e 
ac
ti
on
ed

　

0x
A1

16
1

Co
mm
an
d 
un
su
pp
or
te
d

　

0x
A2
 -
 A
E

16
2～
17
4

Re
se
rv
ed

　

0x
AF

17
5

Un
sp
ec
if
ie
d 
TP
-C
om
ma
nd
 e
rr
or

　

0x
B0

17
6

TP
DU
 n
ot
 s
up
po
rt
ed

TP
DU
未
サ
ポ
ー
ト

0x
B1
 -
 B
F

17
7～
19
1

Re
se
rv
ed

　

0x
C0

19
2

SC
 b
us
y

　

0x
C1

19
3

No
 S
C 
su
bs
cr
ip
ti
on

　

0x
C2

19
4

SC
 s
ys
te
m 
fa
il
ur
e

　

0x
C3

19
5

In
va
li
d 
SM
E 
ad
dr
es
s

　

0x
C4

19
6

De
st
in
at
io
n 
SM
E 
ba
rr
ed

　

0x
C5

19
7

SM
 R
ej
ec
te
d-
Du
pl
ic
at
e 
SM

　

0x
C6

19
8

TP
-V
PF
 n
ot
 s
up
po
rt
ed

　

0x
C7

19
9

TP
-V
P 
no
t 
su
pp
or
te
d

　

0x
C8
 -
 C
F

20
0～
20
7

Re
se
rv
ed

　

0x
D0

20
8

(U
)S
IM
 S
MS
 s
to
ra
ge
 f
ul
l

SI
M　
SM
S記
憶
フ
ル

0x
D1

20
9

No
 S
MS
 s
to
ra
ge
 c
ap
ab
il
it
y 
in
 (
U)
SI
M

SI
M　
SM
S記
憶
容
量
な
し

0x
D2

21
0

Er
ro
r 
in
 M
S

MS
エ
ラ
ー

0x
D3

21
1

Me
mo
ry
 C
ap
ac
it
y 
Ex
ce
ed
ed

メ
モ
リ
容
量
の
超
過

0x
D4

21
2

(U
)S
IM
AP
pl
ic
at
io
n 
To
ol
ki
t 
Bu
sy

SI
Mア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
ビ
ジ
ー
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0x
D5

21
3

(U
)S
IM
 d
at
a 
do
wn
lo
ad
 e
rr
or

SI
Mデ
ー
タ
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
エ
ラ
ー

0x
D6
 -
 D
F

21
4～
22
3

Re
se
rv
ed

　

0x
E0

22
4

Va
lu
es
 s
pe
ci
fi
c 
to
 a
n 
ap
pl
ic
at
io
n

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

固
有
の
値

0x
E1
 -
 F
D

22
5～
25
3

Va
lu
es
 s
pe
ci
fi
c 
to
 a
n 
ap
pl
ic
at
io
n

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

固
有
の
値

0x
FE

25
4

Va
lu
es
 s
pe
ci
fi
c 
to
 a
n 
ap
pl
ic
at
io
n

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

固
有
の
値

0x
FF

25
5

Un
sp
ec
if
ie
d 
er
ro
r 
ca
us
e

未
定
義
エ
ラ
ー
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1.
　
は
じ
め
に

　
本
別
表
11
－
２
は
、
網
間
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
定
義
お
よ
び
パ
ラ
メ
ー
タ
定
義
を
示
す
。
ま
た
当
社
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件
も
記
載
す
る
。

1.
1　
適
用
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
一
覧

　
本
仕
様
書
の
「
技
術
的
接
続
条
件
集
 別
表
11
－
１
　
1.
2.
4項
に
記
載
し
た
国
内
他
接
続
事
業
者
網
-当
社
網
間
で
適
用
さ
れ
る
GS
M-
MA
Pオ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
表
に
列
挙
し
て
い
る
。

表
1.
1-
1　
適
用
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
一
覧

MA
P 
Se
rv
ic
e名

Di
re
ct
io
n

Op
er
at
io
n 
Co
de

Sh
or
t 
me
ss
ag
e 
se
rv
ic
e 
ma
na
ge
me
nt
 s
er
vi
ce
s

MA
P-
SE
ND
-R
OU
TI
NG
-I
NF
O-
FO
R-
SM

GM
SC
 ←
→
 H
LR

45

MA
P-
RE
PO
RT
-S
M-
DE
LI
VE
RY
-S
TA
TU
S

GM
SC
 ←
→
 H
LR

47

MA
P-
MT
-F
OR
WA
RD
-S
HO
RT
-M
ES
SA
GE

GM
SC
 ←
→
 M
SC
/S
GS
N

44

MA
P-
AL
ER
T-
SE
RV
IC
E-
CE
NT
RE

HL
R 
←
→
 I
W-
MS
C

64

MA
P-
IN
FO
RM
-S
ER
VI
CE
-C
EN
TR
E

HL
R 
←
→
 G
MS
C

63
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2.
　
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

2.
1　
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件
表
の
表
記
方
法

　
本
仕
様
書
の
「
技
術
的
条
件
集
　
別
表
11
－
１
　
1.
2.
4項
の
適
用
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件
表
を
記
述
し
て
い
る
。

　
本
表
で
は
、
当
社
網
で
の
設
定
条
件
を
明
確
化
し
、
以
下
の
表
記
方
法
に
従
っ
て
い
る
。

表
11
-2
-2
.1
-1
　
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件
（
凡
例
）

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
2D

Se
nd
_R
ou
ti
ng
_I
nf
o_
Fo
r_
SM

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

M
0x
30

固
定

：

設
定
条
件
の

具
体
的
内
容
説
明
を
記
述

プ
ロ
ト
コ
ル
規
定
の
必
須
/オ
プ
シ
ョ
ン
を
記
述

M：
必
須
、
O：
オ
プ
シ
ョ
ン

プ
ロ
ト
コ
ル
規
定
の
サ
イ
ズ
を

記
述
。

国
内
接
続
事
業
者
間
で
使
用
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
列
挙
。
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2.
1.
1　
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 I
nf
o 
Fo
r 
SM
(v
er
si
on
3)
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

表
2.
1.
1-
1　
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 I
nf
o 
Fo
r 
SM
(v
er
si
on
3)

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
2D

Se
nd
_R
ou
ti
ng
_I
nf
o_
Fo
r_
SM

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

M
可
変

  
MS
IS
DN
 T
ag

1o
ct

0x
80

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
07

国
内
の
MS
IS
DN
長
は
固
定
の
た
め

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
(b
it
)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
ad
dr
es
s

8o
ct

M

81
A0
CD
EF
GH
JK

ま
た
は

81
20
0D
EF
GH
JK
LM
N

81
か
ら
始
ま
る
最
大
15
桁
の
電
話
番
号
（
着
MS
IS
DN
）

  
sm
-R
P-
PR
I 
Ta
g

1o
ct

0x
81

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

固
定

  
  
Bo
ol
ea
n

1o
ct

M

送
信
設
備
依
存

0:
Fa
ls
e 
1:
Tr
ue

  
Se
rv
ic
eC
en
tr
eA
dd
re
ss
 T
ag

1o
ct

0x
82

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

可
変

ad
dr
es
s長
に
依
存

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
Ad
dr
es
s

M

81
A0
CD
E･
･･
･･
･

81
か
ら
始
ま
る
12
～
15
 桁
の
SC
ノ
ー
ド
番
号
（
送
信
事
業
者
SM
SC
ad
dr
es
s依
存
）
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gp
rs
Su
pp
or
tI
nd
ic
at
or

1o
ct

0x
87

当
社
信
号
送
信
時
：
設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
使
用

  
 l
en
gt
h

1o
ct

O
0x
00

  
sm
-R
P-
MT
I 
Ta
g

1o
ct

0x
88

当
社
信
号
送
信
時
：
設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
使
用

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

固
定

  
  
IN
TE
GE
R

1o
ct

O

送
信
設
備
依
存

0:
 S
MS
 D
el
iv
er
y

  
sm
-R
P-
SM
EA
 T
ag

1o
ct

0x
89

当
社
信
号
送
信
時
：
 設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
 使
用

  
 l
en
gt
h

1o
ct

可
変

  
  
Ad
dr
es
s 
Le
ng
th

4b
it

00
01
(b
it
)

  
  
ty
pe
-o
f-
ad
dr
es
s

3b
it

00
1(
bi
t)

  
  
Ex
t

1b
it

1(
bi
t)

  
  
Ad
dr
es
s

0～
15
oc
t

O

81
A0
CD
EF
GH
JK

ま
た
は

81
20
0D
EF
GH
JK
LM
N

発
MS
IS
DN
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表
2.
1.
1-
2　
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 I
nf
o 
Fo
r 
SM
 A
ck
(v
er
si
on
3)

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
eT
ag

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 L
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
2D

Se
nd
_R
ou
ti
ng
_I
nf
o_
Fo
r_
SM

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

M
可
変

  
IM
SI
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

可
変

IM
SI
長
に
依
存

  
  
IM
SI

3～
8o
ct

M

44
0x
x･
･･
･/
44
1x
x･
･･
･
44
0/
44
1で
始
ま
る
IM
SI
番
号

  
lo
ca
ti
on
In
fo
Wi
th
LM
SI

1o
ct

0ｘ
A0

固
定

  
 l
en
gt
h

M
可
変

  
  
ne
tw
or
kN
od
e-
Nu
mb
er
 T
ag

1o
ct

0x
81

  
  
 l
en
gt
h

可
変

MS
C 
ad
dr
es
s長
に
依
存

  
  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
de
nt
if
ic
at
io
n

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
  
ex
t

1b
ii
t

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
  
Ad
dr
es
s

M

可
変

SG
SN
/M
SC
 a
dd
re
ss
に
依
存

  
  
lm
si
 T
ag

1o
ct

0x
04

受
信
事
業
者
に
依
存
し
て
付
与

  
  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
04

LM
SI
長

  
  
 l
ms
i

4o
ct

O

可
変

LM
SI

  
  
gp
rs
No
de
In
di
ca
to
r

1o
ct

0x
85

当
社
信
号
送
信
時
：
設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
使
用

  
  
 l
en
gt
h

1o
ct

O
0x
00
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表
2.
1.
1-
3　
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 I
nf
o 
Fo
r 
SM
 N
ac
k(
ve
rs
io
n3
)

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Er
ro
r 
Co
de
 T
ag

1o
ct

0x
02

固
定
　
※
Er
ro
rパ
ラ
メ
ー
タ
の
詳
細
は
標
準
準
拠
と
し
記
載
は
省
略
す
る
。

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Er
ro
r 
Co
de

1o
ct

M

可
変

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
依
存
（
エ
ラ
ー
に
よ
り
付
加
情
報
を
付
与
）
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2.
1.
2　
Re
po
rt
 S
M 
De
li
ve
ry
 S
ta
tu
sパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

表
2.
1.
2-
1　
Re
po
rt
 S
M 
De
li
ve
ry
 S
ta
tu
sパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
2F

Re
po
rt
SM
_D
el
iv
er
y_
St
at
us

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

M
可
変

  
MS
IS
DN
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
07

国
内
の
MS
IS
DN
長
は
固
定
の
た
め

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
ad
dr
es
s

8o
ct

M

81
A0
CD
EF
GH
JK

ま
た
は

81
20
0D
EF
GH
JK
LM
N

81
か
ら
始
ま
る
最
大
15
桁
の
電
話
番
号
（
着
MS
IS
DN
）

  
Se
rv
ic
eC
en
tr
eA
dd
re
ss
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

可
変

ad
dr
es
s長
に
依
存

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
Ad
dr
es
s

M

81
A0
CD
E･
･･
･･
･

81
か
ら
始
ま
る
12
～
15
 桁
の
SC
ノ
ー
ド
番
号
（
送
信
事
業
者
SM
SC
ad
dr
es
s依
存
）

  
sm
-D
el
iv
er
yO
ut
co
me
 T
ag

1o
ct

0x
0A

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

固
定

  
  
sm
-D
el
iv
er
yO
ut
co
me

1o
ct

M

0x
00
/0
x0
1/
0x
02

me
mo
ry
Ca
pa
ci
ty
Ex
ce
ed
ed
(0
)/
ab
se
nt
Su
bs
cr
ib
er
(1
)/
su
cc
es
sf
ul
Tr
an
sf
er
(2
)

  
Ab
se
nt
Su
bs
cr
ib
er
Di
ag
no
st
ic
 S
M 
ta
g

1o
ct

0x
80

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
  
va
ul
e

1o
ct

O
0x
00
～
0x
FF
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gp
rs
Su
pp
or
tI
nd
ic
at
or
 t
ag

1o
ct

0x
82

当
社
信
号
送
信
時
：
 設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
 使
用

  
  
le
ng
th

1o
ct

O
0x
00

  
de
li
ve
ry
Ou
tc
om
eI
nd
ic
at
or
 t
ag

1o
ct

0x
83

当
社
信
号
送
信
時
：
 設
定
契
機
有
り

当
社
信
号
受
信
時
：
　
使
用

  
 l
en
gt
h

1o
c

O
0x
00

  
ad
di
ti
on
al
SM
-

  
De
li
ve
ry
Ou
tc
om
e 
Ta
g

1o
ct

0x
84

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

固
定

  
ad
di
ti
on
al
SM
-D
el
iv
er
yO
ut
co
me

1o
ct

O

0x
00
/0
x0
1/
0x
02

me
mo
ry
Ca
pa
ci
ty
Ex
ce
ed
ed
(0
)/
ab
se
nt
Su
bs
cr
ib
er
(1
)/
su
cc
es
sf
ul
Tr
an
sf
er
(2

)
  
ad
di
ti
on
al
Ab
se
nt
Su
bs
cr
ib
er

  
Di
ag
no
st
ic
SM
 t
ag

1o
ct

0x
85

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
  
va
ul
e

1o
ct

O

0x
00
～
0x
FF

表
2.
1.
2-
2　
Re
po
rt
 S
M 
De
li
ve
ry
 S
ta
tu
s 
Ac
kパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

表
2.
1.
2-
3　
Re
po
rt
 S
M 
De
li
ve
ry
 S
ta
tu
s 
Na
ck
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Er
ro
r 
Co
de
 T
ag

1o
ct

0x
02

固
定
　
※
Er
ro
rパ
ラ
メ
ー
タ
の
詳
細
は
標
準
準
拠
と
し
記
載
は
省
略
す
る
。

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Er
ro
r 
Co
de

1o
ct

M

可
変

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
依
存
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2.
1.
3　
Al
er
t 
Se
rv
ic
e 
Ce
nt
re
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

表
2.
1.
3-
1　
Al
er
t 
Se
rv
ic
e 
Ce
nt
re
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

  
le
ng
th

1o
ct

0x
01

  
 O
pe
ra
ti
on
Co
de

1o
ct

M

0x
40

Al
er
t_
SC

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

1o
ct

M

  
MS
IS
DN
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
07

国
内
の
MS
IS
DN
長
は
固
定
の
た
め

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
ad
dr
es
s

8o
ct

M

81
A0
CD
EF
GH
JK

ま
た
は

81
20
0D
EF
GH
JK
LM
N

81
か
ら
始
ま
る
最
大
15
桁
の
電
話
番
号
（
着
MS
IS
DN
）

  
Se
rv
ic
eC
en
tr
eA
dd
re
ss
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

可
変

ad
dr
es
s長
に
依
存

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
nd
ic
at
or

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4 
(0
x0
1)

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er
(0
x0
1)

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
Ad
dr
es
s

M

81
A0
CD
E･
･･
･･
･

81
か
ら
始
ま
る
12
～
15
桁
の
SC
ノ
ー
ド
番
号
（
送
信
事
業
者
SM
SC
ad
dr
es
s依
存
、

RS
DS
：
SC
Ad
dr
es
sか
ら
引
継
ぎ
）
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表
2.
1.
3-
2　
Al
er
t 
Se
rv
ic
e 
Ce
nt
re
 A
ck
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
 I
nv
ok
e 
ID

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

表
2.
1.
3-
3　
Al
er
t 
Se
rv
ic
e 
Ce
nt
re
 N
ac
kパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Er
ro
r 
Co
de
 T
ag

1o
ct

0x
02

固
定
　
※
Er
ro
rパ
ラ
メ
ー
タ
の
詳
細
は
標
準
準
拠
と
し
記
載
は
省
略
す
る
。

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Er
ro
r 
Co
de

1o
ct

M

可
変

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
依
存



技
別
11
－
2 －

11

技別11－2－11

2.
1.
4　
In
fo
rm
 S
er
vi
ce
 C
en
tr
e(
ve
rs
io
n3
)（
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 i
nf
o 
Fo
r 
SM
 A
ck
と
マ
ル
チ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
）
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

表
2.
1.
4-
1　
In
fo
rm
 S
er
vi
ce
 C
en
tr
e(
ve
rs
io
n3
)

（
Se
nd
 R
ou
ti
ng
 I
nf
o 
Fo
r 
SM
 A
ck
と
マ
ル
チ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
）
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
3F

In
fo
rm
SC

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
ht

M
可
変

  
MS
IS
DN
 T
ag

1o
ct

0x
04

固
定

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
07

国
内
の
MS
IS
DN
長
は
固
定
の
た
め

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
de
nt
if
ic
at
io
n

4b
it

00
01
（
bi
t)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1（
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
Ad
dr
es
s

8o
ct

O

81
A0
CD
EF
GH
JK

ま
た
は

81
20
0D
EF
GH
JK
LM
N

81
か
ら
始
ま
る
最
大
15
桁
の
電
話
番
号
（
着
MS
IS
DN
）

  
mw
-S
ta
tu
s 
Ta
g

1o
ct

0x
03

  
 l
en
gt
h

1o
cｔ

可
変

  
  
un
us
ed
 b
it

1o
ct

　
未
使
用
bi
t 
4b
it

  
  
sc
-a
dd
re
ss
No
tI
nc
lu
de
d,

bi
t 
7

0/
1（
bi
t）

0:
Fa
ls
e 
1:
Tr
ue

  
  
mn
rf
-S
et
,

bi
t 
6

0/
1（
bi
t）

0:
Fa
ls
e 
1:
Tr
ue

  
  
mc
ef
-S
et
,

bi
t 
5

0/
1（
bi
t）

0:
Fa
ls
e 
1:
Tr
ue

  
  
mn
rg
-S
et
,

bi
t 
4

O

0/
1（
bi
t）

0:
Fa
ls
e 
1:
Tr
ue
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2.
1.
5　
MT
 F
or
wa
rd
 S
Mパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

表
2.
1.
5-
1　
MT
 F
or
wa
rd
 S
Mパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

　

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

M

0x
2C

mt
-F
or
wa
rd
SM

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

1o
ct

M
　

  
SM
-R
P-
DA
 T
ag

1o
ct

0x
80

IM
SI
の
場
合

 注
) 
IM
SI
も
し
く
は
LM
SI
の
い
ず
れ
か
一
方

M
0x
81

LM
SI
の
場
合

  
 l
en
gt
h(
IM
SI
の
場
合
)

1o
ct

可
変

  
  
IM
SI

M
44
0x
x･
･･
/4
41
xx
･･
･･

44
0/
44
1で
始
ま
る
IM
SI
番
号

  
 l
en
gt
h(
LM
SI
の
場
合
)

1o
ct

0x
04

  
  
LM
SI

M
受
信
設
備
依
存

LM
SI
 

  
SM
-R
P-
OA

1o
ct

0x
84

SC
ア
ド
レ
ス
の
場
合

  
 l
en
gt
h

  
 (
se
rv
ic
eC
en
tr
eA
dd
re
ss
OA
の
場
合
)

可
変

ad
dr
es
s長
に
依
存

  
  
nu
mb
er
in
g 
pl
an
 i
de
nt
if
ic
at
io
n

4b
it

00
01
(b
it
)

E.
16
4

  
  
ty
pe
 o
f 
nu
mb
er

3b
it

00
1(
bi
t)

In
te
rn
at
io
na
l 
Nu
mb
er

  
  
Ex
t

1b
it

1（
bi
t)

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
Ad
dr
es
s

M

81
A0
CD
E･
･･
･･
･

81
か
ら
始
ま
る
12
～
15
 桁
の
SC
ノ
ー
ド
番
号
（
送
信
事
業
者
SM
SC
ad
dr
es
s依
存
）

  
SM
-R
P-
UI
 T
ag

1o
ct

0x
04

SM
S-
De
li
ve
r

  
 l
en
gt
h

1o
ct

M
可
変

デ
ー
タ
長
に
依
存

  
  
TP
-M
TI

  
  
(T
P-
Me
ss
ag
eT
yp
eI
nd
ic
at
or
)

bi
t0
～
1

M
00
（
bi
t)

SM
S-
De
li
ve
r
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TP
-M
MS

  
  
(T
P-
Mo
re
-M
es
sa
ge
-t
o-
Se
nd
)

bi
t2

M
1 
or
 0
（
bi
t)

1=
後
続
Ms
gな
し
、
0=
後
続
Ms
gあ
り

  
  
sp
ar
e

bi
t3
～
4

-
　

  
  
TP
-S
RI

  
  
(T
P-
St
at
us
-R
ep
or
t-
In
di
ca
ti
on
)

bi
t5

O
1 
or
 0
（
bi
t)

発
信
者
操
作
に
依
存

  
  
TP
-U
DH
I

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
He
ad
er
-I
nd
ic
at
or
)

bi
t6

O
1 
or
 0
（
bi
t)

0：
TP
-U
Dに
ヘ
ッ
ダ
な
し
、
1=
TP
-U
Dに
ヘ
ッ
ダ
あ
り

  
  
TP
-R
P(
TP
-R
ep
ly
-P
at
h)

bi
t7

M
0（
bi
t)

0の
み
許
容

  
  
TP
-O
A

  
  
(T
P-
Or
ig
na
ti
ng
-A
dd
re
ss
)

　

  
  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
0B

固
定

  
  
  
 n
um
be
ri
ng
 p
la
n 
id
en
ti
fi
ca
ti
on

4b
it

00
00
 o
r 
00
01
（
bi
t）
Un
kn
ow
n 
or
  
E.
16
4

  
  
  
 t
yp
e 
of
 n
um
be
r

3b
it

0（
bi
t）

Un
kn
ow
n

  
  
  
 E
xt

1b
it

1（
bi
t）

No
 E
xt
en
ti
on

  
  
  
 A
dd
re
ss

1～
14
oc
t

M

0A
0C
DE
FG
HI
J

ま
た
は

02
00
DE
FG
HJ
KL
MN

0A
0、
ま
た
は
02
00
か
ら
始
ま
る
最
大
14
桁
の
電
話
番
号
（
発
信
者
ad
dr
es
s）

  
  
TP
-P
ID

  
  
(T
P-
Pr
ot
oc
ol
-I
de
nt
if
er
)

1o
ct

M
0x
00

0の
み
許
容

bi
t7
～
6

00
（
bi
t）

Ge
ne
ra
l 
Da
ta
 C
od
in
g

  
  
TP
-D
CS

  
  
(T
P-
Da
ta
-C
od
in
g-
Sc
he
me
)

bi
t5

0（
bi
t）

非
圧
縮
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

  
bi
t4

0（
bi
t）

0：
No
 M
es
sa
ge
 C
la
ss

  
bi
t3
～
2

00
 o
r 
10
（
bi
t）

GS
M 
7 
bi
t 
de
fa
ul
t 
al
ph
ab
et
 /
 U
SC
2

  
bi
t1
～
0

M

00
 ～
 1
1（
bi
t）

Me
ss
ag
e 
Cl
as
s：
Cl
as
s 
0

  
  
TP
-S
CT
S

  
  
(T
P-
Se
rv
ic
e-
Ce
nt
re
-T
im
e-
St
am
p)

7o
ct

M
可
変

JS
T 
+（
GM
T 
+9
）
形
式
　
※
値
は
送
信
側
設
備
で
の
受
信
日
時

  
  
TP
-U
DL

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
Le
ng
th
)

整
数

M
可
変

ユ
ー
ザ
デ
ー
タ
に
依
存

  
  
TP
-U
D(
TP
-U
se
r-
Da
ta
)

TP
-D
CS
依
存

O
可
変

発
信
者
操
作
に
依
存
（
最
大
14
0o
ct
et
sま
で
）

  
  
TP
-U
DH
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
He
ad
er
)

O
相
互
接
続
の
連
結
SM
Sの
場
合
、
設
定
す
る
（
IE
I=
0x
00
の
み
許
容
）

  
  
  
 U
DH
L

1-
Oc
t

O
0x
05

UD
Hフ
ィ
ー
ル
ド
内
の
Oc
te
t数

  
  
  
 I
EI

1-
Oc
t

O
0x
00

連
結
：
8ビ
ッ
ト
整
理
番
号

  
  
  
 I
ED
L

1-
Oc
t

O
0x
03

IE
Dフ
ィ
ー
ル
ド
内
の
Oc
te
t数

  
  
  
 I
ED

1-
Oc
t

O
0x
00
～
0x
FF

8ビ
ッ
ト
連
結
整
理
番
号

1-
Oc
t

O
0x
02
～
0x
0A

最
大
SM
番
号
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1-
Oc
t

O
0x
01
～
0x
0A

シ
ー
ケ
ン
ス
番
号

  
Mo
re
Me
ss
ag
eT
oS
en
d 
ta
g

1o
ct

0x
05

  
  
le
ng
th

O
0x
00

表
2.
1.
5-
2　
MT
 F
or
wa
rd
 S
M 
Ac
kパ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

  
le
ng
th

1o
ct

0x
01

  
 I
nv
ok
e 
ID

1o
ct

M
可
変

起
動
ID

Op
er
at
io
nC
od
e 
Ta
g

1o
ct

0x
02

ロ
ー
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Op
er
at
io
nC
od
e

1o
ct

O
0x
2C

mt
-F
or
wa
rd
SM

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

1o
ct

O
可
変

  
SM
-R
P-
UI
 T
ag

1o
ct

0x
04

  
 l
en
gt
h

1o
ct

M
可
変

  
  
TP
-M
TI

  
  
(T
P-
Me
ss
ag
eT
yp
eI
nd
ic
at
or
)

2b
it

M
00
（
bi
t）

SM
S-
De
li
ve
r-
Re
po
rt

  
  
TP
-U
DH
I

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
He
ad
er
-I
nd
ic
at
or
)

1b
it

O
0（
bi
t）

TP
-U
DH
な
し

  
  
TP
-P
I

  
  
(T
P-
Pa
ra
me
te
r-
In
di
ca
to
r)

1o
ct

M
0x
00
～
0x
07

  
  
TP
-P
ID

  
  
(T
P-
Pr
ot
oc
ol
-I
de
nt
if
er
)

1o
ct

O
0x
00

bi
t7
～
6

00
（
bi
t）

Ge
ne
ra
l 
Da
ta
 C
od
in
g

  
  
TP
-D
CS

  
  
(T
P-
Da
ta
-C
od
in
g-
Sc
he
me
)

bi
t5

0（
bi
t）

非
圧
縮
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

  
bi
t4

0 
or
 1
（
bi
t）

In
cl
ud
e 
cl
as
s（
許
容
す
る
)

  
bi
t3
～
2

00
 o
r 
10
（
bi
t）

GS
M 
7 
bi
t 
de
fa
ul
t 
al
ph
ab
et
 /
 U
SC
2

  
bi
t1
～
0

O

00
 ～
 1
1（
bi
t）

Me
ss
ag
e 
Cl
as
sに
依
存
（
許
容
す
る
）

  
  
TP
-U
DL

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
Le
ng
th
)

整
数

O
可
変

  
  
TP
-U
D(
TP
-U
se
r-
Da
ta
)

TP
-D
CS
依
存

O
可
変
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表
2.
1.
5-
3　
MT
 F
or
wa
rd
 S
M 
Na
ck
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
条
件

パ
ラ
メ
ー
タ
名

LE
NG
TH

M/
O

設
定
値

補
足

In
vo
ke
 I
D 
Ta
g

1o
ct

0x
02

起
動
ID
タ
グ

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
In
vo
ke
 I
D

1o
ct

M

可
変

起
動
ID

Er
ro
r 
Co
de
 T
ag

1o
ct

0x
02

固
定
　
※
Er
ro
rパ
ラ
メ
ー
タ
の
詳
細
は
標
準
準
拠
の
た
め
省
略

 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
Er
ro
r 
Co
de

1o
ct

M

可
変

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
依
存

Pa
ra
me
te
r 
Se
qu
en
ce
 T
ag

1o
ct

0x
30

固
定

 l
en
gt
h

1o
ct

M
可
変

  
sm
-E
nu
me
ra
te
dD
el
iv
er
yF
ai
lu
re
Ca
us
e

1o
ct

0x
0A

Us
er
Er
ro
rが
SM
-D
el
iv
er
yF
ai
lu
re
の
場
合
の
み

  
 l
en
gt
h

1o
ct

0x
01

  
  
SM
-D
el
iv
er
yF
ai
lu
re
Ca
us
e 
Va
lu
e

1o
ct

O

可
変

SM
-D
el
iv
er
yF
ai
lu
re
Ca
us
eに
依
存

  
di
ag
no
st
ic
In
fo

1o
ct

0x
04

Us
er
Er
ro
rが
SM
-D
el
iv
er
yF
ai
lu
re
の
場
合
の
み

  
 l
en
gt
h

1o
ct

M
可
変

  
  
TP
-M
TI

  
  
(T
P-
Me
ss
ag
eT
yp
eI
nd
ic
at
or
)

2b
it

M
00
（
bi
t）

SM
S-
De
li
ve
r-
Re
po
rt

  
  
TP
-U
DH
I

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
He
ad
er
-I
nd
ic
at
or
)

1b
it

O
0（
bi
t）

TP
-U
DH
な
し

  
  
TP
-F
CS
(T
P-
Fa
il
ue
r-
Ca
us
e)

整
数

M
0x
00
～
0x
FF

  
  
TP
-P
I

  
  
(T
P-
Pa
ra
me
te
r-
In
di
ca
to
r)

1o
ct

M
0x
00
～
0x
07

　

  
  
TP
-P
ID

  
  
(T
P-
Pr
ot
oc
ol
-I
de
nt
if
er
)

1o
ct

O
0x
00

　

bi
t7
～
6

00
（
bi
t）

Ge
ne
ra
l 
Da
ta
 C
od
in
g

  
  
TP
-D
CS

  
  
(T
P-
Da
ta
-C
od
in
g-
Sc
he
me
)

bi
t5

0（
bi
t）

非
圧
縮
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

  
bi
t4

0 
or
 1
（
bi
t）

In
cl
ud
e 
cl
as
s（
許
容
す
る
)

  
bi
t3
～
2

00
 o
r 
10
（
bi
t）

GS
M 
7 
bi
t 
de
fa
ul
t 
al
ph
ab
et
 /
 U
SC
2

  
bi
t1
～
0

O

00
 ～
 1
1（
bi
t）

Me
ss
ag
e 
Cl
as
sに
依
存
（
許
容
す
る
）

  
  
TP
-U
DL

  
  
(T
P-
Us
er
-D
at
a-
Le
ng
th
)

整
数

O
可
変

  
  
TP
-U
D(
TP
-U
se
r-
Da
ta
)

TP
-D
CS
依
存

O
可
変
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技別 11－3－1 

ＳＭＳシーケンス番号一覧 
 

番号 発ユーザ在圏 着ユーザ在圏 種別 ページ 

1 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 SM-MO/SM-MT基本 技別11-3-02

2 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 SM-MT SMS再配信 技別11-3-03

3 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 SM-MT 準正常 技別11-3-04

4 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 SM-MT 複数メッセージ送信 技別11-3-05

5 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 SM-MT InformSC送信 技別11-3-06

6 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 

SM-MT TCAPハンドシェイク発

生 
技別11-3-07

7 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
着ユーザ網 

SM-MT More Message to Send

発生 
技別11-3-08

8 

着ユーザ網また

は海外事業者網 着ユーザ網 

SM-MT 着ユーザが他社番号管

理でさらに他社にポートアウ

ト時 

技別11-3-09

9 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
海外事業者 

SM-MT TCAP Handshake発生無

し 
技別11-3-10

10 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
海外事業者 SM-MT TCAP Handshake発生 技別11-3-11

11 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
海外事業者 

SM-MT More Message to Send

が発生 
技別11-3-12

12 
着ユーザ網また

は海外事業者網 
海外事業者 

SM-MT ACVersionネゴシエー

ションV3→V1 成功 
技別11-3-13

13 

着ユーザ網また

は海外事業者網 海外事業者 

SM-MT ACVersionネゴシエー

シ ョ ン V3 → V2 成 功 、 TCAP 

Handshake発生 

技別11-3-14

14 

着ユーザ網また

は海外事業者網 海外事業者 

SM-MT ACVersionネゴシエー

シ ョ ン V3 → V2 成 功 、 More 

Message to Send発生 

技別11-3-15

15 

着ユーザ網また

は海外事業者網 海外事業者 

SM-MT ACVersionネゴシエー

ションV3→V2 1通目失敗、More 

Message to Send発生 

技別11-3-16

16 

着ユーザ網また

は海外事業者網 海外事業者 

SM-MT ACVersionネゴシエー

ションV3→V2 2通目失敗、More 

Message to Send発生 

技別11-3-17

17 
着ユーザ網また

は海外事業者網 

着ユーザ網また

は海外事業者網
番号解決 技別11-3-18

18 
着ユーザ網また

は海外事業者網 

着ユーザ網また

は海外事業者網
Alert手順 成功 技別11-3-19

19 
着ユーザ網また

は海外事業者網 

着ユーザ網また

は海外事業者網
Alert手順 失敗 技別11-3-20



技別 11－3－2 

図１ SM-MO/SM-MT基本 

MSC/SGSN SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

MO_ForwardSM 

SRIforSM 

MO_ForwardSM_Nack 

送信 

無効判定 

MO_ForwardSM_Ack 

有効判定 

SMS-Deliver_Ack 

SRIforSM_Ack 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Ack 

SRIforSM 

精算ログ 

受信

配信成功 

ケース SMS-Deliver 

SRIforSM 

POI 

SRIforSM Permanentエラー 

SRIforSM_Ack 

SRIforSM_Nack(Permanent エラー)<+InformSC> 

SRIforSM_Nack(Temporary エラー) <+InformSC> 

SRIforSM Temporaryエラー 

TC-Abort 
TC-Abort 

タイムアウ

T.O 検出 

※SM-MO 処理は SRIforSM 送出時のシーケンスを記載。SM-MO 処理で SRIforSM の省略は可能。 

精算ログ

SRIforSM 

以下、SM-MT処理 

SRIforSM 
SRIforSM 

以下、SM-MO処理 



技別 11－3－3 

図２ SM-MT SMS再配信 

 

MSC/SGSN SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

SRIforSM 

ReportSMDeliveryStatus (sm-DeliveryOutcome = 0 or 1) 

AlertSC 

ReadyforSM 

SRIforSM_Ack 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Nack 

mw-status = on 
ReportSMDeliveryStatus_Ack 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack (Nack) / InformSC

AlertSC_Ack 

ReadyforSM_Ack 

ReportSMDeliveryStatus (sm-DeliveryOutcome = 2) 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

配信失敗 

ケース 

タイマによる 

再配信 

Alert 処理 

※ 配信成功時の ReportSMDeliverStatus の送出は、送信側事業者の仕様に依存する。 

送出しない場合、送信側事業者は SRIforSM の、RP-PRI=True を用いること 

※ HLR における mw-status flag は、以下の条件で off にする。 

① AlertSC_Ack を受領 

② 配信成功時の ReportSMDeliverStatus を受領 

③ HLR による mw-status flag の Purge 処理 

mw-status = off 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Nack 

配信成功ケース （SRIforSM 送信処理以降省略） 

SRIforSM 

SRIforSM 

配信成功後 

ReportSM 

DeliveryStatus 

シーケンス 

POI 

※ シーケンスは RP-PRI = false の場合の挙動 

（true の場合は、InformSC を受信しても MT_ForwardSM を送出する） 

配信成功ケース （MT_ForwardSM 処理以降省略） 

 



技別 11－3－4 

図３ SM-MT 準正常 

 

MSC/SGSN SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

POI 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack（再送ありエラー） 

再送 

SM-MT 処理シーケンスは省略 

SRIforSM_Ack（再送なしエラー） 

破棄 

SRIforSM（Nack/タイムアウト）② ： Permanent エラー 

SRIforSM Nack／タイムアウト①：Temporary エラー 

TC-ABORT 

再送 

SM-MT 処理シーケンスは省略 

SRIforSM TC-ABORT／タイムアウト 

SRIforSM_Ack 

MT_ForwardSM 
SMS-Deliver 

SMS-Deliver Nack 
MT_ForwardSM_Nack （再送ありエラー） 

再送 ※SMSC で T.O 検出 の場合も 

 同様の処理となる。 

SM-MT 処理シーケンスは省略 

MTforwardSM（Nack/タイムアウト）① ： Temporary または、タイムアウト 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Nack （再送なしエラー） 

破棄 

MT_ForwardSM Nack／タイムアウト②：Permanent エラー 

 



技別 11－3－5 

図４ SM-MT 複数メッセージ送信 

MSC/SGSN SMSC HLR 

MSC/SGSN 

着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

POI 

SRIforSM 

SRIforSM_Ack 

TC-END (MT_ForwardSM_Nack) （再送なしエラー） 

MTforwardSM（Nack/タイムアウト）：More Message to Send 1Msg 目が Permanent エラー

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Nack 

SRIforSM 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。※1 通目 

SM-MT 処理シーケンス（MTforSM（Nack/タイムアウト）に準じる 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。※2 通目 

TC-BEGIN (MT_ForwardSM（MMS = ON） ) ※1 通目の配信 

破棄 

SM-MT 処理シーケンス（2 通目の再送）は省略 

※ 2通目の配信タイミングは、以下のパターンが考えられるが、事業者の仕様に依存する。 

  （1）1 通目の MT_ForwardSM_Nack 受信直後 

  （2）次回の配信契機 

MTforwardSM（Nack/タイムアウト）：More Message to Send 2Msg 目が Permanent エラー 

受信 

SMS-Deliver_ack 

TC-CONTINUE (MT_ForwardSM_Ack) 

TC-BEGIN (MT_ForwardSM（MMS = OFF） ) ※2 通目の配信 

精算ログ#1精算ログ#1 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Nack 

TC-END (MT_ForwardSM_Nack) （再送なしエラー） 

破棄 

MSC/SGSN 
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図５ SM-MT InformSC送信 

MSC/SGSN SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

MO_ForwardSM 
SRIforSM 送信 

SRIforSM 

POI 

SRIforSM_Nack  (再送ありエラー) 

InformSC

送出無し 

MT_ForwardSM 

精算ログ

MT_ForwardSM_ack 

精算ログ 

受信

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

SRIforSM Ack + InformSC 

InformSC 

送出有り 

上記シーケンスの繰り返しまたは Alert 手順シーケンスに準じる 
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図６ SM-MT TCAPハンドシェイク発生 

 

TC-CONTINUE: MAP_MO_Forward_SM (SMS-SUBMIT) 

TC-END: MAP_MO_ForwardSM_ack (SMS-SUBMIT-REPORT) 

MAP_SRIforSM 

TC-CONTINUE: MAP_MT_Forward_SM 

TC-END: MAP_MT_ForwardSM _Ack 

MAP_SRIforSM_Ack 

TC-BEGIN 

TC-BEGIN 

TC-CONTINUE 

TC-CONTINUE 

MSC/SGSN 着MS 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

HLR POI HLR SMSC MSC/SGSN 

MAP_SRIforSM 

MAP_SRIforSM 

MAP_SRIforSM_Ack 

MAP_SRIforSM_Ack 

送信 

受信

精算ログ 精算ログ 

送信側接続事業者 

MAP_SRIforSM 

受信側接続事業者 
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図７ SM-MT More Message to Send発生 

 

SRIforSM 

TC-CONTINUE: MT_ForwardSM(MMS=ON) 

TC-CONTINUE:MT_ForwardSM _Ack  

SRIforSM_Ack 

TC-BEGIN 

TC-CONTINUE 

TC-CONTINUE: MT_ForwardSM(MMS=ON) 

TC-CONTINUE: MT_ForwardSM_Ack 

TC-CONTINUE: MT_ForwardSM 

TC-END: MT_ForwardSM_Ack 

※ この例では、先頭の配信メッセージが TCAP Handshake となる場合である。 

精算ログ#1 精算ログ#1 

精算ログ#2 精算ログ#2 

精算ログ#3 精算ログ#3 

SMSC HLR MSC POI HLR MSC/SGSN 

受信側接続事業者 

着 MS 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver_Ack 

送信側接続事業者 

SRIforSM 
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図８ SM-MT 着ユーザが他社番号管理でさらに他社にポートアウト時 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

POI 

SRIforSM 

SRIforSM 

SRIforSM 

受信 

精算ログ 精算ログ 

HLR POI 

番号管理事業者 

ポートアウト 

SRIforSM_Ack 

MSC/SGSN 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

MT_ForwardSM 

SMS-Deliver 

SMS-Deliver Ack 

MT_ForwardSM_Ack 
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図９ SM-MT TCAP Handshake発生無し 

 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

MT_ForwardSM 

精算ログ 

MT_ForwardSM_Ack 

SRIforSM 

精算ログ 

受信

SRIforSM_Ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

MT_ForwardSM 

MT_ForwardSM_Ack 

SMS-DELIVER Ack 

SMS-DELIVER  

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 
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図10 SM-MT TCAP Handshake発生 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM) 

精算ログ 

SRIforSM 

精算ログ 

受信

SRIforSM_Ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack) 

TC-BEGIN 

TC-CONTINUE 

TC-BEGIN 

TC-CONTINUE 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM) 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

SRIforSM 
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図11 SM-MT More Message to Sendが発生 

 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM(MMS=OFF)) 

精算ログ 

SRIforSM 

精算ログ 

受信

SRIforSM_Ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack) 

TC-BEGIN(MT_ForwardSM(MMS=ON)) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM(MMS=OFF)) 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-BEGIN(MT_ForwardSM(MMS=ON)) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack) 

受信

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

SRIforSM 
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図12 SM-MT ACVersionネゴシエーションV3→V1 成功 

 

MSC/SGSN SMSC HLR 

送信側接続事業者 

TC-BEGIN（MT_ForwardSM）（AC Version3） 

TC-END（MT_ForwardSM_Ack）（AC Version3） 

SRIforSM 

精算ログ 

SRIforSM_Ack 

SRIforSM 

着 MS HLR 

受信側接続事業者 

精算ログ

受信

MSC/SGSN MSC/SGSN 

着海外事業者 

TC-BEGIN（MT_ForwardSM）（AC Version3） 

TC-Abort（AC version1） 

TC-END（MT_ForwardSM_Ack）（AC Version1） 

POI 

SMS-Deliver Ack 

SMS-Deliver 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

TC-BEGIN（MT_ForwardSM）（AC Version1） 

（注 1）本シーケンス中の TC-Abort は、TC-P-Abort(Incorrect transaction portion)または TC-U-Abort（ACver1, 

application context not supported)を指す 

（注 2）TC93 の場合のみ、対話部が設定される。TC88 の場合は対話部は設定されない。 
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図13 SM-MT ACVersionネゴシエーションV3→V2 成功、TCAP Handshakeが発生 

 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(AC Version3) 

精算ログ 

SRIforSM 

精算ログ 

受信

SRIforSM_ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-CONTINUE(AC Version2) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(AC Version3) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-END(MT_ForwardSM_ack)(AC Version3)

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-ABORT(AC Version2) 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

TC-BEGIN(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(AC Version2) 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version2) 

（注）本シーケンス中の TC-Abort は、TC-U-Abort（ACver2, application context not supported)を指す 
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図14 SM-MT ACVersionネゴシエーションV3→V2 成功、More Message to Sendが発生 
 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM((MMS=ON)(AC Version3) 

精算ログ#1

SRIforSM 

精算ログ#1 

受信 

SRIforSM_ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-CONTINUE(AC Version2) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(AC Version3) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version3) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-ABORT(AC Version2) 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

TC-BEGIN(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS=ON)(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM((MMS=OFF)(AC Version3) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM((MMS=OFF)(AC Version2) 

受信 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version2) 

TC-END(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version3) 

精算ログ#2精算ログ#2 

※2 通目の配信 

※1通目の配信 

（注）本シーケンス中の TC-Abort は、TC-U-Abort（ACver2, application context not supported)を指す 
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図15 SM-MT ACVersionネゴシエーションV3→V2 1通目失敗、More Message to Send

が発生 

 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS = ON)(AC Version3) 

SRIforSM 

SRIforSM_ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-CONTINUE(AC Version2) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(AC Version3) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Nack 

TC-ABORT(AC Version2) 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

TC-BEGIN(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS = ON)(AC Version2) 

TC-END(MT_ForwardSM_Nack) 

(再送なしエラー)(AC Version2)

TC-END(MT_ForwardSM_Nack) 

(再送無しエラー)(AC Version3) 

※1 通目の配信 

※2 通目の配信タイミングは、以下のパターンが考えられるが、事業者の仕様に依存する。 
 (1)1 通目の MT_ForwardSM_Nack 受信直後 
 (2)次回の配信契機 

破棄 

（注）本シーケンス中の TC-Abort は、TC-U-Abort（ACver2, application context not supported)を指す 

SM-MT 処理シーケンス（2 通目の配信）は省略 
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図16 SM-MT ACVersionネゴシエーションV3→V2 2通目失敗、More Message to Send

が発生 
 

MSC/SGSN SMSC HLR 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS=ON)(AC Version3) 

精算ログ#1

SRIforSM 

精算ログ#1 

受信

SRIforSM_ack 

MSC/SGSN MSC/SGSN 

在圏海外事業者 

POI 

TC-CONTINUE(AC Version2) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(AC Version3) 

TC-BEGIN(AC Version3) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version3) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-ABORT(AC Version2) 

SM-MO 処理シーケンス（正常シーケンス）に準じる。 

TC-BEGIN(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS=ON)(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM_Ack)(AC Version2) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM((MMS=OFF)(AC Version3) 

TC-CONTINUE(MT_ForwardSM)(MMS=OFF)(AC Version2) 

SMS-DELIVER 

SMS-DELIVER Ack 

TC-END(MT_ForwardSM_Nack) 

(再送無しエラー)(AC Version2) TC-END(MT_ForwardSM_Nack) 

(再送無しエラー)(AC Version3) 

※2 通目の配信 

※1通目の配信 

（注）本シーケンス中の TC-Abort は、TC-U-Abort（ACver2, application context not supported)を指す 

破棄 
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図17 番号解決 

 

SMSC HLR HLR HLR 

送信側接続事業者 第一中継事業者 

SRIforSM 

第二中継事業者 

SRIforSM 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE1+MSISDN（TT=0xDF）

SRIforSM 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE2+MSISDN（TT=0xDF） 

SRIforSM_Ack 

Calling Party Address：HLRノード番号 

Called Party Address：SMSC ノードアドレス 

Calling Party Address：SMSC ノード番号 

Called Party Address：A0CDE2+MSISDN（TT=0xDF）

Calling Party Address：HLR ノード番号 

Called Party Address：SMSC ノードアドレス 

ReportSMDeliveryStatus 

SRIforSM シーケンス 

ReportSMDeliveryStatus シーケンス 

ReportSMDeliveryStatus_Ack 

直前の MT_ForwardSM の Called Party address 

から判断の上、プレフィックスを設定する 
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図18 Alert手順 成功 

 

 

発 MS SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

AlertSC 

POI 

mw-status = on 

AlertSC.ack 

AlertSC 契機 

 

mw-status = off 

SM-MT 処理は省略 

（注）AlertSC は SC アドレス単位に送出 
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図19 Alert手順 失敗 

 

 

発 MS SMSC HLR MSC/SGSN 着 MS HLR 

送信側接続事業者 受信側接続事業者 

AlertSC 

POI 

mw-status = on 

AlertSC.Nack（再送ありエラー） 

AlertSC 契機 

mw-status = on 

再送 

再送ありエラーの場合 

AlertSC.Nack（再送なしエラー） 

mw-status = on 

破棄 

再送なしエラーの場合 

AlertSC.Ack 

mw-status = off 

 SC 蓄積メッセージなし 

TC-Abort 

mw-status = on 

 TC-Abort 返却 

再送 

タイムアウト検出 

 タイムアウト検出 

再送 

mw-status = on 

（注）AlertSC は SC アドレス単位に送出 
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1.　はじめに
　本別表は、対移動体事業者（IP）インタフェースで使用される制御信号プロトコル
に関する仕様を規定する。

1.1　適用規定
　本書で定義する技術仕様の範囲を次の通りとする。ＭＧＳとＧＳ間で使用するＳＩ
Ｐ、ＥＮＵＭおよびＤＮＳは、ＴＴＣ標準に準拠します。

1.2　伝送装置間インタフェース仕様

表1.2-1　当社と接続可能な物理インタフェース、ケーブル種別

対応インタフェース種別（仕様） 光ケーブル種別

　　　10G BASE-LR（IEEE 802.3ae　準拠） シングルモードケーブル

　　　10G BASE-ER（IEEE 802.3ae　準拠） シングルモードケーブル

2.　SIP適用規定
SIP仕様は「TTC標準 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェース」に準拠します。
以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.30 第10.0版 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェース
・TTC標準 JJ-90.27 第9.0版 着信転送サービス（CDIV）に関するNNI仕様

2.1　SIP設定条件
　当社のパラメータ設定条件は表2.1-1に示します。TTC標準 JJ-90.30に示されるオ
プション項目は事業者ごとに選択できるものですが、当社網としての規定、および直
接協定事業者の網に期待する規定を表2.1-2に示します。
　表2.1-2内付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行の項番4に示されるa=行の規定について、
表2.1-3及び表2.1-4に示します。
　本インタフェースに適用するコーデックについては表2.1-5に示します。
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表2.1-1　SIP基本設定条件

項番
プロト
コル

パラメータ 備考

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

3 ポート番号 5060

1 global-number-digits +81A0CDEXXXXX

2 par npdi

3 Hostport ims.mnc010.mcc440.3gpp
network.org

4 Req-URI
の SIP
URI フ ォ
ーマット

4 uri-parameter user=phone

1 一般 ims.mnc010.mcc440.3gpp
network.org

2 衛星(陸上) land.sl.ims.mnc010.mcc
440.3gppnetwork.org

3 衛星(船舶) sea.sl.ims.mnc010.mcc4
40.3gppnetwork.org

4 衛星(新規) sl2.ims.mnc010.mcc440.
3gppnetwork.org

1 SIP

5 事業者識
別子

5 IP電話 ip.ims.mnc010.mcc440.3
gppnetwork.org

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

2 RTP

3 ポート番号 SDPで指定

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

3 RTCP

3 ポート番号 SDPで指定
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表2.1-2　SIPオプション項目設定条件
表2.1-2の付表名はTTC標準JJ-90.30のものを用います。

付表i.4-1／JJ-90.30　IPバージョン

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 IPv6

適用しない

適用しない

付表i.4-3／JJ-90.30　SIPメソッド

項番 オプション項目 II-NNI での適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 MESSAGE メソッド

適用しない

適用しない

適用する2 REFER メソッド

適用しない

適用しない

適用する3 NOTIFY メソッド

適用しない

適用しない

適用する4 SUBSCRIBE メソッド

適用しない

適用しない

付表i.4-4／JJ-90.30　キャリアENUMインタフェース

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 キャリア ENUM インタフェ
ース

適用する 適用する
・ENUMクエリを受け付けるIPアド
レス／ポート番号：当社が指定
・NAPTRリソースレコードのORDER
／PREFERENCEフィールドの設定
値：本別表の表3.1-1を参照

適用する2 NAPTRリソースレコードの取
得に失敗した場合の番号取
得事業者のIMS網への接続 適用しない

適用しない
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付表i.4-5／JJ-90.30　番号、ネーム、アドレス

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 SIP URI 適用する 適用する
・Local numberの利用：利用しない
・受信を受け付けるhostport部の
ドメイン名：本別表の表2.1-1を参
照
・利用するPSI：利用しない

適用する4 サブアドレス
（"isub" tel URI パラメー
タ） 適用しない

適用しない

付表i.4-6／JJ-90.30　着側IBCF選択方式

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 着側 IMS 網における SIP ド
メイン解決のための事業者
間 DNS インタフェースの提
供

適用しない

適用する
・各パラメータ：本別表の表 4.1-1
を参照
・発側IMS網が全DNSサーバから正
常な応答が得られない場合の接続
条件：呼損とする

付表i.4-7／JJ-90.30　SIPオプションタグ

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 SIP セッションタイマ
(timer)

適用する 適用する
・更新間隔の制限：180～1800s
※当社は 180s とする
・全セッションへの適用：適用する

2 暫定レスポンスの信頼性
(100rel)

適用する 適用する
・全セッションへの適用：適用する

適用する3 リソース管理のネゴシエー
ション
(precondition) 適用しない

適用する

適用する4 SIP ダイアログの置換
(replaces)

適用しない

適用しない

適用する5 端末能力の伝達
(pref)

適用しない

適用しない
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付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 m=行 適用する 適用する
・静的 RTP ペイロード番号：なし

2 b=行 適用する 適用する
・b=行のタイプ：AS/RS/RR

適用する3 b=RR／b=RS を用いた RTCP
帯域指定

適用しない

適用する

4 a=行 適用する 適用する
・属性値：本別表の表 2.1-3 および
表 2.1-4 を参照

付表 i.4-11／JJ-90.30　ユーザプレーンのトランスポート、メディア、コーデック

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 音声メディア (m=audio) 適用する 適用する
・音声コーデック名：
EVS/AMR-WB/AMR/ TelephoneEvent
詳細は本別表の表 2.1-5 を参照

適用する2 映像メディア (m=video)

適用しない

適用しない

適用する3 他のメディア

適用しない

適用しない

適用する4 RTP/AVPF

適用しない

適用しない

適用する5 TCP

適用しない

適用しない

適用する6 他のユーザプレーンプロト
コル

適用しない

適用しない

付表i.4-12／JJ-90.30　メディア変更

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 確立済み音声メディア
(m=audio) のコーデック変
更 適用しない

適用する
・EVS/AMR-WB から AMR へ変更

適用する2 確立済み映像メディア
(m=video) のコーデック変
更 適用しない

適用しない
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付表i.4-13／JJ-90.30　SIPメッセージボディ

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 MIME タイプ 適用する 適用する
・SDP（application/sdp）以外の利
用する MIME タイプ：なし

付表i.4-15／JJ-90.30　付加サービス

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する3 呼出し保留 (HOLD)

適用しない

適用しない

適用する4 私設網トラヒック
（P-Private-Network-
Indication ヘッダ）

適用しない

適用しない

付表i.4-17／JJ-90.30　帯域制御

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 トークンバケットサイズの
個別指定

適用しない

適用する
上限：1600bytes、下限：0byte

品質クラス毎に
レート係数を規

定する

2 レート係数

単一のレート係
数を規定する

単一のレート係数を規定する
レート係数：80ms

適用する3 コーデックに対応づけたト
ークンバケット速度

適用しない

適用する
Codec ネゴシエーション時におけ
る AS 値にて決定する

付表i.4-18／JJ-90.30　最大同時接続数

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 片方向管理での出SIPセッ
ションの同時接続数制御

適用しない

適用する
・出SIPセッションの最大同時接続
数：当社と直接協定事業者間で別途
協議の上、決定する
・網間における帯域確保方式は、帯
域を共有しない方式を基本とする
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付表i.4-19／JJ-90.30　RTP/RTCPパケット断監視

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 RTP/RTCP パケット断監視

適用しない

適用する
・出SIPセッションの最大同時接続
数：当社と直接協定事業者間で別途
協議の上、決定する
・網間における帯域確保方式は、帯
域を共有しない方式を基本とする

付表i.4-20／JJ-90.30　障害検知／復旧検知

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 障害検知時の迂回

適用しない

適用する
・INVITE 送信後のタイムアウト、
又は 503 受信で迂回とする

適用する2 SIP レイヤにおける復旧検
知方式

適用しない

適用する復旧
検知：PilotINVITE を利用する
タイマ：30s の固定タイマ（503 受
信時の RetryAfter は意識しない）

適用する3 InitialINVITE に対して
503 (Service Unavailable)
レスポンス返却後、復旧検
知の OPTIONS リクエストを
受信した際、当該対地から
の INVITE リクエストを受
付可能な場合にのみ 200
(OK) レスポンスを返却す
る機能

適用しない

適用する
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表2.1-3　付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行　項番4のa=行に係る規定

属性情報(a=行)パラメータ

No Attribute

当社MGS→
他事業者GS向けの
Offer時の設定内容

他事業者GS→
当社MGS向けの

Offer設定受け入れ判定

1 cat 設定しない 無視する
2 keywds 設定しない 無視する
3 tool 設定しない 無視する
4 ptime 20 無視する※20として扱う
5 maxptime 20 無視する※20として扱う

encoding
name

"AMR" or "AMR-WB" or
"EVS" or
"telephone-event"

clock rate 8000 or 16000

"AMR"は必須
サポートコーデック以外
は非許容
[2回目以降]
同一ペイロードタイプ番
号で前回と異なるCodec
指定は無効

6 rtpmap

encoding
parameters

1 or 省略 1 or 省略以外非許容

7 recvonly 設定する※1 非許容
8 sendrecv 設定する 許容する
9 sendonly 設定しない 許容する※1
10 inactive 設定する※1 許容する※1
11 orient 設定しない 無視する
12 type 設定しない 無視する
13 charset 設定しない 無視する
14 sdplang 設定しない 無視する
15 lang 設定しない 無視する
16 framerate 設定しない 無視する
17 quality 設定しない 無視する
18 fmtp 本別表の表2.1-4を参照 本別表の表2.1-4を参照

precondition type "qos"　※2 "qos"以外非許容※2
status type "local" or "remote"※2 "local"and"remote"両方

必須　※2
"e2e"非許容※2

19 curr

direction tag "none" or
"sendrecv"※2

無視する

precondition type "qos"※2 "qos"以外非許容※2
strength tag "mandatory" or

"optional"※2
2回目以降の
ダウングレード非許容

status type "local" or
"remote"※2

"e2e"非許容※2

20 des

direction tag "sendrecv"※2 無視する
precondition type 設定しない "qos"以外非許容21 conf
status type 設定しない "e2e"非許容

22 maxprate 設定しない 無視する

　※1：通話中遷移後のみ該当　通話中遷移前は設定しないor非許容
　※2：通話中遷移前のみ該当　通話中遷移後は設定しないor不要
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表2.1-4　コーデック別a=fmtp行パラメータ詳細

属性情報(a=fmtp行)
詳細パラメータ

codec parameter

当社MGS→
他事業者GS向けの
Offer時の設定内容

他事業者GS→
当社MGS向けの

Offer設定受け入れ判定

octet-align 0 or 1※1 ペイロードタイプ番号重複付加

mode-set 7(12.2kbps) 7(12.2kbps)を含まない場合非
許容※2

AMR

max-red 0 無視する

octet-align 0 or 1※1 ペイロードタイプ番号重複付加

mode-set 2(12.65kbps) 2(12.65kbps)を含まない場合非
許容※2

AMR-WB

max-red 0 無視する

dtx ※3 ※3

dtx-recv ※3 ※3

hf-only ※3 ※3

evs-mode-switch 0 -1は非許容

br 13.2kbps※4 13.2kbpsを含まない場合非許容
※2※4

br-send 13.2kbps※4 13.2kbpsを含まない場合非許容
※2※4

br-recv 13.2kbps※4 13.2kbpsを含まない場合非許容
※2※4

bw fbは設定しない※5 fb単一指定非許容※5

bw-send fbは設定しない※5 fb単一指定非許容※5

bw-recv fbは設定しない※5 fb単一指定非許容※5

ch-send 設定しない 1以外非許容※2

ch-recv 設定しない 1以外非許容※2

cmr -1 -1以外非許容※2

ch-aw-recv ※3 ※3　（ただし、初回は
　　　-1 or 0以外非許容）

channels ※6 1以外非許容　※2

EVS

max-red 0 無視する

※1：未決定時は別Payloadで両パラメータを設定
※2：当該パラメータ省略時は除く（省略時は許容）
※3：UEの設定を透過orUEへ透過転送
※4：br設定とbr-send＆br-recv設定は排他的扱であり、基本はbrのみ設定を優先
※5：bw設定とbw-send＆bw-recv設定は排他的扱であり、基本はbwのみ設定を優先
※6：rtpmapの<encoding parameters>を1とする
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表2.1-5　サポートコーデック一覧

No <encoding name> M/O <clock
rate>

IPVer. レート AS 値

1 AMR M 8000 IPv4 12.2 <octet-align>　29
<bandwidth-efficient> 30

2 AMR-WB M 16000 IPv4 12.65 30

3 EVS O 16000 IPv4 13.2 30

4 telephone-event
(AMR)

M 8000 IPv4 - -

5 telephone-event
(AMR-WB)

M 16000 IPv4 - -

6 telephone-event
(EVS)

O 16000 IPv4 - -

3.　ENUM適用規定
ENUM仕様は「TTC標準 キャリアENUMの相互接続共通インタフェース」に準拠します。

以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.31 第5.0版 キャリアENUMの相互接続共通インタフェース
・TTC JT-E164 Supplement2 国際公衆電気通信番号計画補足文書2：番号ポータビリ
ティ

3.1　ENUM設定条件
TTC標準 JJ-90.31に示されるオプション項目は事業者ごとに選択できるものであ

るが、当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を表3.1-1に
示します。

表3.1-1　ENUMオプション項目設定条件

項番 JJ-90.31内参照項 当社規定

1 4.事業者間インタフェース
4.1.レイヤ３

ENUMサーバのIPアドレスリスト
：当社が指定

2 4.事業者間インタフェース
4.2.レイヤ４

ENUMクエリ待ち受けポート番号：53

3 4.事業者間インタフェース
4.3.ENUM
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.アンサ
4.3.3.2.1. ORDERフィールド

複数のNAPTRリソースレコードはない
なおORDER値は100

4 4.事業者間インタフェース
4.3.ENUM
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.アンサ
4.3.3.2.2.PREFERENCEフィールド

複数のNAPTRリソースレコードはない
なおPREFERENCE値は100
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3.2　ENUMのその他の規定について
「E2U+pstn:sip」を優先とするNAPTRリソースレコードを含む回答部を返答する場

合、当該呼は第2章第2節対移動体事業者接続用インタフェースに従います。

4.　DNS適用規定
DNS仕様は「TTC標準 SIPドメイン解決のためのDNS相互接続共通インタフェース」

に準拠します。以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.32 第4.0版 SIPドメイン解決のためのDNS相互接続共通インタフェ
ース

4.1　 DNS設定条件
TTC標準 JJ-90.32に示されるオプション項目は事業者ごとに選択できるものであ

るが、当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を表4.1-1に
示します。

表4.1-1　DNS設定条件

項番 事業者間協議事項 当社規定

1 3.アーキテクチャ
3.1.事業者間DNSのアーキテクチャ

・DNSサーバのIPアドレスリスト：当社
が指定

2 3.アーキテクチャ
3.3.接続先IBCFの選択
3.3.3.STEP3:A/AAAAレコード

・Aレコード：トップレコード選択
・AAAAレコード：非対応

3 4.事業者間インタフェース仕様
4.2.レイヤ4

・DNSクエリの待ち受けポート番号：53

4 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.DNSアンサ

・NAPTRリソースレコードのTTL値：
1800s

5 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.4.SRVリソースレコード
4.3.4.2.DNSアンサ

・SRVリソースレコードのTTP値：1800s
・最大SRVレコード数：32

6 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.5.Aレコード

・AレコードのTTL値：1s

7 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.6.AAAAレコード

非対応
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ＭＧＳとＧＳ間の対移動体事業者（IP）インタフェースで使用される制御信号プロト
コルに関するシーケンスはＴＴＣ標準 JJ-90.30に、準拠いたします。
当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を使用するシーケン

スを表12-2.1に示します。

表12-2.1　シーケンス番号一覧

番号 種別 ページ

＜接続先IBCF導出＞

１－１ 当社発他社着（MNP無し）時 技12－2－2

１－２ 当社発他社着（他社間MNP時） 技12－2－3

１－３ 当社網内発着（MNPによるポートイン番号着）時 技12－2－4

＜基本接続（呼処理）＞

２－１ 当社発他社着（他社側ゲートウェイモデル）ガイダンス無 技12－2－5

２－２ 当社発他社着（他社側ゲートウェイモデル）ガイダンス有 技12－2－6

２－３ 当社発他社着（他社側フォーキングモデル） 技12－2－7

２－４ 他社発当社着（当社側：VoLTE） 技12－2－8

２－５ 他社発当社着（当社側：3G端末等） 技12－2－9

＜不完了呼＞

３－１ 不完了呼（欠番ガイダンス）〈当社発他社着、他社発当社着〉 技12－2－10

３－２ 不完了呼（通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメン
ト）
〈当社発他社着、他社発当社着〉

技12－2－11

３－３ 不完了呼（音声非対応端末への着信）
〈当社発他社着、他社発当社着〉

技12－2－12

＜付加サービス・その他＞

４－１ 他社発当社着（CAT） 技12－2－13

４－２ キャッチホン（当社起動時） 技12－2－14

４－３ キャッチホン（他社起動時） 技12－2－15

４－４ 通話中の音声Codec切り替え（SRVCC等） 技12－2－16
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１－１ 当社発他社着（MNP無し時）
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１－２ 当社発他社着（他社間MNP時）
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１－３ 当社網内発着（MNPによるポートイン番号着時）
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２－１ 当社発他社着（他社側ゲートウェイモデル）ガイダンス無
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２－２ 当社発他社着（他社側ゲートウェイモデル）ガイダンス有
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２－３ 当社発他社着（他社側フォーキングモデル）
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２－４ 他社発当社着（当社側：VoLTE）
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２－５ 他社発当社着（当社側：3G端末等）
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３－１ 不完了呼（欠番ガイダンス）〈当社発他社着、他社発当社着〉
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３－２ 不完了呼（通信リクエストを拒否する場合のアナウンスメント）
〈当社発他社着、他社発当社着〉
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３－３ 不完了呼（音声非対応端末への着信）〈当社発他社着、他社発当社着〉
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４－１ 他社発当社着（CAT）
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４－２ キャッチホン（当社起動時）
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４－３ キャッチホン（他網側起動時）
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４－４ 通話中の音声Codec切り替え（SRVCC等）
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1.　はじめに
　本別表は、対地域/国際事業者（IP）インタフェースで使用される制御信号プロト
コルに関する仕様を規定する。

1.1　適用規定
　本書で定義する技術仕様の範囲を次の通りとする。ＭＧＳとＧＳ間で使用するＳＩ
Ｐ、ＥＮＵＭおよびＤＮＳは、ＴＴＣ標準に準拠します。

1.2　伝送装置間インタフェース仕様
表1.2-1　当社と接続可能な物理インタフェース、ケーブル種別

対応インタフェース種別（仕様） 光ケーブル種別

　　　10G BASE-LR（IEEE 802.3ae　準拠） シングルモードケーブル

　　　10G BASE-ER（IEEE 802.3ae　準拠） シングルモードケーブル

　　　1000BASE-LX（IEEE 802.3z　準拠） シングルモードケーブル

2.　SIP適用規定
SIP仕様は「TTC標準 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェース」に準拠します。
以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.30 第10.0版 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェース
・TTC標準 JJ-90.28 第4.1版 緊急通報呼に関する NNI 仕様
・TTC標準 JJ-90.27 第9.0版 着信転送サービス（CDIV）に関するNNI仕様

2.1　SIP設定条件
　当社のパラメータ設定条件は表2.1-1に示します。TTC標準 JJ-90.30に示されるオ
プション項目は事業者ごとに選択できるものですが、当社網としての規定、および直
接協定事業者の網に期待する規定を表2.1-2に示します。
　表2.1-2内付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行の項番4に示されるa=行の規定について、
表2.1-3に示します。
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表2.1-1　SIP基本設定条件

項番
プロト
コル

パラメータ 備考

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

3 ポート番号 5060

1 global-number-digits +81A0CDEXXXXX

2 par npdi

3 Hostport ims.mnc010.mcc440.3gpp
network.org

4 Req-URI
の SIP
URI フ ォ
ーマット

4 uri-parameter user=phone

1 一般 3GPP-E-UTRAN-FDD.ims.m
nc010.mcc440.3gppnetwo
rk.org

2 衛星(陸上) SAT-Type1.ims.mnc010.m
cc440.3gppnetwork.org

3 衛星(船舶) SAT-Type2.ims.mnc010.m
cc440.3gppnetwork.org

4 衛星（新規） SAT-Type3.ims.mnc010.m
cc440.3gppnetwork.org

1 SIP

5 事業者識
別子

5 IP電話 050-IP-Phone.ims.mnc01
0.mcc440.3gppnetwork.o
rg

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

2 RTP

3 ポート番号 SDPで指定

1 IPバージョン v4

2 トランスポートプロトコル UDP

3 RTCP

3 ポート番号 SDPで指定
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表2.1-2　SIPオプション項目設定条件
表2.1-2の付表名はTTC標準JJ-90.30のものを用います。

付表i.4-1／JJ-90.30　IPバージョン

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 IPv6

適用しない

適用しない

付表i.4-3／JJ-90.30　SIPメソッド

項番 オプション項目 II-NNI での適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 MESSAGE メソッド

適用しない

適用しない

適用する2 REFER メソッド

適用しない

適用しない

適用する3 NOTIFY メソッド

適用しない

適用しない

適用する4 SUBSCRIBE メソッド

適用しない

適用しない

付表i.4-4／JJ-90.30　キャリアENUMインタフェース

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 キャリア ENUM インタフェ
ース

適用する 適用する
・ENUMクエリを受け付けるIPアド
レス／ポート番号：当社が指定
・NAPTRリソースレコードのORDER
／PREFERENCEフィールドの設定
値：本別表の表3.1-1を参照

適用する2 NAPTRリソースレコードの取
得に失敗した場合の番号取
得事業者のIMS網への接続 適用しない

適用しない
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付表i.4-5／JJ-90.30　番号、ネーム、アドレス

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 SIP URI 適用する 適用する
・Local numberの利用：利用しない
・受信を受け付けるhostport部の
ドメイン名：本別表の表2.1-1を参
照
・利用するPSI：利用しない

適用する4 サブアドレス
（"isub" tel URI パラメー
タ） 適用しない

適用しない

付表i.4-6／JJ-90.30　着側IBCF選択方式

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 着側 IMS 網における SIP ド
メイン解決のための事業者
間 DNS インタフェースの提
供

適用しない

適用する
・各パラメータ：本別表の表 4.1-1
を参照
・発側IMS網が全DNSサーバから正
常な応答が得られない場合の接続
条件：呼損とする

付表i.4-7／JJ-90.30　SIPオプションタグ

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 SIP セッションタイマ
(timer)

適用する 適用する
・更新間隔の制限：180～1800s

※当社は 180s とする
・全セッションへの適用：適用する

2 暫定レスポンスの信頼性
(100rel)

適用する 適用する
・全セッションへの適用：適用する

適用する3 リソース管理のネゴシエー
ション
(precondition) 適用しない

適用しない

適用する4 SIP ダイアログの置換
(replaces)

適用しない

適用しない

適用する5 端末能力の伝達
(pref)

適用しない

適用しない
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付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 m=行 適用する 適用する
・静的 RTP ペイロード番号：
0(PCMU)を利用する

2 b=行 適用する 適用する
・b=行のタイプ：使用しない

適用する3 b=RR／b=RS を用いた RTCP
帯域指定

適用しない

適用しない

4 a=行 適用する 適用する
・属性値："PCMU"、"telephone-
event"を利用する

付表 i.4-11／JJ-90.30　ユーザプレーンのトランスポート、メディア、コーデック

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 音声メディア (m=audio) 適用する 適用する
・音声コーデック名：
G.711μ-law/TelephoneEvent を利
用する

適用する2 映像メディア (m=video)

適用しない

適用しない

適用する3 他のメディア

適用しない

適用しない

適用する4 RTP/AVPF

適用しない

適用しない

適用する5 TCP

適用しない

適用しない

適用する6 他のユーザプレーンプロト
コル

適用しない

適用しない
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付表i.4-12／JJ-90.30　メディア変更

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 確立済み音声メディア
(m=audio) のコーデック変
更 適用しない

適用しない

適用する2 確立済み映像メディア
(m=video) のコーデック変
更 適用しない

適用しない

付表i.4-13／JJ-90.30　SIPメッセージボディ

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

1 MIME タイプ 適用する 適用する
・SDP（application/sdp）以外の利
用する MIME タイプ：なし

付表i.4-15／JJ-90.30　付加サービス

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する3 呼出し保留 (HOLD)

適用しない

適用しない

適用する4 私設網トラヒック
（P-Private-Network-
Indication ヘッダ）

適用しない

適用しない

付表i.4-17／JJ-90.30　帯域制御

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 トークンバケットサイズの
個別指定

適用しない

適用する
上限：1600bytes、下限：0byte
※TTC JT-Y1221 a.3 より利用 Codec
においては 1500byte が設定される
ことから、実質本設定の影響はない

品質クラス毎に
レート係数を規

定する

2 レート係数

単一のレート係
数を規定する

単一のレート係数を規定する
レート係数：80ms

適用する3 コーデックに対応づけたト
ークンバケット速度

適用しない

適用する
TTC JT-Y1221 a.3 を踏まえ 105kbps
とする



技別 13－1－7

付表i.4-18／JJ-90.30　最大同時接続数

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 片方向管理での出SIPセッ
ションの同時接続数制御

適用しない

適用する
・出 SIP セッションの最大同時接
続数：当社と直接協定事業者間で別
途協議の上、決定する

・網間における帯域確保方式は、帯
域を共有しない方式を基本とする

付表i.4-19／JJ-90.30　RTP/RTCPパケット断監視

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 RTP/RTCP パケット断監視

適用しない

適用する
基本は RTP 断監視

ただし、対向事業者より保留を示す
方向属性変更付きのSDPオファーが
あった際にはRTCP監視に切り替え
る

付表i.4-20／JJ-90.30　障害検知／復旧検知

項番 オプション項目 II-NNIでの適用
（JJ-90.30）

当社規定

適用する1 障害検知時の迂回

適用しない

適用する

・INVITE 送信後のタイムアウト、
又は 503 受信で迂回とする

適用する2 SIP レイヤにおける復旧検
知方式

適用しない

適用する

復旧検知：PilotINVITE を利用する

タイマ：30s の固定タイマ（503 受
信時の RetryAfter は意識しない）

適用する3 InitialINVITE に対して
503 (Service Unavailable)
レスポンス返却後、復旧検
知の OPTIONS リクエストを
受信した際、当該対地から
の INVITE リクエストを受
付可能な場合にのみ 200
(OK) レスポンスを返却す
る機能

適用しない

適用する
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表2.1-3　付表i.4-10／JJ-90.30　SDP行　項番4のa=行に係る規定

属性情報(a=行)パラメータ

No Attribute

当社MGS→
他事業者GS向けの
Offer時の設定内容

他事業者GS→
当社MGS向けの

Offer設定受け入れ判定

1 cat 設定しない 無視する
2 keywds 設定しない 無視する
3 tool 設定しない 無視する
4 ptime 20 無視する※20として扱う
5 maxptime 20 無視する※20として扱う

encoding
name

"PCMU" or
"telephone-event"

clock rate 8000

"PCMU"は必須
サポートコーデック以外
は非許容
[2回目以降]
同一ペイロードタイプ番
号で前回と異なるCodec
指定は無効

6 rtpmap

encoding
parameters

1 or 省略 1 or 省略以外非許容

7 recvonly 設定する※1 非許容
8 sendrecv 設定する 許容する
9 sendonly 設定しない 許容する※1
10 inactive 設定する※1 許容する※1
11 orient 設定しない 無視する
12 type 設定しない 無視する
13 charset 設定しない 無視する
14 sdplang 設定しない 無視する
15 lang 設定しない 無視する
16 framerate 設定しない 無視する
17 quality 設定しない 無視する
18 fmtp 設定しない 無視する
19 curr 設定しない 無視する
20 des 設定しない 無視する
21 conf 設定しない 無視する
22 maxprate 設定しない 無視する

　※1：通話中遷移後のみ該当　通話中遷移前は設定しないor非許容
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3.　ENUM適用規定
ENUM仕様は「TTC標準 キャリアENUMの相互接続共通インタフェース」に準拠します。

以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.31 第5.0版 キャリアENUMの相互接続共通インタフェース
・TTC JT-E164 Supplement2 国際公衆電気通信番号計画補足文書2：番号ポータビリ
ティ

3.1　ENUM設定条件
TTC標準 JJ-90.31に示されるオプション項目は事業者ごとに選択できるものです

が、当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を表3.1-1に示
します。

表3.1-1　ENUMオプション項目設定条件

項番 JJ-90.31内参照項 当社規定

1 4.事業者間インタフェース
4.1.レイヤ３

ENUMサーバのIPアドレスリスト
：当社が指定

2 4.事業者間インタフェース
4.2.レイヤ４

ENUMクエリ待ち受けポート番号：53

3 4.事業者間インタフェース
4.3.ENUM
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.アンサ
4.3.3.2.1. ORDERフィールド

複数のNAPTRリソースレコードはない
なおORDER値は100

4 4.事業者間インタフェース
4.3.ENUM
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.アンサ
4.3.3.2.2.PREFERENCEフィールド

複数のNAPTRリソースレコードはない
なおPREFERENCE値は100

3.2　ENUMのその他の規定について
「E2U+pstn:sip」を優先とするNAPTRリソースレコードを含む回答部を返答された

場合、当該呼は第2章第1節対地域/国際/選択中継事業者インタフェースに従い接続し
ます。
当社のENUMクライアントはEDNS0非対応のため、QueryにOPT疑似リソースレコード

は付与されません。

4.　DNS適用規定
DNS仕様は「TTC標準 SIPドメイン解決のためのDNS相互接続共通インタフェース」

に準拠します。以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照します。
・TTC標準 JJ-90.32 第4.0版 SIPドメイン解決のためのDNS相互接続共通インタフェ
ース

4.1　 DNS設定条件
TTC標準 JJ-90.32に示されるオプション項目は事業者ごとに選択できるものであ

るが、当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を表4.1-1に
示します。
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表4.1-1　DNS設定条件

項番 事業者間協議事項 当社規定

1 3.アーキテクチャ
3.1.事業者間DNSのアーキテクチャ

・DNSサーバのIPアドレスリスト：当社
が指定

2 3.アーキテクチャ
3.3.接続先IBCFの選択
3.3.3.STEP3:A/AAAAレコード

・Aレコード：トップレコード選択
・AAAAレコード：非対応

3 4.事業者間インタフェース仕様
4.2.レイヤ4

・DNSクエリの待ち受けポート番号：53

4 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.3.NAPTRリソースレコード
4.3.3.2.DNSアンサ

・NAPTRリソースレコードのTTL値：
1800s

5 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.4.SRVリソースレコード
4.3.4.2.DNSアンサ

・SRVリソースレコードのTTP値：1800s
・最大SRVレコード数：32

6 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.5.Aレコード

・AレコードのTTL値：1s

7 4.事業者間インタフェース仕様
4.3.DNS
4.3.6.AAAAレコード

非対応
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シーケンス
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MGSとGS間の対地域/国際事業者（IP）インタフェースで使用される制御信号プロト
コルに関するシーケンスはTTC標準 JJ-90.30に準拠いたします。
当社網としての規定、および直接協定事業者の網に期待する規定を使用するシー

ケンスは基本的にTTC TR-1088の通りとなりますが、以下の表13-2.1にTTC規定との
差分を示します。

表 13-2.1　TTC規定とのシーケンス・パラメータ差分

分類 項番 項目 比較対象
TTC規定

内容 備考

S1 SessionExpire
／MinSE

TR-1088 当社のINVITEの設定値
はシステム一意で180s
となり、対向事業者様
個別カスタマイズ不可

当社のINVITEの設
定値はシステム一
意で180sとなり、
対向事業者様個別
カスタマイズ不可

S2 Supported TR-1088 ・ INVITEの Supported
ヘッダに199を付与
・転送時のINVITEの場
合、histinfoを付与

199は基本固定事
業者様との接続で
は流れない信号

S3 Resouce-
Priority

TR-1088 当 社 発 優 先 呼 に は
cpc=Priority 以 外 に
Resource-Priority ヘ
ッダを付与

ResourcePriority
は無視し、標準に
従いcpcで制御い
ただければ問題な
し

S4 Accept TR-1088 INVITE 、 お よ び
200OK(INVITE) に
Acceptヘッダを付与

S5 Reason TR-1088 BYE/CANCEL/Error応答
全般にReasonヘッダを
付与する場合がある。

欠番時の Cause=1
以外特に期待動作
無し

S6 SDP内o=行 TR-1088 O=行に設定されるIPア
ドレスがC-Planeノー
ドのもの

S7 P-A-I無し時の
動作

JJ-90.30 P-A-I無しの着信は呼
損となる。

当社着でP-A-I無
しは標準違反想定

SIP

S8 TIMER-C更新 JJ-90.30 TimerC更新の18x送出
機能無し（当社サービ
ス仕様として160s前後
で切断する動きあり）

ENUM E1 EDNS0 JJ-90.31
※v4.0以前

当社ClientはEDN0非対
応（Serverは対応応答
を返却）
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NW N1 RouterID － NNI区間で接続するNW
機 器 の RouterID が
10.252.x.xのv4プライ
ベートIPアドレス形式

BGP-OPENの際にの
み情報交換処理が
ある認識のため、
ID重複無しについ
ては御確認いただ
きたい。
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	　　第48条　その他接続に必要な事項
	　第13節　対地域／国際事業者（IP）インタフェース
	　　第49条　網構成
	　　第50条　接続方式
	　　第51条　輻輳制御方式
	　　第52条　その他接続に必要な事項
	技術的条件集別表
	　　１　相互接続箇所毎の接続番号
	　　２　付加サービス等の利用条件
	　　３　ＭＴＰ仕様
	　　４　ＩＳＵＰ仕様
	　　５　ＳＣＣＰ仕様
	　　６　接続シーケンス
	　　７　伝送装置間インタフェース仕様
	　　８　ＩＳＰ事業者インタフェース仕様
	　　９　パケットデータ直収（ＩＭＴ－２０００）ユーザインタフェース仕様
	　　10　パケットデータ直収（LTE）ユーザインタフェース仕様
	　　11　対国内接続事業者ＳＭＳ仕様
	　　12　対移動体事業者（IP）インタフェース仕様
	　　13　対地域／国際事業者（IP）インタフェース仕様

